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樋部倉矧壁板（外面）



巻頭図版 2

1 樋部倉矧壁板 左端部板厚調節加工 2 樋部倉矧壁板 右端部板厚調節加工

3 樋部倉矧壁板側面部V字谷形加工 4 樋部倉矧壁板側面部V字谷形加工



巻頭図版 3
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2 E区第 1号井戸跡
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井戸枠検出状況

E区第 1号土壊検出状況
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E区第 1号井戸跡出土常滑大甕
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E区第 1号土堀蔵骨器出土状況 6
 

E区第 1号土壊出土蔵骨器と蓋石



諏訪木遺跡の紹介

すわの き ぎょうだし くまがやし

諏訪木遺跡は、 JR高崎線熊谷駅の北東約 2km、行田市との市境近くの熊谷市東端に

あります。これまでの発掘調査で、縄文時代後期（約3,500年前）から江戸時代のムラ

跡が発見されています。なかでも、古墳時代後期（約1,500年前）の「ムラのマツリ」

いぐし りつりょうさいし

から、斎串などの出土により平安時代（約1,000年前）には「律令祭祀」へ変化した河

川祭祀跡は、全国的に注目されています。

くまがやはにゅう

今回は、県道熊谷羽生線の建設に伴う調査で、上面の弥生時代（約2,000年前） ～戦

国時代 (450年前）と、下面の縄文時代晩期（約3,000年前）の二面の文化層が検出され

ました。上面の文化層からは、弥生時代から平安時代の竪穴住居跡や建物跡、鎌倉時

代（約750年前）の井戸跡、戦国時代の墓跡などが見つかりました。また、古墳時代前

期（約1,650年前）の河川跡からは多贔の木製品が出土しました。このなかには、｝応蒼

ひぶくらはぎ

造り建物の壁板が含まれていました。この壁板は「樋部倉矧」と呼ばれる特殊な加工

が施され、東日本では最古段階の貴重な発見例となりました。



序

埼玉県 5か年計画「ゆとりとチャンスの埼玉プラン」は、総合交通体系の整備

を基本目標のひとつとして掲げ、「人と自然にやさしい道づくり」を基本理念と

した「時間が読める道づくり」と「安心と活力の道づくり」が進められておりま

す。

県北部に位置する熊谷市は、「北部複合都市圏」における業務核都市と位置づ

けられ、業務・商業などの高次都市機能を集積させて若者に魅力のある定住都市

圏の形成が期待されているところです。その市街地を走る県道熊谷羽生線は、平

成16年に開催された「彩の国まごころ国体」メイン会場へのアクセス道路とし

て計画され、同時に生活環境の改善を目的とした安心•安全な道路空間づくりが

進められてまいりました。

この事業地内に所在する諏訪木遺跡の取り扱いについては、埼玉県教育局生涯

学習部文化財保護課（当時）が関係機関と慎重に協議してまいりましたが、やむ

を得ず発掘調査を実施し、記録保存の措置を講じることとなりました。発掘調査

は、埼玉県県土整備部道路街路課の委託を受けて当事業団が実施いたしました。

発掘調査の結果、縄文時代から平安時代の竪穴住居跡や掘立柱建物跡、中・近

世の溝跡・井戸跡などの長期間に及ぶ遣構群が発見されました。特に、古墳時代
ひぶくらはぎ

前期の河川跡から出土した板倉造り建物の壁板は、樋部倉矧という特殊な加工が

施され、東日本最古段階の貴重な発見例となりました。

本書は、これらの発掘調査の成果をまとめたものであります。埋蔵文化財の保

護・普及啓発の資料として、また学術研究の基礎資料として広く活用していただ

ければ幸いです。

本書の刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整に御尽力いただきました埼玉県

教育局市町村支援部生涯学習文化財課をはじめ、埼玉県県土整備部道路街路課、

熊谷県土整備事務所、熊谷市教育委員会並びに地元関係者各位に厚くお礼申し上

げます。

平成20年 3月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調壺事業団

理事長刈部 博



例

1.本書は、埼玉県熊谷市上之に所在する諏訪木

遺跡第 9次調査・第10次調査・第12次調査の

発掘調査報告書である。

2.遣跡の略号と代表地番、発掘調査届に対する

指示通知は、以下のとおりである。

諏訪木遺跡 (SWNK)

第 9次

埼玉県熊谷市大字上之2873番地他

平成14年 5月23日付け教文第 2_18号

第10次

埼玉県熊谷市大字上之2873番地他

平成14年11月8日付け教文第 2-87号

第11次

埼玉県熊谷市大字上之2851番地他

平成15年4月11日付け教文第 2-1号

3.発掘調査は、県道熊谷羽生線（熊谷市地内）

建設事業に伴う埋蔵文化財記録保存のための事

前調査であり、埼玉県教育局生涯学習部文化財

保護課（当時）が調整し、埼玉県県土整備部道

路街路課の委託を受け、財団法人埼玉県埋蔵文

化財調査事業団が実施した。

4.県道熊谷羽生線（熊谷市地内）建設事業に伴

う発掘調在報告書は下記のとおり刊行され、本

書は 3巻目となる。

池上／諏訪木事業団報告書第283集

諏訪木遣跡II 事業団報告書第336集

5.発掘調査・整理報告書作成事業は I-3の組

2002 

2007 

織により実施した。

第9次調査は、平成14年5月15日から平成

14年 7 月 31 日まで、山本靖•岡本健ーが担当

し、宅間清公の補助を受けて実施した。

第10次調査は、平成14年11月 1日から平成

15年3月27日まで、細田勝・根岸洋・山本・

岡本が担当し、宅間の補助を受けて実施した。

言

第12次調査は、平成15年4月8日から平成

15年 9 月 30 日まで、西井幸雄・渡辺清志•田

代雄介が担当して実施した。

整理報告書作成事業は平成16年4月8日から

平成20年3月24日まで実施した。このうち、

平成16年4月8日から平成18年9月30日まで

は渡辺が担当して実施し、平成19年3月20日

に事業団報告書第336集として印刷・刊行した。

平成18年10月 1日から平成20年3月24日ま

では山本が担当して実施し、事業団報告書第

351集として印刷・刊行した。

6。発掘調査における基準点測量は、第 9• 10次

調査では中央航業株式会社、第12次調査では

株式会社中央測地設計に委託した。

出土木製品の樹種同定はパリノ・サーヴェイ

株式会社、出土漆器の保存処理は株式会社吉田

生物研究所に委託した。

7．発掘調査における写真撮影は各担当者が行い、

出土遺物の写真撮影は山本が行った。また、巻

頭図版3-3は、小川忠博氏の協力を得た。

8. 出土品の整理・図版作成は山本が行い、大和

田瞳・鈴木理恵の補助を受けた。

9.本書の執筆は、 I -]を埼玉県教育局市町村

支援部生涯学習文化財課が、他は山本が行った。

10.本書の編集は山本が行った。

11.本書に掲載した資料は、平成20年4月以降埼

玉県教育委員会が管理・保管する。

12. 発掘調査、本書の作成にあたり、下記の機

関・方々から御教示。御協力を賜った。記して

感謝いたします。

熊谷市教育委員会

金子正之・寺社下博。保積裕昌•松田哲・

宮瀧交二•宮本長二郎・山田昌久•吉野健



凡 例

1.遺跡全体における X・Yの数値は、国土標準

平面直角座標第IX系（原点北緯36°00100”、東

経139°50100”) に基づく座標値を示す。また

各挿図に記した方位はすべて座標北を示す。

M-35グリッド北西杭の座標は、 X=16,580m、

Y=-37,950m、北緯36o 08 I 55,35”、東経139°

24'41.5711である。また、世界測地系による換

算値は、 X=16,935.47m、Y= -38,242.98m、北

緯36° 091 06.79”、東経139° 24'29.9611である。

2. 調査で使用したグリッドは、座標値X=

16,700m、Y=-38,300mを基点とし、 lOmXlOm

の範囲を 1グリッドとして設定した。

3。グリッド名称は、北から南方向にアルファベ

ット (A・ B • C…)、西から東方向に算用数

字 (1 • 2 • 3…)を付し、アルファベットと

算用数字を組み合わせた北西隅の名称をグリッ

ド名称とした。

4.本書の本文、挿図、表中に記した遺構の略号

は以下のとおりである。

SJ…竪穴住居跡 SB…掘立柱建物跡

SA…柵跡 SD•••溝跡 SE…井戸跡

SK•••土城 SN••水田跡 SR…周溝墓

SX…特殊遺構 Pit…小穴．柱穴

5.本書における挿図の縮尺は、以下のとおりで

ある。例外的なものについては、個別に示した。

遺構

全測図 1 : 200 

住居跡•井戸跡 1 : 60 遺構拡大図 1 : 30 

掘立柱建物跡。柵跡・周溝墓 1: 80 

土城・溝跡・ピット 1 : 80 

遺物

土師器・須恵器・大型石製品など 1 : 4 

土製品（土錘・土玉など）．砥石 1 : 3 

金属器・石製紡錘車 1 : 2 

板碑 1 : 8 古銭 1 : 1 

6.遺構断面図に表記した水準数値は、海抜標高

を表す。

7.遺構図の各種網掛け部表示は以下のとおりで

ある。

焼土 □□］ 炭化物ロニ］

噴砂|~ 地山巴玄］

8.遺物実測図の表記方法は以下のとおりである。

断面黒塗り…須恵器

赤彩の範囲•網20%

黒色処理の範囲•網30%

施釉の範囲・網15%

付着物の範囲•網10%

9．遺物観察表の表記方法は以下のとおりである。

•口径・器高・底径の単位は、 cmである。

•口径・底径の（）内の数値は推定値、器高

の［ ］内の数値は現存高を示す。

．胎土は、状態を 3段階に分け、含まれる鉱物

等のうち特徴的なものを記号で示した。

①緻密②普通③粗

A石英 B長石 c雲母 D角閃石

E片岩 F白色針状物質 G赤色粒子

H白色粒子 I黒色粒子 J礫

・焼成は、 3段階に分けて記号で示した。

A硬質 B普通 C軟質

・色調は、『新版標準土色帖』に照らし、最も

近い色相を記した。

・残存率は、図示した器形に対する大まかな遺

存程度を 5％単位で表した。

・備考には、出土位置、注記No.、推定される須

恵器産地などを記した。

9. 本書に使用した地形図は、国土地理院発行

1 /25000地形図、熊谷市都市計画図 1/2500 

を使用・編集した。
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巻頭図版l

1 樋部倉矧壁板出土状況

2 樋部倉矧壁板（内面）

3 樋部倉矧壁板（外面）

巻頭図版2

1 樋部倉矧壁板左端部板厚調節加工

2 樋部倉矧壁板右端部板厚調節加工

3 樋部倉矧壁板側面部V字谷形加工

4 樋部倉矧壁板側面部V字谷形加工

巻頭図版3

1 E区第 1号井戸跡

2 E区第 1号井戸跡井戸枠検出状況

3 E区第 1号井戸跡出土常滑大甕

4 E区第 1号土堀検出状況



5 E区第 1号土堀蔵骨器出土状況

6 E区第 1号土堀出土蔵骨器と蓋石

図版1

1 D区第 4地点全景（東から）

2 D区第 1地点全景（東から）

図版2

1 D区第 1地点全景（西から）

2 D区第 2地点全景（東から）

図版3

1 D区第 5地点全景（東から）

2 D区第 3地点全景（東から）

図版4

1 D区第 3地点全景（西から）

2 D区第 6地点全景（東から）

図版5

1 D区第 6地点全景（西から）

2 D区第 1号掘立柱建物跡

3 D区第 2 • 3。4号掘立柱建物跡

4 D区第 5号掘立柱建物跡

5 D区第 6号掘立柱建物跡

図版6

1 D区第 7号掘立柱建物跡

2 D区第 1• 2号柵跡

3 D区第 3• 5号柵跡

4 D区第 4号柵跡

5 D区第 1号井戸跡

6 D区第 1号井戸跡遺物出土状況

7 D区第 1号井戸跡遺物出土状況

8 D区第 3号井戸跡

図版7

1 D区第 5号井戸跡

2 D区第 7号井戸跡

3 D区第 8号井戸跡

4 D区第 9号井戸跡

5 D区第10号井戸跡

6 D区第10号井戸跡井戸枠

7 D区第10号井戸跡掘形

8 D区第12号井戸跡

図版8

1 D区第11号井戸跡検出状況

2 D区第11号井戸跡検出状況

3 D区第11号井戸跡

4 D区第11号井戸跡石組状況

5 D区第13号井戸跡

6 D区第15号井戸跡

7 D区第16号井戸跡

8 D区第18号井戸跡

図版9

1 D区第 1号土堀墓

2 D区第 2号土城墓

3 D区第 8号土城

4 D区第14• 15号土堀遣物出土状況

5 D区第75号溝跡遺物出土状況

6 D区第19号溝跡

7 D区第76号溝跡

8 D区第73号溝跡

図版10

1 D区第26号溝跡

2 D区第24• 25号溝跡

3 D区第17• 18号溝跡

4 D区第 5• 16 • 17 • 18号溝跡

5 D区第29号溝跡

6 D区第10号溝跡

7 D区第10号溝跡板石塔婆出土状況

8 D区第10号溝跡下駄出土状況

図版11

1 D区第10号溝跡馬頭蓋骨出土状況

2 D区第 7号溝跡

3 D区第 7号溝跡埋設管接続部

4 D区第37号溝跡

5 E区第 1地点全景（東から）

6 E区第 1地点全景（西から）



7 E区第 1地点東半部全景（東から）

8 E区第 1地点西半部全景（北西から）

図版12

1 E区第 2地点全景（東から）

2 E区第 2地点全景（西から）

3 E区第 1号竪穴状遺構

4 E区第 1号井戸跡遺物出土状況

5 E区第 1号井戸跡井戸枠遺物出土状況

6 E区第 1号井戸跡掘形

7 E区第 1号土城検出状況

8 E区第 1号土城・蔵骨器

図版13

1 E区第 1号土城蔵骨器

2 E区第 1号土城掘形

3 E区第 5• 7号溝跡

4 E区第 6号溝跡

5 E区第 3号溝跡遣物出土状況

6 E区第 2号土城

7 E区第 1• 2号溝跡

8 E区第8号溝跡

図版14

1 F区第 1地点全景（東から）

2 F区第 1号住居跡

3 F区第 2• 3 • 4号住居跡

4 F区第 2号住居跡

5 F区第 2号住居跡遺物出土状況

図版15

1 F区第 3号住居跡

2 F区第 3号住居跡遺物出土状況

3 F区第4号住居跡

4 F区第4号住居跡遺物出土状況

5 F区第4号住居跡遺物出土状況

6 F区第 4号住居跡遺物出土状況

7 F区第 5号住居跡

8 F区第 5号住居跡遺物出土状況

図版16

1 F区第 5号住居跡遺物出土状況

2 F区第 8号住居跡

3 F区第 9号住居跡

4 F区第10号住居跡

5 F区第 1号周溝墓

6 F区第 1号周溝墓遺物出土状況

7 F区第 1号周溝墓遺物出土状況

8 F区第 1号周溝墓遺物出土状況

図版17

1 F区第 2号周溝墓

2 F区第 1号井戸跡

3 F区第 2号井戸跡

4 F区第 3号井戸跡

5 F区第 3~8号溝跡

6 F区第12号土墟遺物出土状況

7 F区第 1号溝跡

8 F区第 1~3号水田跡検出状況

図版18

1 F区第 1~3号水田跡

2 F区第 2地点河川跡木製品出土状況

3 F区第 2地点河川跡木製品出土状況

4 F区第 2地点河川跡木製品出土状況

5 F区第 2地点河川跡木製品出土状況

6 F区第 2地点河川跡木製品出土状況

7 F区第 2地点河川跡木製品出土状況

8 F区第 2地点河川跡木製品出土状況

図版19

1 G区第 2地点全景（東から）

2 G区第 1地点全景（東から）

図版20

1 G区第 3号住居跡（南から）

2 G区第 3号住居跡カマドA

3 G区第 3号住居跡（西から）

4 G区第 3号住居跡カマドB

5 G区第 2号住居跡

6 G区第 5号住居跡



7 G区第 5号住居跡遺物出土状況

8 G区第 5号住居跡貯蔵穴

図版21

1 G区第 6号住居跡

2 G区第 7号住居跡。 G区第 1号土壊

3 G区第 7号住居跡遣物出土状況

4 G区第 7号住居跡貯蔵穴

5 G区第 8号住居跡

6 G区第 9号住居跡（東から）

7 G区第 9号住居跡カマドA

8 G区第 9号住居跡（西から）

図版22

1 G区第 9号住居跡カマドB

2 G区第 9号住居跡カマドB遺物出土状況

3 G区第10• 11 • 13 • 14号住居跡

4 G区第10号住居跡

5 G区第10号住居跡貯蔵穴検出状況

6 G区第10号住居跡貯蔵穴遣物出土状況

7 G区第10号住居跡貯蔵穴炭化物堆積状況

8 G区第10号住居跡貯蔵穴掘形

図版23

1 G区第10号住居跡編物石出土状況

2 G区第11号住居跡

3 G区第11号住居跡遺物出土状況

4 G 区第12号住居跡• G区第 6• 9 • 10号土城

5 G区第12号住居跡炭化材検出状況

6 G区第13号住居跡

7 G区第11号土墟

8 G区第11号土堀遺物出土状況

図版24

1 G区第14号住居跡

2 G区第14号住居跡遺物出土状況

3 G区第15号住居跡カマド

4 G区第16号住居跡

5 G区第17• 18号住居跡

6 G区第19号住居跡

7 G区第19号住居跡掘形

8 G区第20号住居跡

図版25

1 G区第20号住居跡

2 G区第 1号掘立柱建物跡

3 G区第 1号周溝墓

4 G区第 1号周溝墓遺物出上状況

5 G区第 1号性格不明遺構

6 G区第 4号性格不明遣構

7 G区第 1• 2 • 3号溝跡

8 G区第 7号溝跡

図版26

1 D区第 1号掘立柱建物跡（第 7図1)

2 D区第 6号掘立柱建物跡（第11図10)

3 D区第 6号掘立柱建物跡（第11図11)

4 D区第 6号掘立柱建物跡（第11図12)

5 D区第 6号掘立柱建物跡（第11図13)

6 D区第 6号掘立柱建物跡（第11図5)

7 D区第 6号掘立柱建物跡（第11図14)

8 D区第 6号掘立柱建物跡（第11図15)

9 D区第 6号掘立柱建物跡（第11図24)

図版27

1 D区第 1号井戸跡（第19図1)

2 D区第 1号井戸跡（第19図2)

3 D区第 1号井戸跡（第19図6)

4 D区第 1号井戸跡（第19図7)

5 D区第 1号井戸跡（第19図4)

6 D区第 3号井戸跡（第19図12)

7 D区第 3号井戸跡（第19図13)

8 D区第11号井戸跡（第26図47)

図版28

1 D区第11号井戸跡（第26図50)

2 D区第11号井戸跡（第26図51)

3 D区第 7号井戸跡（第20図19)

4 D区第 7号井戸跡（第20図20)

5 D区第 7号井戸跡（第20図21)



図版29

1 D区第10号井戸跡（第23図35)

2 D区第10号井戸跡（第23図36)

3 D区第10号井戸跡（第23図37)

4 D区第10号井戸跡（第23図38)

5 D区第10号井戸跡（第24図39)

6 D区第10号井戸跡（第24図40)

7 D区第10号井戸跡（第24図41)

8 D区第10号井戸跡（第24図42)

9 D区第10号井戸跡（第25図43)

10 D区第10号井戸跡（第25図44)

11 D区第10号井戸跡（第25図45)

12 D区第10号井戸跡（第25図46)

図版30

1 D区第 8号井戸跡（第20図22)

2 D区第12号井戸跡（第20図23)

3 D区第16号井戸跡（第20図24)

4 D区第 1号土城墓（第28図1)

5 D区第 1号土堀墓（第28図2)

6 D区第 1号土堀墓（第28図3)

7 D区第 1号土堀墓（第28図4)

8 D区第 1号土堀墓（第28図5)

9 D区第 1号土城墓（第28図6)

図版31

1 D区第 1号土堀墓（第28図7)

2 D区第 1号土堀墓（第28図8)

3 D区第 1号土堀墓（第28図9)

4 D区第 1号土城墓（第29図10)

5 D区第 1号士城墓（第29図11)

6 D区第 1号土城墓（第29図12)

7 D区第 1号土城墓（第29図13)

8 D区第75号溝跡（第32図2)

9 D区第75号溝跡（第32図3)

図版32

1 D区第75号溝跡（第32図4)

2 D区第75号溝跡（第32図5)

3 D区第14号土塙（第35図4)

4 D区第14号土壊（第35図5)

5 D区第14• 15号土堀（第35図2)

6 D区第76号土堀（第35図8)

図版33

1 D区第19号溝跡（第36図19~32)

2 D区第19号溝跡（第36図18)

3 D区第20号溝跡（第35図9)

4 D区第17号溝跡（第39図3)

5 D区第21号溝跡（第40図28)

図版34

1 D区第23号溝跡（第40図32)

2 D区第23号溝跡（第40図33)

3 D区第23号溝跡（第40図34)

4 D区第26号溝跡（第40図40)

5 D区第24号溝跡（第41図45)

6 D区第24号溝跡（第41図伯）

7 D区第24号溝跡（第41図48)

8 D区第24号溝跡（第41図52)

9 D区第24号溝跡（第41図56)

10 D区第24号溝跡（第41図57)

図版35

1 D区第24号溝跡（第41図58)

2 D区第24号溝跡（第41図59)

3 D区第25号溝跡（第42図72)

4 D区第25号溝跡（第42図76)

5 D区第25号溝跡（第42図78)

6 D区第25号溝跡（第42図77)

7 D区第24• 25号溝跡（第43図101)

8 D区第24• 25号溝跡（第43図118)

図版36

1 D区第25号溝跡（第43図107)

2 D区第25号溝跡（第43図112)

3 D区第24• 25号溝跡（第43図119)

4 D区第24• 25号溝跡（第43図128)

5 D区第24• 25号溝跡（第43図129)



6 D区第24• 25号溝跡（第44図138)

7 D区第15号溝跡（第47図8)

8 D区第14号溝跡（第50図1)

図版37

1 D区第13号溝跡（第52図55~67)

2 D区第13号溝跡（第52図68～第53図80)

図版38

1 D区第13号溝跡（第53図81~93)

2 D区第13号溝跡（第53図94～第54図106)

図版39

1 D区第13• 14号溝跡（第51図50)

2 D区第13• 14号溝跡（第51図51)

3 D区第33号溝跡（第54図107)

4 D区第10号溝跡（第57図1)

5 D区第10号溝跡（第57図2)

6 D区第10号溝跡（第57図3)

7 D区第10号溝跡（第57図4)

8 D区第10号溝跡（第57図5)

図版40

1 D区第10号溝跡（第57図6)

2 D区第10号溝跡（第57図7)

3 D区第10号溝跡（第57図9)

4 D区第10号溝跡（第57図10)

5 D区第10号溝跡（第57図11)

6 D区第10号溝跡（第57図12)

7 D区第10号溝跡（第57図15)

8 D区第10号溝跡（第57図17)

9 D区第10号溝跡（第58図35)

図版41

1 D区第10号溝跡（第58図33)

2 D区第10号溝跡（第58図34)

3 D区第10号溝跡（第58図36)

4 D区第10号溝跡（第59図44)

5 D区第10号溝跡（第58図38)

6 D区第10号溝跡（第58図42)

7 D区第10号溝跡（第58図39)

図版42

1 D区第10号溝跡（第58図43)

2 D区第11号溝跡（第60図70)

3 D区第10号溝跡（第59図46)

4 D区第11号溝跡（第60図71)

図版43

1 D区第11号溝跡（第60図57)

2 D区第11号溝跡（第60図68)

3 D区第11号溝跡（第60図69)

4 D区第11号溝跡（第60図72)

5 D区第35号溝跡（第61図73)

6 D区第35号溝跡（第61図76)

7 D区第35号溝跡（第61図77)

8 D区第49号溝跡（第64図4)

図版44

1 D区第35号溝跡（第61図96)

2 D区はたけ跡（第71図6)

3 D区グリッド（第73図9)

4 D区グリッド（第74図31)

5 D区第 9号溝跡（第64図1)

6 D区グリッド（第73図7)

7 D区グリッド（第73図8)

図版45

1 D区グリッド（第74図34)

2 D区グリッド（第74図38)

3 D区グリッド（第74図41)

4 D区グリッド（第82図101)

5 D区グリッド（第82図102)

6 D区グリッド（第74図45)

7 D区グリッド（第74図50)

8 D区第 2地点（第84図3)

図版46

1 D区グリッド（第83図1'27)

2 D区第 3地点（第85図5)

3 D区第 3地点（第85図19)

4 D区第 3地点（第85図22)



5 D区金属製品

図版47

1 D区土錘

2 D区砥石・有穴球状石製品

図版48

1 E区第 1号竪穴状遣構（第87図2)

2 E区第 2号井戸跡（第98図4)

3 E区第4号溝跡（第98図5)

4 E区第 3号溝跡（第99図7)

5 E区第 9号溝跡（第100図33)

図版49

1 E区第 2号土城（第99図1)

2 E区グリッド（第103図6)

3 E区第 9号土塙（第102図3)

4 E区表採（第104図3)

5 E区砥石・土玉

図版50

1 F区第 2号住居跡（第106図1)

2 F区第 3号住居跡（第107図1)

3 F区第 4号住居跡（第llO図1)

4 F区第 4号住居跡（第llO図3)

5 F区第 4号住居跡（第llO図5)

6 F区第4号住居跡（第llO図6)

図版51

1 F区第4号住居跡（第llO図7)

2 F区第4号住居跡（第llO図8)

3 F区第4号住居跡（第llO図14)

4 F区第4号住居跡（第llO図15)

5 F区第4号住居跡（第llO図18)

6 F区第 5号住居跡（第ll2図6)

7 F区第 5号住居跡（第ll2図4)

図版52

1 F区第 5号住居跡（第ll2図10)

2 F区第 5号住居跡（第ll2図15)

3 F区第 8号住居跡（第ll5図1)

4 F区第 6号住居跡（第ll4図3)

5 F区第 6号住居跡（第114図2)

6 F区第 9号住居跡（第118図3)

図版53

1 F区第 9号住居跡（第118図1)

2 F区第 9号住居跡（第118図2)

3 F区第11号住居跡（第120図1)

4 F区第 1号周溝墓（第125図1)

5 F区第 1号周溝墓（第125図2)

6 F区第 1号周溝墓（第125図4)

図版54

1 F区第 1号周溝墓（第125図3)

2 F区第 3号井戸跡（第129図3)

3 F区第 2。3号井戸跡（第129図4)

4 F区第12号土堀（第134図9)

5 F区第12号土堀（第134図10)

6 F区第 1号土城（第134図11)

7 F区河川跡（第137図3)

図版55

1 F区第 1号溝跡（第134図12)

2 F区河川跡（第137図28)

3 F区河川跡（第137図29)

4 F区河川跡（第137図5)

5 F区河川跡（第137図6)

6 F区河川跡（第138図31)

図版56

1 F区河川跡（第138図35)

2 F区河川跡（第140図105)

3 F区河川跡（第140図106)

4 F区河川跡（第140図107)

5 F区河川跡（第138図41)

6 F区河川跡（第140図109)

7 F区河川跡（第140図111)

8 F区河川跡（第140図112)

図版57

1 F区河川跡（第140図113)

2 F区河川跡（第140図114)



3 F区河川跡（第140図115)

4 F区河川跡（第140図116)

5 F区河川跡（第140図122)

6 F区河川跡（第140図123)

7 F区河川跡（第140図153)

8 F区河川跡（第140図154)

図版58

1 F区河川跡（第142図160)

2 F区河川跡（第142図162)

3 F区河川跡（第142図163)

4 F区河川跡（第142図164)

5 F区河川跡（第143図165)

6 F区河川跡（第143図167)

7 F区河川跡（第143図169表）

8 F区河川跡（第143図169裏）

9 F区河川跡（第143図168)

10 F区河川跡（第144図178)

11 F区河川跡（第145図179表）

12 F区河川跡（第145図179裏）

図版59

1 F区河川跡（第143図166)

2 F区河川跡（第146図182)

3 F区河川跡（第144図176)

4 F区河川跡（第146図183)

5 F区河川跡（第146図183)

6 F区河川跡（第144図177)

図版60

1 F区河川跡（第145図180)

2 F区河川跡（第145図181)

3 F区河川跡（第147図184)

4 F区河川跡（第147図185)

5 F区河川跡（第147図186)

6 F区河川跡（第147図187)

7 F区河川跡（第147図185)

8 F区河川跡（第147図185)

図版61

1 F区河川跡（第148図189)

2 F区河川跡（第149図192)

3 F区河川跡（第149図193)

4 F区河川跡（第149図191)

5 F区河川跡（第150図194)

6 F区河川跡（第150図195)

7 F区河川跡（第150図196)

8 F区河川跡（第150図194)

9 F区河川跡（第150図194)

10 F区河川跡（第150図195)

図版62

1 F区グリッド（第154図10)

2 F区グリッド（第154図12)

3 F区グリッド（第154図13)

4 F区グリッド（第154図15)

5 F区グリッド（第154図5)

6 F区グリッド（第155図40)

7 F区グリッド（第155図43)

8 F区グリッド（第155図44)

9 F区グリッド（第155図46)

図版63

1 F区グリッド（第155図45)

2 F区グリッド（第156図72)

3 F区グリッド（第155図32)

4 F区グリッド（第156図67)

5 F区グリッド（第157図103)

6 F区表採（第158図5)

7 F区グリッド（第157図90)

8 F区表採（第158図1)

図版64

1 F区土玉・古銭

2 F区石器

図版65

1 G区第 1号住居跡（第159図4)

2 G区第 1号住居跡（第159図5)

3 G区第 1号住居跡（第159図6)



4 G区第 3号住居跡（第162図1)

5 G区第 5号住居跡（第166図1)

6 G区第 5号住居跡（第166図2)

7 G区第 5号住居跡（第166図3)

8 G区第 5号住居跡（第166図4)

9 G区第 5号住居跡（第166図5)

10 G区第 5号住居跡（第166図7)

図版66

1 G区第 5号住居跡（第166図9)

2 G区第 5号住居跡（第166図10)

3 G区第 5号住居跡（第166図13)

4 G区第 5号住居跡（第166図14)

5 G区第 5号住居跡（第166図11)

6 G区第 5号住居跡（第166図12)

7 G区第 5号住居跡（第166図15)

8 G区第 5号住居跡（第166図16)

図版67

1 G区第 7号住居跡（第170図I)

2 G区第 7号住居跡（第170図2)

3 G区第 7号住居跡（第170図5)

4 G区第 7号住居跡（第170図4)

5 G区第 7号住居跡（第170図7)

6 G区第 9号住居跡（第173図3)

7 G区第 9号住居跡（第173図4)

8 G区第 9号住居跡（第173図5)

図版68

1 G区第 9号住居跡（第173図8)

2 G区第 9号住居跡（第173図9)

3 G区第 9号住居跡（第173図11)

4 G区第 9号住居跡（第173図12)

5 G区第 9号住居跡（第173図13)

6 G区第 9号住居跡（第173図15)

7 G区第10号住居跡（第176図2)

8 G区第10号住居跡（第176図9)

9 G区第10号住居跡（第176図3)

図版69

1 G区第10号住居跡（第176図6)

2 G区第10号住居跡（第176図7)

3 G区第10号住居跡（第176図8)

4 G区第10号住居跡（第177図13)

5 G区第10号住居跡（第177図16)

6 G区第10号住居跡（第177図19)

図版70

1 G区第10号住居跡（第177図14)

2 G区第10号住居跡（第177図15)

3 G区第10号住居跡（第177図18)

4 G区第11号住居跡（第178図1)

5 G区第11号住居跡（第178図2)

6 G区第13号住居跡（第181図1)

7 G区第13号住居跡（第181図2)

図版71

1 G区第13号住居跡（第181図3)

2 G区第16号住居跡（第184図1)

3 G区第 1号周溝墓（第192図1)

4 G区第 7号溝跡（第204図18)

5 G区第11号土塙（第181図6)

6 G区第 8号溝跡（第204図3)

7 G区第17号土城（第204図5)

図版72

1 G区土製品

2 G区石製品



1 発掘調査の概嬰

1. 発掘調査に至る経過

埼玉県では、「便利で快適な総合交通体系を整

備する」という基本目標を掲げて、県内道路交通

網の整備を推進している。本報告書に係る一般県

道熊谷羽生線は、平成16年開催の「彩の国まごこ

ろ国体」メイン会場へのアクセス道路としても位

置づけられ、既存路線の交通渋滞等を解消するバ

イパスとして計画されたものである。

埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課で

は、こうした県が実施する公共開発事業に係る埋

蔵文化財の保護について、従前より関係部局と事

前協議を重ね、調整を図ってきたところである。

当該道路事業に先立ち、道路建設課長（当時）

から平成11年 9月9日付け道建第271号で、埋蔵

文化財の所在及びその取扱いについて、文化財保

護課長（当時）あて照会があった。

それに対して文化財保護課は、平成11年12月20

日・ 21日、平成12年11月29日～12月1日、 12月4

日・ 7日・ 8日、平成13年 5月22日・ 23日、及び

平成13年8月27日～29日の各時期に遺跡範囲等確

認のための試掘調査を実施し、その結果、埋蔵文

化財の所在が明確になったことから、平成11年12

月28日付け教文第937-1号、平成12年 1月19日付

け教文第1013号、平成13年7月11日付け教文第556

号、及び平成13年 9月14日付け教文第807号で、

次の内容の回答を行った。

1 埋蔵文化財の所在

① 池上遺跡（遺跡コード No.59-054) 

種別：集落跡・古墳。条里跡

時代：縄文・古墳・奈良•平安

所在地：熊谷市大字上之

② 諏訪木遺跡（遺跡コード No.59-019) 

種別：集落跡・館跡

-1 -

時代：縄文・古墳・奈良•平安・中世

所在地：熊谷市大字上之

2 取扱い

上記の埋蔵文化財包蔵地は現状保存することが

望ましいが、事業計画上やむを得ず現状変更する

場合は、事前に文化財保護法第57条の 3の規定に

基づき発掘通知を提出し、記録保存のための発掘

調査を実施してください。

道路建設課と文化財保護課は、その取扱いにつ

いて協議を重ね、現状保存は困難であることから

記録保存の措置を講ずることになった。その後、

発掘調査実施機関である財団法人埼玉県埋蔵文化

財調査事業団と、道路建設課（道路街路課）・文

化財保護課の三者で工事日程、調査計画、調査期

間などについて協議した。

文化財保護法第57条の 3の規定による埋蔵文化

財発掘通知が埼玉県知事から提出され、第57条l

項の規定による発掘調査届が財団法人埼玉県埋蔵

文化財調査事業団理事長から提出されて発掘調査

が実施された。

発掘通知及び発掘調査届に対する県教育委員会

教育長からの勧告及び指示通知は次のとおりであ

る。

発掘通知に対する勧告：

平成13年6月7日付け教文第 3-173号

発掘調査届に対する指示通知：

平成13年6月7日付け教文第 2-12号

平成13年7月2日付け教文第 2-36号

平成14年 5月23日付け教文第 2-18号

平成1牡F11月8日付け教文第 2-87号

平成15年4月11日付け教文第 2-1号

（埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課）



2 発掘調査、報告書作成の経過

(1)発掘調査

諏訪木遺跡の発掘調査は、第 9• 10次調査を平

成14年 5月15日から平成15年 3月27日まで、第12

次調査を平成15年4月8日から平成15年 9月30日

まで実施した。この発掘調査にかかる整理報告書

は、既刊の『諏訪木遺跡II』（事業団報告書第336

集）と本書の 2冊に分けて作成するため、重複す

る発掘調査の経過については割愛する。

なお、第11次調査は、熊谷市教育委員会によっ

て平成14年度に実施されている。

(2)整理報告書作成

諏訪木遺跡第 9• 10 • 12次調査の整理報告書作

成作業は、平成16年4月8日から平成20年 3月24

日まで実施した。この期間のうち、前半の 2年6

ヶ月間（平成16年4月～平成18年 9月）では、縄

文時代の遺構・遺物について整理作業を行い、平

成19年 3月に報告書（『諏訪木遺跡II』第336集）

を刊行した。後半の 1年 6ヶ月間（平成18年10月

～平成20年 3月）では、弥生時代～中・近世の遺

構・遣物について整理作業を行い、平成20年 3月

に報告書（本書・ 『諏訪木遺跡rn』第351集）を

刊行した。そのため、『諏訪木遺跡II』（第336集）

にかかる整理報告書作成の経過については割愛す

る。

平成18年度

10月から出土遺物の水洗・注記を行い、終了後

に、接合・復元作業を実施した。並行して、遺構

第 1表 発掘調査・整理報告書作成工程表

発掘調査 調査面積 平成14年度 平成15年度 平成16年度

第 9次 塁露国

4,200m 
第10次 昌-釦I

第12次 4,5oom 11999,l罵町'-

整理報告書作成

整理報告書作成

-2-

実測図の整理作業に着手した。各遺構ごとに平面

図•土層断面図・遺物出土状況図等の修正・補

足・編集を行い、第二原図の作成を始めた。

11月、出土遺物の接合・復元作業と並行して、

遺物実測図作成作業を開始した。一部に、三次元

実測機を併用した。

12月中旬、遺構第二原図の作成の進行に伴い、

順次、 トレース作業に着手した。遣構図のトレー

ス作業は、第二原図をレイアウトした仮図版をス

キャナでデジタルデータ化し、パソコンでドロー

ソフトを用いてトレースし、スクリーントーン・

写植等を行い、遣構図版を完成させた。

1月から、木製品の整理作業に着手した。水洗

後、出土状況データとの照合、整理番号の附合、

接合作業を経て、実測個体の抽出を行った。抽出

された個体は、順次、実測図作成作業に取り掛か

った。

平成19年度

4月上旬から、平成19年度分の出土遺物の水

洗・注記・接合・復元作業に着手した。並行して、

遺構第二原図・トレース・遺構図版の作成、遺物

実測図作成作業を実施した。

5月から、遺物実測図のトレース作業も、並行

して開始した。

6月末に遺物の接合作業がほぽ終了した。引き

続いて、写真撮影用の復元作業に着手した。

7月中に、遺構図第二原図作成作業が終了した。

8月には遺物実測図で表現できない遺物の拓本

平成17年度 平成18年度 平成19年度 報告書

第336集

本報告



の採取作業を開始した。

9月末、遺物実測図の作成・拓本採拓作業がほ

ぼ終了した。また採取された拓本とトレースされ

た遺物実測図の組み合わせを行い、遺物図版組の

準備を始めた。遺物の復元作業は、石膏復元部の

彩色作業を開始した。

10月末までに遣物図トレース作業が終了し、本

格的に遺物図版組に着手した。また、遺物観察表

の作成も開始した。

11月には、電子トレースされた遣構図の見直

3.発掘調査、報告書作成の組織

平成14年度（発掘調査）

理 事 長 桐川卓 雄

常務理事兼管理部長 大 舘 健

管理部

邸日 理 幹 持田紀男

平成15年度（発掘調査）

理 事 長 桐川卓雄

常務理事兼管理部長 中村英樹

管理部

管理部副部長 村田健二

主 席 田中由 夫
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し・修正作業に着手した。さらに、遺構・遺物の

データをもとに、順次、原稿の執筆も開始した。

12月上旬に遺物写真撮影を実施し、写真図版の

編集に着手した。下旬からは、原稿執籠に並行し

て割付・編集作業も開始した。

1月下旬に印刷会社を選定し、 3度の校正を経

て、平成20年3月に報告書を刊行した。

3月に遺物や図面・写真等の記録類の整理分

類・収納を行い、整理作業を終了した。

調査部

調査部長 高橋 夫

調査部副部長 坂野和 信

主席調査員（調査第二担当）昼間孝志

統括調査員 細田 勝

主任調査員 山本 靖

主任調査員 岡本健

調 査 員 根岸 洋

調究部

調 査 部 長 宮崎朝 雄

調査部副部長 坂野和信

主席調査員（調査第一担当）昼間孝志

統括調査員 西井幸 雄

主任調壺員 渡辺清 志

調 査 員 田代雄介



平成18年度（報告書作成）

理 事 長 福田陽充 調査部

常務理事兼総務部長 岸本洋一 調査部長 今泉泰之

総務部 調査部副部長 小野美代子

総務部副部長 昼 間孝志 整理第二課長 富 田和夫

総務課長 高橋義和 主 査 山本 J.均主弓

平成19年度（報告書作成）

理 事 長 刈部 博 調査部

常務理事兼総務部長 岸本洋 調査部長 村 田健―

総務部 調査部副部長 議崎

総務部副部長 昼 間孝志 整理第二課長 富田和夫

総務 課長 松盛 孝 主 査 山本 靖
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11 遺跡の立地と環境

1. 地理的環境

諏訪木遺跡（l）は、熊谷市上之2873番地他に所

在し、現市域の中央部東端に位置する。熊谷市は

平成17年10月に妻沼町・大里町と、平成19年2月

に江南町と合併し、人口20万人を超える県北最大

の市として新たに発足した。

熊谷市は、北側の群馬県との境に流れる利根川

と、南側の旧江南町・旧大里町との境に流れる荒

川が最も近接する地域にあたる。地形的にみると、

市の西側に櫛挽台地、荒川を挟んだ南側に江南台

地、北側から東側には妻沼低地が広がっている。

櫛挽台地は、寄居町末野付近を扇頂とする荒川扇

状地の荒川左岸一帯の総称で、洪積世に形成され

た。さらに東側には、熊谷市三ヶ尻付近を扇頂と

する新荒川扇状地（熊谷扇状地）が、沖積世に広

がっている。

諏訪木遺跡は、新荒川扇状地末端と妻沼低地が

錯綜する地域に立地する。周囲は扇端部特有の湧

水や伏流水に由来する小河川が、扇状地を開析し

ている。さらに利根川・荒川やその支流によって

自然堤防が形成される一方で、その氾濫によって

埋没した河川が幾筋も存在する。

諏訪木遺跡の北約500mには、荒川の旧流路と

目されている星川が、大きく蛇行しながら東へと

流れている。また、南約1.5kmには、忍川が東流す

る。この両河川の間には、数多くの小河川が流れ、

耕地を潤しながら忍川へと注いでいる。このうち

の衣川は、熊谷市箱田付近から湧水し、諏訪木遺

跡と前中西遣跡（3）を縫うように東流し、諏訪木

遺跡の南部をかすめる。その後、南へと流れを変

え、やがて忍川へと合流する。また星川の旧流路

ー

ー

ー

、

一

ロロ ロロ
• - c5. —―.拿•一・

山地凹地丘陵 台地低地

゜
20km 

第 1図埼玉県の地形
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第 2図周辺の遺跡
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第2表周辺遣跡一覧表

No. 遺跡名 時 代 No. 遺跡名 時 代

1 諏訪木遺跡 縄文後・晩、弥生中・後、古墳、奈良、
40 森谷遺跡 古墳後、奈良、平安

平安、中・近世

2 藤之宮遺跡 古墳、奈良、平安 41 横塚遺跡 古墳前、平安

3 前中西遺跡 縄文、弥生中、古墳、奈良、平安、中・近世 42 横塚山古墳 古墳

4 箱田氏館跡 平安末 43 東通遺跡 古墳後、平安

5 平戸遺跡 弥生中・後、古墳後、平安、中・近世 44 西通遺跡 古墳後

6 久下氏館跡 中世 45 本代遺跡 古墳後、近世

7 市田氏館跡 中世 46 天神前遺跡 古墳中。後、中世

8 成田氏館跡 中世 47 丘部裏屋敷跡 中世

9 池上遺跡 縄文後、弥生中、古墳、平安、中・近世 48 御蔵場跡 近世

10 古宮遺跡 縄文、弥生中、古墳前、奈良、平安、中・近世 49 村岡館跡 平安末

11 上河原遺跡 奈良、平安、中・近世 50 北西原遺跡 奈良、平安

12 宮の裏遺跡 古墳後 51 塚本遺跡 古墳、奈良、平安

13 成田遺跡 古墳後 52 西浦遺跡 奈良、平安

14 中条条里遣跡 古墳前・中、奈良、平安、中・近戦 53 腰廻遺跡 奈良、平安

15 河上氏館跡 中世 54 北方遺跡 奈良、平安

16 八幡山遺跡 古墳 55 宮前遺跡 奈良、平安

17 出口下遺跡 古墳後、奈良、平安、中・近世 56 西浦町遺跡 奈良、平安

18 熊谷氏館跡 奈良、平安、中世 57 宮前町遺跡 奈良、平安

19 肥塚館跡 中世 58 宮町遺跡 奈良、平安

20 出口上遺跡 古墳後、奈良、平安、中。近世 59 仲町遺跡 奈良、平安

21 肥塚中島遺跡 古墳後、奈良、平安、中・近世 60 旭町遺跡 奈良、平安

22 上川上東遺跡 61 北町遺跡 奈良、平安

23 北島遺跡 弥生中。後、古墳、奈良、平安、中世 62 高城町遺跡

24 天神東遺跡 古墳前 63 下田町遺跡 縄文後、弥生中・後、古墳前・中・後、
奈良、平安、中・近世

25 田谷遺跡 弥生、古墳、奈良、平安 64 南河原条里遺跡 奈良、平安

26 天神遺跡 弥生、古墳、奈良、平安 65 小敷田遺跡 弥生中、古墳前・後、奈良、平安

27 中島遺跡 古墳後、奈良、平安 66 池守遺跡 弥生、古墳、奈良、平安、中。近世

28 女塚遺跡 古墳後、奈良、平安、中世 67 持田藤の宮遺跡 平安初期、中世

29 赤城遺跡 古墳、奈良、平安 68 星宮皿尾遺跡

30 中条遺跡 古墳前・後、奈良、平安、中世 69 忍城跡 中・近世

31 中条氏館跡 奈良、平安、中・近世 A 上之古墳群 古墳後～末

32 光屋敷遺跡 古墳後、奈良、中。近世 B 肥塚古墳群 古墳後～末

33 先載場遺跡 古墳後、奈良 C 中条古墳群 古墳中期末～後

34 八幡間遺跡 古墳後、奈良 D 奈良古墳群 古墳中期後～末

35 長安寺遺跡 古墳後、奈良、平安 E 玉井古墳群 古墳後

36 西城館跡 平安 F 原島古墳群 古墳後

37 長安寺北遺跡 古墳後 G 石原古墳群 古墳後

38 乙鵜森遺跡 古墳後 H 村岡古墳群 古墳後

39 鵜森遺跡 弥生後、古墳後、奈良、平安 J 酒巻古墳群 古墳後
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を開削したと考えられている現成田用水路は、諏

訪木遺跡と池上遺跡（9）の北縁をかすめて東流す

る。

このような状況下において、扇状地や自然堤防

2.歴史的環境

諏訪木遺跡の周辺では、旧石器時代から縄文時

代の遺跡の発見例はきわめて少ない。なかでも、

旧石器時代については、櫛挽台地上に立地する籠

原裏遺跡の平安時代の住居跡覆土中から出土した

黒曜石製の尖頭器が唯一の例である。縄文時代に

なると、遺跡の発見例も増える。前期の寺東遺

跡・三ヶ尻林遺跡や中期から後期の三ヶ尻天王遺

跡など、主に熊谷市西部から深谷市域にかかる櫛

引台地及び台地直下の妻沼低地自然堤防上に分布

が集中する。後期になると、寺東遺跡をはじめ、

水久保遺跡・西城切通遣跡・場違ヶ谷戸遺跡など

妻沼低地の自然堤防上への展開が開始される。し

かし、晩期には再び遺跡数が減少する。このよう

な縄文時代の集落形成において、諏訪木遺跡は特

筆される遺跡である。後期末から晩期の住居跡と

多量の遺物が発見され、近辺には同時期の遺跡の

確認例がない独立性の高い集落と想定される。

弥生時代の初期段階である前期末から中期前半

には、櫛引台地直下の低地上から再葬墓群が検出

されている。熊谷市横間栗遣跡・三ヶ尻上古遺跡、

旧妻沼町飯塚遺跡。飯塚南遺跡や深谷市上敷免遺

跡・明戸東遣跡などが知られている。

中期中頃になると、これまでの状況と一変した

本格的な遣跡が展開する。池上遺跡には東日本で

も最古段階の環壕集落が営まれ（宮1983・中島

1984)、その墓域の行田市小敷田遺跡 (65)には関

東地方で最も古い段階の方形周溝墓が築造されて

いる（吉田1991)。中期後半には、北島遣跡 (23)

では住居跡76軒を数える大規模な集落が営まれる

とともに、再葬墓や土坑墓から構成される墓地も
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などの微高地と、開析された谷や埋没河川などの

窪地が交錯する複雑な地形を呈している。そして、

肥沃な耕地を目前に臨む微高地上には、人々の生

活の痕跡が残されている。

形成されている。また水田に水を引き込む水路や

堰が造営され、大規模で計画的な土木作業をも伴

う本格的な水田経営が行われていたことが裏付け

られた（吉田2002)。さらに、諏訪木遺跡に隣接

する前中西遺跡では、中期後半から後期初頭まで

続く集落と、再葬墓・方形周溝墓からなる墓地も

営まれている（吉野2002)。

後期の遺跡は前中西遺跡、北島遺跡のほかに、

深谷市明戸東遺跡・旧妻沼町弥藤吾新田遺跡・中

条遺跡群内の東沢遺跡・行田市池守遺跡 (66)など

があげられる。しかし、遺跡数そのものは少なく、

妻沼低地の各地に散在する程度である。明戸東遺

跡・東沢遣跡・池守遺跡では吉ヶ谷式土器が、弥

藤吾新田遺跡では南関東系の弥生町式土器が出土

している。

古墳時代になると、低地上への集落の進出が活

発化し、遺跡数は爆発的に増加する。諏訪木遺跡

に隣接する前中西遺跡でも前期の集落跡が確認さ

れ、藤之宮遣跡（2）では水辺祭祀跡も確認されて

いる。北島遺跡では弥生時代に続いて大規模な集

落が営まれ、方形周溝墓群からなる墓域も形成さ

れている。特に第19地点からは、方形環濠に囲ま

れた集落と、竪穴の周囲に溝が巡る住居跡が発見

されている。また、小敷田遺跡と同様に、東海地

方を始めとする外来系土器が多数出土している。

さらに北島遺跡・東沢遺跡・小敷田遺跡では、埋

没した河川跡や溝跡から農工具や建築材などの多

量の木製品が出土している。

古墳時代前期の遺跡はこのほかにも多数発見さ

れ、多くは熊谷扇状地の末端や妻沼低地に分布す



る自然堤防などの微高地上に立地する。これらの

自然堤防は、荒川や利根川、またそれらを源とす

る中小河川によって形成されているため、古墳時

代前期の遺跡も荒川や利根川の流れに沿って分布

している。荒川の流れに沿って、前中西遣跡→藤

之宮遺跡→諏訪木遺跡→池上遣跡→古宮遺跡（10)

ルート、小敷田遺跡→池守遺跡ルート、北島遺

跡→田谷遣跡 (25)・天神東遺跡（24)→中条条

里遣跡（14)ルートがあげられる。このような遣

跡の分布は、荒川・利根川の乱流や埋没した中小

河川、これらの河川によって形成された自然堤防

などの歴史地理的な環境の復元を可能にさせる材

料ともなる。

古墳時代の後期になると、遺跡数は爆発的に増

加する。台地ばかりでなく、低地部の自然堤防上

への進出がさらに積極的に図られている。また、

奈良•平安時代へと継続して展開する大規模な集

落遣跡が多く営まれている。

国宝金錯銘鉄剣を出土したさきたま稲荷山古墳

の築造を契機に、諏訪木遺跡の周辺でも本格的な

古墳が造られ始められている。中条古墳群（C)

の鎧塚古墳・女塚1号墳と奈良古墳群 (D)の横塚

山古墳(42)という 3基の帆立貝形前方後円墳が5

世紀末に築造されている。その後、台地・低地を

問わずに多数の古墳群が形成され、概ね 6世紀か

ら7世紀ないしは 8冊紀初頭にかけて造営された。

諏訪木遺跡のなかにも上之古墳群 (A)が営まれ、

発掘された 2号墳（円墳）は 6世紀初頭の構築と

推定されている。熊谷市内の古墳群の特徴として、

埋葬施設の石材に利根川流域に近い中条古墳群な

どでは角閃石安山岩、荒川流域に近い古墳群では

川原石が用いられる傾向が指摘されている。また、

肥塚古墳群 (B)のような混在例もある。

奈良•平安時代の集落は、古墳時代後期以降か

ら引き続き営まれる例が多い。そして、この地域

も律令制体制に組み込まれ、北島遣跡周辺の中条

条里、旧南河原村の南河原条里 (64)、星川右岸の
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「池上条里」・「小敷田条里」と称される条里遺跡

など、近隣一帯には条里区割の名残が留められて

いる。

このような歴史的背景のなか、通常のムラと捉

えることができない遣跡も存在する。その筆頭に

あげられるのが、北島遺跡である。

北島遣跡では、 300軒以上もの竪穴住居跡のほ

かに、軸を揃えた大型の掘立柱建物跡群や二重堀

に囲まれた方形区画地などの通常のムラでは見る

ことができない遣構群が発見されている。多量の

出土品の中には、「鏑」の文字が刻まれた緑釉陶

器をはじめとする施釉陶器や墨書土器、八稜鏡な

どの有力者層を想定させる遺物が数多く含まれて

いる。因みに、別府条里が広がる一本木前遺跡の

11世紀初頭の住居跡からも瑞花鴛鴛八稜鏡が出土

している。

小敷田遺跡では、 8世紀の土墟から「出挙」に

関わる木簡が出土し、律令制下における官稲貸付

の利率が初めて解き明かされた。また池上遺跡で

は、整然と配置された 9枇紀代の大型掘立柱建物

跡が確認されている。

諏訪木遺跡では、溝に画された区画内に四面に

庇が付いた大型掘立建物跡や軸を揃えた掘立柱建

物跡群が検出され、多数の灰釉陶器・緑釉陶器な

どが出土するなど特殊な様相を示している。また、

埋没した河川跡からは、古墳時代後期から平安時

代にかけて水辺の祭祀が執り行われた痕跡も発見

されている。馬頭骨、管玉。切子玉・勾玉等の玉

類、耳環、銅銃、滑石製の臼玉や斎串・人形等の

祭祀遺物とともに、土師器・須恵器・農具等の木

製品が伴出している。この祭祀跡は、「ムラの祭

祀」から「律令体制下の祭祀」への形態変化が確

認された例として注目されている。

このように、集落規模ばかりではなく遺構・遣

物の質の高さから、古代の諏訪木遺跡およびその

周辺は官衛を1方彿させる遺跡が集中する地域とい

える。おそらくは、条里区割の形成に裏付けられ



た生産力を基盤とし、荒川・利根川をはじめとす

る水運や東山道武蔵路などの陸路という交通の利

を合わせもつー大要衛地であったことが窺われる。

平安時代末から中世にかけて、武蔵七党をはじ

めとする在地武士団が台頭した。熊谷市内でも熊

谷直実に代表される熊谷氏、熊谷氏と所領争いを

繰り広げた久下氏、鎌倉有力御家人の中条氏、後

の忍城城主となる成田氏、成田一族の箱田氏・奈

良氏。玉井氏・別府氏、熊谷氏一族の肥塚氏・市

田氏のほかに石原氏・原島氏など多くの氏族が輩

出されている。それぞれの館跡も比定されている

が、実態が判明しているのはほとんどない。この

うち成田氏の居館跡（8）は、諏訪木遣跡の北側に

隣接する泰蔵院付近があてられ、 15世紀後半に忍
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城を構えるまでの居館とされている。本報告の対

象とする D区第 3 • 6地点には居館跡の名残を思

わせる区画あった。「秋葉」と称される地名と、

成田太郎助廣の五男、成田四郎助綱の弟、秋葉七

郎の居宅がこの地にあったという『新編武蔵風土

記稿』の記述から、館跡の存在が予想された。し

かし調査の結果、館跡を想定させる遺構。遺物は

発見されていない。

このような、武士団が割拠する背景には、古代

に揺るぎないものとなった生産力と、水運・陸路

という交通の利便性があったものと思われる。こ

の伝統のもと、熊谷市は今なお埼玉県北の雄とし

て位置づけられている。



m 遺跡の概嬰

諏訪木逍跡は、南北約750m、東西約 1km以上

の範囲を有する広大な遺跡である。新荒川扇状地

末端と妻沼低地が錯綜する地域に位置するため、

旧星川・旧忍川系の中小河川によって形成された

起伏に富んだ複数の地形区分上に立地している。

そのため、時間的・空間的に多様な遺跡と解釈で

きる。

諏訪木遺跡は、熊谷市遺跡調査会によって工業

団地建設に先立つ事前調査（平成 5年～平成 7年）

冠咀

として、遺跡南東部の28,000rrlが発掘された。ま

た、熊谷市教育委員会によって、土地区画整理事

業に伴う断続的な発掘調査が、遺跡北西部を中心

に続けられている（平成13年～平成17年）。さら

に、本報告もかかる県道熊谷羽生線建設工事に先

立つ発掘調査で、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査

事業団によって遺跡全体を東西に貰く形で行われ

ている（平成13年～平成15年）。

工業団地建設に先立つ発掘調査では、縄文時代

II ＂ 阿門坦芝叫↑、．、 ＇り、¥`¥ II 

第 3図 諏訪木遺跡調査地点位置図
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第 6図調査区配罹図

後・晩期から中・近世の遺構・遺物が発見された。

主体となるのは、溝に画された空間に四面庇付大

型掘立柱建物跡や、これと軸を揃えた掘立柱建物

跡群を中心に展開する平安時代の集落跡である。

また、古墳時代後期から平安時代までの河川祭祀

跡が発見され、銅銃・三彩陶器・墨書土器・祭祀

具をはじめとする木製品などの特殊な遺物が出土

した。「ムラの祭祀」から「律令体制下の祭祀」

への形態変化が確認された例として注目されてい

る（吉野2001)。

土地区画整理事業に伴う発掘調査では、平安時

代から中・近戦の集落遺構やその遺物とともに、

縄文時代後期から古墳時代までの遺物も出土して

いる。また、諏訪木遺跡内に所在する上之古墳群

第2号墳も発掘され、円筒埴輪が出土している

（松田2007)。

県道熊谷羽生線建設に先立つ発掘調査は、平成

13年度に実施されたA・B・C区と、平成14• 15 

年度に行われたD・E・F・G区に分けられる。

諏訪木遺跡A区は、遣跡の東端部に位置する。

東側に隣接する池上遺跡と接し、遺構内容からは

両者を分割することはできない。諏訪木遺跡B・

c区はD区の東側に連続する区画である。これら

3地点からは、縄文時代後期の包含層・古墳時代

後期の水田跡・中世の区画堀などが調査された。

なお、 A・B・C区の発掘調査の成果は、『池

上／諏訪木』（第283集）として報告書が刊行され

ている（黒坂2002)。

諏訪木遺跡D・E・F・G区では、二面の文化

層が検出されている。上面からは弥生時代～中・

近世、下面からは縄文時代後晩期の遺構と遺物が

発見された。このうち本報告では、上面文化層の

-14-

遺構と遺物を対象とする。下面からは、縄文時代

後晩期の竪穴住居跡16軒を含む集落跡と、遣物祉

含層が検出されている。諏訪木遺跡の近辺には同

時期の遺跡の発見例が無く、独立性の高い集落跡

と推定されている。なお、縄文時代後晩期の成果

は、『諏訪木遺跡II』（第336集）として報告書が

刊行されている（渡辺2007)。

本報告が対象とする諏訪木遺跡D・E・F。G

区は、延長約320mに及んでいる。それぞれの区

は、生活道路・水路の確保や調査手順等の諸条件

から、 D区を 6地点、 E・F・G区をそれぞれ2

地点ずつの合計12地点に分割して実施した。偶然

的な要素が強いが、検出された遣構・遺物の様相

は各区ごとにまとめることができる。但し、 D区

は路線区を横断する水路を境に東西二分され、全

体として概ね 5区画に分割することが可能である。

D区を二分する水路は数度にわたり掘り直された

もので、この水路と並走する D区第13。14。15号

溝跡が過去の水路跡に相当する。

D区の水路東側のD区第 1。 2• 4 • 5地点に

は中憔以降のはたけ跡が広がる。はたけ跡はD区

第2 • 5地点東部のD区第10• 11 • 35号溝跡によ

って二分される。 D区第 1• 4地点のD区第 1号

はたけ跡は、 B区第 1面で検出されたはたけ跡の

続きで、東西約50mに及んでいる。これと重複し

て、掘立柱建物跡 5 棟・柵跡 5 列•井戸跡 5 基が

発見された。このうち、 D区第10号井戸跡では底

の抜けた桶が転用された井戸枠が検出され、 D区

第1号井戸跡には欠損した板碑 2点が投げ込まれ

ていた。一方、 D区第 2• 5地点のD区第2号は

たけ跡は遣存状態が悪く、広さも東西15m弱にす

ぎない。また、はたけ跡を分割するD区第10号溝



跡では、西岸に小型の板碑が建てられ、溝底には

馬の頭蓋骨が据えられていた。

水路西側のD区第3• 6地点は、調査着手前に

はD区第 1• 2 • 4 • 5地点よりも約 lmほど高

く、また水路を東辺とする変則的な方形区画がみ

られたことから、『新編武蔵風土記稿』による成

田秋葉七郎の居宅跡の存在が予想された地点であ

る。そのため、表土除去の段階から慎重に調査を

進めたが、中世の建造物の痕跡は発見されなかっ

た。しかし、 D区第 3地点南西部には直角に屈曲

する D区第19号溝跡が位置し、 1叶父の北宋銭がま

とまって出土している。

但し、 D区第3• 6 地点では、奈良•平安時代

の遣構と遣物が主体に検出されている。 5棟の掘

立柱建物跡が軸を揃えて発見され、方向性が一致

する多数の溝跡は同時期の区画溝として位置づけ

られる。このうちD区第 6号掘立柱建物跡は、東

面・南面に庇が付く高床の建物跡である。また、

遣構外の遺物として、 3個体以上となる須恵器の

大甕が破砕されたような状態でまとまって出土し

ている。さらに、 D区第75号溝跡からは弥生時代

中期の壺形土器2点がまとまって出土した。多く

が調査区外にあるために明確ではないが、 D区第

22号溝跡と組になって、方形周溝墓であった可能

性をもっている。

E区では、東側のD区第 3• 6地点で検出され

た奈良•平安時代の遺構・遣物はきわめて少なく、

中世の遺構・遺物が中心となる。ひとつには、 D

区第 3地点直角に屈曲するD区第19号溝跡に続く

溝跡が、 E区第 9• 10号溝跡として検出された。

さらにE区第 1• 2 • 8号溝跡と E区第4号溝跡

が、これと直交する。これらの溝跡のあり方は、

区画を意図したものであり、調査着手前に予想さ

れたものとは異なる区画が発見された。しかしな

がら、区画内の大部分は調査区外にあたり、建造

物の痕跡は発見されていない。数少ない遺構とし

て、区画内部から井戸跡 1基、区画外から埋設さ
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れた蔵骨器 l 基・竪穴状遣構 1 基•井戸跡 l 基が

検出されている。

このような状況の中、特筆される事象も見つか

っている。ひとつは、 D区第19号溝跡の14枚の北

宋銭が溝の屈曲部から出土していることである。

方形区画の北東部に位置し、所謂、鬼門の方向に

あたっている。他の祭祀的な遺物はみつかってい

ないが、 14枚の北宋銭が地鎮に用いられたことが

推定できる。次に、区画内の井戸跡には胴部下半

部の半分ほどを欠損した常滑の大甕が井戸枠とし

て転用されていた。この大甕は13世紀中頃のもの

で、口縁部から底部までの遺存度は全国的にも屈

指のものである。さらに、埋設された蔵骨器は常

滑甕に 2枚の片岩を蓋とするもので、常滑甕は16

世紀前半代の産物である。

F区では、弥生中期～古墳前期に及ぶ11軒の竪

穴住居跡と 2 基の周溝墓、奈良•平安時代の掘立

柱建物跡 2棟や溝跡など、ごく一般的な集落遣跡

となる。これらの遣構の方向性は、 E区の中世区

圃の方向とは異なり、概ねN-45° -E前後の方

向に傾いている。おそらくは、自然地形が反映さ

れた方向性と推定され、西側に続く G区でも同様

の方向性が示されている。

F区第 1地点の西端部からF区第 2地点におい

ては、居住遺構はなくなる。 F区第 1地点では、

1108年（天仁元）に浅間山噴火に伴う浅間B火山

灰に埋もれた水田跡が検出された。さらにF区第

2地点は谷状の地形が形成され、古墳時代前期の

土器群とともに、多量の木製品が出土している。

これらの木製品は、規則的に打ち込まれた杭列と

柱状・板状のもので、谷状地形の斜面部を保護す

るための用途が考えられる。通常では、谷地形の

斜面を養生する必要性は乏しいため、検出された

谷地形は旧河川の痕跡で、杭列と木材によってそ

の護岸施設が形成されていたものと判断される。

木製品は、建物の廃材や破損した木製農具などが

転用されたもので、一部には二次的な加工も加え



られている。このなかから、東日本最古に位置づ

けられる綴じ合せ構造をもつ樋部倉矧の板倉造建

物の壁板が発見された。

調査区最西部に位置する G区では、弥生時代中

期から平安時代の竪穴住居跡20軒、掘立柱建物跡

1棟、周溝墓 1基などが発見された。遺構の分布

においては、遣構が密集する東半部と疎らな西半

部では、明らかに密度が異なっている。東半部の

密集する遺構群は河川跡西岸部に沿って造営され、

重複も著しい。一方、西半部は遺構自体の残存状

態が悪い点も加味しなければならないが、集落域

の限界に近くであることは間違いがなく、 G区西

側の路線内からは遣構・遣物が検出されていない。

竪穴住居跡は、弥生時代・古墳時代前期のほか

に、古墳時代後期や奈良•平安時代のものがあり、

カマドが付設されている。周溝墓も円形に近い隅

丸方形状に溝が巡り、きちんとした方形をしたF

区とは異なる。これらの相違点から、 F区第 2地

点に検出された河川跡を境にした異なる二つのム

ラ跡と把握することができる。

以上、諏訪木遺跡D・E・F・G区の概観を述

-16-

べた。注目されるのは、延長約320mに及ぶ調査

範囲を一括した遣構群として捉えることができな

いことである。遺構・遺物の様相の違いから、概

ね5区画に分割される。この線引きは、路線区内

に存在する旧来からの生活道路や水路によって区

分した調査区と合致している点も興味深い。さら

に諏訪木遺跡A・B・C区の成果を加えると、諏

訪木遺跡全体に対し、東西に貰くトレンチの役割

を果たすもので、遣跡内の生活痕のあり方がより

鮮明になってくる。諏訪木遺跡B。C区はD区東

半部の遺構群と同一の区画と捉えられる。一方、

諏訪木遣跡c区から約300m離れる諏訪木遺跡A

区はまた別の遺構群である。このような様相から、

南北約750m、東西約 1km以上の広大な範囲を有

する諏訪木遺跡には、小規模な集落域。生産域、

上之古墳群や古代の官術を1方彿させる遺構群など

が複数集まり、縄文時代から中近祉に至るさまざ

まな時代の遺構・遺物が含まれている。遺構・遺

物の内容ばかりではなく、空間的・時間的な面も

加わった、本当の意味での複合遺跡として位置づ

けられる。



IV 遺構と遺物

1. D区の遺構と遺物

D区は、 K • L • M34~46グリッドの延長約

130mに及ぶ範囲である。発掘調査は、第 1地点

から第 6地点までの 6地点に分割して実施した。

検出された遺構は、掘立柱建物跡10棟・柵跡 6

列•井戸跡19基・土堀墓 2 基・溝跡70条・土堀39

基・ピット及びはたけ跡2ヶ所である。

掘立柱建物跡は、第 1地点から発見された中。

近世の建物跡 5棟と、第 3 • 6地点から検出され

(1)掘立柱建物跡

D区第 1号掘立柱建物跡（第 7図）

L45 • 46、M45• 46グリッドに位置する。 D区

第1号はたけ跡の区画の中に所在し、 D区第 1~

6号柵列跡と重複する。

柱間距離に統一性がないが、桁行 4間x梁行 3

間の側柱建物跡と認定される。発見された柱穴は

12本で (Pitl~Pit13)、北辺のPit2-Pit4間にある

べき柱穴 (Pit3) を欠損する。また、 PitllはL45

GrPitlOから、 Pit13はL46GrPitlから変更された。

桁行を南北に向け、南北軸（梁行）の方位は

N-35° -Wを指す。規模は、桁行7.35mX梁行

4.80m・面積35.280mを測る。柱間距離は不統一で、

相対する柱位置も一致しない。北辺がPitl-

2.10m -Pit2-5.25m -Pit4、南辺がPit7-2.85m-

Pit8-1.35m -Pit13 -0.90m -Pit9-2.25m -PitlO、

西辺がPitl-1.50m -Pitll -1.05m -Pit5 -2.25m -

Pit7、東辺がPit4-0.90m -Pit12 -1.80m -Pit6 -

2.10m -PitlOである。

遺物は、 Pit7より漆皿（1）が出土している。高台

部が楕円形のもので、歪み・欠損が激しい。高台

部の長径12.5cm・短径7.2cmと推定され、現存高1.0

-17 -

た奈良。平安時代の建物跡5棟に分類できる。

柵跡は 6列が発見され、第 1地点のL45。46、

M45 • 46グリッドに集中する。いずれもピットが

一列に並ぶ柱穴列である。重複するはたけ跡の耕

作痕の一部とも考えられたが、多くの柱穴から、

柱痕状の覆土の堆積や柱状の木片が検出されてい

るため、柵跡として報告する。

cmを測る。内外面に、赤漆が僅かに残存する。横

木取りで、残存率は50％程である。

D区第 2号掘立柱建物跡（第8図）

L44 • 45、M44• 45グリッドに位置し、 D区第

1号はたけ跡の区画内に所在する。 D区第4号掘

立柱建物跡と軸を揃える掘立柱建物跡で、 D区第

3 号掘立柱建物跡• D区第 5号土城と重複する。

桁行 3間x梁行 2間の側柱建物跡と認定される。

発見された柱穴は10本中 9本で (Pitl~Pit5• Pit7 

~PitlO）、東辺中央のPit6を欠損する。 Pit9はD区

第3号掘立柱建物跡Pit5と共有する。

桁行を南北に向け、南北軸（梁行）の方位は

N-19° -Wを指す。規模は、桁行6.30mX梁行

3.45m・面積21.735rrlを測る。柱間距離は不統一で、

相対する柱位置も一致しない。南辺の中央間が広

く、正面観が色濃く反映されている。北辺が

Pitl -2.10m -Pit2-l.80m -Pit3-2.40m -Pit4、南

辺がPit7-1.65m -Pit8 -3.30 -Pit9 -1.35m -PitlO、

西辺がPitl-2.10m -Pit5 -1.35m -Pit7、東辺が

Pit4 -3.45m -PitlOである。

遣物は微細な破片のため図示し得ない。



／
 

A23.50 A' 

Pit 1 Pit2 Pit4 

．
 

`
Q
 

．
 

i

o
z
 

．
 

O
N
 

．
 

og
.
8
z
o
 

a・ 

L
^
L
 

．
 

ò 
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D区第 1号掘立柱建物跡

1 暗褐色上柱抜取痕炭化物絞子少量鉄分砂質
2 黒褐色士柱痕炭化物粒子。ローム粒子少量鉄分砂質

3 灰褐色土柱掘形充填炭化物粒子少量青仄色プロック 鉄分砂質

4 暗青灰色士柱掘形充填鉄分砂質

第 7図 D区第 1号掘立柱建物跡。出土遺物

゜
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D区第 3号掘立柱建物跡（第 8図）

L44 • 45、M44• 45グリッドに位置し、 D区第

1号はたけ跡の区画内に所在する。 D区第 2• 4 

号掘立柱建物跡とは軸を違えて重複し、 D区第 5

号土城よりも新しい。

桁行 2間x梁行 2間の側柱建物跡である。発見

された柱穴は 8本 (Pitl~Pit8)で、 Pit4がD区第

4号掘立柱建物跡Pit8と、 Pit5がD区第 2号掘立

柱建物跡Pit9と共有する。

規模は、南北4.20mX東西3.90m・面積I6.380rrl

D区第 2号掘立柱建物跡

1 暗灰褐色土 柱痕 炭化物粒子・明灰褐色士プロック少量

しまり弱

2 暗灰褐色土柱掘形充填 ローム粒子・暗灰掲色土

ブロック多量鉄分 しまり強

3 明灰褐色土柱掘形充填暗灰褐色土プロック微鼠鉄分

しまり弱

D区第 3号掘立柱建物跡

4 暗灰褐色土柱抜取痕火山灰・黒色士

5 黒褐色土柱抜取痕炭化物粒子

6 灰 褐 色土柱掘形充填砂質鉄分

7 暗青 灰色土柱掘形充填砂質鉄分

8 暗褐色士 柱掘形充填 ロームプロック多量

9 暗褐色上柱掘形充填 ロームプロソク少

10 暗灰褐色士柱掘形充填黒色士粘性強

D区第 4号掘立柱建物跡

11 暗灰褐色士柱抜取痕炭化物粒子少量鉄分・火山灰

しまり弛・粘性欠

12 暗灰褐色土柱抜取痕炭化物粒子多拡鉄分・火山灰

しまり強・粘性欠

13 暗灰掲色士柱痕 炭化物粒子・鉄分微昼

粘性良・しまり強

14 灰褐色士柱掘形充填砂質鉄分多 しまり弱・粘性良
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D区第 5号掘立柱建物跡

1 暗灰褐色土柱抜取痕

2 黒褐色土 柱抜取痕灰褐色土

3 黒褐色土 柱痕炭化物粒子少量

灰褐色土

柱掘形充填

柱掘形充填
4

5

 

灰褐色土

暗青灰色土

鉄分

鉄分
質

質

砂
砂

旦3.50 加 2B' _.B' 
二 □

゜
10阿

I • 4 

Pit6 SD7 5

三 ゜
2m 

1 80 

第 9図 D区第 5号掘立柱建物跡・出土遺物

を測る。南北軸（梁行）の方位はN-0° -Eを指

す。柱間距離は東西辺2.10m、南北辺1.95mに統一

されている。

遺物はPitl~Pit8より出土しているが、微細な

破片のため図示し得ない。

D区第 4号掘立柱建物跡（第8図）

M44 • 45グリッドに位置し、 D区第

1号はたけ跡の区画内に所在する。 D区第 2号掘

立柱建物跡と軸を揃える掘立柱建物跡で、 D区第

3号掘立柱建物跡、 D区第 5 • 7号土城と重複す

L44 • 45、

る。

桁行を南北に向ける桁行 3間x梁行3間の側柱

建物跡と認定されるが、桁行北辺と桁行南辺の距

離が異なる台形に柱穴が並ぶ。柱穴は12本中 9本

(Pitl。 Pit3• Pit5~Pitll)のみが検出されている。

北東隅柱のPit4とPitl-Pit3間のPit2、 Pit4-PitlO 

間のPitl2は見つかっていない。また、 Pitlは

L44GrPit25から、 Pit3はL44GrPit17から、 Pitllは

M44GrPitllから変更されたもので、 Pit8はD区第

3号掘立柱建物跡Pit4と共有する。

桁行を南北に向け、南北軸（梁行）の方位は

N-15° -Wを指す。規模は、桁行北辺6.90m.桁

行南辺6.65mX梁行4.05mで、面積は27.439rrlを測

る。柱間距離には統一性がなく、北辺がPitl-

2.10m -(Pit2) -2.25m -Pit3-2.55m -(Pit4)、南辺

ヵ汀Pit7-2.00m -Pit8 -2.10m -Pit9 -2.55m -PitlO、

西辺がPitl-1.SOm -Pit5 -1.20m -Pitll -1.05m -

Pit7、東辺が(Pit4)-1.65m -Pit6-2.40m -PitlOで

ある。

遣物はPit8より出士しているが、微細な破片の

ため図示し得ない。

-20-



D区第 5号掘立柱建物跡（第 9図）

L43、M43グリッドに位置する。 D区第 1号は

たけ跡の区画内に所在し、 D区第3号井戸跡と重

複する。西部は調査区外にある。

東西に長い桁行 2間x梁行 2間の側柱建物跡と

して復元した。規模は、桁行4.65mX梁行3.90m• 

面積18.135mを測る。しかし、桁行辺の柱間距離

や調査区外にある西側部分の状況を想定した場合、

桁行 3間x梁行 2間 (6.75mX 3.90m = 26.325m) 

の掘立柱建物跡と考えるほうが妥当かもしれない。

桁行を南北に向け、南北軸（梁行）の方位は

N-4° - Wを指す。発見された柱穴は 6本

(Pit2。Pit3• Pit5~Pit8)で、 Pit2はL43GrPit10か

ら変更された。柱間距離は、1.80m。2.10m。

2.55mのいずれかに統一されている。北辺は

(Pitl) -2.10m -(Pit2) -2.55m -Pit3と推定され、

南辺がPit6-2.55m -Pit7 -2.10m -Pit8、東辺が

Pit3 -1.80m -Pit5 -2.10m -Pit8である。

遣物は、輔の羽口片（l）が出土している。筒状

の土製品で、大きさは外径5.&m・内径2.4cm・現存

長11.2cmである。胎土は比較的緻密で、石英・角

閃石・赤色粒子。白色粒子が含まれている。焼成

は硬質で、色調はにぶい黄橙である。

D区第 6号掘立柱建物跡（第10図）

L35 • 36、M36• 37グリッドに位置する。 D区

第6• 11 • 18号井戸跡、 D区第14• 15号土城、 D

区第31• 73 • 78 • 79号溝跡と重複する。

身舎が3間X 3間の側柱建物跡に、南面と東面

に庇が付いている。さらに、身舎の柱穴には小さ

な柱穴が付随するように発見されていることから、

床を支える束柱と認定することができる。よって、

二面庇付高床式側柱建物跡と断定できる。しかし、

D区第 6号掘立柱建物跡

D区第14• 15号土堀、 D 区第12号土堀• D区第78

号溝跡の評価如何によっては、総柱建物となる可

能性も秘めている。

南列の柱穴の状況は他の列とは異なる状況がみ

られる。柱穴が溝持ち状に連結した可能のように

主柱と束柱の掘形が入り乱れて繋がり、束柱は身

舎の内側に並ぶ列と外側に並ぶ列に明確に分けら

れる。このような状況から、少なくとも 1回は建

て替えが行われた建物跡と判断される。

発見された柱穴は15本 (Pitl• Pit2 • Pit4 • Pit6 

~Pit12 • Pit14 • Pitl6 • Pit18~Pit20)で、身舎北

東隅柱のPit3(D区第11号井戸跡と重複）、身舎東

列のPit5、東面庇列のPitl3• 15及び南面庇列の

Pitl7を欠く。柱穴の名称は、発掘調壺時のD区第

6号掘立柱建物跡柱穴名を変更したもの (Pit7＝旧

Pitl • Pi岱＝旧Pit5• Pit9=旧Pit4。PitlO＝旧Pit2• 

Pitll = I日Pit4• Pitl2 = Pit3) と、他の遣構から変

更したもの (Pit16=D区第24号土堀。 Pit18=D区

第25号土堀． Pit19=D区第23号土堀． Pit20= 

M36GrPit6)がある。

桁行を東西に向け、南北軸（桁行）の方位は

N-38° -Wを指す。規模は、身舎桁行6.90mX身

舎梁行5.40m。面積37.26mに、庇東面1.20m、南列

束柱0.75m・庇南面1.65mが加わる。合計すると、

桁行9.30mX梁行6.60m.面積61.38mの建物跡が復

元される。

柱間距離は、身舎北辺がPitl-2.55m -Pit2-

2.85m -Pit3、身舎南辺がPit8-l.80m -Pitll -

2.10m -Pitl2-1.50m -PitlO、身舎西辺がPitl-

2.70m -Pit4-2.lOm-Pit6-2.10m -Piお、身舎東辺

カゞ(Pit3)-2.70m -(Pit5) -2.10m -Pit7 -2.10m -

PitlO、身舎南辺ー0.75mー束柱外側列である。身

1 暗黄褐色七柱抜取痕炭化物粒f・地山粒子少量鉄分多
2 黒褐色士柱痕 焼土的子・炭化物約子少量
3a 黒褐色上柱掘形充填 黒色土主体焼士粒子。炭化物粒•-f微量

3b 黒褐色土柱掘形充填 地山粒子プロック少量焼土粒子・炭化物粒子微輩

3c 庄褐色土 柱掘形充填 地山粒＋・プロソク多量焼土粒子・炭化物粒子微菫

-21-
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第 3表 D区第 6号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第11図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎 I:

1 須恵器 蓋 (15.8) [22] 5 ②F 

2 須恵器 蓋 (16.9) [3.3] 25 ②ABFH 

3 須恵器 蓋 [2.3] 10 ②AFHJ 
4 須恵器 盃 (220) [2.4] 5 ②FHI 

5 須恵器 坪 [0.8] (7.0) 5 ②ACFI 

6 須恵器 坪 [28] (70) 10 ②ABFG 

7 須恵器 椀 (15.9) [6.3] 10 ②ADHI 

8 須恵器 椀 [3.4] (7.4) 30 ②FHI ， 須恵器 杯 [2.4] (6.8) 15 ②AFH 

10 須恵器 高台付皿 13.0 2.8 5.8 85 ②FGHI 

11 須恵器 杯 (12.6) 3.7 6.8 60 ②AF 

12 須恵器 坑 120 4.2 5.9 80 ②AFGHI 

13 須恵器 坪 (12.0) 3.9 5.3 50 ②BFI 

14 須恵器 杯 [3.2] 5 ②AFIJ 
15 須恵器 杯 [2.7] (6.2) ②AFGI 

16 須恵器 坪 [1.8] (69) 5 ②AFGH 

17 須恵器 杯 [1.3] 50 20 ②AFHJ 
18 土師器 坪 (11.2) [3.5] 15 ②ACDH 

19 土師器 杯 (12.6) [3.3] 10 ②ACDGHI 

20 土師器 杯 (13.0) [3.5] 30 ②ACDHI 

21 土師器 林 (13.9) [3.2] 10 ②ACHI 

22 須恵器 甕 (22.0) [7.2] 5 ①ADH 

23 須恵器 甕 (29.0) [7 5] 5 ②ABDH 

24 土師器 甕 (16.3) [14.8] 10 ②ACDG 

25 須恵器 甕 ②AHI 

26 須恵器 郷必 ②HI 

27 須恵器 甕 ②DHIJ 
28 須恵器 痺写 ②BGHI 

29 須恵器 甕 ②AH 

舎と東面庇の間は1.20m、東面庇柱間距離は

(Pit13) -2.70m -Pitl4-(2.10m) -(Pit15) -

(2.10m) -Pit16-2.40m -Pit20、身舎と南面庇の間

は1.65m、南面庇柱間距離は (Pitl7) -2.95m -

Pit18-2.45m -Pitl9-120m -Pit20である。

遣物は、 Pit2• 9~12 • 18 • 19より須恵器・土師

器が出土している。黒書には「木」 (15)。「水」

(14)・「川（？）」（5) という文字がみられる。また、

29は3点の須恵器甕片が付着したものである。

D区第 7号掘立柱建物跡（第12図）

L35 • 36グリッドに位置し、 D区第8号掘立柱

建物跡、 D区第76号溝跡と重複する。

桁行 3間x梁行 3間の側柱建物跡と推測される。

発見された柱穴はL字形に並ぶ 5本 (Pitl~5)で、

ほかは調査区外にある。

南北軸の方位は、 N-41° -Wを指す。規模は、

焼成 色調 出土位置・備考 図版

B 灰 P1tl6南比企産自然釉付着

B 灰 P1t7南比企産

B 灰 Pit6南比企産

B 灰 Pitl8南比企産

B 灰 Pit18思書「川？」南比企産 26-6 

B 灰 Pitl6南比企産

B 灰 Pit16末野産

B 灰 Pitl6南比企産

B 灰 Pitl6南比企産

B 灰 Pit7南比企産内外面に自然釉付着 26-2 

C 黒褐 Pitl6南比企産 26-3 

B 灰黄 Pit7南比企産 26-4 

B 灰 南比企産 26-5 

B 灰 墨書「水」南比企産 26-7 

B 灰 Pit16墨書「木」南比企産 26-8 
B 灰 南比企産

B 灰 Pit7・8南比企産

B にぶい橙 Pitl6 

B にぶい赤褐

B 橙 P1t7 

B にぶい褐 Pit6 

A 灰 Pit7末野産外面自然釉付着

B 灰 Pit7 

B にぶい黄褐 P1t7 26-9 

B 灰 末野産外面自然釉付着

B 灰 Pit7末野荏

B 灰 Pit6末野産

B 灰 P1t18末野産

B 灰 Pit7末野産 3破片の接着自然釉付着

南北6.75mX東西6.75m・面積45.56mと推定される。

柱間距離は規則性が強く、東西に面する列は

2.25mに統一されている。一方、南北に面する列

は両脇の柱間が2.10m、中央の柱間が2.55mで、正

面観を意識した柱間間隔と捉えられる。よって、

D区第 7号掘立柱建物跡は、桁行を南北に向ける

正方形の側柱建物と推定される。

遣物はPit2より出土しているが、微細な破片の

ため図示し得ない。

D区第 8号掘立柱建物跡（第12図）

L35。36グリッドに位置する。 D区第7号掘立

柱建物跡、 D区第14。15号井戸跡、 D区第77号溝

跡と重複する。

桁行 3間x梁行 2間の側柱建物跡と誰測される。

発見された柱穴はL字形に並ぶ 4本で、ほかは調

査区外にある。いずれの柱穴も、発掘調査段階に

-24-
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Pit 3 Pit4 

D区第 7号掘立柱建物跡
la 黒褐色土柱抜取痕 焼士粒子・炭化物粒子多量

lb 暗褐色土柱抜取痕鉄分を多く含む

2a 黒褐色士柱痕炭化物粒子少量

2b 黒褐色J_ 柱痕 青灰色フロソクを多く含む
3a 黒褐色士札掘形充填 黒褐色粘質十主体

3b 黒掲色土 柱掘形充填 黒褐色粘質上に地山ブロック含む
3c 黒褐色士 柱掘形充填 地山ブロック主体

D区第 8号掘立柱建物跡

4 暗褐色上鉄分多
5 黒褐色十 地山ブロック少量

6 黒色士 粘性土
7 黒褐色十 地山粒―fと黒色枯性土の混合層

二
地山プロック多量

゜
2m  

＇ 1 80 

第12図 D区第 7 • 8号掘立柱建物跡

は土城として調査を行ったが、 Pitl• Pit4の底面

に残されている柱痕や 4基の土堀の間隔、 D区第

6 • 7号掘立柱建物跡との軸方向の一致から、掘

立柱建物跡に変更した。発掘調査時の遺構名は
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PitlがD区第69号土鷹 Pit2がD区第

70号土墟、 Pit3がD区第71号土壊、

Pit4がD区第74号土堀である。

桁行を南北に向け、南北軸（梁行）

の方位はN-43° -Wを指す。規模は、

桁行7.50mX梁行6.00m・面積45.oomと

推定される。柱間距離は、桁行が西か

ら2.40m-2.70m -(2.40m)、梁行が北

から (3.00m)-3.00mである。

遺物はPitl• Pit2から出土している

が、微細な破片のため図示し得ない。

D区第 9号掘立柱建物跡（第13図）

M37グリッドに位置し、 D区第18.

19号土堀、 D区第28号溝跡と重複する。

．
 

＞

＜

 

L
1
-
d
 

．
 

og
葛
く
、

゜
2m ， 

180 

D区第 9号掘立柱建物跡
1 黒 色 土 柱 痕 焼土拉子・炭化物粒子少量

2 黒褐色上杜掘形充填炭化物粒子少量

3 黒掲色土柱掘形充填地□プロック多量
4 暗黄灰褐色士杜掘形充填 地11」プロ；；ク上体層

発掘調査時には、 PitlをD区第20号

土 鷹 Pit2をM37GrPitlとして取り扱

った。しかし、北側のD区第 6号掘立柱建物跡と

軸を揃えた位置関係、 PitlのL字形の平面形態。

掘形規模と底面に残された柱痕、 Pit2の明瞭に柱

痕が認められる土層堆積状況から、掘立柱建物跡

として報告する。

柱穴 2本のみの検出であり、形態や規模は不明

である。大半は、調査区外にある。 L字形隅柱の

掘形規模が、 D区第 6号掘立柱建物跡と遜色がな

いことから、同等規模程度の掘立柱建物跡が想定

される。

遺物は出土していない。

D区第10号掘立柱建物跡（第14図）

M36グリッドに位置し、 D区第19号溝跡と重複

する。

発掘調査段階には、 D区第30号土城として取り

扱った。しかし、 L字形の平面形態、掘形規模、

D区第 6号掘立柱建物跡との位置関係から、隅柱

がL字形の掘形をもつ掘立柱建物跡として報告す

第13図 D区第 9号掘立柱建物跡

．
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10cm ， 
14 

第14図 D区第10号掘立柱建物跡・出土遺物

る。形態。規模は不明である。

遺物は、瀬戸美濃の捏鉢（1）が混入している。

第4表 D区第10号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第14図）

番1号1 :::  I 悶： I口径 1言言 I竺1:I残］0(％)I①H,」- 1竺：文 1 塁： I瀬戸美濃灰：庸は：よ［目；：：

図版
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(2)柵跡

D区第 1号柵跡（第16図）

L46 • M46グリッドに位置する。 D区第 1号掘

立柱建物跡、 D区第4号柵跡と重複し、 D区第2

号柵跡と並行する。

南北に並ぶ柱穴8本・柱間 7間の柵列と認定さ

れる。全長6.60mを測り、軸方位はN-6° -Wを

指す。柱間距離は、 Pit1-0.30m-Pit2-l.20m-

Pit3 -0.75m -Pit4 -1.05m -Pit5 -1.80m -Pit6 -

0.60m -Pit7 -0.90m -Pit8である。

遣物は、出土していない。

D区第 2号柵跡（第16図）

L46、M46グリッドに位置する。 D区第 1号掘

立柱建物跡、 D区第 3~6号柵跡と重複し、 D区

第1号柵跡と並行する。

南北に並ぶ柱穴 6本。柱間 5間の柵列と認定さ

れる。全長6.60mを測り、軸方位はN-0゚ を指す。

オ主間距離は、 Pitl-0.90m -Pit2 -1.80m -Pit3 -

120m -Pit4 -1.50m -Pit5 -120m -Pit6である。

遣物は、かわらけが出土している（第15図1)。

D区第 3号柵跡（第16図）

L45 • 46グリッドに位置する。 D区第 1号掘立

柱建物跡、 D区第 2号柵跡と重複し、 D区第 6号

こー／］

゜
10cm 

14 

第15図 D区第 2号柵跡出土遺物

D区第 1号柵跡

1 暗掲色七柱抜取脹焼ナ・炭化物

2 暗青灰色上 4主掘形充填 砂質 ローム未立f
しまり欠・粘性欠

3 青灰色十柱掘形允填砂質 しまり欠。粘性欠

D区第 2号柵跡

4 黒褐色土柱痕炭化物粒子少量

5 暗褐色七柱掘形充填灰色上・火山灰

しまり良

柵跡と並行する。

東西に並ぶ 4本・柱間 3間の柵列と認定される。

Pit2はL45GrPitllから変更した。全長720mを測り、

軸方位はN-84° -Eを指す。柱間距離は、 Pitl-

2.10m -Pit2-3.00rn -Pit3-l.80m -Pit4である。

遣物は、出土していない。

D区第 4号柵跡（第16図）

M45 • 46グリッドに位置し、 D区第 1号掘立柱

建物跡、 D区第 1• 2号柵跡と重複する。

東西に並ぶ柱穴 5本・柱間 4間の柵列と認定さ

れる。全長9.30mを測り、軸方位はN-77° -Eを

指す。柱間距離は、 Pitl-3.30m -Pit2 -2.10m -

Pit3-l.80m -Pit4-2.10m -Pit5である。

遣物は、出土していない。

D区第 5号柵跡（第16図）

L45 • 46グリッドに位置する。 Pit5をD区第 6

号柵跡Pit4と共有し、 D区第 1号掘立柱建物跡、

D区第 2• 3 • 6号柵跡と重複する。

東西に並ぶ柱穴 5本・柱間 4間の柵列と認定さ

れる。全長6.30mを測り、軸方位はN-90゚を指す。

オ主間距離は、 Pitl-0.90m -Pit2 -1.80m -Pit3 -

2.釦 -Pit4-120m-Pit5である。

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。

6 灰褐色士柱掘形充填砂質鉄分 しまり良

7 暗青灰色上柱掘形充填砂質鉄分
8 黒褐色土柱掘形充填 炭化物粒子・焼十少量
D区第 3号柵跡

9 暗褐色上柱抜取痕 ローム咬子・肯灰色土少量
10 黒褐色土柱痕炭化物粒・f

11 灰褐色土柱掘形充填砂質鉄分
12 暗青灰色上柱掘形充填砂質鉄分
D区第4号柵跡

13 暗仄褐色上柱抜取痕砂質火山灰

14 暗褐色土柱抜取痕 青灰色土ブロック少量

15 灰褐色土柱掘形允填砂質鉄分
D区第 5号柵跡

16 暗褐色土柱痕

17 暗褐色土柱抜取痕炭化物粒f少量
18 暗青灰色士柱掘形充填砂質鉄分

第 5表 D区第 2号柵列跡出土遺物観察表（第15図）

番1号1か？門しナ I□］直 1口径 1竺灯 Ir塁： I残匁(%)I②c喜： 焼成I 色調 出十位置・備考

C Iにぶい黄橙IPitl底面糸切り痕不明瞭油煙付着

図版
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第16図 D区第 1・2・3・4・5・6号柵跡
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D区第 6号柵跡（第16図）

L45 • 46グリッドに位置する。 Pit4をD区第 5

号柵跡Pit5と共有し、 D区第 1号掘立柱建物跡、

D区第 2• 3 • 5号柵跡と重複する。

東西に並ぶ柱穴4本・柱間 3間の柵列と認定さ

(3)井戸跡

D区第 1号井戸跡（第17図）

M45グリッドに位置する。平面形態は円形で、

長径1.12m、短径1.05m、深さ1.4m以上、長軸方位

N-83° -Eを測る。井戸の埋没途上に、上半部

を欠損した板碑 2点が投げ込まれいる。遺物はこ

のほかに、かわらけや曲物が出土している。

第19図4は、円形曲物の底板である。長径11.3

cm。現存短径10.4cm・厚さ1.1cmと小型である。外

周部に段はなく、側面は垂直である。表面には幅

1.6cm前後の加工痕が、明瞭にみられる。木取りは

柾目である。

5も曲物の底板で、薄く小型である。欠損部が

多いが円形と考えられる。 5.6cmx 4.9cmほどが現存

し、厚さ02cmである。 2孔 1組の円孔が残存する。

木取りは柾目である。

6 • 7は板石塔婆である。 6は現存高69.7cm。

幅28.8cm．厚さ3.6cmである。紀年銘は「応安八年

(1375) 巳卯七月一日道可禅門」と紀年銘と供養

者名が記される。 7は現存高61.9cm・幅30.7cm・厚

さ3.9cmである。「応長元年 (1311)辛亥十二月日」

と紀年銘が記される。

D区第2号井戸跡（第17図）

M43 • 44グリッドに位置し、南半は調査区外に

ある。平面形態は円形で、東西径1.56m、南北径

1.03m以上、深さ0.93mを測る。

遺物はかわらけ・内耳鍋が出土し、須恵器甕片

が混入する。

D区第 3号井戸跡（第17図）

L43グリッドに位置し、西半部が調査区外にあ

る。平面形態は円形で、南北径1.00m、深さ0.98m

-29 -

れる。 PitlをSA3Pit2、Pit2をSA3Pit3、Pit3を

L46GrPit5から変更した。全長6.30mを測り、軸方

位はN-84° -Eを指す。柱間距離は、 Pitl-

1.80m -Pit2 -3.00m -Pit3 -1.50m -Pit4である。

遣物は、微細な破片のため図示し得ない。

である。

遣物は、かわらけと板石塔婆（13、現存高16.8

cm・現存幅9.4cm。厚さ2.3cm・梵字付近の破片）が

出土している。

D区第 4号井戸跡（第17図）

M43グリッドに位置し、重複する D区第 7号溝

跡よりも古い。平面形態は円形で、長径1.70m、

深さ1.14m、長軸方位N-25° -Wを測る。

遺物は、ろくろ土師器杯。須恵器甕片が出土し

ている。

D区第 5号井戸跡（第17図）

L41 • M41グリッドに位置する。

平面形態は不整円形で、長径0.82m、短径0.70m、

長軸方位N-41° -Eを測る。

遣物は、微細な破片のため図示し得ない。

D区第 6号井戸跡（第17図）

M36グリッドに位置し、重複する D区第12号土

壊よりも新しい。平面形態は不整円形で、長径

1.08m、短径0.90m、深さ1.13m、長軸方位N-90°

を測る。

遺物は、ろくろ土師器の高台坪が出土している。

D区第 7号井戸跡（第17図）

K40グリッドに位置する。重複するD区第33号

溝跡よりも古い。平面形態は円形で、東西径

1.12m、深さ0.89mを測る。

遣物は、方形曲物の底板が3点出土した（第20

図19• 20 • 21)。 3点とも外形・大きさかほぽ同

じで、角を丸くおとした隅丸の方形である。側面

は、上下辺を斜めに、左右辺は垂直に削り落とす。

19は、大きさ8.4cmx 8.2cm。厚さ0.3cmである。 2
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D区第 1号井戸跡

1 暗灰色土炭化物粒十

2 黒褐色土炭化物層

3 暗褐色七黒褐色土少量粘性良

4 陪青灰色上鉄分粘性良

D区第 2号井戸跡

1 暗青仄色土砂質炭化物粒子少量
2 黒褐色士 炭化物粒子・ローム粒子

3 陪青灰色土 ローム粒千少量

4 青灰色土 ローム粒子少量

D区第 3号井戸跡

1 黒褐色士 ローム粒子少量 しまり良

2 暗褐色土植物遺存体多械

3 暗青灰色土青灰色上少量

D区第 4号井戸跡

1 暗褐色土鉄分多

2 黒灰色土炭化物少量

3 暗青灰色七青灰色土少量

D区第 7号井戸跡

l 暗褐色士鉄分砂粒炭化物粒子少量

しまり強・粘件強

2 暗灰褐色土 暗青灰褐色ブロック

しまり良・粘性強

3 黒褐色土炭化物多 しまり強・帖性強

D区第 8号井戸跡

1 暗褐色土掲色土＋暗褐色士砂粒多

2 暗灰褐色士鉄分

3 黒褐色士 暗灰褐色土ブロック

D区第 9号井戸跡

1 暗褐色土橙掲色砂粒多

2 暗灰褐色土 茶褐色砂粒少量：

3 黒褐色土

D区第12号井戸跡

1 黒褐色土青灰色土少景粘性良・しまり欠

2 黒褐色士 粘性良・しまり欠

D区第13号井戸跡

1 黒褐色上鉄分沈殿地山ブロック少量

2 黒色土粘性土

D区第14号井戸跡

1 黒褐色士 青灰色土プロック少量

2 黒褐色土粘性強

且' D区第15号井戸跡

1 黒褐色士鉄分青灰色土・地山土多

2 黒褐色土青灰色土多

3 黒褐色土粘性強

D区第16号井戸跡

1 暗褐色士鉄分多

2 黒褐色土 青灰色土プロック少量

3 黒褐色土粘性強

D区第17号井戸跡

1 暗褐色土鉄分多

2 黒褐色土 青灰色プロック多

3 黒褐色土粘性強

D区第18号井戸跡

l 黒褐色土粘質士炭化物粒子少量

2 黒褐色土粘質土

D区第19号井戸跡

1 土層註記なし

2 上層註記なし

゜
2m  

＇ 160 

第18図 D区井戸跡（2)
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孔 1組の円孔を 4箇所に穿つ。いずれも孔内に樹

皮紐が残存し、欠損しているが、 2孔を通した樹

皮紐をひとつに結んでいた。孔の間隔は、上～左

と左～下、上～右と右～下が等しい。木取りは柾

目である。

20は、上下8.7cm・厚さ0.3cmである。 19と同様に、

2孔 l組の孔を 4箇所に穿ち、 1箇所に樹皮紐が

残存する。孔の間隔は、上～左と右～下、上～右

と左～下が等しい。木取りは柾日である。

21は1/3を欠損し、大きさは上下8.4cm・厚さ0.4

cmである。 2孔 1組 1箇所、単独 2箇所に孔を穿

つ。木取りは柾目である。

D区第 8号井戸跡（第17図）

K41。L41グリッドに位置する。重複するD区

第33号溝跡によって切られている。平面形態は楕

円形で、長径1.40m、短径0.92m、深さ1.27m、長

軸方位N-33° -Eを測る。

第20図22は建築材で、両端に方形の仕口を作る。

現存長31.4cm・幅5.4cm・厚さ3.8cmである。半裁材

を用いたもので、断面形は半円形の角を面取りさ

れた形である。半戟面には二方向の方形加工痕が

みられ、表面を平滑に仕上げる。木取りは板目で

ある。形状から、井戸枠の桟の可能性も考えられ

る。

D区第 9号井戸跡（第17図）

L41グリッドに位置する。平面形態は円形で、

長径0.75m、短径0.74m、深さ1.17m、長軸方位N-

26° -wを測る。

遺物は、かわらけが出土している。

D区第12号井戸跡（第17図）

L37グリッドに位置する。平面形態は楕円形で、

長径1.05m、短径0.86m、深さ1.37m、長軸方位N-

30° -Eを測る。

第20図23は桶の底板である。半円形の 2枚の板

を木釘で結合して1枚の底板にしたもので、大き

さは17.9cmx 18.5cm ・厚さ1.5cmである。 2枚の板は

材質・断面形・厚さが異なるため、二次的に桶底

-32-

材として転用したものと推定される。側面の接合

部には 5箇所の柄穴状の円孔をそれぞれに穿ち、

木釘によって 2枚の板を固定する。このうち 4箇

所には木釘が残存する。いずれの板材も木取りは

板目である。

D区第13号井戸跡（第17図）

L37グリッドに位置し、南半は調査区外にある。

平面形態は不整円形で、東西径0.93m、深さ0.97m

を測る。

遺物は、瀬戸製の御目付大皿が出土している。

D区第14号井戸跡（第17図）

L37グリッドに位置し、重複する D区第73号溝

跡よりも新しい。平面形態は不整円形で、長径

1.00m、短径0.90m、深さ0.84m、長軸方位N-

38° -wを測る。

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。

D区第15号井戸跡（第18図）

L35グリッドに位置し、重複するD区第 8号掘

立柱建物跡よりも新しい。平面形態は楕円形で、

長径1.30m、短径1.12m、深さ1.4m以上、長軸方位

N-29° -Wを測る。

遣物は、陶器釉双耳水注・摺鉢、焙烙等が出土

している。

第20図30は凝灰岩製の砥石である。現存長8.4

cm・幅4.8cm・厚さ2.9cm・重さ89.7gである。

D区第16号井戸跡（第18図）

L35グリッドに位置する。重複する D区第8号

掘立柱建物跡• D区第76号溝跡よりも新しい。

平面形態は不整円形で、長径1.00m、短径0.88m、

深さ126m、長軸方位N-0° -Eを測る。

第20図24は曲物の底板である。長軸方向に直線

をもつ小判形で、大きさは16.3cmx (13.8) cm ・厚さ

0.7cmである。側面は直線的な垂直ではなく、丸く

曲線的に仕上げられる。孔は中央に 1箇所と、左

右の直線部側面近くに 2孔 1組の円孔が穿たれる。

木取りは柾日である。
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D区第18号井戸跡

D区第19号井戸跡

¥ 33 

第21図 D区井戸跡出土遺物（3)
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D区第17号井戸跡（第18図）

L35グリッドに位置し、重複する D区第 7号掘

立柱建物跡• D区第76号溝跡よりも新しい。平面

形態は円形で、長径1.56m、短径1.53m、深さ

1.13m、長軸方位N-38° -Wを測る。

遣物は、須恵器坪・甕等が出土している。

D区第19号井戸跡（第18図）

L35グリッドに位置し、重複する D区第76号溝

跡よりも新しい。平面形態は円形で、長径0.77m、

短径0.75m、深さ0.97m、長軸方位N-0° -Eを測

る。

遺物は摺鉢 2点が出土し、第21図33は二次的に

底部が穿孔されている。

D区第18号井戸跡（第18図）

L36グリッドに位置し、璽複する D区第 6号掘

立柱建物跡よりも新しい。平面形態は不整円形で、

長径1.12m、短径1.08m、深さ1.16m、長軸方位N-

23° -Eを測る。覆土に旭含された礫は、隣接す

る石組みの井戸跡 (D区第11号井戸跡）からの流

入と考えられる。

遺物は、須恵器盤・椀等が出土している。

D区第10号井戸跡（第22図）

L45グリッドに位置する。

下半部に底の抜けた桶を設置し、井戸枠として

転用した井戸跡である。平面形態は円形で、長径

1.83m、短径1.68m、長軸方位N-73° -Eを測る。

深さ 1.24mの大きな掘形の底部中央には、深さ

0.20m程の桶枠を設置するための穴が掘りこまれ

ている。

出土した桶は、 12枚の側板が接ぎ合わされて作

られたものである（第23~25図35~46)。土圧に

D区第10号井戸跡

1 暗茶褐色土人為的堆積鉄分多量下半部に有機物堆積

2 暗褐色土 人乃的堆積鉄分多星暗灰褐色土ブロック少量

3 暗青灰褐色土粘上層

4 明 褐 色 士 砂 質 鉄 分 少

5 暗灰褐色土砂質 しまり弱・粘質強

6 灰褐色七砂質

7 暗青／火褐色土鉄分少量砂質

-36 _ 

より歪んでいるが、口径40cm・底径35cm・高さ60

cmほどの桶に復元される。それぞれの側板は、多

くは上端幅が広く下端幅が狭い台形状である。但

し、 37・38・40・45はやや幅狭で、上・下端幅が

ほぼ同じ形状である。断面形は弧を描き、外面に

は丸みを出すためのケズリ加工がほぼ全面に施さ

れる。内面には加工痕がほとんどみられないが、

丸みを形成したケズリ痕や擦痕がみられるものも

ある。外面には箱の圧痕が 4段みられ、上から

11.1cm • 322cm • 50.5cm • 552cm前後の位置にある。

籠は図示し得ないが、竹によって編まれたもので

ある。また、内面の下から1.1~2.1cmの位置には、

底板の圧痕がみられる。

12枚の側板の長さ・幅・厚さ・木取りは、次の

通りである。

35 (60.6cm • 152cm • 2.0cm ・板目）

36 (60.3cm • 17.3cm • 2.0cm。板目）

37 (59.8cm • 10.3cm • 2.0cm・オ反日）

38 (59.6cm • 12.4cm • 1.9cm ・板目）

39 (592cm • 14.1cm • 1.9cm・オ反目）

40 (59.1cm。10.5cm• 2.1cm ・板目）

41 (59.3cm • 17.0cm。22cm・オ反目）

42 (58.5cm。152cm。l.7cm・ 板目）

43 (58.7cm • 15.5cm • 22cm ・札反目）

44 (59.3cm • 15.9cm • 2.1cm ・板目）

45 (58.6cm • 13.4cm • 22cm ・板目）

46 (59.8cm • 19.4cm • 2.4cm ・板目）

D区第11号井戸跡（第22図）

L36グリッドに位置する。重複する D区第 6号

掘立柱建物跡よりも新しく、身舎の北東隅柱の柱

穴を削平する。

D区第11号井戸跡

l 黒褐色上枯性土炭化物粒子少量

2 黒色土粘性士炭化物粒子・地山粒子少量

3 青灰色上掘形充填 胄灰色土主体＋黒色粘質上

4 黒色土掘形充填黒色粘質土主休＋青灰色砂質土

5 黒色土掘形充填 黒色枯質士十責灰色砂質上

6 黒色土掘形充填 黒色枯質土主体土青灰色砂質士
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第 6表 D区井戸跡出土遺物観察表（第19• 20 • 21 • 26図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 かわらけ 皿 (12.0) [3.3] (6.8) I 35 ①CH B にぶい褐 SEl 27-1 

2 かわらけ 皿 (106) 36 4.0 30 ②DGH B 浅黄橙 SEl 27-1 

3 かわらけ 皿 [1.7] 5.0 40 ②AGHI B にぶい橙 SEl庫鹿轄成形後、内面に指頭ナデ

8 瓦質土器 鍋 (36.0) [7.2] 5 ②ACH B 暗灰 SE2煤付着， かわらけ 皿 [1.2] 5.0 20 ②CGHI B 灰白 SE2 

10 かわらけ 皿 [1.7] (5.0) 15 ②G C にぶい黄橙 I SE2 

11 須恵器 甕 ②AGHI B 灰 SE2末野産

12 かわらけ 皿 (5.7) 2.1 2.8 65 ②DGH B にぶい黄橙 SE3口縁部内外面に油煙付着 27-6 

14 ろくろ土師 坪 [2.2] (5.2) 10 ③DGH C 橙 SE4底部糸切離し

15 須恵器 甕 ②ADHIJ B 灰 SE4末野産

16 ろくろ土師 高台坪 [14] (6.9) 5 ②G B 橙 SE6高台ナデ付

17 かわらけ 皿 (11.4) [3 3] 10 ②DHI B 浅黄橙 'SE9 

18 瓦質土器 卸甘付大llil ②AGHIJ B 灰白 SE13瀬戸焼締 15C前～中葉

25 須恵器 杯 [1.7] (7.0) 10 ②AFH B 暗青灰 SE17南比企産

26 須恵器 甕 ①AHI A 灰 SE17 

27 陶器 双耳水注 [63] 4.6 50 ②I B 釉暗赤褐 SE15瀬戸美濃鉄釉削出高台 17C後半

28 瓦質土器 焙烙 [4.7] 5 ②DGH B 黒 SE15全面に煤付着

29 陶器 揺鉢 (36.0) [6.4] 5 ②AH A にぶい黄橙 SE15肥前or堺鉄釉？卸目7本／条 18C代か

31 須恵器 盤 (37.0) [08] 5 ②ADHI B 灰 SE18末野崩細片のため器種要検討

32 須恵器 椀 [1.9] (10 5) 5 ②AFH B 灰 SE18南比企産

33 陶器 揺鉢 (34.0) 140 136 90 ②HIJ B にぶい黄橙 SE19瀬戸美濃鉄釉？（暗赤褐） tl跡417C後半

34 陶器 揺鉢 [10.3] (12.0) 10 ③AJ 

47 かわらけ 皿 8.0 2.3 5.4 100 ②c 
B にぶい黄橙 SE19輔櫨成形外面焼締？

27-8 B 灰黄褐 SEll灯明皿油煙付着

48 須恵器 甕 (23.0) [4.5] 5 ①H 
| 
A 灰 SEll

49 瓦質土器 鉢 [2.6] 5 ②AH B 褐灰 SEll 

平面形態が不整円形の掘形の中に、拳大～人頭

大程度の丸礫を組み上げた石組みの井戸である。

石は前後 2列に組み上げられ、裏側には土が埋め

戻されている。石組みの内径は、南北0.94m、東
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西l.Olmほどである。掘形の規模は、長径1.94m、

短径1.75m、長軸方位N-8° -Eを測る。なお、

半戯調査中に石組みの崩落が始まり、危険防止の

ため、調査は底面まで至っていない。

遣物は、かわらけ・在地産鉢。須恵器甕片のほ

かに漆椀や曲物等も出土している。

第26図50は、漆椀である。横木取りの挽物で、

木地の外面に赤漆、内面に黒漆が塗られている。

底径9.6cm・現存高3.7cmである。底部外面には、十

字の切傷とろくろの爪跡がみられる。底部内面に

は、波線を円で囲った文様が描かれる。

51は、円形曲物の底板である。推定径11.5cmで

(4)土堀墓

D区第 1号土壊墓（第27図）

L42グリッドに位置する。重複する D区第11号

溝跡よりも新しい。

平面形態が楕円形の掘形の中に、円形の桶が埋

設された土城である。桶の中から寛永通賓 1枚

（第29図14、径22cm。璽さl.lg)が出土したことか

ら、土堀墓と推定される。

掘形の規模は、長径1.49m、短径1.30m、深さ

0.12mを測り、長軸方位はN-71° -Eを指す。桶

は外周径88cm前後の大型品で、高さは上部腐朽に

より不明である。

桶は底板1枚と12枚の側板が出土した（第28。

29図1~13)。

ST1 
l I A 

勺

n, 

呂 麿
S011 心． I <(ま! 

小型である。厚さは0.8cmほどであるが、外周部か

ら中央に向かって薄くなっている。側面は、斜め

に成形される。木取りは柾目である。

52は、桶の底板である。推定径40.8cmほどの中

型品で、厚さは1.7cmである。側面は垂直である。

上・下・側面ともに明瞭な加工痕がみられないが、

平滑である。木取りは柾目である。

53は建築材の仕口部で、上端の一部と下部を欠

損する。現存長9.8cm・幅7.8cm・厚さ5.6cmである。

背面より正面の幅がやや狭い断面台形で、側面・

背面には被熱痕がみられる。木取りは板日である。

側板は幅6.8~9.2cm・厚さ1.6~2.0cmほどであり、

底板を一周するには33枚前後が必要となる。材は

硬質で、表面は平滑に仕上げられる。下面部が斜

めに削られているため、 91°~105゚ 前後の角度で

外傾する。断面形は湾曲した長方形で、外面の左

右の角が面取りされたものもある。外面の下から

2.4~7.2cmと10.7~14.0cm付近の 2箇所には、籠で

締めた圧痕が残る。また、内面の下から4.6~6.9cm

前後の位置には底板接合部の痕跡がみられる。

なお、 12枚の側板の現存長・幅・厚さ・木取り

は、次の通りである。

1 (32.5cm • 8.5cm • l.&m ・柾目）

2 (14.7cm • 6.8cm • 1.9cm・オ反目）

ST2 

／＼ 99: g 
g 

了／ <(笈i! 

゜
2m  

160 

第27図 D区第 1。 2号土城墓
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3 (27.3cm • 8.5cm • 1.7cm。オ反目）

4 (41.3cm • 9.7cm • 1.8cm • if反目）

5 (32.8cm。7.7cm。1.8cm。れ［日）

6 (292cm • 92cm • 1.8cm。オ反目）

7 (292cm • 8.0cm • 1.9cm ・板日）

8 (18.9cm。9.0cm。1.8cm・オ反目）

9 (252cm • 5.4cm。1.9cm・板目）

10 (11.6cm • 6.5cm。l.&m・板目）

11 (12.5cm • 7.6cm • 1.6cm ・板日）

12 (23.2cm • 3.7cm • 2.0cm • 1庄目）

第29図13の底板は、 4枚の板を太柄で接いで円

形板を形成する。径84.2cmと推定され、厚さ2.7cm

である。木取りは板目である。

D区第 2号土壕墓（第27図）

L42 • M42グリッドに位置する。

平面形態が円形の掘形の中に、円形の竹籠状の大

型木製容器を埋設した土堀である。飾金具や陶磁

器か多く出土していることから、土城墓と推定さ

れる。

掘形の規模は長径l.llm、短径1.07m、深さ

0.12mを測り、長軸方位はN-5° -Eを指す。

底面は平滑である。竹籠状の大型木製容器は掘

形壁面に貼り付いたような状況で検出されたが、

脆弱なため取り上げることはできなかった。

遺物は瀬戸美濃の碗．鉢、 くらわんか碗や在地

産摺鉢等が出土している。

。

こ 3

¥4  

下三ニニニ言

2
 

口 こ三パ

ヽ

7
 

酪

こニニこ二了。

o 10cm 
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 ゜第30図 D区第 2号土堀墓出土遺物

第 7表 D区第 2号土堀墓出土遺物観察表（第30図）

10cm 
1. 4 

番号 種別 器種 「7径 器高 底径 l残存1%) 胎土 焼成 色調 出士位置・備考 図版

1 磁器 碗 （9.4) [5.2] 4.1 45 ①I I A I 灰白 くらわんか碗肥前灰釉（明緑灰） 18C中～後半

2 磁器 碗 [2.3] 4.2 15 ①I A 灰白 くらわんか碗肥前灰釉（明緑灰） 18C中～後半

3 陶器 碗 ［18] 3.8 20 ②GH B にぶい黄橙瀬戸美濃灰釉貰入多 18C代？

4 陶器 碗？ ［21] 4.1 30 I ①I A 灰オリーブ腰折碗？瀬戸美濃？）火釉貫入多（灰黄） 18C代？
5 陶器 碗 ［1.5] (7.4) 10 ②ACG A 灰白 瀬戸美濃灰釉員人多蛇ノ目釉剥ぎ 17C後～18C後

6 陶器 碗 [2.3] (5.0) 5 ②HI B 灰黄 瀬戸美濃鉄釉（褐） 17~18C?二次的被熱

7 瓦質上器揺鉢（284) 9 3 00.0) 20 ②AHI C 灰 在地産輪積成形使用痕明瞭

8 陶器 揺鉢（30.0)[8.7] 5 ②HI B にぶい赤褐備前or堺（明石） 18C代？

ロロー陶器 揺鉢 5 ⑨AGH B 灰白 瀬戸美濃鉄釉（暗赤褐） 18C前半
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第30図10の飾金具は、切先から茎まで表現され

たような刀子状の形態である。中央付近に穿孔さ

れ、針金状の輪が貰いている。長さ7.1cm。幅0.6

(5)土凛・溝跡・はたけ跡

D区第 9号土猥（第31図）

L35グリッドに位置する。

平面形態は、長方形である。長軸長1.15m以上、

短軸長0.60m、確認面からの深さ0.42mを測る。長

軸方位は、 N-59° -Eを指す。底面はU字形に

中央が窪む。

遣物は、微細な破片のため図示し得ない。

D区第13号土猥（第31図）

M35グリッドに位置する。

平面形態は、楕円形である。長軸長0.84m、短

軸長0.58m、確認面からの深さ0.26mを測る。長軸

方位は、 N-76° -Wを指す。底面は西から東へ

向けて緩やかな傾斜をもつ。

遣物は出土していない。

D区第16号土堀（第31図）

M34グリッドに位置し、西半部は調査区外にあ

る。

平面形態は、不整長方形である。長軸長1.96m、

短軸長0.96m以上、確認面からの深さ0.70mを測

る。底面にはグリッドピットが掘り込まれ、凹凸

が激しい。

D区第 9号土城

1 暗褐色土 黄褐色プロック極多
2 暗褐色土 焼士・炭化物粒子多

3 褐色土 黄褐色ブロック極多
D区第13号土i廣
l 暗褐色土鉄分多焼十粒子微量

2 黒褐色土粘質土
D区第16号土塀

1 黒褐色士 焼士粒子プロック・炭化物粒子プロック多量

2 暗掲色上焼上粒子・炭化物粒子少量地□黄褐色砂質
プロック粘性強

3 黒褐色土 焼土拉子・炭化物粒子少量 地山粒子少贔
粘性強

D区第75号土壊

］ 黒掲色十 炭化物粒子・地山粒子微量粘性強
D区第19号溝跡

1 暗褐色士 鉄分・焼士・黄褐色士粒子少最

2 黒褐色粘質土 青灰色ブロソク多

-46-

cm・ 厚さ0.1cm。重さ1.9gである。全面が厚く緑青

に覆われているため、毛彫りなどの装飾や金鍍金

は観察できない。

遺物は、須恵器杯が出土している。

D区第75号土壊（第31図）

L35グリッドに位置し、重複するD区第76号溝

跡よりも新しい。

平面形態は、長方形である。残存長軸長1.15m、

短軸長0.64m、確認面からの深さ0.09mを測る。長

軸方位は、 N-26° -Eを指す。底面は中央に向

かって窪む。

遺物は出土していない。

D区第78号土堀（第31図）

L35グリッドに位置し、重複する D区第75号溝

跡よりも新しい。

平面形態は、不整円形である。長軸長0.66m、

短軸長0.62m、確認面からの深さO.llmを測る。長

軸方位は、 N-51° -Wを指す。

遺物は出土していない。

D区第75号溝跡（第31。33。34図）

L34。35グリッドに位置し、重複する D区第78

号土堀よりも先行する。北側は調査区外に至り、

南側は明瞭に立ち上がる。

検出長10.00m、幅1.48~2.40mを測る。断面は逆

D区第75号溝跡

1 暗褐色土鉄分炭化物粒子

2 暗褐色土砂質黄褐色土

3 黒褐色土砂質黄褐色上・青灰色土
4 暗黄褐色士砂質黒色土
M34Gr Pit 1 
1 黒褐色土柱痕 焼上粒子・炭化物粒子少試
2 a音褐色士柱掘形充填版築状様相なし焼士粒子

炭化物粒子多量
M34Gr Pit2 
1 黒褐色土
2 黒色士

3 黒褐色土
M34Gr Pit3 

l 黒褐色土
2 黒褐色上

地山ブロック少量
柱痕粘質土

柱掘形充填粘質土地山プロックやや多

地山プロック多量
地山粒子少量
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第32図 D区土堀・溝跡①出土遣物

第 8表 D区土墟・溝跡①出上遺物観察表（第32図）

番号 種別 器種 []径 器局 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 ！ 出土位置・備考 図版

1 須恵器 詞 [0.8] (6.1) 5 ①AFI B 灰 SK16南比企産

3i口-8 | 2 弥生 宜土 [245] 6.0 ⑫AGI : B 浅黄～黄灰 SD75 No.l 

3 弥生 罪土 [10.2] ②AGI B にぶい橙 SD75 No.2 31-9 ！ I 

4 弥生 罪土 [30.4] 60 ②AGHI B にぶい黄橙 SD75 5と同——個体 32-1 

5 弥生 罪士 [12.1] 86 ②AGHI B ， Iにぶい黄橙 SD75 4と同一個体 32-5 

台形で、底面は東から西に向かって傾斜する。確

認面からの深さは0.32~0.50mほどである。溝底標

高は、北西付近22.35m、中央付近22.42m、南東端

付近22.44mを計測し、走行方位は、 N-55° - W  

を指す。

遺物は、弥生中期の壺形土器3点以上が、溝底

からまとまって出土している。

至近のD 区• E区には同時期の遺構は発見され

ていないこと、唐突に立ち上がる南端部の状況、

遺物の出土状態・器種、底面の傾斜具合、南端か

ら直角に屈曲した箇所に同規模のD区第22号溝跡

が存在等から、 2条の溝跡が組になった方形周溝

墓であった可能性もある。しかしながら、多くの

部分が調査区外にあり、断定することは難しい。

D区第76号溝跡（第31• 33 • 34図）

L35グリッドに位置する。重複するD区第 7号

掘立柱建物跡、 D区第16• 17 • 19号井戸跡、 D区

第75号土堀よりも先行する。北西部は調査区外に

あり、南東端はD区第76号土墟と重複する。

可能性として、 D区第73号溝跡と同一の溝跡と考

えることができ、この場合、方形に区画する溝跡

となる。

検出長7.50m、幅0.75~1.20m、確認面からの深

さ0.13~0.18mを測る。溝底標高は、北西端付近
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D区第10号土城
1 暗褐色土 焼土粒子・黄褐色土粒子少

2 黒褐色上粘質土青灰色プロック

3 暗褐色土
D区第11号土城

l 暗褐色土鉄分多焼上粒子微量
2 黒褐色粘質土炭化物粒子微量
D区第14号土壊

1 暗灰黄褐色土 炭化物粒子・焼士粒壬微量
2 黒掲色土粘質土 地山拉子・炭化物粒子微量

3 黒褐色土粘質土地山プロック少量
D区第15号土壊

4 黒褐色土粘質土 地山粒子・炭化物粒子少量

5 黒褐色上粘質上地山プロック少量
D区第72号土壊

1 暗 褐 色 土 砂 質 黄 褐 色 土
D区第73号土壊

1 暗褐色土 青灰色士ブロソク多

D区第76号土壊

1 暗青灰色上粘性土炭化物粒子少量

2 黒青灰褐色士粘性土炭化物粒＋少量
3 黒褐色土枯性土炭化物粒子・地山粒子少量

4 黒色士粘性土炭化物粒子少量
D区第22号溝跡

1 黒掲色上 黄灰色地山ブロック少量
2 黒褐色土粘質士 炭化物粒子・焼上粒子微呈
L36Gr Pit 1 
1 暗茶褐色士鉄分多量

2 黒色土住痕炭化物粒子微量

3a 黒褐色士柱掘形充填 黒褐色土主体炭化物粒子微量
36 黒掲色上柱掘形充填地山土主体炭化物粒子微量

3c 黒褐色土柱掘形充填 黒褐色土主体炭化物粒子微量

第34図 D区土城・溝跡② （2) 

22.72m、中央付近22.71m、南東端付近22.71mを計

測する。走行方位は、 N-137° -Eを指す。

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。

D区第19号溝跡（第31• 33。34図）

L34 • 35、M34~36グリッドに位置する。 D区

第10号掘立柱建物跡、 D区第11• 16号土堀、 D区

第20• 22号溝跡と重複する。

L34 • 35、M34• 35グリッドでは走行方位N-

98° -Eの方向に東西に走り、 M36グリッドで

N-180° -Eの方向に南に屈曲する。 L34• M34 

グリッド西側は調査区外を経てE区第 9号溝に繋

がる。 M36グリッドの屈曲部以南は調査区外に至

り、詳細は不明である。

検出長は東西方向約16.5m＋南北方向約1.4m=

総延長17.9m、幅0.90~2.24mを測る。断面は薬研

状で、確認面からの深さは0.99~1.19mほどである。

溝底標高は、東端付近22.06m、中央付近22.07m、

西端付近22.07mを計測し、平坦である。

遺物は須恵器甕．壺片、常滑甕片、木栓、金属

製品のほかに、屈曲部付近から14枚の北宋銭がま

とまって出土している。

第36図18の木栓は、割材を加工したものである。

上面より下面が広く、下面は平坦で上面はわずか

に突き出る。長さ2.6cm・幅2.0cm・厚さ2.0cmを測

る。側面には縦方向の面が残る。木取りは柾日で

ある。

l倣の北宋銭（第36図19~32) の内訳は、開元

通賓（唐． 621年） 1枚 (19:径2.4cmX重さ3g)。

淳化元賓（北宋． 990年） 1枚 (20: 2.5cm x 2.9g) • 

至道元賓（北宋 •995年） 1枚 (21: 2.4cm x 

3.8g) ・嘉祐通賓（北宋・ 1056年） 1枚 (22:2.4 

cmX4.3g)・煕寧元賓（北宋・ 1068年） 3枚 (23:

2.4cmX3.8g、 24: 2.4cm X 3.5g、 25: 2.4cm x 3.3g) • 

元祐通賓（北宋・ 1086年） 1枚 (26: 2.2cm x 

2.9g)。紹聖元賓（北宋・ 1094年） 4枚（27:2.2 

cmX3g、 28: 2.5cm x 3.9g、 29: 2.4cm x 3.6g、 30:

2.4cm x 3.9g)・聖宋元賓（北宋・ 1101年） 1枚

(31 : 2.5cm x 3.2g)・宣和通賓（北宋・ 1119年） 1 

枚 (32: 2.4cm X 32g)である。

第36図33は金属製の扁平な破片で、刀子の茎と

思われる。現存長4.7cm。最大幅0.7cm・最大厚0.25

cm。重さ2.5gである。
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D区第10号土堀（第33• 34図）

L35 • M35グリッドに位置する。

平面形態は、長方形である。長軸長0.86m、短

軸長0.60m、確認面からの深さ0.18mを測る。長軸

方位は、 N-40° -Wを指す。

遣物は、微細な破片のため図示し得ない。

D区第11号土塘（第33• 34図）

M35グリッドに位置する。 D区第19号溝跡と重

複し、 D区第20号溝跡よりも新しい。

平面形態は、長方形と推定される。長軸長

0.95m、短軸長0.46m、確認面からの深さ0.32mを

測る。長軸方位は、 N-75° -Eを指す。

遺物は出土していない。

D区第12号土壊（第33• 34図）

M36グリッドに位置し、 D区第 6号井戸跡と重

複する。 D区第 6号掘立柱建物跡の中央付近に位

置し、北側に位置する D区第14• 15号土堀、東側

に位置するD区第78号溝跡の評価とも関連するが、

D区第6号掘立柱建物跡が総柱建物の場合には柱

穴となる。現段階においては、断定できない。

平面形態は、長方形である。長軸長1.30m、短

軸長0.78mを測り、長軸方位は、 N-45° -Wを指

す。確認面からの深さ0.04mほどと浅く、 D区第

6号掘立柱建物跡の柱穴として取り扱うには躊躇

させる。

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。

D区第14• 15号土塀（第33• 34図）

L36 • M36グリッドに位置し、土層観察の結果、

2基の土墟の重複と判断した。そのため、個々の

土堀の平面形態や規模は明確ではない。長軸長

2.50m、短軸長1.80m、確認面からの深さ0.10mを

測る。長軸方位は、 N-60° -Eを指す。

D区第73号溝跡と重複する。 D区第 6号掘立柱

建物跡の中央付近に位置し、南側に位置するD区

第12号土堀• D区第78号溝跡の評価とも関連する

が、 D区第 6号掘立柱建物跡が総柱建物の場合に
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は柱穴となる。現段階において、断定はできない。

遺物は、須恵器はそう・蓋坪等が出土している。

このうち底面に墨書された杯があり、「木」と書

かれている可能性が高い（第35図5)。

D区第72号土堀（第33• 34図）

L35グリッドに位置する。

平面形態は、不整方形である。長軸長0.53m、

短軸長0.50m、確認面からの深さ0.05mを測る。長

軸方位は、 N-82° -Wを指す。

遺物は出土していない。

D区第73号土壊（第33• 34図）

L35グリッドに位置し、北半部は調査区外にあ

る。

平面形態は、不整方形である。長軸長0.45m、

短軸長0.19m、確認面からの深さ0.10mを測る。長

軸方位は、 N-90゚ を指す。

遺物は出土していない。

D区第76号土塀（第33• 34図）

L35グリッドに位置する。 D区第76号溝跡と重

複する。

平面形態は、不整形である。長軸長1.00m、短

軸長0.50m、確認面からの深さ0.68mを測る。長軸

方位は、 N-90゚ を指す。

遺物は、須恵器はそう・甕の破片が出土してい

る。

D区第20号溝跡（第33• 34図）

L35 • M35グリッドに位置する。北端部がD区

第 6 号掘立柱建物跡• D区第73号溝跡と童複し、

中央付近ではD区第19号溝跡と交錯する。 D区第

11号土堀よりも先行する。

検出長4.6m、幅0.40~0.90m、確認面からの深さ

0.21~0.24mを測る。溝底標高は、北端付近22.75m、

中央付近22.79m、南端付近22.83mを計測する。走

行方位は、 N-5° -Eを指す。

遣物は須恵器杯が出土している。
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第35図 D区土堀・溝跡②出土遺物（1)

D区第22号溝跡（第33• 34図）

M35グリッドに位置し、南側は調査区外にある。

北端部でD区第19号溝跡と重複する。

検出長1.60m、幅1.68~1.70m、確認面からの深

さ0.46~0.48mを測る。溝底標高は、北端付近

22.59m、中央付近22.56m、南端付近22.56mを計測

する。走行方位は、 N-157° -Wを指す。

遺物は弥生中期の壺形土器片が出土している。

位置関係や出土遺物の時期の共通性から、 D区

第75号溝跡と組み合わされて隅が切れるタイプの

方形周溝墓となる可能性もあるが、大半が調査区

外にあるため、断定はできない。

D区第31号溝跡（第33・34・37・38図）

M36。37グリッドに位罹する。 D区第 6号掘立

柱建物跡、 D区第80号溝跡と重複し、 D区第27• 

28号溝跡と交差する。

検出長9.70m、幅0.62~0.76m、確認面からの深

さ0.01~O.llmを測る。溝底標高は、北東端付近

22.79m、中央付近22.85m、南西端付近22.87mを計

測する。走行方位は、 N-55° -Eを指す。

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。

D区第77号溝跡（第33• 34図）

L36グリッドに位慨し、北側は調査区外に至る。

D区第8号掘立柱建物跡と重複する。

検出長3.30m、幅0.24~0.28m、確認面からの深

さ0.01~0.07mを測る。溝底標高は、北東端付近

22.72m、中央付近22.73m、南西端付近22.75mを計

測する。走行方位は、 N-48° -Eを指す。

遺物は出土していない。

D区第78号溝跡（第33• 34図）

L36 • M36グリッドに位置する。

検出長2.40m、幅0.45~0.54m、確認面からの深

さ0.09~0.13mを測る。溝底標高は、北東靖付近

22.84m、中央付近22.85m、南西端付近22.85mを計

測する。走行方位は、 N-46° -Eを指す。

D区第 6号掘立柱建物跡の中央付近に位置し、

D区第12• 14 • 15号土墟の評価とも関連するが、

D区第6号掘立柱建物跡が総柱建物の場合には溝
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第 9表 D区土城。溝跡②出土遺物観察表（第35• 36図）

番号 種別 器種 口径 器局 底径 残存（％） 胎土

1 土師器 坪 (110) [4.5] 35 ②ACDGHI 

2 須恵器 はそう 109 [9.4] ②AHI 

3 須恵器 蓋 170 [2 8] 20 ②FHI 

4 須恵器 身 [3.5] 6.4 70 ②ADFHI 

5 須恵器 坪 [1.9] (66) 20 ②AI 

6 須恵器 杯 [1.3] (60) 10 ②AFGH 

7 須恵器 はそう ②AH 

8 須恵器 甕 18 7 [9.6] 5 ②AH ， 須恵器 杯 (12.8) 4.0 6.8 45 ②FHI 

10 弥生 窟士 ②AGI 

11 須恵器 はそう ②AGH 

12 土師器 杯 (11.8) [3.4] 20 ②CHI 

13 須恵器 甕 ②AHJ 

14 須恵器 甕 ②AH 

15 須恵器 甕 ②B 

16 須恵器 壺 ②BDGHI 

17 陶器 痺写 ②HIJ 

持ち柱穴となるが、現段階においては断定できな

し兄

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。

D区第79号溝跡（第33• 34図）

L36 • M36グリッドに位置し、 D区第 6号掘立

柱建物跡と重複する。

検出長2.70m、幅0.26~0.48m、確認面からの深

さ0.04~0.05mを測る。溝底標高は、北東端付近

22.92m、中央付近22.90m、南西端付近22.90mを計

測する。走行方位は、 N-137° -W→N-61° ― 

Wを指す。

遺物は出土していない。

D区第17号土城（第37• 38図）

M37グリッドに位置し、 D区第26• 27号溝跡と

重複する。

平面形態は、不整方形である。長軸長0.69m、

短軸長0.43m以上、確認面からの深さ0.18mを測る。

長軸方位は、 N-41° -Wを指す。

遺物は出土していない。

D区第18• 19号土堀（第37• 38図）

M37グリッドに位置する連続する土堀である。

D区第 9号掘立柱建物跡と重複する。

平面形態は、長方形である。 2基の土堀を合せ

た長軸長2.84m、短軸長l.OOm以上、確認面からの

焼成 色調 出土位置・備考 図版

B にぶい黄橙 SK14・15 

B 灰 SK14・15 No.l 32-5 

B 灰 SK14・15南比企産

B 灰 SK14。15南比企産油芯痕 32-3 

B 灰 SK14・15墨書「木？」末野産 32-4 

B 灰 SK14・15南比企産

A 暗灰 SK76末野産

B 黒褐 SK76 32-6 

B 灰 SD20南比企産 33-3 

B にぶい橙 SD22 

B 灰 M35Gr-P1tl 

B 橙 M36Gr-Pit3 

B 灰 SD19末野産内面自然釉付着

B 灰 SD19末野産

B 外：灰白内：灰 SD19末野産

B 外：灰白内．灰 SD19末野産内面自然釉付着

A 灰黄 SD19常滑肩部自然釉付着

深さ0.15mを測る。長軸方位は、 N-38° -Wを指

す。

いずれの土城からも、遺物は出土していない。

D区第22号土塘（第37• 38図）

M37グリッドに位置する。

平面形態は、長方形である。長軸長1.75m、短

軸長1.30m、確認面からの深さ0.20mを測る。長軸

方位は、 N-47° -Wを指す。

遺物は出土していない。

D区第68号土城（第37• 38図）

L37 • 38グリッドに位置する。

平面形態は、円形である。長軸長0.79m、短軸

長0.79m、確認面からの深さ0.42mを測る。長軸方

位は、 N-90゚ を指す。

遣物は、須恵器杯が出土している。

D区第77号土塘（第37・38・45・46図）

L38グリッドに位置し、 D区第18• 71号溝跡と

重複する。

平面形態は、方形である。長軸長1.06m、短軸

長0.94m以上、確認面からの深さ026mを測る。長

軸方位は、 N-0゚ を指す。

第39図2は砥石である。現存長5.5cm・幅2.&m・

厚さ22cm・重さ38.8gである。
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D区第17号土壊

1 黒褐色上粘性強地山プロック少量

D区第18号土壊

1 黒褐色上 地山ブロック多量

D区第19号土壊

2 黒褐色土 地1|」プロック多量

D区第68号土壊

1 暗褐色土青灰色士粘性欠・しまり欠

2 黒褐色上鉄分 しまり欠

D区第77号土塀

2 暗黄褐色土

3 暗灰褐色士 炭化物約子・焼上粒子少量

4 黒褐色上 底面に炭化物層 炭化物粒了一少量 粘性強

D区第79号土壊

1 暗灰褐色士砂質鉄分多量粘性欠

D区第17号溝跡

l 暗褐色十 黄褐色土粒子少砿炭化物

2 暗褐色上 青灰色士プロック多量

3 暗青灰色十 グライ化枯性良・しまり艮

D区第29号溝跡

4 暗灰色土黄褐色土プロック多量粘性良

D区第18号溝跡

5 黒褐色上砂多量粘性欠。しまり欠

D区第17号溝跡

1 暗褐色十 黄褐色土粒子少蘊炭化物

D区第24号溝跡

2 陪褐色士 青灰色上プロック多量

D区第25号溝跡
3 暗青灰色上 グライ化粘性良・しまり良

4 青灰色十 グライ化黒褐色土

D区第24号i青跡
3 暗灰褐色士 焼上粒子・炭化物粒子少輩

D区第25号溝跡

4 暗灰褐色士 鉄分・黒褐色粘質上プロソク少量

5 黒褐色土 焼上粒了・炭化物粒子少量

D区第26号溝跡

6 黒褐色上鉄分・砂粒多量炭化物粒子 地山プロック少量

7 黒褐色十粘質上地山ブロック多量

D区第27号溝跡

8 暗掲色土炭化物粒子少量

9 黒褐色土粘質土炭化物粋子少

D区第22号土堀

10 黒褐色七地山粒子 炭化物粒十少量

11 黒褐色上粘質ナ 池山ブロック多

D区第26号溝跡

l 黒褐色上鉄分・砂粒多量炭化物粒子 地リ」ブロック少量

2 黒褐色七粘質上地山プロソク多量
D区第25号溝跡

3 暗灰褐色土 鉄分・黒褐色粘質土プロック少景

4 黒褐色上 焼士粕子・炭化物粒子少量

D区第28号溝跡

1 黒褐色土

D区第27号溝跡

6 暗褐色土炭化物粒子少量

7 黒褐色上粘質土炭化物粒子少

D区第30号溝跡

8 黒褐色土 焼上粒r.炭化物粒了・地山ブロソク少呈

D区第26号溝跡

1 暗褐色上鉄分多

2 黒褐色士 青仄色粒子

D区第73号溝跡

3 暗褐色士鉄分多

4 黒褐色上 青灰色プロック多

5 黒褐色土砂質

第38図 D区土堀・溝跡③ (2)

D区第79号土堀（第37。38・45・46図）

M38グリッドに位置する。

平面形態は、方形である。長軸長1.22m、短軸

長0.86m、確認面からの深さ0.20mを測る。長軸方

位は、 N-90゚ を指す。

遣物は出土していない。

-56 -



D区第16号溝跡（第37・38・45・46図）

L38グリッドに位置し、 D区第17• 29号溝跡と

重複する。

東端部付近で屈曲し、検出長6.00m、幅0.26~

0.46m、確認面からの深さ0.01~0.12mを測る。溝

底標高は、北東端付近22.80m、中央付近22.87m、

南西端付近22.88mを計測する。走行方位は、 N-

55° -E→N-67° -E→N-120° -Eを指す。

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。

D区第17号溝跡（第37• 38。45• 46図）

L37。38グリッドに位置し、 D区第15• 16 • 

24・25・29・73号溝跡と重複する。

D区第25号溝跡からD区第15号溝跡に至る検出

長13.2m、幅0.95~1.35mの溝跡である。確認面か

らの深さは0.12~0.34mほどで、溝底標高は、東端

付近22.58m、中央付近22.59m、西端付近22.60mを

計測する。走行方位は、 N-96° -Eを指す。

遺物は須恵器杯・高台付椀．壺・甕・甑、ろく

ろ土師器坪、土錘が出土している。須恵器坪には

体部外面に「木」と墨書されたもの（第39図3)

が含まれる。

第39図13は土錘である。長さ4.3cm・幅1.8cm・孔

径0.4cm・重さ13.4gである。

D区第21号溝跡（第33・34・37・38・45・46図）

L37、M37• 38グリッドに位置する。西側から

D区第28• 80 • 31 • 27 • 26 • 25 • 24 • 30 • 29 • 15 

号溝跡と重複する。

検出長19.3m、幅1.20~1.50m、確認面からの深

さ0.11~0.24mを測る。溝底標高は、東端付近

22.75m、中央付近22.76m、西端付近22.88mを計測

する。走行方位は、 N-107° -Eを指す。

遺物は灰釉陶器高台付椀、須恵器蓋坪類・甕、

土師器杯、土錘等が出土している。

第40図31は土錘である。長さ5.5cm・幅2.4cm・孔

径0.4cm・重さ28.5gである。

D区第23号溝跡（第37• 38図）

M38グリッドに位置し、 D区第25• 30号溝跡と
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重複する。

検出長2.90m、幅0.24~0.36m、確認面からの深

さ0.01~0.07mを測る。溝底標高は、北西端付近

22.87m、中央付近22.86m、南東端付近22.82mを計

測する。走行方位は、 N-128° -Eを指す。

遺物は、須恵器高台坪椀、ろくろ土師器高台杯

椀、土師器甕等が出土している。

D区第24号溝跡（第37・38・45・46図）

L37、M37• 38グリッドに位置する。 D区第25

号溝跡と併走し、 D区第13号井戸跡、 D区第15• 

17 • 21 • 29 • 30 • 73号溝跡と重複する。

検出長16.6m、幅0.48~1.35m、確認面からの深

さ0.15~0.35mを測る。溝底標高は、北端付近

22.63m、中央付近22.70m、南端付近22.72mを計測

する。走行方位は、 N-47° -W→N-35° - W  

→N-0゚ を指す。

遣物は、須恵器蓋杯椀類。壺・甕、土師器台付

甕、土錘等が出土している。第41図48は須恵器杯

体部外面に「木」、 52は須恵器杯底面に「大（？）

川」という墨書がみられる。

第41図67は土錘である。現存長3.0cm・幅2.0cm• 

孔径0.4cm。重さ10。7gである。

D区第25号溝跡（第37・38・45・46図）

L37、M37。38グリッドに位置する。 D区第24

号溝跡と併走し、 D区第15• 17 • 21 • 23 • 29 • 

30 • 73号溝跡と重複する。

検出長20.3m、幅0.53~l.OOm、確認面からの深

さ0.32~0.41mを測る。溝底標高は、北端付近

22.62m、中央付近22.60m、東端付近22.57mを計測

する。走行方位は、 N-172° -E→N-143° -E 

を指す。

遺物は、灰釉陶器椀、須恵器蓋杯椀類・瓶類・

壺甕類、土師器坪・台付甕等が出土している。第

42図77• 78は、体部外面に「木」と墨書された須

恵器杯である。また、第24• 25号溝跡一括遺物と

して取り上げた、第43図121。122では須恵器坪底

面に「木」と墨書されている。さらに、第44図



134は、南比企産の須恵器双耳坪である。

D区第26号溝跡（第33・34・37・38図）

L36 • 37、M37• 38グリッドに位置し、 D区第

21 • 73 • 80号溝跡と重複する。

検出長19.0m、幅0.62~1.42m、確認面からの深

さ0.14~0.33mを測る。溝底標高は、北西端付近

22.49m、中央付近22.61m、南東端付近22.66mを計

測する。走行方位は、 N-45° -W→N-38° ― 

Wを指す。

遣物は須恵器提瓶、土師器甕が出土している。

D区第27号溝跡（第37• 38図）

M37グリッドに位置する。 D区第17号土鷹 D

区第21• 30 • 31・淵儲跡と重複する。

検出長8.2m、幅0.32~0.48m、確認面からの深さ

0.32~0.48mを測る。溝底標高は、北西端付近

22.77m、中央付近22.71m、南東端付近22.66mを計

測する。走行方位は、 N-136° -Eを指す。

遺物は出土していない。

D区第28号溝跡（第37• 38図）

L36 • 37、M37グリッドに位慨する。 D区第 9

号掘立柱建物跡、 D区第21• 31 • 80号溝跡と重複

する。

検出長7.00m、幅0.30~0.40m、確認面からの深

さ0.26~0.33mを測る。溝底標高は、北端付近

22.70m、中央付近22.67m、南端付近22.63mを計測

する。走行方位は、 N-162° -E→N-142° -E 

を指す。

遺物は出土していない。

D区第29号溝跡（第37・38・45・46図）

L37 • 38、M38グリッドに位置し、 D区第16• 

17。18• 21 • 24。25・30・71号溝跡と重複する。

検出長13.2m、幅0.67~1.80m、確認面からの深

さ0.11~0.18mを測る。溝底標高は、北端付近

22.87m、中央付近22.87m、南端付近22.82mを計測

する。走行方位は、 N-155° -Eを指す。

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。
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D区第30号溝跡（第37・38・45・46図）

L38 • M37 • 38グリッドに位置し、 D区第第

21 • 23 • 24。25・27・29号溝跡と重複する。

検出長8.4m、幅0.35~0.76m、確認面からの深さ

0.02~0.12mを測る。溝底標高は、北端付近22.89m、

中央付近22.87m、南端付近22.72mを計測する。走

行方位は、 N-148° -Wを指す。

遺物は出土していない。

D区第71号溝跡（第37・38・45・46図）

L38グリッドに位置し、 D区第18• 29号溝跡、

D区第77号土壊と重複する。

検出長2.6m、幅0.20~0.40m、確認面からの深さ

0.02~0.10mを測る。溝底標高は、北東端付近

22.91m、中央付近22.90m、南東端付近22.82mを計

測する。走行方位は、 N-121° -Wを指す。

遺物は出土していない。

D区第72号溝跡（第37• 38図）

L37 • 38グリッドに位置し、 D区第18号溝跡と

重複する。

検出長2.90m、幅0.40~0.58m、確認面からの深

さ0.03~0.05mを測る。溝底標高は、北東端付近

22.88m、中央付近22.89m、南東端付近22.90mを計

測する。走行方位は、 N-51° -Eを指す。

遺物は出土していない。

D区第73号溝跡（第33・34・37・38図）

L35~37、M36グリッドに位置する。西端はL

35グリッドでD 区第 6 号掘立柱建物跡• D区第20

号溝跡と重複する。 L36• M36グリッドで直角に

屈曲し、 L36• 37グリッドを直進し、立ち上がる。

この間に、 D区第 4号井戸跡、 D区第26• 17。

24 • 25号溝跡と重複・交差する。 D区第 6号掘立

柱建物跡をはさんでD区第76号溝跡が位置し、同

ーの溝跡となる可能性がある。この場合、調査区

を方形に区画する溝跡となる。

検出長20.0m、幅0.46~1.32m、確認面からの深

さ0.05~0.65mを測る。溝底標高は、北東端付近

22.86m、中央付近22.44m、南西端付近22.27mを計
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第40図 D区土堀・溝跡③出七遺物（2)

測する。走行方位は、 N-76° -W→N-36° ― 

Wを指す。

遣物は須恵器甕が出土している。

D区第74号溝跡（第37• 38図）

L37グリッドに位置し、北側は調査区外にある。
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検出長2.5m、幅0.62~0.70m、確認面からの深さ

0.11~0.24mを測る。溝底標高は、北端付近22.84m、

中央付近22.79m、南端付近22.74mを計測する。走

行方位は、 N-170° -Wを指す。

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。
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第41図 D区土堀・溝跡③出土遣物（3)

跡と併走し、

D区第80号溝跡（第37• 38図）

L37 • M37グリッドに位置する。 D区第31号溝

D区第21• 26 • 27 • 28号溝跡と重複

する。

検出長4.6m、幅0.30~0.45m、確認面からの深さ

0.04~O.llmを測る。溝底標高は、北東端付近

22.71m、中央付近22.74m、南西端付近22.89mを計

測する。走行方位は、 N-61° -Eを指す。

遣物は出土していない。
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第44図 D区土城・溝跡③出土遺物 (6)

第10表 D区土堀・溝跡③出土遺物観察表（第39~44図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調1 出上位置。備考 図版

1 須恵器 I 坪 [l 7] (6.0) 10 ②I B 灰白 SK68末野産

3 須恵器 坪 [2.9] 5 ②AHI B 灰 SD17墨書「木」末野産 33-4 

4 須恵器 高台付杯 [2.0] 6.4 20 ②CDGHI C 灰白 SD17末野産

5 ろくろ土師 杯 (11.7) 4.0 (6.0) 10 ②CHIJ C 賠灰 SD17口縁部にilll煙付着

6 ろくろ土師 杯 [2.7] (66) 5 ②GI B 浅黄橙 SD17 

7 ろくろ七帥 坪 [23] (7.8) 10 ②GH B 橙 SD17 

8 須恵器 乖コ (64.0) [13.5] 5 ②H B 灰 SD17末野産， 須恵器 誼・ギ [48] (14.0) 5 ②ADFH B 灰 SD17No.8南比企産

10 須恵器 往_Lビ_ [7.4] (15.0) 5 ③ADGHIJ B 褐灰 SD17末野産

11 須恵器 壺 [8.3] (120), 5 ②III A 灰 SD17末野産

12 須恵器 甑 [6.4] (15.6) 5 ②FGHI C にぶい褐 SD17南比企産

14 須恵器 蓋 [0.9] 5 ②FHI B 灰 SD21南比企産
， 
15 須恵器 蓋 ［1 7] 5 ②FHIJ B 灰 SD21南比企産

16 須恵器 蓋 10 ②DFGHI B 灰 SD21南比企産

B 灰 SD21南比企産

18 須恵器 杯 6.0 30 ③FHJ B 灰 SD21南比企産

19 須恵器 杯 （6.6) ②AHJ B にぶい褐 SD21木野産

20 須恵器 坪 65 ②DGHI 

21 須恵器 坪 6.9 ①AFGHJ B 暗灰 SD21南比企産周辺ヘラ

22 須恵器 杯 7.0 (r2一、)AFHI B 灰 SD21南比企産

23 須恵器 杯 6.2 ②AFHI B 灰 SD21南比企産

B 灰 SD21末野産

25 須恵器 高台付 6.1 ⑨ACDH c 灰 SD21木野産

I ~30~己姐-忠器， 高台付 6.1 ③AEHI 

c 橙 SD21末野産

坪 ②ACDHI B 橙 SD21

高台付 (8.8) ①HI A 灰白 SD21内面に灰釉目立痕3

甕②AH B 灰 SD21木野産

甕 ②AGH C にぶい黄楕 SD21末野産
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番号I種別 器種 口径 1器蘭 底径 残存（応］ 胎土 焼成 色調 出上位置・備考 図版

32 須恵器 高台付椀 13 2 5.5 5.8 
95 I | ②ADGI 

C にぶい黄橙 SD23No.1末野産土師質 34-1 

33 須恵器 高台付椀 (124) [5.7] (6.0) 45 ③ABCJ C 明赤褐 SD23N(l3・SD-25二次的な被熱 34-2 

34 ろくろ土師 高台付椀 13.0 57 6.8 90 ③ACDGHJ C にぶい橙 SD23No.2・9 34-3 

35 土師器 甕 (160) [8 2] 5 ②ACDGHI B 橙 SD23No.4 

I 36 土師器 I 噸ー」し (16.7) [9.2] 10 ②ACDGH B 橙 SD23No.4・SD25 

37 須恵器 甕 ②AHIJ B 灰 SD23No.5水野産外面自然釉付着

38 須恵器 傘」し (23.3) [6.1] 5 I①FHI A 灰 SD73南比企産内面自然釉付着

39 土師器 ］ 甕 I (19.0) [13.1] 20 ＇ ②ADGI B にぶい黄橙 SD26 

34-4 40 土師器 小型甕 [5.6] 33 10 ②ADGH B にぶい黄橙 SD26 

41 須恵器 提瓶' 1[10.5] 10 ②AI B 

:灰・1 l 1 SD26末野産42 
須恵器 I 某皿 | [1.2] 

5 ②HI B SD24末野産

43 須恵器 蓋 ［2.2] 10 ②AFHJ B SD24南比企産

44 須恵器 蓋 （15.0) [2 6] 10 ②FIJ B SD24南比企産

45 須恵器 杯 (11.7) 3.2 55 75 ②HIJ B SD24末野産 34-5 

46 須恵器 杯 11.9 3.5 5.8 80 ②FJ B SD24南比企産 34-6 

47 須恵器 杯 (11.0) 3.2 (5.1) 20 ③AFJ B 灰 SD24南比企産

48 須恵器 坪 (12.2) [3.0] 5 ②AFIJ B 灰 SD24南比企産墨書「本」 34-7 

49 須恵器 杯 (12.4) [3.6] 10 ②AF B 灰白 SD24南比企産

50 須恵器 杯 • [2.4] (6.8) 10 ②DEHJ B 灰白 SD24末野産

51 須恵器 坪 [l 9] (6.2) 10 ②EHJ B 灰白 SD24末野産

52 須恵器 椀 [2.6] 7.8 40 ②AFI B 灰 SD24南比企産墨書「？川」 34-8 

53 須恵器 杯 [1.6] 6.3 20 ②FIJ B 灰 SD24南比企産

54 須恵器 杯 | [15] 58 20 ②FI B 灰 SD24南比企産火だすき痕

55 須恵器 杯 [1.2] 54 20 ②DHI B 灰白 SD24No3末野産

56 須恵器 高台付椀 (12.3) 4.7 6.0 50 ③GHI B 灰 SD24No4末野産重ね焼き痕 34-9 

57 須恵器 高台付椀 (133) [4.9] 80 ③AHJ B 灰 SD24末野産 34-10 

58 須恵器 高台付椀 15.0 5.7 70 95 ③ADGHJ C 灰白 SD24No.1末野産重ね焼き痕 35-1 

59 須恵器 高台付椀 [5 9] 67 40 ②EGJ C にぶい橙 SD24No.2末野産 35-2 

60 須恵器 甕 ②DH B 灰 SD24No.6末野産

61 須恵器 甕 ②AHI B 灰 SD24No.5末野産

62 須恵器 壼 5 ②HI 
B A I 

灰 SD24末野産

63 須恵器 甕 ②HIJ 灰 SD24末野産

64 土師器 杯 (12.8 [2 8] 10 ②CDI--[ B にぶい橙 SD24 

65 土師器 杯 25 ②ADGHI B 橙 SD24 

66 土師器 台付甕 [46] 8.6 30 ②AGHI B 暗赤褐 SD24No.7 

68 須恵器 争JI n• L 

(11.2 )I [1.2] 20 ②CDGH B 灰白 SD25産地不明

69 須恵器 蓋 [1.6] 10 SD25末野産

70 須恵器 辛皿寸• 9 -← [2.2] 10 SD25南比企産

71 須恵器 蓋 [27] 20 SD25末野産

72 須恵器 蓋 (16.8) 4.1 60 SD25末野産 35-3 

73 須恵器 30 SD25南比企産

74 灰釉陶器 5 

75 須恵器 71) 20 SD25南比企産口縁部自然釉付着

76 須恵器 7.9) 25 SD25南比企産周辺手持ヘラ 35-4 

77 60 SD25No.3 南比企産墨書•「木」 35-6 

78 10 35-5 

79 須恵器 6.2 30 SD25No.1南比企産

80 須恵器 7 4) 5 

81 須恵器 5 SD25南比企産

82 須恵器 7.0) 10 SD25南比企産

83 須恵器 7.0) 15 SD25南比企産

84 須恵器 58 30 SD25末野産

85 須恵器 6.2 20 SD25南比企産

86 須恵器 10 SD25南比企産
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番号 種別 器種 口径 器蘭 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

87 須恵器 椀 [3.5] (8.0) 20 i②AFHI B 灰 SD25南比企産

88 須恵器 椀 [3.1] (7.8) 30 ②HI B 灰 SD25末野産

89 須恵器 杯 [0.9] 6.4 10 ①AFHJ B 灰 SD25南比企産

90 須恵器 椀 [2.1] 7.8 30 冒I⑫)9□‘GlilJ A 灰 SD25南比企産

91 須恵器 高台付坪 [1.9] (5.8) 10 B 暗灰 SD25末野産

92 須恵器 高台付椀 [2 9] 7.6 30 A 灰 SD25末野産

93 須恵器 長頸壺 [3.2] (7.6) 10 ②FH B 灰 SD25南比企産

94 須恵器 長頸壺 [6.9] 10 ②AHI B 灰白 SD25末野産

95 須恵器 長頸壺 [ 4.1] 5 ③AB B 灰 SD25No.2 

96 須恵器 長頸壺 [34] (10.2) 5 ②GHJ B 灰 SD25 

97 須恵器 甕 (24.0) [7.7] 10 ②AH] A 灰 SD25・ M37-15Gr末野産自然釉付着

98 須恵器 甕 (19.6) [8.7] 10 ②HI B 灰 SD25末野産自然釉付着

99 須恵器 甕 [9.9] 5 ②HI A 灰 SD25末野産？自然釉付着

100 須恵器 甕 ②ADHI A 黒 SD25末野産

101 須恵器 長頸壺 [9.6] 11.9 20 ②AGH C 褐灰 SD25末野産 35-7 

102 須恵器 甕 [124] (13.9) 10 ②AHJ B 灰 SD25末野産

103 須恵器 盆・ギ ①AB A 灰 SD25末野産

104 須恵器 提瓶 [5.7] 5 ②ADH A 灰 SD25末野産

105 須恵器 g 上 ②FGH B 灰 SD25南比企

106 須恵器 甕 ②DHIJ A 暗灰 SD25末野産

107 土師器 杯 (12.5) 3.0 70 ②ACDGH B 橙 SD25No.24 36-1 

108 土師器 坪 (113) [2 5] 20 ②ADH B 橙 SD25風化顕著

109 土師器 坪 (12.0) [2.8] 15 ②ADGH B にぶい橙 SD25風化顕著

110 土師器 坪 (11.8) 3.3 20 ②ADH B 橙 SD25風化顕著

111 土師器 坪 12.0 3.0 30 ②CDG B 橙 SD25 

112 土師器 杯 12 5 3.4 80 ②ACDGHI B 橙 SD25 36-2 

113 土師器 杯 (12.7) [28] 10 ②ACDGHI B にぶい赤褐 SD25 

114 士師器 杯 (12.8) [2.7] 20 ②CDG B にぶい橙 SD25 

115 土師器 台付甕 [3.0] (ll.1) 5 ②CD B にぶい黄橙 SD25 

116 土師器 台付甕 [3.3] 9.7 5 ②ADGH B 橙 SD25 

117 須恵器 皿芸 [2 7] 40 ②DFG B 灰 SD24・25南比企産

118 須恵器 蓋 (19.0) 40 50 ②ADEGI C にぶい橙 SD24・25・ M37-14Gr末野産 35-8 

119 須恵器 高台付椀 (14.6) [54] 30 ②AHI B 灰 SD24・25末野産 36-3 

120 須恵器 杯 [1.6] 73 30 ②FHIJ B 灰 SD24・25南比企産

121 須恵器 坪 (11.8) 4.3 58 ②AFH B 赤灰 SD24・25南比企産墨書「木」

122 須恵器 杯 (11.6) 3.9 (6.0) 20 i②FH B 灰 SD24・25南比企産墨書「木？」

123 須恵器 杯 (12.0) [3.8] (6.2) 20 ②FI B 灰白 SD24・25南比企産

124 須恵器 杯 (13.8) [4.0] (6.7) 20 ②GH B 灰白 SD24・25・SD17末野産

125 須恵器 杯 (12.5) [3.1] 20 ①FHI B 灰白 SD24・25南比企産自然釉付着

126, 須恵器 杯 (12.2) [3.6] 20 ②BHI B 灰 SD24。25末野産

127 須恵器 杯 [15] (6.4) 20 ②CEGHJ C にぶい黄橙 SD24・25末野産

128 須恵器 杯 (123) 3.6 6.0 50 ②ADGI B 灰 SD24・25末野産 36-4 

129 須恵器 坪 [3.5] 55 50 ②DGH C 灰白 SD24・25末野廂 36-5 

130 須恵器 杯 (12.6) 4.4 (6.0) ②ADHJ B 灰 SD24・25末野産

131 須恵器 杯 [1.9] 6.5 20 ②AFHI B 灰白 SD24・25・SD17・ L40Gr南比企産

132 須恵器 高台付椀 [2.4] (84) 10 ②ADGH C 灰白 SD24・25末野産

133 灰釉陶器 長頸瓶 [4.6] 5 ①HI A 灰白 SD24・25産地不明自然釉付着

134 須恵器 双耳杯 5 ②FH B 灰褐色 SD24・25南比企産

135 須恵器 甕 (19.6) [7.6] 5 ②AHI B 灰 SD24・25秋間産？

136 須恵器 甑 (29.0) [6.8] 5 ②FHI B 黄灰 SD24・25南比企産

137 土師器 杯 (12.8) [3.5] 5 ②ACDGI B にぶい褐 SD24・25・SD17 

138 土師器 杯 13.5 4.0 6.4 90 ②BCDGH C にぶい黄橙 SD24・25 36-6 

139 土師器 甕 (170) [5.3] 5 ②ADGH B にぶい赤褐 SD24・25 
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F 23 50 

S D13 • 14 
．卑3.50 

S D13 • 14 
H23.50 

S D14 

S 014 

．．  

S D13 

S D13 

S D14 S 013 

D区第21号土壊

1 灰褐色土鉄分多量
D区第15号溝跡

1 暗灰褐色土鉄分多
2 黒褐色土炭化物粒子多量粘性強

D区第17号溝跡
1 黒褐色土 焼上粒子・ローム紅子・炭化物粒f微菫

2 黒褐色士 地山の黄灰褐色土プロ；；ク多呈
D区第18号溝跡

1 黒掲色十 ローム粒子・炭化物粒子多量
2 黒褐色土 地山プロック多是

｀口F' 

G' 

H' 

0 2m  
卜 I |IB0 

D区第13。14号溝跡

1 暗褐色七粘質七

2 暗仄色土 青灰色粘上プロ；；ク多
3 暗灰黄褐色七 シルト質鉄分多青灰色粘士プロソクなし

4 暗青灰色上 青灰色枯土プロック多 暗灰色粘士＋暗黄褐色土
しまり良・枯性弱

5 暗褐色土 砂・礫・腐梱植物多

6 暗灰色土 粘質土 青灰色粘土プロックがマープ］レ状に混じる

しまり良
7 暗灰色上粘質上
8 暗灰色士粘質土 炭化物粒子・焼土粒子多

9 暗灰色粘土肯灰色粘十ブロック多炭化物粒子 しまり欠

10 暗褐色上 黄褐色土プロック・炭化物 しまり良
11 陪黄褐色士炭化物粒子多

第46図 D区士城・溝跡④ (2)

D区第21号土壊（第45• 46図）

L38 • M38グリッドに位置する。

平面形態は、不整円形である。長軸長1.90m、

短軸長1.52m、確認面からの深さ0.20~0.74mを測

る。長軸方位は、 N-15° -Wを指す。
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遣物は、微細な破片のため図示し得ない。

D区第18号溝跡（第37・38・45・46図）

L37 • 38グリッドに位置し、 D区第15• 29 • 

71。72号溝跡と重複する。

検出長9.80m、幅0.21~0.70m、確認面からの深
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第47図 D区土堀・溝跡④出土遣物

第11表 D区土堀・溝跡④出土遣物観察表（第47図）

番号 種別 i 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 緑釉陶器 椀 ②G C 灰 SD18 

2 ろくろ士師 高台付杯 [26] 5.7 20 ③AGHI C 灰黄褐 SD18No.1 

3 ろくろ土師 高台付杯 [16] 57 20 ②HI C 灰白 SD18末野産？

4 須恵器 高台付坪 [2 2] (60) 5 ②AGHI C 灰白 SD18末野産

5 須恵器 高台付杯 23 6.3 20 ②AFHI B 黄灰 SD18南比企産

6 須恵器 坪 [2 3] (70) 10 ②ADHI B 褐灰 SD18末野産

7 陶器 灯明受皿 (7.2) [2 3] (4.6) 10 ②HI B 灰褐 SD15志戸呂タール付着 18C後半最大径11.7

8 陶器 菊皿~
I 
[2.5] (6.7) 30 ②AI B 灰白 SD15瀬戸美濃灰釉削出高台 17C中～後半 36-7 ， 陶器 碗 [3.8] (5.3) 10 ②I B にぶい黄橙 SD15 

10 瓦質上器 焙烙 (34.8) 4.9 (31.0) 5 ②DGH B 黒灰 SD15煤付着

11 瓦質上器 焙烙 (39.2) [5.6] 5 ②DGHI B 黒褐 SD15煤付着

12 須恵器 筑ーふg ②ADHJ B 灰 SD15・21末野産 M37Gr甕Aと酷似

さは0.06~0.36mを測る。溝底標高は、東端付近

22.60m、中央付近22.71m、西端付近22.90mを計測

する。走行方位は、 N-95° -Eを指す。

遺物は、緑釉陶器椀片（第47図 l)、須恵器杯

類、ロクロ土師器高台付椀等が出土している。

D区第15号溝跡（第45• 46図）

K38 • L38 • M38グリッドに位置する。

検出長18.lm、幅1.10~1.90m、確認面からの深

さ0.02~0.04mを測る。溝底標高は、北端付近

22.87m、中央付近22.88m、南端付近22.92m計測す

る。走行方位は、 N-10° -Eを指す。

遺物は、陶器碗・菊皿．。灯明皿、焙烙等が出土

している。

D区第13• 14号溝跡（第45・46・48。49図）

K39 • 40、L39。40、M39。40グリッドに位置

し、併走する 2条の溝跡である。

D区第13号溝跡は、検出長19.7m、幅3.50~

4.40m、確認面からの深さ0.09~0.23mを測る。溝
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E' D区第33号溝跡
1 暗褐色士 砂質橙褐色砂粒多

暗仄褐色土ブロック

しまり強・粘性弱

2 暗灰褐色士粘質十 橙褐色砂質プロックが微量

しまり強

0 2,m 
180 

第49図 D区土堀・溝跡⑤ (2)

底標高は、北端付近22.77m、中央付近22.69m、南

端付近22.63mを計測する。走行方位は、 N-

171° -wを指す。

D区第14号溝跡は、検出長18.3m、幅1.50~

2.45m、確認面からの深さ0.01~0.09mを測る。溝

底標高は、北端付近22.85m、中央付近22.77m、南

端付近22.77mを計測する。走行方位は、 N-

176° -wを指す。

遺物はD区第13号溝跡から52枚の寛永通賓が一

括して発見され、 D区第13。14号溝跡から磁器

碗．鉢、陶器碗 0 .lIIl・鉢、常滑甕、在地産鉢類、

焙烙、かわらけ、瓦片等や、板石塔婆・土錘・砥

石・漆椀。木製柄杓が一括出土している。

第51図49は丸瓦である。凹面には布とじ「SJ

型が残り、上下とも合わせ目がある。布目は非常

に細かい。側面部はヘラにより端面が調整される。

凸面は丁寧なヘラナデが施される。現存長8.0cm• 

厚さ1.9cmである。胎土には赤色粒子・白色粒子が

含まれる。焼成は、外面部が還元焔・内部が酸化

焔の状態である。

50は板石塔婆で、梵字周辺部の破片である。現

存高102cm。現存幅9.3cm・厚さ2.3cmである。

52の土錘は、葉巻塑の器形側面の長軸方向に糸

を巻きつける溝を桁えたもので、管式の穿孔は行

われていない。長さ6.7cm・幅2.5cm・厚さ1.8cm• 

重さ32.0gである。

53 • 54は砥石である。 53は現存長9.2cm・幅3.1

Clll"厚さ3.2crn・重さ158.2g、凝灰岩製である。 54

は現存長8.4crn・幅4.8crn・厚さ2.7crn。重さ200.2g、

凝灰岩製である。

第50図1はD区第14号溝跡から出土した内外面

赤漆塗りの漆椀である。体部下半に明瞭な稜をも

ち、口縁部を欠損する。推定底径5.4cm・現存高

4.7crn ・残存率50％ほどで、横木取りである。

第51図51は柄杓の側板である。結合部付近のみ

が残存したもので、径は不明である。高さ4.9crnと

浅い。方形で横長の柄孔を結合部付近に穿つ。柄

孔の両脇で樹皮紐によって結合する。内面には幅

4~5mm間隔でケビキをひく。残存長17.5crn・厚さ

0.6crnで、木取りは柾日である。

D区第34号土堀（第48• 49図）

K34グリッドの調査区北端に位置し、大半が調

査区外にある。

平面形態は方形と推定され、東西長0.74m、短

軸長0.38mの範囲が検出され、確認面からの深さ

0.22mを測る。

遺物は出土していない。

D区第33号溝跡（第48・49・55・56図）

K40 • 41、L41• 42グリッドに位置し、 D区第

7 • 8号井戸跡、 D区第32号土堀と重複する。東

端部でD区第10• 11号溝跡と交差し立ち上がる。

検出長13.4m、幅1.22~1.50m、確認面からの深

さ0.44~0.57mを測る。溝底標高は、東端付近

22.25m、中央付近22.29m、西端付近22.40mを計測
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゜第51図 D区土堀・溝跡⑤出土逍物（2)

10,cm 
1 3 

する。走行方位は、 N-97° -Eを指す。

第54図107は、内外面赤漆塗りの漆椀である。

体部が薄く仕上げられるのに対し、底部は厚い。

底径5.3cm・現存高5.3cm・残存率25%、横木取りで

ある。

D区第34号溝跡（第48• 49。55• 56図）

L41グリッドに位置する。

検出長3.80m、幅0.53~0.09m、確認面からの深

さ0.08~0.09mを測る。溝底標高は、東端付近

22.70m、西端付近22.71mを計測する。走行方位は、

N-90゚ を指す。

遣物は出土していない。

D区第 8号土堀（第55• 56図）

L41グリッドに位置する。

平面形態は、円形である。長軸長1.58m、短軸

長1.32m、確認面からの深さ0.14mを測る。長軸方
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第12表 D区土堀・溝跡⑤出土遣物観察表（第50• 51図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存（％）！ 胎t

2 磁器 蕎麦猪口？ (70) [ 4.5] 5 ①I 

3 磁器 鉢 [2.6] 5 ① 

4 磁器 碗 (90) 47 (3.7) 45 ①I 

5 磁器 瓶 [7.1] (5.1) 15 ① 

6 磁器 碗 (9.2) 5.3 3.8 50 ①I 

7 磁器 碗 (98) 5.4 3.8 40 ②I 

8 磁器 碗 (lo 1) 5.7 4.0 35 ①I ， 磁器 碗 (94) 5.1 (4.0) 30 ①I 

10 磁器 碗 (9.8) 5.4 4.2 30 ① 

11 磁器 碗 [3.5] (4.4) 5 ①I 

12 磁器 碗 (108) [4.0] 10 ①I 

13 磁器 猪口？ [2.4] 3.5 50 ①I 

14 陶器 1Ill [1.8] (4.0) 10 ①H 

15 陶器 皿or鉢 [1.9] (4.6) 10 ① 

16 陶器 高台付皿 ①HI 

17 陶器 皿 [1.5] 5.8 10 ①HI 

18 陶器 形打皿 3.6 5.4 40 ① 

19 陶器 小碗 (6.0) [2.7] 25 ①HI 

20 陶器 小碗 (7.6) [3.3] 25 ① 

21 陶器 碗 (12.4) [5.3] 30 ①I 

22 陶器 碗 (92) [3.0] 5 ①HI 

23 陶器 碗 (9.4) [34] 20 ①I 

24 陶器 碗 [2.5] 4.6 20 ②HI 

25 陶器 碗 [3.4] (4.5) 

26 陶器 片口鉢 (16.0) [3.7] 

27 かわらけ 皿 (10.6) [2.1] 20 

28 陶器 皿 (10.0) 1.9 4.6 45 

29 陶器 鉢 [3.3] (15 O) 10 

30 かわらけ 皿 (11.9) 2.7 (6.8) 10 

31 かわらけ 皿 (12.8) [3.6] (59) 25 

32 陶器 捕鉢 5 ②AH 

33 陶器 甕 5 ②AH 

34 瓦質七器 鉢 (12.6) [5.7] ②ACGHI 

35 瓦質土器 鉢 (20.9) [105] 5 ②CDH 

36 瓦質土器 焙烙 (360) [7.4] 5 ’②CD 

37 瓦質土器 鉢 (32.0) [5.4] 5 ②DH 

38 瓦質土器 揺鉢？ (26.0) [3.8] 5 ②CI 

39 瓦質土器 鉢 (26.3) [8.8] 10 ②AG 

40 瓦質土器 焙烙 (39.0) 4.8 (37.2) 5 ②DGI 

41 須恵器 高台付杯 [1.9] (6.9) 5 ②HI 

42 須恵器 高台付坪 [3.2] 6.8 20 ②AGHI 

43 須恵器 甕 5 ②AHI 

44 須恵器 甕 ②AFHI 

45 須恵器 甕 ②AHJ 

46 須恵器 甕 ②ADH 

47 須恵器 甍 ②CHI 

48 須恵器 甕 ②AGH 

位は、 N-90゚ を指す。

遺物は出土していない。

D区第31号土壊（第55• 56図）

L41グリッドに位置し、 D区第10号溝跡と重複

焼成

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

B 

A 

A 
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A 
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A 
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B 

C 

A 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

C 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

色調 出土位置・備考 図版i

灰白 SD13。14肥前染付灰釉 18C代

灰白 SD13・14肥前染付灰釉 18C代

灰白 SD13・14肥前？灰釉 18C後半

明青灰 SD13。14辣韮形肥前灰釉 18C後半

明オリーブ灰 SD13・14肥前くらわんか碗灰釉 18C中～後

灰白 SD13・ 14肥前くらわんか碗灰釉貰入多 18C中～後半

灰白 SD13・14肥前くらわんか碗灰釉 18C中～後

明褐灰 SD13・14肥前くらわんか碗灰釉 18C中～後

染付（呉須絵？） SD13・14肥前くらわんか碗灰釉貰入多 18C中～後半

灰白 SD13・14肥前灰釉貰入多 18C前半

明緑灰 SD13。14肥前灰釉 18C中～後

灰白 SD13・14ハマ跡？施釉無

灰白 SD13・ 14瀬戸美濃灰釉（浅黄）貰入多トチン跡？ 19C前半

灰白 SDl3・ 14瀕戸美濃灰柏（浅黄）貰入多鉄釉（褐灰） 19C前半？

灰 SD13・14瀬戸美濃灰釉 18C代

灰黄 SD13・14瀬戸美濃灰釉（浅黄）貫入多 17C代？

灰白 SD13・14瀬戸美濃型打灰釉貰入多 18C前半

灰白 SD13・14瀬戸美濃灰釉貰入多 19C代前半？

にぶい黄橙 SD13・14瀬戸美濃灰釉（灰白）貰入多 18C代？

灰白 SD13・14瀬戸美濃灰釉貫入多 18C代？

明オリーブ灰 SD13・14京・信楽？腰折形灰釉貰入多 18C代？

灰白 SD13・14瀬戸美濃灰釉せんじ貰入多 18C中

灰白 SD13・14瀬戸美濃内面灰釉外面鉄釉 18C後半

灰白 SD13・14肥前灰釉貰入多 17C後～18C前半

灰白 SD13・14瀬戸美濃灰釉（灰オリーブ）貰入多 17C後半？

浅黄橙 SD13・14 

灰白 SD13・14瀬戸美濃灰釉（黄褐）貫入多 lSC後半

灰黄 SD13・ 14灰釉（浅黄）

にぶい黄橙 SD13・14 

灰白 SD13。14

にぶい赤褐 SD13・14堺？刻印「長l:」?18C前半

灰褐 SD13。14常滑

灰白 SD13・ 14 

灰 SD13。14

褐灰 SD13・14煤付着

黒 SD13・14在地産外面煤付着 i 

褐灰 SD13・ 14在地産？

灰褐 SD13・14在地産？煤付着

灰黄 SD13・14外面煤付着

灰 SD13・14末野産

褐 SD13・ 14末野産

灰 SD13・14末野産

褐灰 SD13・14南比企産

灰 SD13・14末野産

灰 SD13・14末野産

黄灰 SD13・14末野産

灰 SD13・14末野産

する。

平面形態は、円形である。長軸長1.33m、短軸

長1.27m、確認面からの深さ0.30mを測る。長軸方

位は、 N-34° -Wを指す。

-74-



D区第13号溝跡

： 
55 

1
|
'
ーー

1
1
7

ー
_
-

4
 

6
 

(
9
-
1
1
7
_
.
,
'
l
 

-
L
I
I
―

し

―

-

r

↑
 

58 

61 

3
 

7
 

「

-

L

,

'

’

’

9

-

―

-

1

1

7

|

¥

_

1

-

_

-

1

1

7

し

l
'
|J
I

I

'

_

 

59 

ー7
 

6
 

-

.

,

'

,

1

1

1

1

L

-

:

1

1

-

J

-

J

I

I

,

_

1

-

_

ー

-

1

1

7

.

-

,

I

 

L
.
,
L
 

57 

7ー

'

-

7

J
60 

ーー

'
'
]
I
I
-
_
'
,
!
'
-

一

ー

ー

―

-

J

-
_
、
“
，
ー
—

1
-

l

i

_

’

_

1

7

.

-

7
5
Z
c
m
]
 ゜

L_ 

J

7

1

J
 74 

第52図 D区土墟・溝跡⑤出土遺物（3)

-75-



］ ［ ［ 
I I 

］ ［ <

［ ］ ］ 
II II II 

［ < ［ 

［ ［ ［ 
II II I 

［ ］ ］ 

［ ［ ［ 
I .ヽ. II II 

［ 
、マ

］ ［ 

< ］ ］ 
II I II 

［ ］ <

［ ［ ］ 
II II II 

［ ］ ］ 

］ ［ ［ 
II II II 

［ ［ ［ 

］ ［ ［ 
II I II 

］ ］ ［ 
゜

2cm 

11 

第53図 D区土堀・溝跡⑤出土遣物（4)
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第54図 D区土堀・溝跡⑤出土遺物 (5)

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。

D区第32号土壊（第55。56図）

K41グリッドに位置し、 D区第33号溝跡と重複

する。

平面形態は、方形である。東西長1.08m、南北

長0.72m以上、確認面からの深さ0.41mを測る。東

西軸方位は、 N-77° -Wを指す。

遺物は出土していない。

D区第33号土堀（第55• 56図）

K41グリッドに位置し、北半部は調査区外にあ

る。 D区第68号溝跡と重複する。

平面形態は、不整形である。東西長1.02m、南

北長0.78m以上、確認面からの深さ0.09mを測る。

東西軸方位は、 N-69° -Wを指す。

遺物は出土していない。

D区第10号溝跡（第55。56図）

K41。42、L41• 42、M41。42グリッドに位置

し、 D区第11号溝跡と併走する。 D区第31号土

堀 •D 区第33号溝跡と重複する。

検出長20.0m、幅2.05~2.45m、確認面からの深

さ0.80~1.15mを測る。溝底標高は、北端付近

-77 -

21.86m、中央付近21.57m、南端付近21.50mを計測

する。走行方位は、 N-175° -Wを指す。西側に

位罷する D区第13• 14 • 15号溝跡と同様に、区画

性の高い溝跡である。調査途中に台風に襲われて

壁が崩落し、 Mグリッド部分の平面図は作成でき

なかった。

M41グリッドの西側上端付近には、板石椿婆

（第58図35)が表面を岸側に向けた逆さの状態で

出土している。また対岸のM42グリッドの東壁付

近からは、木製下駄が見つかっている。さらにL

41グリッドの溝底部には、ウマの頭蓋骨が置かれ

た状態で発見されている。このウマ頭蓋骨は眉間

部が欠損している。

この他に、かわらけ、内耳土鍋、鉢、壺、香炉

や砥石、板石塔婆や漆椀、椀、曲物、建築材が出

土している。

第58図33~36は板石塔婆である。

33は現存高39.5cm・幅18.0cm・厚さ2.1cmである。

種子・連座部のみが残存し、紀年銘部は欠損して

いる。

34は現存高23.9cm．幅（18.9)cm ・厚さ2.0cmであ
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4 黒褐色土

5 黒褐色土

6 暗青灰色上
7 暗青灰色十

D区第35号溝跡

1 暗褐色土

2 暗灰褐色土
3 暗灰褐色土

S K33 
D'E23.50 ．．  E

―
 

，
 

二□□ 冒
S D35 

F ' G 2 3  50 ．．  G' 

S D68 S D69 
H 23.50 H'I  23 50 I' ．．．  

--
D区第31号土壊

1 暗灰色土 青灰色土、黄褐色土粒子
人為的堆積やや砂質

2 黒褐色七 暗青灰色土を斑状に含む

3 暗褐色土鉄分多
D区第10号溝跡

1 黄灰褐色土

2 黒褐色土
3 黒褐色土

鉄分多
粘質土鉄分多
粘質士 炭化物粒子・白色物質
層間に炭化物の推積層

粘質土
層閻に炭化物の堆積層

粘質土 炭化物粒子・焼土粒子少量
青灰色土プロック層と黒褐色土層の互層

青灰色土粒子多量

粘性良

鉄分多炭化物少量 しまり強・粘性弱
炭化物少量（斑状） しまりやや強・粘性強

青灰色粘十（斑状） しまりやや強・粘性強

゜
2,m 

1 80 

華妥喪

第56図 D区土墟・溝跡⑤ (2)
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る。種子部のみの現存で、紀年銘部は欠損してい

る。

35は現仔高32.6cm。現存幅23.3cm。厚さ3.1cmであ

る。「正和五」年 (1316) の紀年銘が記されてい

る。

36は現存高28.5cm。現存幅10.6cm。厚さ2.3cmであ

る。種子のごく一部の破片である。

第58図37は砥石である。現存長6.6cm。幅3.6cm• 

厚さ3.1cm・重さ99.3g、凝灰岩製である。

第58図43は、一木造りの連歯下駄である。台部

の平面形は左右辺が平行な楕円形で、断面は均一

的な厚さをもつ。歯は垂直で前後の開きが無く、

平行である。歯の形は台形で、上面から見ると台

部からやや歯が出ている。歯高は5.0cmである。前

壺は前歯の前、後壺は後歯の前に穿つ。前壺は左

右に寄らず中央に穿つ。壺は方形である。台部に

は、右足形の圧痕がみられる。長さ20.0cm。幅10.8

cm。高さ62cmで、木取りは板目である。

第58図38。39。41042は漆椀である。

38は外面黒漆、内面赤漆塗りで、外面には赤で

草と雲の文様を描く。推定口径13.9cm。現存高5.9

cm。残存率15％で、横木取りである。

39は内外面赤漆塗りで、無様である。底径7.9

cm・ 現存高5.5cm。残存率40％で、横木取りである。

41は内外面黒漆塗りの破片である。大きさは不

明である。横木取りである。

42は外面黒漆、内面赤漆塗りの破片である。内

面に赤で草木の文様が描かれる。大きさは不明で

ある。

第58図40は白木の椀である。口縁部付近が薄く、

内面の体部中央付近に段をもつ。この段より下側

は厚くなり、底部に至る。高台は低く、底面部外

周付近がつく。内外面ともろくろ目が明瞭にみら

れ、外面にはろくろ後の丸い加工痕がみられる。

推定口径11.6cm。底径6.7cm。高さ4.9cm。残存率

80％で、横オ』又りである。

第59図44は、小型の方形曲物の底板で、半分ほ

-80 -

ど遺存品である。樹皮紐を通す円孔 2孔 1組が、

3組残存する。長さ8.5cm。現存幅4.1cm・厚さ0.4

cmで、木取りは柾日である。

第59図45は、建築材の一部で出柄である。上下

面には、製作。転用時に加工された鋸状の刃物痕

がみられる。上部四面には、使用時の圧痕かみら

れる。長さ3.1cm。幅7.1cm・厚さ2.8cm、木取りは

板目である。

第59図46はウマの頭蓋骨である。長さ47.5cm。

高さ12.8cm・最大幅18.5cmである。眉間部を欠損す

る以外は、残存度はきわめて高い。

D区第11号溝跡（第55• 56図）

K42。L42• M42グリッドに位置し、 D区第 1

号土堀墓と重複する。 D区第10号溝跡と併走する

が、深さは極端に異なる。方向性から区画的な意

味合いの高い溝跡と推定されるが、 D区第10号溝

跡とは異なる用途が考えられる。

検出長20.0m、幅0.80~1.45m、確認面からの深

さ0.05~0.28mを測る。溝底標高は、北端付近

22.37m、中央付近22.58m、南靖付近22.60mを計測

する。走行方位は、 N-l° -Eを指す。

遣物は、陶器碗．Jill.．徳利、かわらけ、焙烙、

須恵器杯。長頸壺のほかに、砥石や漆椀等が出土

している。

第60図63は匙で、全面に金鍍金が施された非実

用的な製品である。一枚の金属から成形された打

ち物である。全長17.9cm。柄長12.0cm・重さ10.6g

である。Jill.部は長軸方向に緩やかに湾曲し、両脇

の逆刺は浅い。幅3.0cmである。柄部末靖部もJil1状

に成形され、幅1.0cmである。

第60図出～67は凝灰岩の砥石である。

64は現存長10.3cm・幅4.6cm・厚さ2.6cm。重さ

194.3gである。

65は四角錘形で、現存長7.9cm。幅5.3cm・厚さ3.3

cm・ 重さ107.3gである。

66は現存長5.2cm。幅3.9cm。厚さ3.1cm。重さ

89.7gである。
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第61図 D区土堀・溝跡⑥出土遺物 (5)

67は現存長5.7cm・幅3.5cm・厚さ l.lcm．重さ

38.0gである。

第60図68は経糸具と考えられる。野球のバット

のグリップエンドとよく似た形状をしている。芯

持ち材の一木造りで、軸部と端部の段差は削り出

される。軸に対し、端部は斜めである。軸には、

使用された痕跡はみられない。端部には樹皮が残

存する。現存長7.9cm・軸径2.0cm・端部径3.9cm• 

端部厚さ2.3cmである。

第60図69~72は漆椀である。

69は、内外面赤漆塗りである。休部は丸く、底

部は厚い。高台の大部分を欠損する。推定口径

11.9cm・推定底径5.8cm。器高6.0cm・残存率50%、

横木取りである。

70は、外面黒漆、内面赤漆塗りである。図化で

きなかったが、体部外面の三方向には丸で囲った

文様を、底部外面には円の文様を描く。器厚は、

体部・底部とも厚い。推定底径5.4cm・現存高3.9

-85 -



第13表 D区士城・溝跡⑥出土遺物観察表（第57~61図）

番号 種別 器種 U径 器高 底径 残存（％） 胎土 1焼成 色調 出土位置・備考 図版

l かわらけ 皿 6.1 2.1 3.5 95 ⑤ADGH II C にぶい橙 SDlO 39-4 

2 かわらけ 皿 6.0 19 3.2 90 ②GI B にぶい橙 SDlO灯明皿口縁部油煙付着 39-5 

3 かわらけ 皿 5.9 1.9 3.0 70 ②DGI B 灰白 SDlO灯明皿口縁部油煙付着 39-6 

4 かわらけ 皿 7.7 2.2 47 95 ②CGH B 灰黄 SDlO灯明皿口縁部湘煙付着 39-7 

3 「 かわらけ 皿 (7.2) 2.4 4.2 45 ②HI B 灰 SDlO灯明皿油煙付着 39-8 

6 かわらけ 皿 (72) 26 4.8 80 ②CI B 浅黄橙 SDlO灯明皿油煙付着顕著 40-1 

7 かわらけ 皿 7.5 2.2 4.3 60 ②HI B にぶい黄橙 SDlO灯明皿油煙付着 40-2 

8 かわらけ 皿 [1.6] (60) 5 ②G B 灰黄褐 SDlO ， かわらけ 皿 (8.6) 2.6 40 60 ②DGI B にぶい橙 SDlO 40-3 

10 かわらけ llil (12.0) [3.3] (6.0) 30 ②CGH B にぶい橙 SDlO 40-4 

11 かわらけ 皿 12.0 3.5 5.0 95 ②DHI B 灰白 SD10・L42Gr灯明皿油煙付着 40-5 

12 かわらけ 皿 [3.3] 5.3 40 ②CI B 灰黄褐 SDlO灯明皿油煙付着 40~6 

13 かわらけ 皿 [2.2] (5.3) 5 ②DHI B 灰黄 SDlO 

14 かわらけ 皿 [20] (7.9) 5 ②CDGH B にぶい黄橙 SDlO二次的被熱？

15 かわらけ 杯 (13.6) 4.2 53 60 ②DHI B 灰褐 SD10・L41Gr 40-7 

16 かわらけ 坪 (16.4) [4.5] (66) 20 ③HI B にぶい黄橙 SDlO 

17 かわらけ 坪 [3.7] 56 30 ②DH B 灰白 SDlO 40~8 

18 土師質 で足香炉 [2.5] 6.6 85 ②CDGH B にぶい黄橙 SDlO 

19 瓦質土器 鍋 (24.0) [9.5] 5 ②DHI B 灰 SDlO 

20 瓦質土器 鍋 (270) 13.7 (168) 10 ②ACHI B 黒灰 SDIO外面煤付着被熟による風化

21 瓦質土器 鉢 (30.4) [6 3] 5 ②CGH B にぶい黄橙 SDIO外面煤付着

22 瓦質土器 内耳鍋 5 ②ADH B 灰 SDlO 

23 瓦質土器 内耳鍋 (30.6) [11.4] 5 ②AHI B 灰黄 SDlO外面煤付着

24 瓦質土器 土釜 [9.6] 5 ②ACDEH B 黒 SDIO在地産？煤付着

25 陶器 盆士 5 ①AHI B 黒褐 SDlO渥美？二次的被熱

26 陶器 大鉢？ [3 2] (11.0) 5 ②I B 灰白 SDIO瀬戸美濃灰釉時期不明

27 陶器 揺鉢 [4.0] 9.8 10 ②AGI C 褐灰 SDlO瀬戸美濃二次的被熱煤付着時期不明

28 陶器 甕 [ 4.1] (23.1) ②AC A 暗褐 SDlO常滑二次的被熱煤付着

29 陶器 甕 [4.0] (24.0) 5 ②AH B にぶい赤褐 SDlO常滑二次的被熱煤付着

30 陶器 甕 5 ②J A 暗赤灰 SDlO常滑格子日タタキニ次的被熱

31 須恵器 杯 [1.8] (50) 25 ②ABH B 灰 SDlO末野産

32 須恵器 甕 ②ABDH B 灰 SDlO末野産

47 陶器 碗 (120) [2.7] 5 ①I B 灰白 SDll瀬戸美濃灰釉貰入多 18C代？

48 陶器 碗 (9.7) [4.0] 5 ① 
B B 

灰白 SDllNo.2瀬戸美濃黒天目茶碗 18C中～後

49 陶器 碗 [2.0] 5.0 10 ①I 灰白 SDll肥前灰釉 17C後半？

50 陶器 碗 [2.7] (5.0) 5 ②I A 灰白 SDll肥前灰釉（浅黄） 17C後半？

51 陶器 菊皿 (12.9) [2 8] 15 ②G A 浅黄 SD11No4禰戸美晨（黄瀬戸？）ロクロ＋塑打ち灰釉＋銅緑釉貫入多 17C代

52 陶器 碗 [3 5] 56 30 ①I B 淡黄 SDl]肥前（京焼風）灰釉＋鉄絵（楼閣文） 17C末～18C前半

53 陶器 皿 (12.4) [2.4] 10 ①I A 灰 SDll瀬戸美濃？灰釉（灰オリーブ） 18C代？

54 陶器 皿 (11.9) 32 (6.0) ①I A 灰白 SDllNo.7瀬戸美濃灰釉貫入多 17C後半

55 陶器 皿 [2 8] (12.0) 5 ②H B 灰白 SDll灰釉産地・時期不明

56 陶器 徳利 [13.6] 6.0 ①HI A 灰 SDll瀬戸美濃灰釉 18C中

57 かわらけ JIil. 92 1.9 5.2 90 ②ADGHI A にぶい橙 SDll 43-1 

58 かわらけ 皿 (92) 2.2 (7.0) 20 ②DGH B 浅黄橙 SDllNo.6静止糸切？内面煤付着

59 かわらけ 皿 [1.6] (5.0) 10 ②G B 灰白 SDll 

60 瓦質土器 焙烙 6.0 5 ②DGHI A 褐灰 SDll 

61 須恵器 杯 [1.3] (6.4) I 10 ②FH C 灰白 SDll南比企産

62 須恵器 長頸壺 ②ADGH B 黄灰 SDll末野産外面自然釉付着

73 灰釉陶器 1lll [2.5] (6.6) 20 ②AHI B 灰 SD35内面に重ね焼き痕 43-5 

74 陶器 鉢 [3.8] (8.7) 10 
① I A 

浅黄 SD35片口鉢？瀬戸美濃灰釉（淡黄） 18C代

75 灰釉陶器 三足盤 [2 3] 5 ①HI A 灰白 SD35三足盤の脚部

76 内黒土器 高台付椀 [5.4] 76 45 ①AGH C にぶい橙 SD35内面県色処理 43-6 
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番号 種別 器種 口径 益ロロ下回甘 底径 残存（％） 胎土 焼成

77' 須恵器 坪 (12 7) 4.1 6.4 30 ③ACHJ I I C 

78 須恵器 高台付杯 [2.3] 6.7 25 ③GH B 

79 須恵器 高台付杯 [3.2] 5.8 20 ②AHIJ 

80 須恵器 高台付杯 [2 l] 6.2 20 ③ABH 

81 須恵器 高台付坪 [2.2] 53 30 ②HI 

82 須恵器 高台付叩 [1.5] (6.2) 10 ②GI 

83 須恵器 高台付坪 [2.5] (6.0) 5 ②HI 

84 須恵器 高台付坪 [1.7] (6.0) 10 ③ABGH 

85 須恵器 高台付杯 [2.0] (7.0) 10 ②GHIJ 

86 須恵器 高台付杯 [1.6] (56) 10 ③ABH 

87 須恵器 高台付井 [I 4] 5 ②AH 

88 須恵器 高台付身 1 [2.8] (64) 10 ②DHI 

89 須恵器 高台付坪 [2.0] (7.0) 3 「“ ②DGH 

90 須恵器 高台付椀 [2.9] (90) 20 ②ACHI 

91 須恵器 高台付坪 [3.1] (64) 5 ③ADHJ 

92 須恵器 罪上 [6.5] (11.6) 10 ②AGI 

93 須恵器 幸ギ [ 4.4] (14.0) 5 ①AH 

94 須恵器 罪上 [3.7] 5 ①AH 

95 須恵器 甕 [6.1] (180) 5 ②BHI 

97 須恵器 甕 ②AHI 

cm。残存率30%、横木取りである。

71は、外面黒漆、内面赤漆塗りである。体部外

面の三方向には、赤で丸と木瓜に桔梗の文様を描

く。また、底部外面には、斜格子を放射線で囲っ

た文様を描く。器厚は、口縁部・体部。底部とも

薄い。推定口径8.8cm・推定底径5.3cm・器高2.5

cm・残存率30%、横木取りである。

72は、外面黒漆、内面赤漆塗りである。体部外

面には丸に二花五葉の文様、底部外面には円を描

く。推定口径9.8cm・椎定底径5.0cm・器高3.1cm• 

残存率30%、横木取りである。

D区第35号溝跡（第55・56・62。63図）

K42 • L42グリッドに位置し、 D区第10• 11号

溝跡と併走する。

検出長11.6m、幅1.00~1.88m、確認面からの深

さ0.18~0.50mを測る。溝底標高は、北端付近

22.20m、中央付近22.23m、南端付近22.50mを計測

する。走行方位は、 N-0° -Eを指す。

遣物は灰釉陶器皿・三足盤、須恵器杯類・壺。

甕、黒色土器、鉢や、木製建築材が出土している。

第61図91の外面には、文字は不明であるが墨書が

B 

B 

B 

B 

B 

B 

C 

B 

B 

B 

A 

B 

C 

B 

A 

B 

A 

B 

色調 出土位置・備考 図版

黄灰 SD35末野産 43-7 

灰 SD35末野産重ね焼き痕

灰 SD35末野産重ね焼き痕

灰 SD35末野産

灰 SD35未野産

褐灰 SD35末野産

灰 SD35末野産
I 

灰 SD35末野産

にぶい黄橙 SD35末野産酸化焔気味

灰 SD35末野産

灰 SD35末野産

褐灰 SD35末野産

灰白 SD35末野産重ね焼き痕

灰白 SD35末野産

褐灰 SD35末野産墨胄「？J

灰白 SD35末野産

灰 SD35末野産 自然釉付着

灰 SD35南比企産

灰 SD35末野産自然釉付着

灰 M41GrPit24末野産

みられる。

第61図96は建築材である。丸木を加工したもの

で、上端に出柄を造り出す。上部の左右側面部に

のみ、加工痕がみられる。材にはやや捩れがあり、

直線的ではない。端部に山に三の字が刻まれる。

現存長47.8cm・幅3.9cm・厚さ3.7cmの芯持材である。

D区第68号溝跡（第55• 56図）

K41グリッドに位置し、北端がD区第33土堀、

南端がD区第33号溝跡と重複する。

検出長2.9m、幅0.22~0.32m、確認面からの深さ

0.06~0.08mを測る。溝底標高は、北東端付近

22.77m、南西端付近22.75mを計測する。走行方位

は、 N-1万0 -wを指す。

遺物は出土していない。

D区第69号溝跡（第55• 56図）

K41グリッドに位置し、北側は調査区外にある。

検出長1.7m、幅0.28~0.46m、確認面からの深さ

0.06~0.07mを測る。溝底標高は、北東端付近

22.77m、中央付近22.76m、南西端付近22.76mを計

測する。走行方位は、 N-122° -Wを指す。

遣物は出土していない。
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疇 言□言門□/5胃ど
゜D区第 1号はたけ跡

D区第 6号溝跡

1 暗褐色土鉄分多炭化物少量 しまり強・粘性蒻

D区第39号溝跡

2 暗灰褐色土 炭化物少量（斑状）しまりやや強。 粘性強

L13Gr Pi t5 

］ 暗褐色士鉄分・黒色士

2 暗褐色土 青灰色士ブロック

3 黒褐色土鉄分

4 暗青灰色土砂質鉄分

L 43Gr Pi t8 

1 暗褐色十 ロームブロック・黒色七プロソク

2 黒褐色上鉄分

3 灰褐色士 砂質鉄分

L 44Gr Pi tl 

1 暗褐色土 ローム粒子少址

2 暗灰褐色士砂質鉄分

L44Gr Pi t2 

1 暗褐色十 焼士粒子。炭化物粒子多量

2 暗青灰色土砂質鉄分

3 黒仄褐色土 鉄分・青灰色土ブロック

M43Gr Pit1 

1 暗褐色士 黒色土粒子。ローム粒子

2 灰褐色土 暗褐色士尻子

M43Gr Pit8 

1 暗灰褐色土火山灰

2 暗褐色士 黒色士ブロック・ロームプロソク

3 黒褐色上炭化物粒•f
4 暗青灰色土砂質鉄分

M43Gr Pit12 

1 暗灰褐色上火山灰

2 黒褐色土 炭化物粒子・灰褐色土少量

3 灰褐色上 砂質鉄分

4 暗青灰色土砂質鉄分

M43Gr P j t15 

1 暗褐色土青灰色上ブロック

2 暗青灰色土砂質

M43Gr Pi t16 

1 暗灰褐色土 青灰色土プロソク

2 暗褐色士炭化物

3 暗褐色土 ローム粒子

4 陪青灰色七砂質鉄分

2m ， 
1 : 80 

M43Gr Piし19

l 暗褐色士 黒色七粒子・ローム粒子

2 黒褐色土木片

3 灰褐色士砂質

4 暗青灰色土砂質

M44Gr Pit! 
1 暗灰褐色十 焼十粒子微量炭化物粒子・灰褐色土

ブロック少量鉄分 しまり強・粘性欠

2 灰褐色十 砂質黒灰褐色＿十ブロソク微量鉄分多

しまり強・粘性欠

3 黒灰褐色七 炭化物粒f・焼士拉f多量

灰褐色土プロック少呈 しまり弱・

枯性やや強

D区第37号土塀

1 暗灰色十砂質青灰色士粒子・黄褐色上粒子

人為的堆積

4 暗青灰色士［主掘形充填砂質鉄分

L43Gr Pit7 
］ 暗灰褐色土火止灰

2 黒褐色＋ 柱抜取痕

3 灰褐色土柱掘形充填砂質鉄分

L43Gr Pit9 

4 暗灰掲色十ー 火止灰・焼上

5 灰褐色土鉄分

L43Gr Pit13 

l 黒褐色十柱抜取痕炭化物粒子少星

2 暗灰褐色上柱掘形充填火山灰

3 灰褐色七柱掘形充填砂質鉄分

4 暗青灰色土ti掘形充填砂阿鉄分

M43Gr Pit13 

1 暗褐色七 黒色十粒f・ローム粒子

2 暗 褐 色 上 柱 痕 炭 化 物 粒 子 木 片

3 暗青灰色土柱掘形充填砂質

M43Gr Pit17 

1 暗仄褐色十一 青灰色士プロ；；ク
2 黒褐色土柱抜取痕炭化物粒子

3 灰褐色七柱掘形允填砂質

第63図 D区上城・溝跡⑦ (2)
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第64図 D区士堀・溝跡⑦出土遺物

第14表 D区土城・溝跡⑦出土遺物観察表（第64図）

番号 種別 器種 口径 器局 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

2 かわらけ 皿 (7.8) [2 4] (5.0) 30 ①c C にぶい黄橙 SD49 44-5 

3 かわらけ 皿 (8.0) 23 (5.0) 20 ②DI B にぶい黄橙 SD49灯明皿油煙付着

4 かわらけ 皿 [2.9] 5.5 65 ②c B 黒 SD49灯明皿全体的に油煙付着 43-8 

5 緑釉陶器 輪花椀 (14.3) [3.7] 5 ①I A 灰オリーブ SD49 

6 須恵器 坪 (12.9) [2.5] 5 ②H B 灰 SD49末野産重ね焼き痕

7 須恵器 杯 [2.1] (6.6) 5 ②HI A 灰 SD49末野産

8 須恵器 高台付坪 [l 7] I I (4.0) I 
10 ①CH B にぶい橙 SD49末野産， 須恵器 甕 ②ADHI B i 灰 SD49末野産

10 瓦質士器 揺鉢
I 

②CHI B 灰 M43GrP1tl3在地産

D区第37号土壊（第62• 63図）

K43グリッドに位置し、北半部がD区第49号溝

跡と重複する。

平面形態は、方形である。東西長1.20m、南北

長0.50m以上、確認面からの深さ0.21mを測る。東

西軸方位は、 N-90゚ を指す。
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遺物は出土していない。

D区第 7号溝跡（第62• 63図）

L43 • M43グリッドに位置し、 D区第 4号井戸

跡と重複する。

竹筒が埋設された暗渠遺構で、南端部からは管

と管を繋ぐ接合材（第64図1)が発見された。

検出長9.3m、幅0.42~0.75m、確認面からの深さ

0.35~0.46mを測る。溝底標高は、北端付近22.33m、

中央付近22.37m、南端付近22.43mを計測する。走

行方位は、 N-0゚ を指す。

第64図1は暗渠管の接続部材である。中央に穿

たれた円孔部で管が屈曲・接続される。建築材が

転用され、上面には鋸状の刃物痕がみられる。ま

た、柄と方形の柄穴が残存する。背面は荒れて

いる。高さ38.9cm。幅15.1cm・厚さ14.8cmで、円孔

径8.1cm・方孔11.5cmx 3.4cm x 1孔、 2.5cmx 0.7cm x 

2孔である。木取りは、分割材である。

D区第49号溝跡（第62・63・65~68図）

K43~46グリッドに位置する調査区際の溝跡で

ある。 D区第37号土堀• D区第37号溝跡重複する。

検出長27.6m、幅0.28~0.90m以上、確認面から

の深さ0.21~0.67mを測る。溝底標高は、東端付近

21.78m、中央付近22.02m、西端付近22.23mを計測

する。走行方位は、 N-90° -Eを指す。

遺物は、緑釉陶器輪花椀、かわらけ、須恵器坪

類・甕等が出土している。

D区第 3号土塀（第65• 66図）

M45グリッドに位置し、 D区第 2 号土城• D区

第3号溝跡と重複する。

平面形態は、円形である。長軸長O。60m、短軸

長0.54m、確認面からの深さO.llmを測る。長軸方

位は、 N-90゚ を指す。

遺物は出土していない。

D区第 5号土塘（第65• 66図）

L45 • M45グリッドに位置し、 D区第 4号掘立

柱建物跡と重複する。

平面形態は、楕円形である。長軸長1.74m、短

-91 -

軸長0.96m、確認面からの深さ0.13mを測る。長軸

方位は、 N-41° -Eを指す。

遺物は出土していない。

D区第36号土撰（第65• 66図）

L44グリッドに位置する。 D区第37• 38号溝跡

と重複する。

平面形態は、円形である。長軸長1.16m、短軸

長0.86m以上、確認面からの深さ0.02mを測る。長

軸方位は、 N-0゚ を指す。

遺物は出土していない。

D区第37号溝跡（第65• 66図）

K44 • L44 • M44グリッドに位罹し、南北とも

に調査区外に至る。 D区第4号掘立柱建物跡、 D

区第36号土堀、 D区第49号溝跡と重複する。

D区第 7号溝跡と同様に、竹筒が埋設された暗

渠遺構である。検出長18.6m、幅0.33~1.22m、確

認面からの深さ0.05~0.43mを測る。溝底標高は、

北端付近22.41m、中央付近22.34m、南端付近

22.29mを計測する。走行方位は、 N-168° -Eを

指す。 D区第36号土城と重複する北側の地点では、

幅1.22m、長さ1.58mの広がりがあるが、土堀の重

複の可能性が高い。

遺物は出土していない。

D区第 1号土堀（第67• 68図）

M45グリッドに位置する。

平面形態は、楕円形である。長軸長0.88m、短

軸長O。70m、確認面からの深さ0.09mを測る。長軸

方位は、 N-49° -Eを指す。

遺物は出土していない。

D区第 2号土城（第67• 68図）

M45グリッドに位置し、 D区第 3号土城と重複

する。

平面形態は、不整方形である。長軸長0.66m、

短軸長0.54m、確認面からの深さ0.10mを測る。長

軸方位は、 N-32° -Eを指す。

遺物は出土していない。
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第66図 D区土堀。溝跡⑧ (2)

D区第40号土塘（第67• 68図）

L45グリッドに位置する。

平面形態は、円形である。長軸長0.82m、短軸

長0.70m、確認面からの深さ0.21mを測る。長軸方

位は、 N-11° -Eを指す。

遺物は出土していない。
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D区第 2号土堀

1 暗青仄色十

D区第 3号土i廣

l 暗褐色土

2 暗吉灰色上

D区第 4号土塀

1 暗黄褐色上

2 暗褐色土

D区第 5号土壊

1 暗褐色土

2 暗青灰色上

D区第36号土堀

1 暗黄灰色土

D区第38号土塀

1 暗灰色土

D区第39号土:1廣
1 暗灰色土

D区第49号溝跡

1 暗褐色土

2 暗灰褐色士

L 44Gr Pi t5 
］ 黒仄褐色士

2 黒褐色土

3 灰褐色土

L44Gr Pit8 
1 患灰褐色上

暗灰褐色士

2 明灰褐色土

L 44Gr Pi t9 

ローム土・黒色土

炭化物粒子少量

砂質

はたけ跡畝郎覆士

炭化物粒子・ローム粒子少量

ロームブロック・黒色土

砂質鉄分

砂質黒色十粒子少絋

砂質 青仄色土粒子・黄掲色士粒子 人為的堆積

砂質 青灰色土粒子・黄褐色土末立子 人乃的琲積

砂質鉄分 しまり強・粘性良

水成層 やや砂質 しまり弱・粘性良

黄褐色士・黒色土プロック

柱抜取痕鉄分

柱掘形充填砂質鉄分

柱抜取痕鉄分・火山灰焼土粒子少鉱

プロック多量 しまり強・粘性欠

柱掘形充填鉄分多量炭化物粒子微量

灰褐色ブロック多量 しまり強・粘性欠

1 黒灰褐色上柱抜取痕鉄分少量灰褐色土ブロック多

量 しまり良・粘性良

2 暗灰褐色土柱掘形充填鉄分微量炭化物粒—f少量
しまり良・粘性良

M44Gr Pit10 
1 暗灰褐色土 欽分 炭化物粒子・灰褐色プロック少量

しまり強・粘性弱

2 黒灰褐色土柱痕鉄分炭化物粒子・灰褐色プロソク

多量 しまり弱・粘性強

3 暗灰掲色土柱掘形充填 しまり弱．枯性強

4 灰褐色土 柱掘形充填砂質 鉄分少量しまり弱・

粘性強

M44Gr Pit15 
1 暗灰褐色土 杵抜取痕 鉄分・炭化物粒子・灰褐色士プロ；；ク

・暗褐色上プロック少量 しまり強

2 灰褐色土 杵痕鉄分灰褐色プロック多量 しまり弱

・粘性良

3 灰褐色土 柱掘形充填砂質鉄分極多灰褐色七プロック

少量 しまり強

M44Gr Pit17 
1 黒灰褐色士柱抜取痕鉄分 しまり強・粘性欠

2 暗灰褐色上 柱痕 灰褐色土プロソク・青灰色土ブロソク微量

しまり弱・粘性良

3 黒灰褐色土柱掘形充填鉄分・黒褐色土プロック微量 しま

り弱・粘性良

M44Gr Pit19 
1 黒灰褐色土柱抜取瓶鉄分微量暗灰褐色土プロソク少量

灰掲色士プロック微菫 しまり良・粘刊良 底部

に礎板

2 明灰褐色上鉄分灰褐色上プロソク少量 し主り弱．枯

性強

L45Gr Pit2 
1 暗掲色上

2 暗掲色士

3 青灰色土

炭化物粒子少菫

鉄分

砂質

D区第 1号溝跡（第67• 68図）

L45グリッドに位置し、東端がD区第47号溝跡、

西端がD区第46号溝跡と重複する。

検出長1.40m、幅0.23~0.32m、確認面からの深

L45Gr Pit7 
1 暗灰色土 炭化物粒了少量

2 灰褐色上 鉄分

M44Gr Pi t32 
1 暗灰褐色士 柱痕？ 鉄分炭化物粒子少量

2 灰褐色上

3 灰褐色土

M45Gr Pit10 
1 黒褐色土

2 灰褐色土

3 青灰色土

ロック微贔鉄分 しまり強

鉄分 暗灰褐色ブロソク少量

砂質鉄分しまり弱

柱痕炭化物少量

柱掘形充坦砂質鉄分

柱掘形充填砂質鉄分

D区第 1号はたけ跡

D区第36号溝跡

灰褐色砂質ブ

しまり強

1 暗褐色土 鉄分多炭化物少凪 しまり強・粘性弱

D区第38号溝跡

1 暗褐色土 鉄分多炭化物少量 しまり強・粘竹弱

D区第40号溝跡

1 暗褐色土 鉄分多炭化物少量 しまり強・粘性弱

D区第41号溝跡

2 暗仄褐色土 炭化物少量（斑状） しまりやや強。粘性強

3 暗灰褐色上 青灰色粘土（斑状） しまりやや強・粘性強

D区第42号溝跡

1 暗褐色土 鉄分多炭化物少鼠 しまり強・粘性弱

D区第43号溝跡

2 暗灰褐色士 炭化物少量（斑状） しまりやや強・粘性強

3 暗灰褐色上 青灰色粘上（斑状） しまりやや強・粘性強

L44Gr Pit3 
1 黒褐色土 焼土位了・炭化物粒子多量

2 灰褐色上 砂質鉄分・烹褐色土

3 暗青灰色七砂質鉄分・黒褐色士

L44Gr Pit7 
1 黒褐色土 木片

2 黒褐色士 灰褐色土少量

3 暗青灰色上砂質

L44Gr Pit24 
］ 炭化物粒子 ロームブロック

2 砂質鉄分

M44Gr Pi t34 
l 暗灰褐色上 鉄分多量炭化物粒子。焼土粒子多量 しまり

強・粘性良

2 黒灰褐色上炭化物拉子少量焼土粒了微量木片 しまり

強・粘性良

3 灰褐色土 鉄分多量 しまり弱・粘性強

M44Gr Pi t35 
1 黒褐色上

2 暗褐色土

3 灰褐色士

4 陪灰褐色士

5 灰褐色土

6 肯灰褐色土

M44Gr Pi t36 

柱抜取痕 鉄分多量炭化物泣子・火山灰微量

しまり強・粘刊久

杜痕鉄分微景炭化物粒子微量 しまり弱．

粘性良

柱掘形充填鉄分多量 黒灰褐色士プロック少

量炭化物粒•f微量 しまり強・枯性良

柱掘形充填鉄分多量 しまり弱・粘性良

柱掘形充填鉄分少量黒灰褐色士プロック微

量 しまり弱・粘性良

柱掘形充填鉄分微星 しまり弱・粘性良

1 暗褐色上 柱抜取痕鉄分・青灰色上ブロソク

2 灰褐色十 杵掘形充填砂質鉄分

3 暗青灰色土柱掘形充填砂質鉄分

さ0.08~0.12mを測る。溝底標高は、東端付近

22.54m、西端付近22.62mを計測する。走行方位は、

N-74° -Eを指す。

遺物は出土していない。
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SK 1 
D23 50 

S K40 S D49 L45Gr Pit13 L45Gr Pit14・15 M45Gr Pit26 L45Gr Pit16 M45Gr Pit29 
D' ．旦笞 50 E'•こ~3 50 _I:_ ' G  23 50 G'H  23. 50 H'I  23. 50 I' J 23. 50 J'K  23 50 K' ，．，．．  

□二二』 II]三言］言
第 1号はたけ跡
3A 23. so 

第 1号はたけ跡
3担350

S D46 

4A 

S D48 

4B 

S D44 S D46 S D47 S D48 
平成13年度詞査済

第 1号はたけ跡
3C 23. so 

SK2 

D区第 1号土壊

SE  7 
M45Gr M45Gr M46Gr 
Pit30 Pit31 Pit3 

1 暗青 灰 色 七 砂 質 鉄 分
D区第40号土壊

I 黒褐色上 ローム質 暗褐色土混入 しまり弱・粘性欠

2 灰褐色土 砂層鉄分多
D区第49号溝跡

1 暗褐色土 砂質飲分多 しまり強・粘性良

2 暗灰褐色 上 水 成 層 砂 質 しまり弱。粘性良

L45Gr Pit13 
1 暗褐色土 しまり良

2 暗掲色上 砂質
L45Gr P1t14 
1 灰褐色上 シルト阿鉄分多青掲色上 しまり良
L45Gr P1t15 
1 灰褐色土 シルト質鉄分多青褐色土 しまり艮

2 灰褐色土 シルト質鉄分・青褐色土多 しまり良

M45Gr PI t26 
1 灰褐色士 火山灰

2 黒褐色土 柱脹炭化物少量

3 灰褐色土 柱掘形充填砂質鉄分

4 青灰色上 柱掘形允填砂質鉄分

SA I 
P,t3 

平成13年度詞査済

4C 

D区第 1号はたけ跡

D区第44号溝跡
I 暗褐色土 鉄分多炭化物少董 しまり強・粘性弱

D区第46号溝跡

1 暗褐色上 鉄分多炭化物少呈 しまり強・粘性弱
2 暗灰褐色士 炭化物少呈（斑状） しまりやや強・粘性強
D区第47号溝跡

1 暗掲色土 鉄分多炭化物少量 しまり強・粘性弱

D区第48号溝跡
1 暗褐色土 鉄分多炭化物少旦 しまり強・粘性弱
L45Gr P1tl6 
1 黒褐色土 炭化物少量

2 灰褐色上 砂質鉄分少量

3 青灰色上 砂質
M45Gr P1t29 
1 黒褐色上 炭化物少量
2 灰掲色土 砂質鉄分
3 青灰色上 砂質鉄分

゜
2m 
180 

第68図 D区土堀・溝跡⑨ (2)

D区第 1号はたけ跡（第69。62・63・65~68図）

D区第 1• 4地点から検出された幅狭の溝跡、

土鷹グリッドピットがD区第 1号はたけ跡の掘

形に相当する。東側に隣接する諏訪木遺跡B区の

はたけ跡も同一の遺構で、東西50mにおよぶ範囲

に広がる。

-96 -

D区第 1地点での遺存状況はきわめて良好で、

土が盛り上かった畝状遣構も検出された。遺構確

認当初は、第69図1の黒色部のように幅1.5~3m

前後の平行する溝群が発見された。調査の進行に

伴って、幅広の溝状遣構同士の間の黄褐色帯が盛

土されたものであることが判明した。さらに、こ
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の盛土を除去すると、幅狭の溝状の掘形が検出さ

れた。また幅広の溝状遣構の下からは、これと交

差する幅狭の溝状遣構が見つかった。このような

調査状況から、はたけ跡と断定した。

第62• 63 • 65 • 66。67• 68図に掲載した遺構の

なかで、土堀・溝跡として報告しなかったものと

ほとんどのグリッドピットがD区第 1号はたけ跡

の掘形に相当する。溝跡は幅02~0.4m前後で、浅

いものが多い。ピット状の掘形は、はたけ跡掘形

最下部の残欠である。掘形には南北方向と東西方

向の二つの方向性が認められる。耕作方法との関

連も考えなければならないが、仮に新旧関係なら

ば、南北方位の方が新しい。

遣物は、第71図に調究次の遺構番号を付して掲

載した。中・近世の陶磁器、須恵器、土師器など

時代的な統一感に欠ける。

D 区第 2 号はたけ跡（第70 。お •49·55·56図）

D区第 2。5地点のD区第10• 13号溝跡に挟ま

れた区域から検出された幅狭の溝跡・土堀・グリ

ッドピット等が、 D区第 2号はたけ跡の掘形に相

当する。東西約15mの範囲に広がる。

D区第 1号はたけ跡に比べて遣存状態は悪く、

D区第 1地点で検出された盛土された畝状遣構と

幅広の黒色帯はなく、第 5地点ではその下部の幅

狭の溝状の掘形も検出されていない。

D区第 1号はたけ跡と同様に、南北・東西の二

つの方向性が認められる。

遣物は、第72図に調査次の遺構番号を付して掲

載した。ほとんどかD区第12号溝跡とした南北方

向の掘形から出土している。灰釉陶器、須恵器坪

類・壺類、土師器や中世の在地産片D鉢等、 D区

第1号はたけ跡と同様に時代的な統一感に欠ける。
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D区第 9号溝跡

□ 2 

D区第 7号土壊

I¥ ¥ ¥ 
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ニニ

第71図

D区第43号溝跡

LJ==~ 4 

D区第 1号はたけ跡出土遺物

L43グリッド
Pit15 

ロニ
5 

M43グリッド
Pit6 

口
6 

゜
10竺

14 

第15表 D区第 1号はたけ跡出土遺物観察表（第71図）

番号 種別 器種 口径 器高底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 陶器 灯明皿 (10.8) [2.1]'(5.0) 25 ②I B にぶい黄橙 SD9施釉（明褐）

2 磁器 碗 [4.1] 3.6 20 ①I A 灰白 SD9くらわんか碗肥前灰釉（明オリープ） 18C中～後半

3 須恵器 罪士 [6.6] (13.7) 5 ②AHI B 灰 SK7末野産

4 土師器 台付甕 [5.9] (11.8) 5 ②ADHl B にぶい黄橙 SD43 

5 須恵器 坪 [1.9] (6.0) 5 l②FH B 灰 L43GrPit15南比企産

6 かわらけ 灯明皿 7.6 2. 1 4.1 90 ②DHI B 灰白 M44GrP1t6灯明皿口縁部油煙付着 44-2 

D区第12号溝跡

□ ／二~\ 1 
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'̀」 7ヽ~~

こ
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／戸＝玉汰
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ロニ口
口
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D区第12• 17号溝跡

＼三―
10cm 

＇ 1 4 

第72図 D区第 2号はたけ跡出土遺物

第16表 D区第 2号はたけ跡出土遺物観察表（第72図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 杯 i(l3.l) [3.2] (7.0) 15 ②DFHI B 灰 SD12南比企産

2 須恵器 杯 [1.7] (5.6) 10 ②FHI B 褐灰 SD12南比企産

3 須恵器 はそう (16.8) [24] 5 ②AI C 灰 SD12末野産

4 須恵器 罪ギ [ 4.7] (12.0) 5 ②ADHI B 灰 SD12末野産

5 土師器 杯 (116) [2.8] 15 ②ACDGH B 椿 SD12 

6 ろくろ士師 坪 (133) [3 7] 10 ②ACH C にぶい橙 SD12 
： 

7 須恵器 高台付坪 [1.1] (7.8) 5 ②FH B 灰白 SD12糸切り南比企産

8 須恵器 高台付杯 [19] (6.8) 5 ③ADHI B 灰 SD12末野産， 灰釉陶器 高台付椀 [2.2] (9.0) 15 ③AIII C 灰白 SD12回転ヘラケズリ内外面一部施釉

10 土師器 高杯 [9.3] 15 ②ADGHI B にぶい黄橙 SD12赤彩磨滅している調整不明

11 陶器 甕 5 ②CDGHJ Al 赤褐 SD12常滑

12 瓦質土器 片[1鉢,(31.7) [7.2] 5 ②ACD B 褐灰 SD12・17在地産煤付着
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(6)その他の遺物

発見されたグリッドが明確ではあるが、その一

方で、帰属する遺構が不明な遺物を、グリッド遺

物として取り扱った（第73~83図）。

この中には、 M37グリッドから破砕されたよう

な状態でまとまって出土した数個体の須恵器の大

甕も含まれている。故に、 M37グリッドの出土量

が必然的に多くなっている。この遺物に直接伴う

遺構はないが、掘立柱建物跡や溝跡等の平安時代

の遺構が密集する区圃内に位置する。また、遺物

の出土状況は、祭祀的な意味合いを強く感じさせ

るものである。このうち、第75図54～第77図70、

第70図71～第78図78、第79図79～第81図87は、そ

れぞれが異なる同一の個体である。この 3個体に

属さない破片も含まれることから、 5~6個体の

須恵器甕のまとまりと想定される。

また、第73図7• 8はL37グリッドから検出さ

れ、須恵器坪底面に「木」の墨書がみられる。

第82図100は、 M37グリッドから検出された有

穴球状石製品である。僅かな平坦部が残るが、球

状に加工した礫の 1箇所に、円孔が穿たれている。
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第17表 D区グリッド遣物観察表（第73~83図）

番号 種別 器種 口径 器局 底径 残存（％） 胎土 焼成i 色調 口― 出土位置・備考 図版

1 須恵器 甕 ②ADHI A 灰 M34-14Gr・ M37-14Gr甕C末野産内外面自然釉付着

2 須恵器 蓋 [18] ②ACDGH C にぶい黄橙 L35Gr末野産つまみ径27

3 須恵器 誼ギ [31] (12.0) 5 ①HI A 灰 L36Gr末野産

4 須恵器 坪 , (12.0) 3.6 I (7.0) 
I 

② AF B 灰 M36Gr南比企産

I 5 
須恵器 杯 (13 3) [31] 15 ②ABH B 灰 M36Gr末野産

6 土師器 坪 (12 6) [3.3] 30 ②AGH B にぶい橙 M36Gr 

7 須恵器 坪 [2 7] 70 20 ②AFGHI B 灰 L37Gr南比企産墨書「木」 44-6 

8 須恵器 杯 ： [LO] 58 10 ②AFHI B 灰白 L37Gr南比企産 44-7 ， 須恵器 坪 (12 6) 3.9 (6.4) 40 ②FHI B 灰 L37Gr南比企産 44-3 

10 須恵器 坪 [1.8] 6.3 20 ②FIJ B 灰 L37Gr南比企産

11 須恵器 蓋 (12.2) 2.9 40 ②FH B 灰 M37-14・15Gr南比企産重ね焼き痕

12 須恵器 ザ辛" " 

I 

[2.0] 10 ②DH B 灰白 M37-13Gr末野産

13 須恵器 芸皿 [2.3] 10 ①DGHI B 灰白 M37-14Gr末野産

14 須恵器 芸皿 (13.9) [2.8] 10 ②FHIJ A 灰 M37-14Gr南比企産

15 須恵器 蓋 [18] 10 ②DHJ B 灰白 M37Gr末野産

16 須恵器 芸n [30] 25 ②FIJ B 灰 lVI37-14Gr南比企産

17 須恵器 蓋 (14.3) [2.0] 10 ②FHI B 灰 M37-14Gr南比企産

18 須恵器 蓋 (14.2) [1.4] 5 ②FH B 灰 M37-14Gr南比企産

19 須恵器 芸F" [2.1] 20 ②FHIJ B 灰 M37-15Gr南比企産

20 須恵器 蓋 [1.7] 20 ②HI B 灰 M37Gr末野産

21 須恵器 盗 [2.8] 15 ②GHI B にぶい橙 M37-14・15Gr末野産

22 須恵器 芸rm (19.2) [3.3] 5 ②FIJ B 黄灰 M37Gr南比企産

23 須恵器 蓋 (20.3) [2.3] 5 ①FI B 灰 M37Gr南比企産

24 須恵器 回占殻皿 [3.4] 10 ②BFJ A 灰 M37-15Gr南比企産

25 須恵器 百I口J般皿 I• [l 5] 30 ①HI A 黒 M37-14Gr末野産自然釉付着

26 須恵器 高台付皿 (11.3) [1.2] 30 ②DH C 灰 M37Gr末野産

27 須恵器 高台付1lll [1.5] 40 l I ②DEHJ B 灰白 M37Gr末野産

28 須恵器 椀 (12.8) | [4.9] 10 ②DFJ B 灰 M37Gr南比企産

29 須恵器 椀 [1.6] 7.9 20 ②FHJ B 褐灰 M37Gr南比企産

30 須恵器 高台付椀 [2 8] (79) 10 ②FGHI B 灰 M37-14Gr南比企産

31 須恵器 杯 (11.8) [3 3] (62) 40 ②FGIJ B 灰 M37-14Gr南比企産 44-4 

32 須恵器 高台付椀 [l 7] (8.1) 10 ①ADGHI B 灰白 M37-14Gr末野産

33 須恵器 高台付椀 [20] (7 4) 10 ②FHJ B 灰 M37-15Gr南比企産

34 須恵器 高台付椀 (12.8) 48 (7.0) 20 ②ADGHI A 灰 M37-14Gr末野産日然釉付着 45-1 

35 須恵器 高台付坪 [1.6] 7.0 20 ①FHJ B 灰 M37-14・ 15Gr• 第3地点南比企産

36 須恵器 高台付杯 [1 7] (60) 20 ②GJ C にぶい橙 IVI37-15Gr末野産

37 須恵器 高台付坪 [3 4] (67) 10 ②EHI B 黄灰 M37Gr末野産

38 士師器 坪 (13 3) 4.0 60 ②DG B 褐灰 M37Gr 45-2 

39 土師器 坪 (llO) [3.4] 20 ②ADGHI B 明赤褐 M37-14Gr 

40 土帥器 杯 (12.5) [29] 20 ②ACDGHI B 橙 M37-14Gr 

41 上師器 外 (13 2) [3.4] 50 ②ACDGHI B 橙 M37-15Gr• 第3地点 45-3 

42 土師器 坪 018) [3 9] 10 ①CGH B にぶい橙 M37Gr 

43 須恵器 長頭壺 (88) [3.2] 5 ②ADHI B 灰 M37-14Gr末野産自然釉付着

44 須恵器 長頸壺 [6.8] 5 ②DHI B 灰 M37-14Gr末野産自然釉付着

45 須恵器 長頸壺 (11.6) [10.3] 30 ②AFHI A 灰 M37Gr南比企産 45-6 

46 須恵器 鉢 (18.6) [4.9] 5 ②DFHI B 灰 M37-15Gr南比企産

47 須恵器 短頸壺 (132) [3.4] 5 ①DHI A 灰 M37-15Gr末野産自然釉付着

48 須恵器 提瓶 ②AGHJ B 灰 M37-15Gr末野産

49 須恵器 甕 06.0) [7.4] 10 ②AGI B 黒褐 M37-l4Gr末野産自然釉付着

50 須恵器 甕 26.4 [11.3] 20 ②AGH A 灰 M37-14Gr末野産 45-7 

51 須恵器 蜘.bし (25.5) [8.8] 5 ②AHI A 灰 M37-14Gr末野産

52 須恵器 蹴・年 (258) [168] 5 ②AHI A 灰 IVI37-14·15Gr• 第3地点末野産自然釉付着
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番号 種別 器種 口径 咋＂＂ f展 底径 残存（％） 胎上 焼成 色調 出土位置・備考 図版

53 須恵器 甕 33.4 [10.3] 5 ②AG A 灰 M37-14Gr末野産自然釉付着

54 須恵器 幸写 ②AHI A 灰 M37-14・ 15Gr末野産甕B

55 須恵器 甕 ②AHI A 灰 M37-14・ 15Gr末野産甕B

56 須恵器 甕 ②AGHI A 灰 M37-14Gr末野産甕B

57 須恵器 甕 (484) [16.5] 5 ②AHIJ A 灰 M37-14Gr末野産甕B

58 須恵器 ．コ瑚心 ②AHI A 灰 IVI37Gr末野陀甕B

59 須恵器 瀕必L今 ②AHIJ A 灰 M37-14Gr末野産甕B I 
60 須恵器 甕 ②AHI A 灰 M37~ 15Gr末野産甕B

61 須恵器 甕 ①AHI A 灰 M37-15Gr末野産甕B

62 須恵器 甕 ②AHIJ B 灰 M37-14Gr末野産甕B

63 須恵器 写痺 ②AHIJ A 灰 M37-14・15Gr末野産甕B

64 須恵器 甕 [11.8] ②AHI A 灰 M37-14·15Gr• 第3地点末野産甕B 自然釉付着

65 須恵器 甕 ②AHI A 灰 M37-14。15Gr末野産甕B

66 須恵器 瑯ギ ②AHI A 灰 M37-14・15Gr末野茫甕B

67 須恵器 甕 ②AHI A 灰 M37-14・15Gr末野産甕B

68 須恵器 甕 ②AGHIJ A 灰 M37-14・15Gr末野産甕B

69 須恵器 甕 ②AHIJ A 灰 M37-14・15Gr末野産甕B

70 須恵器 甕 [12.8] ②AHI A 灰 M37-14·15Gr•第3地点末野産甕B 内面自然釉付着

71 須恵器 甕 (62.4) [9.6] 5 ②ADHI A 灰 M37-14・ 15Gr末野産甕C内面自然釉付着

72 須恵器 痺コ (62.4) [10 l] 5 ②ADHI A 灰 M37-14・15Gr末野産甕C内面自然釉付着

73 須恵器 痺コ ②ADHl A 灰 M37-15Gr末野産甕c
74 須恵器 甕 ②ADHI A 灰 lvl37-14。15Gr末野産甕c
75 須恵器 甕 ②ADGHI A 灰 M37~ 14・ 15Gr末野産甕C

76 須恵器 甕 ②ADHI A 灰 M37-14·15Gr• 第3地点末野産甕c

77 須恵器 乖コ ②ADHI A 灰 IVI37-14・15Gr末野産甕C

78 須恵器 甕 [27.7] ②ADHI A 灰 IVI37-14·15Gr• 第3地点末野産甕C

79 須恵器 槃ュ [30.2] ②ADHI A 暗灰 M37-15Gr• 第3地点末野産甕A

80 須恵器 甕 ②DGHI A 暗灰 M37-13・ 14・ 15Gr末野産甕A

81 須恵器 甕 ②ADHI A 暗灰 M37-14・15Gr末野産甕A

82 須恵器 甕 ②ADHI A 暗灰 M37-14・ 15Gr・ M38Gr末野産甕A

83 須恵器 諏ゃ ②ADGHIJ A 暗灰 IVI37-14・15Gr末野庄甕A

84 須恵器 甕 ②ADHI A 暗灰 M37-14・ 15Gr末野産甕A

85 須恵器 甕 ②ADHIJ A 暗灰 M37-15Gr・第3地点末野産甕A

86 須恵器 甕 ①ADHIJ A 暗灰 IVI37-14・15Gr第3地点末野産甕A

87 須恵器 甕 ①ADHIJ A 暗灰 M37-14・ 15Gr• 第3地点末野産甕A

88 須恵器 甕 ②AHJ A 灰 M37-15Gr• 第3地点末野産内外面自然釉付着

89 須恵器 綱・ユ ②ADGH A 暗灰 M37-14・15Gr末野産 90と同一個体

90 須恵器 痺写 ②ADGH A 暗灰 末野産 89と同一個体

91 須恵器 乖コ ②ADHJ A 暗灰 M37-15Gr末野産 92と同一個体

92 須恵器 甕 ②ADHJ A 暗灰 注記なし末野産 91と同一個体

93 須恵器 甕 ②ADHI A 灰 M37-14Gr末野産

94 須恵器 甕 (52.8) [15.8] 5 ②AHJ B 灰 SD25・ M37-14・ 15Gr末野産 95・96と同一個体

95 須恵器 甕 ②AHJ B 灰 IVI37-13Gr末野産 94・96と同一個体

96 須恵器 甕 ②AHJ B 灰 M37-J4Gr末野産 94・95と同一個体

97 須恵器 甕 [14.6] (14.2) ②AHIJ B 灰 M37Gr末野産

98 須恵器 罪土 [73] (12.0) 5 ②HI B 灰 M37-14。15Gr末野産自然釉付着

99 須恵器 壺 [134] (14.7) 5 ②AHI A 灰 M37-14Gr• 第3地点末野産自然釉付着

101 須恵器 椀 (14.9) 5.4 7.8 60 ②AFIJ B 灰 L38GrNo.4南比企産墨書「木」 45-4 

102 土師器 杯 11.9 3.4 95 1②ACDHI C 橙 L38GrNo.2 45-5 

103 須恵器 g 士 [7.2] 5 ①AFHI B 灰 L38Gr南比企産

104 須恵器 高台付坪 [2.3] (70) 20 ②AH B 灰 L39Gr末野産 i 

105 ろくろ土師 高台付坪 [1.7] (54) 10 ②ACGHI B 黒 L39Gr黒色処理？

106 土師器 杯 [3.2] 45 30 i ②ADH B 灰褐 L39Gr 

107 土師器 杯 [3 6] 6.2 30 ②ADGI C 灰白 IL39Gr 
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9番号, 種別 ！ 器種 口径 器閥 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 図枢

108 須恵器 長頸壺 [5.7] I 

5 5 5 |||i(〔(②V⑳P~~ D~ CAA~・ FIllGTT T !TT ~ 
B 黒 L39Gr末野産

109 須恵器 甕 [8.9] B 灰 L39Gr末野産二次的被熟

110 須恵器 甕 A オリーブ灰 L39Gr末野産

111 ＇須恵器 芸皿 [1.1] A 黄灰 L40Gr南比企産つまみ径20cm

112 須恵器 杯
I 
[LO] (6.3) 10 ②AFH B 灰 L40Gr南比企産

113 須恵器 高台付坪 [1.9] 62 10 ②AGHJ B 黄灰 L40~11Gr 末野産

114 土師器 杯 (11.8) [3 2] 15 ②ACDGI B 橙 L40Gr 

115ろくろ土師 高台付 [2.3] 52 20 ③ADHJ C にぶい赤褐 L40GrNo.17 

116 ろくろ土師 高台付杯 [2.8] 60 10 ②ACGI B 橙 L40Gr 

117ろくろ土師 杯 [16] 4.8 
20 ！ | ② ACDI 

B 浅黄橙 L40Gr 

118 陶器 短頸壺 (9.0) [5 7] 5 ①H A 灰 L40Gr四耳壺？自然釉付着

119 須恵器 壺 ②ADGH B 灰 L40-15Gr末野産

120 須恵器 甕 ②ADHI B 灰 L40-3。4・8・9Gr末野産

121 須恵器 睾コ ②HI B 灰 L40-19Gr末野産焼成時2片接着

122 須恵器 甕 i ②AHIJ B 暗灰 M40~2Gr 未野産内面自然釉付着

123 瓦質土器 鉢 (33.2) [6.0] 5 ②ADGI B 灰褐 M40-2Gr在地産外面煤付着

124 須恵器 杯 [1.3] (6.0) 5 ②ADH B 灰 L41-20Gr末野産

125 瓦質t器 焙烙 (37.4) [5.1] (36.5) 5 ②DHI B にぶい黄橙 L41-2Gr底部に補修孔外面煤付着

127 須恵器 高台付椀 14.0 5.3 6.0 85 ②ADFGHI B にぶい橙 L42Gr南比企茫 46-1 

□1 ＼ □j □ 2 

゜
10cm 

14 

第84図 D区第 2地点遺物

第18表 D区第 2地点遺物観察表（第84図）

番：I苔芸I高：塁：ロニ1言I:： ／言％）三三翌HJ 産野末：
 

成焼

C

B

B 口
考

―

備置位

『

一

土出

円孔は貰通せずに、中心付近までで止まっている。

長さ3.9cm・幅3.9cm・厚さ4.3cm・孔径0.7cm・重さ

88.4gである。石材は凝灰岩である。

第82図101はL38グリッドから検出され、須恵

器椀の底面に墨書がみられる。字風は他の土器に

書かれたものとは大きく異なるか、「木」と読め

る。

第83図121は、 L40グリッドから検出されてい

る。 2枚の須恵器甕片が接着したもので、焼成時

に焼台等に用いられていた別破片が付着したもの

である。

第83図126は、 L41グリッドから検出された土

錘である。現存長2.1cm・径0.9cm。孔径0.2cm・重

さ1.7gである。

さらに、 D区第 2地点表土除去中に一括して検

出された遺物は第84図に、 D区第 3地点表土除去

中に一括して検出された遺物は第85図にそれぞれ

まとめた。

上記のいずれにも属さない遣物は、表採遺物と

して第86図に掲載した。

1は、平瓦で、凹面に布目痕、凸面にタタキ痕

が残る。現存長8.5cm・現存幅7.5cm・厚さ2.1cmで

ある。覆土には白色粒子。黒色粒子が含まれてい

る。焼成は普通で、色調は灰色である。
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第19表 D区第 3地点遺物観察表（第85図）

i番号 種別 器種 ＇口径 命ロロ吉四 底径 I残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 ，図版

1 緑釉陶器 椀 (13 5) [3.0] 5 ①H B 灰白 施釉（灰オリーブ）

2 灰釉陶器 高台付椀 (14.8) [4.5] (7.1) 10 ①HI A 灰白 内面施釉

'3 4 
須恵器 芸皿 [1.8] 20 ②FGH B 灰 南比企産

須恵器 蓋 (13.0) [l 7] 20 ②FHI B 灰 南比企産

5 須恵器 蓋 (17.0) [3.2] 30 ②AFHI B 灰 南比企産 46-2 

6 須恵器 某n： [2.8] 20 ②FIJ B 浅黄 南比企産

7 須恵器 蓋 07.6) [2.5] 20 ②EHIJ B 灰 末野産

8 須恵器 蓋 [3.7] 20 ②AFJ B 灰 南比企産重ね焼き痕， 須恵器 杯 [20] (7.0) 20 ②FHI B 灰 南比企産

10 須恵器 杯 (11.7) 37 (68) 40 ②AFIJ B 灰 南比企産

11 須恵器 坪 (12.3) [3 3] (5.9) 20 ②EIJ B 灰 末野産

12 須恵器 高台付杯 [2.3] 6.8 20 ②FIJ B 灰 南比企産研磨痕

13 須恵器 高台付杯 [2.6] 5.9 30 ②DEHJ C 褐灰 末野産

14 須恵器 高台付杯 [3.1] 5.8 ②HIJ B 灰白 末野産

15 須恵器 高台付坪 [2.2] (7.8) 10 ②AFHIJ A 灰 南比企産ヘラ記号

16 須恵器 鉢 (180) [7.1] 5 ②FI B 灰 南比企産

17 土師器 井 (130) [3.5] 30 ②ACDGI B にぶい褐 内面に放射暗文

18 土師器 杯 (115) [3 2] 20 ②ADH B にぶい橙

， 
I 19 

土師器 杯 (11.4) 3.5 70 ②ADGHI B にぶい橙 46-3 

20 土師器 鉢 (19.8) [5 2] 5 ②ACDGI B にぶい橙

21 土師器 鉢 (18.4) [5.3] 5 ②ADGHI B 橙

22 土師器 鉢 20.8 7.8 75 ②ADGHI B にぶい橙 46-4 

23 須恵器 長頸壺 [6.8] 5 ②FHJ B 灰 南比企産自然釉付着

24 須恵器 長頸壺 [6.2] (9.8) 5 ①AGH B 灰 末野産自然釉付着

| 
25 須恵器 硯 (13.8) [1.6] 5 ②AHIJ B 灰 末野産

26 須恵器 甕 (22.3) [5.4] 5 ②ADFHI B 灰 南比企産自然釉付着

27 須恵器 甕 (22.4) [9.1] 10 ②AHI B 暗灰 末野産自然釉付着

28 須恵器 甕 ②AHI B 灰 末野産自然釉付着 M37Gr甕Bと酷似

29 須恵器 罪士 ②ADH B 灰 末野産 30と同一個体

30 須恵器 症ギ ②ADH B 灰 末野産 29と同一個体

31 須恵器 甕 ②AHJ B 灰 末野産

32 須恵器 甕 ②AHI A 灰 末野産
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第86図 D区表採遣物

2は、輔の羽口片である。筒状の遺物で、現存

長10.4cm・推定外径3.5cm・推定内径1.5cm・厚さ2.4

cmである。胎土は粗く、石英。角閃石・黒色粒

子・礫が含まれている。色調はにぶい橙色で、

部褐灰色に変色している。
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2. E区の遺構と遺物

E区は、 L• M29~33グリッドの延長約35mに

及ぶ範囲である。東側に位置するD区とは道路を

挟んで対峙するが、西側のF区とは境界がない。

中央に位置する生活道路によって、第 1• 2地点

に分割して調査を実施した。検出された遺構は、

竪穴状遣構 1 基•井戸跡 2 基•土堀17基・溝跡12

条・ピットである。

(1)竪穴状遺構

E区第 1号竪穴状遺構（第88図）

L30 • M30グリッドに位置する。重複する E区

第7号溝跡よりも新しい。

平面形態は東西に長軸をもつ方形で、長軸長

4.65m、短軸長3.85m、東西長軸方位N-71° -W  

を指す。覆土の堆積状況は、壁周辺部の崩落以降

は自然堆積である。周囲には大地震に伴う噴砂痕

がみられるが、 E区第 1号竪穴状遺構はこの噴砂

痕を掘り込んで形成されている。

E 区西半地域から F 区• G区にかけて、大地震

に伴う噴砂痕がみられる。この墳砂痕を残した大

地震は、弘仁 9年 (818) もしくは元慶 2年 (878)

と推定されている。特筆されるのは、 E区第 1号

竪穴状遣構が噴砂痕を掘り込んで形成されている

ことで、遺構の時期や地震発生時期を類推する資

料となる。

ピット、炉跡、貯蔵穴、壁溝などの施設は一切

認められない。

遣物は、中世の鉢のほか、須恵器高台皿。提

瓶・甕・土師器杯、漆椀等が出土している。

第87図2は、内外面とも黒漆塗りの漆椀である。

高台は、底部外面を浅く削った低いものである。

推定底径6.6cm。現存高1.1cm・残存率20%、横木取

りである。

ロロニロロこ
□□ \—一口主

2 

＼：三／

會虻？ ゞ

6
 

5
 

゜第87図 E区第 1号竪穴状遺構出土遺物

第20表 E区第 1号竪穴状遣構出土遺物観察表（第87図）

10阿
1 • 4 

番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 瓦質七器 鉢 (30.4) [6.1] 5 ②ABH C 黒 在地産

3 土師器 杯 (12.0) I [4.5] 20 ②ABDGHJ A 赤 外面赤彩 48-l 

4 土師器 杯 (11.4) [ 4 6] 30 ②CDGH B 明赤掲

5 須恵器 高台皿 [2.2] (5.2) 5 ②FHI B 灰 南比企茫

6 須恵器 提瓶 ②ACHIJ A 灰白 末野産

7 須恵器 瑚ュし ②AHI B 暗灰 末野産

8 須恵器 甕 ②AHIJ B 暗灰 末野産
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E区第 1号竪穴状遺構

］ 賠褐色士 黄褐色プロック多

2 灰褐色土黄褐色プロック多

3 暗褐色十 黄褐色プロック多量

4 灰褐色粘質土 青灰色ブロック・黄褐色ブロック

5 暗褐色土 黄褐色プロック多量

6 灰褐色七 黄褐色土ブロック多

7 灰褐色枯質士 肯灰色プロック多量

8 黄褐色砂質十

9 黄褐色砂質土灰褐色粘士

10 灰褐色粘質十 炭化物多

第88図 E区第 1号竪穴状遣構
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゜
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(2)井戸跡・土壊・溝跡

E区第 1号井戸跡（第89図）

M32グリッドに位罹する。

平面形態は、不整円形である。長径1.50m、短

径1.37m、長軸方位N-37° -Wを測る。底部付近

からは、常滑の大甕が伏せられた状態で出土した。

胴部下半部の約1/2を欠損しているのみで、特に

口縁部から肩部にかけては完存率が極めて高い。

出土状況と遺構の性格から、井戸枠に転用された
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E区第 1号井戸跡

1 黒褐色土 炭化物粒—fー・地山粒子少量
マンガン粘性土

2 黒色土枯性土
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1.30 

第89図 E区第 1号井戸跡

第21表 E区第 1号井戸跡出土遣物観察表（第90• 91図）

番号 種別 器種 口径 器励 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 常滑 甕 445 70.1 19.2 70 ②AIJ A にぶい赤褐 No.I 巻頭3

2 山茶椀 片口鉢 (200) [4.8] 10 ①AHI A 灰 内面自然釉付着 13C前半

5 須恵器 坪 [2.0] (5.8) 20 ②ACFH A 灰 南比企産 9C後（鳩山VIII)

6 須恵器 高台付杯 [I 8] 5.0 10 ①HJ B 灰白 末野産？ lOC前半

7 須恵器 甕 ②AGH B 灰 自然釉付着

8 須恵器 甕 ②AHI B 灰 末野産， 須恵器 甕 ②ACDHIJ B 灰 末野産

10 須恵器 甕 ②AHI B 灰 末野産

11 須恵器 甕 ②AFGHI B 灰 南比企産

12 須恵器 甕 ②H B 灰 末野産外面自然釉付着

13 須恵器 甕 5 ②AHIJ B 灰
NNoo..46 末末野野産産

14 須恵器 甕 ②ADHI B 灰

15 須恵器 甕 ②AHI B 灰 末野産

16 須恵器 甕 ②AFHI B 灰 南比企産自然釉付着

17 須恵器 甕 ②AHI B 灰 末野産

18 須恵器 甕 ②AHI B 灰 1末野産自然釉付着
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第90図 E区第 1号井戸跡出土遺物（1)

ものと判断される。常滑大甕（第90図1) は13憔

紀中頃と推定される。口径44.5cm・底径19.2cm。器

高70.1cmである。残存率は70％前後で、この時期

の出土品としてきわめて遺存度が高い。

遺物はこのほかに、山茶碗系の片口鉢や瓦片。

砥石が出土し、須恵器甕・杯片等が混入している。

第91図3 • 4は、平瓦である。両者ともに凹面

-119-

には布目痕、凸面にはタタキ痕がみられる。

3は、現存長7.7cm。現存幅6.6cm。厚さ2.0cmで

ある。胎土の状態は普通で、石英・雲母・白色粒

子。黒色粒子を含む。焼成は普通で、色調は灰色

である。

4は、現存長7.8cm。現存幅13.8cm・厚さ2.0cmで

ある。胎土の状態は晋通で、石英・白色粒子・黒
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色粒子を含む。焼成は普通で、色調は灰色である。

19は、凝灰岩製の砥石である。現存長7.1cm・幅

3.4cm ・厚さ1.7cm・重さ77.4gである。
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E区第 1号土壊

1 暗掲色上青灰色土
2 暗褐色士砂質
3 黒褐色土

E区第 1号土塀（第92図）

L32グリッドに位置する。

土堀のなかに蔵骨器を埋設した土塙墓である。

蔵骨器は、常滑甕を 2枚の緑泥片岩によって蓋を

したものである。埋設後の土圧によって、甕は潰

れた状態で出土したが、甕の内部からは多量の骨

片・骨粉が発見された。残念ながら、きわめて脆

弱な状態で、取り上げることはできなかった。ま

た、出土遣物からは被葬者を特定することもでき

ない。

土堀掘形の平面形態は、円形である。長軸長

0.68m、短軸長0.66m、確認面からの深さ0.43mを

測る。長軸方位は、 N-83° -Eを指す。

第93図1• 2は蔵骨器の 2枚の蓋石で、両者に

は接合関係がない。部分的にエ具痕が見られるが、

常滑甕に対応させるような特別な加工は施されて

いない。また梵字や紀年銘等の痕跡等がまった＜

見られないことから、板石塔婆の転用でもない。

lは現存長43.5cm・現存幅31.9cm・厚さ3.0cm、2は

現存長16.9cm。現存幅20.6cm・厚さ2.&mである。

第94図3は、蔵骨器に用いられた常滑甕である。

口縁部の特徴から、 16世紀前半頃と推定される。

口径26.4cm• 高さ 51.6cm ・底径14.3cmで、一部欠損

する。胎土の状態は普通で、白色粒子・礫が含ま

れる。焼成は普通で、色調はにぶい赤褐色である。

外面上半部と内面下半部の自然釉の付着か著しい。

このほかに、平瓦片 (4)が出土している。凹面

には布目痕、凸面にはタタキ痕が見られる。大き

さは、現存長5.9cm。現存幅1.3cm・厚さ1.7cmであ

る。胎土の状態は普通で、石英・雲母・白色粒

子・黒色粒子が含まれる。焼成は普通で、色調は

灰色である。

゜
1m  

130 

第92図 E区第 1号土城
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第93図 E区第 1号土猥出土遺物（1)

E区第 2号井戸跡（第95図）

L30グリッドに位置し、南東部が調査区外にあ

る。 E区第4号土塙と重複する。

平面形態は円形である。南北径1.36m、東西径

0.94m以上、南北軸方位N-38° -Eを測る。確認

からの深さはl.lm以上で、調査中の安全を図るた

め、底面まで達していない。

遺物は、焙烙、木製下駄等が出土している。

第98図4は一木造の連歯下駄である。前壺より

前部の爪先部分を欠損する。推定長17.3cm・幅7.3

cm• 高さ 5.1cmの小型品である。台部は、平面が隅

丸長方形、断面が中心に厚みをもつ長方形である。

厚さは2.1cmである。歯部は前後に開かず平行であ

る。刃幅は上下で等しく、台部より外には張り出
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第94図 E区第 1号土堀出土遣物（2)

していない。歯高は3.2cmである。前壺は前歯の前

に1孔、後壺は後歯の前に 2孔穿つ。いずれも、

歯をやや削りこんでいる。前壺は左右に片寄らず、

ほぼ中央に穿つ。壺形は円形である。木取りは板

目である。

E区第 3号土壊（第95• 96図）

L30グリッドに位置する。

平面形態は、楕円形である。長軸長0.67m、短

軸長0.44m、確認面からの深さ0.41mを測る。長軸

方位は、 N-56° -Wを指す。

遺物は出土していない。

E区第4号土猥（第95• 96図）

L30グリッドに位置し、南端が調査区外にある。

E区第 2号井戸跡と重複する。

平面形態は円形である。東西長126m、確認面

からの深さ0.12mを測る。

遺物は出土していない。

E区第19号土堀（第95096図）

L29グリッドに位置する。

平面形態は、不整楕円形である。長軸長1.26m、

短軸長0.46m、確認面からの深さ0.07mを測る。長

軸方位は、 N-42° -Eを指す。

遺物は出土していない。

E区第21号土撰（第95。96図）

L30グリッドに位置し、南部は調査区外にある。

E区第4号溝跡と重複する。

平面形態は、不整形である。東西長0.88m、南

北長1.35m以上、確認面からの深さ020mを測る。
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E区第 4号土壊

1 暗褐色上焼土・炭化物粒子・

黄褐色ブロック

E区第 4号溝跡

1 灰褐色粘質土

2 仄褐色帖質上植物性腐食物

3 灰褐色粘質土 炭化物拉子・黄褐色砂質士

4 灰褐色粘質土炭化物粒f

5 灰褐色粘質上 炭化物粒子多

6 灰褐色枯質土 胄灰色枯土プロック

7 暗灰褐色枯質上 炭化物多

8 灰褐色粘質土炭化物多量

9 灰褐色粘質十 青灰色粘土プロック多

10 暗褐色土黄褐色プロソク

11 暗褐色七 黄褐色プロック多 焼十粒了・

炭化物粒f多

12 暗褐色上 焼土粋子・炭化物的子

13 暗褐色十 黄褐色プロック多

E区第 5号溝跡

1 暗褐色土均一性高い層

2 暗褐色士黄褐色土多昼

E区第 7号溝跡

1 暗褐色士炭化物粒子多昼

2 暗褐色上 焼上粒＋・炭化物粒子・

黄褐色土多

3 暗褐色上 焼上粒了ー・炭化物粒「多

黄褐色士少

E区 L30Grid Pit1 
1 暗褐色十＿ 焼十・炭化物粋子

2 暗褐色上 黄褐色上ブロソク

E区 L30Grid Pit2 
1 陪褐色土 黄褐色土ブロソク

E区 L30G r i d P i t3 
1 陪褐色土黄褐色土多

2 暗褐色上炭化物粒子多

E区 L30Grid Pit4 
1 暗褐色上黄褐色土少

E区第 3号土壊

1 暗褐色卜炭化物皐iif 

2 暗褐色土 黄褐色プロソク多

L 30G r i d P i t5 
3 暗掲色士炭化物粒了

4 暗褐色上 黄褐色プロソク多

E区第 2号土堀

1 暗褐色上鉄分少量

2 陪褐色七砂少砿

3 暗黄褐色上暗色土

4 暗褐色七炭化物粋子

E区第 2号溝跡

第 1号溝跡を第 2号溝跳が切る

1 暗褐色士鉄分多

2 暗褐色上炭化粒子少量

3 黒褐色七炭化物粒子多拓
4 黒褐色上粘性強均一9|、牛の高い層

E区第 1号溝跡

7 黒褐色士黄褐色士鉄分

8 黒褐色上 暗褐色土少量

9 暗青灰色士 青灰色＿十プロック多

E区第 6号溝跡

1 暗褐色士やや砂質

2 灰褐色土やや砂質

E区第 3号溝跡

1 暗褐色土炭化物粒子少量

2 暗黄褐色土

E区第 8号溝跡

1 暗褐色上鉄分多

2 灰褐色粘土焼上粒イ・炭化物粒了少

3 仄褐色粘十 青仄色粘上ブロック多

M31Grid Pitl 
l 灰褐色粘質七黄褐色プロ；；ク

M31Grid Pit2 
l 灰褐色粘質上

2 暗灰褐色粘質上

3 暗灰褐色粘質十 黄褐色士

M31Grid Pit3 
1 灰褐色粘質士

2 暗灰褐色粘質土

M31Grid Pit4 
l 灰褐色粘質土

2 暗灰褐色粘質土黄褐色上

3 暗灰褐色枯質土

第96図 E区第 2号井戸跡・土堀・溝跡① (2) .⑫ (2) 
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第98図 E区土堀・溝跡①出土遺物

第22表 E区第 2号井戸跡・士堀・溝跡①出土遺物観察表（第98図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎上 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 瓦質土器 焙烙 (32.8) [4.9] (29.0) ②H A 黒灰 SE2・L30Gr 

2 土師器 椀 (11.2) [3.3] 5 ②DGH B 赤 SE2内外面赤彩

3 須恵器 坪 [LO] (7.0) 5 ②AFH B 灰 SE2南比企産手持ヘラ？

5 土師器 椀 (10.5) [7.2] 30 30 ②ADH B 黒褐 SD4 48-3' 

6 須恵器 甕 ②AHI B 灰白 SD4自然釉付着

7 陶器 乖コ ②ACHJ B にぶい赤褐 SD4常滑？二次的被熱

8 須恵器 乖コ 5 ②AH B 暗灰 SD4 ， 須恵器 甕 ②H B 灰 SDlO内面自然釉付着

遺物は出土していない。

E区第 4号溝跡（第95• 96図）

L31グリッドに位置し、北側。南側ともに調査

区外に至る。 E区第 9。10号溝跡と交差し、 E区

第20• 21号土城と重複する。

検出長3.22m、幅2.56~3.99m、確認面からの深

さ0.21~0.59mを測る。溝底標高は、東端付近

22.19m、西側付近22.92m、南側付近22.26m、北端

付近22.29mを計測する。走行方位は、 N-13° ―

Eを指す。

遺物は須恵器壺・甕片、土師器椀等が出土して

いる。

E区第 5号溝跡（第95• 96図）

L30グリッドに位置し、北西側は調査区外に至

る。

検出長4.36m、幅0.42~0.78m、確認面からの深
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さ0.06~0.32mを測る。溝底標高は、北端付近

22.97m、中央付近22.83m、南端付近23.lOmを計測

する。走行方位は、 N-58° -Wを指す。

遺物は出土していない。

E区第 7号溝跡（第95• 96図）

L30グリッドに位置し、 E区第 1号竪穴状遣構

跡と重複する。

検出長4.42m、幅0.82~1.12m、確認面からの深

さ0.12~0.36mを測る。溝底標高は、北端付近

22.71m、中央付近22.78m、南端付近22.98mを計測

する。走行方位は、 N-28° -Eを指す。

遣物は出土していないが、覆土の堆積状況から、

大地震に伴う噴砂痕以後の遣構である。

E区第11号溝跡（第95• 96図）

M30グリッドに位罹し、南側は調査区外に至る。

検出長2.38m、幅0.44~0.68m、確認面からの深

さ0.04~O.llmを測る。溝底標高は、北端付近

23.13m、中央付近23.lOm、南端付近23.73mを計測

する。走行方位は、 N-29° -Wを指す。

遺物は微細な破片のため図示し得ない。

E区第 2号土城（第96• 97図）

M31グリッドに位置し、南部は調査区外にある。

平面形態は、長方形である。東西長1.74m、南

北長4.2m以上、確認面からの深さ0.25mを測る。

南北軸方位は、 N-35° -Eを指す。

遺物は弥生壺形土器が出土している。

E区第20号土壊（第96• 97図）

L31グリッドに位置し、 E区第 4 • 9号溝跡と

重複する。

平面形態は、円形と思われる。現存長は東西

1.02m、南北0.86m、確認面からの深さ0.28mを測

る。

遺物は出土していない。

E区第 6号溝跡（第96• 97図）

L31グリッドに位置し、北側・南側ともに調査

区外に至る。 E区第 9号溝跡と交差する。

検出長5.6m、幅0.42~0.51m、確認面からの深さ

0.03~0.18mを測る。溝底標高は、北端付近22.82m、

中央付近22.77m、南端付近22.74mを計測する。走

行方位は、 N-148° -Wを指す。

遺物は、須恵器長頸瓶片が出土している。

E区第 3号溝跡（第96• 97図）

M31グリッドに位置する。

屈曲する溝状の遺構で、検出長3.04m、幅0.38~

0.84m、確認面からの深さ0.06~0.20mを測る。溝

底標高は、西端付近23.07m、中央付近23.00m、東

端付近23.07mを計測する。走行方位は、 N-

114° -E→N-45° -Eを指す。

遣物は、古墳時代前期の土師器甕．壺．椀等が

出土している。

E区第 1,2号溝跡（第96• 97図）

M32グリッドに位置し、ほぼ平行する溝跡であ

る。北側は調査区外を経て、 E区第 1地点のE区

第8号溝跡に繋がるものと予想される。南側は調

査区外に至る。

E区第 1号溝跡は、検出長2.42m、幅1.32~

1.52m、確認面からの深さ0.57~0.61mを測る。溝

底標高は、北端付近22.28m、中央付近22.25m、

南端付近22.32mを計測する。走行方位は、 N-

17° -Eを指す。

E区第 2号溝跡は、検出長2.48m、幅1.62~

1.87m、確認面からの深さ0.61~0.77mを測る。溝

底標高は、北端付近22.27m、中央付近22.15m、南

端付近22.llmを計測する。走行方位は、 N-

175° -wを指す。

遺物は、須恵器甕片・土師器坪等が出土してい

る。

E区第 8号溝跡（第96• 97 • 101図）

L32グリッドに位置し、 E区第17号土墟と重複

する。北側は調査区外にいたり、また調脊区南際

でE区第 9号溝跡と交差する。南側は調査区外を

経て、 E区第 2地点のE区第 1• 2号溝跡に繋が

るものと予想される。

検出長5.08m、幅2.32~2.42m、確認面からの深
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第99図 E区土堀・溝跡②出土遺物（1)
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第23表 E区士堀・溝跡②出土遺物観察表（第99• 100図）

番号 種別 器種 ，口径 器高 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置。備考 図版

1 弥生
並．．十一 (8.8) [3.3] 10 ②ADGHI B にぶい黄褐 SK2・M31Gr赤彩 49-1 

2 土師器 杯 (12.0) [2.9] 15 ②CDI I B にぶい橙 SDl・2

3 須恵器 甕 ②ACHI B 暗灰 SDl・2末野産外面自然釉付着

4 土師器 碑コ (20.8) [20.3] 30 ②ADIJ B )火褐 SD3No.3 

5 土師器 亜eJ ： (12.6) [9.7] 10 ②ADGHIJ ， B にぶい橙 SD3No.1 • M31 Gr 
6 土師器 JIIl (180) [2.5] 5 ②AGH B 橙 SD3No.l • IVI31Gr 
7 土師器 高杯 [7.9] (10.2) 10 ②GH B にぶい橙 SD3No.2 48~4 

8 須恵器 長頸壺 ②AFH ， 灰釉陶器 蓋 (83) [1.3] 25 ②GH 

10 須恵器 長頸壺 [7 4] 5 ①AFHI 

11 陶器 揺鉢 [51] 5 ①AH 

12 陶器 揺鉢 [5.5] 5 ①AH 

13 陶器 甕 [5 7] (19.4) ②AHJ 

15 士^師器 杯 (12.0) [3.1] 20 ②ACDGI 

16 土師器 甕 (20.2) [6.9] 5 ②CGH 

17 須恵器 芸皿 [2.1] 15 ②BDF 

18 須恵器 高台付杯 [2.3] (6.8) 5 ②CGH 

19 須恵器 ‘血て [6.2] 5 ②AHI 

20 須恵器 甕 (28.0) [3.3] 5 ②AI 

21 瓦質土器 鉢 (32.0) [7.2] 5 ②AI 

22 瓦質上器 鉢 (25.6) [4 7] 5 ②DH 

23 須恵器 甕 ②AHI 

24 須恵器 甕 ②AFHI 

25 須恵器 甕 5 ②AHI 

26 須恵器 甕 ②AGHI 

27 須恵器 甕 ②AHI 

28 須恵器 甕 ②AHI 

29 須恵器 甕 ②AFHI 

30 須恵器 甕 ②AGHJ 

31 須恵器 乖コ ②AHIJ 

32 須恵器 甕 ②AGHI 

さ0.83~0.91mを測る。溝底標高は、北端付近

22.07m、中央付近22.0lm、南端付近22.05mを計測

する。走行方位は、 N-175° -Wを指す。

遺物は、甕．揺鉢、灰釉陶器の蓋、須恵器長頸

瓶や石臼片が出土している。

第99図14は、石臼の縁部付近の破片である。現

存長13.7cm。幅6.&m・現存高8.1cmである。

E区第 9• 10号溝跡（第95• 96 • 97 • 101図）

E区第 9• 10号溝跡は、 E区第 4号溝跡を挟む

同一の溝跡である。 L30~33グリッドに位置し、

検出長23.5mにおよぶ。幅0.43~1.36m、確認面か

らの深さ0.20~0.86mを測る。溝底標高は、西端付

近22.97m、中央付近22.17m、東端付近22.35mを計

測する。走行方位はN-97° -Eを指す。

B 

B 

A 

A 

A 

A 

B 

B 

B 

C 

B 

B 

B 

C 

A 

A 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 
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灰 SD6南比企産

灰 SD8 

灰 SD8南比企産内外面自然釉付着

暗赤褐 SD8堺or備前 18C代？ SDS-12と同一個体

暗赤褐 SD8-]1と同一個体

にぶい橙 SD8 

にぶい褐 SD9 

にぶい橙 SD9 

灰 SD9南比企産

灰黄褐 SD9末野産

褐灰 SD9末野産自然釉付着

灰 SD9末野産自然釉付着

褐灰 SD9No.2 

褐灰 SD9 

暗灰 SD9末野産

灰 SD9南比企産

灰 SD9末野産

暗灰 SD9末野産内面自然釉付着

暗灰 SD9末野産内面自然釉付着

灰白 SD9末野産

灰 SD9南比企産

灰白 SD9末野産自然釉付着

灰白 SD9末野産

灰黄褐 SD9末野怪

位置関係から、 D区第19号溝跡とも同一の溝で

あると考えられる。またD区第19号溝跡は東端部

が直角に屈曲する区画溝と推定されることから、

一辺54m(30間）ほどの区画が形成される。残念

ながら、 E区第10号溝跡西端は立ち上がって溝が

収東し、 D区第19号溝跡のような屈曲はみられな

い。さらに、 E区第 9。10号溝跡と直交するよう

に、平行する E区第4号溝跡と E区第 8号溝跡が

重複するが、関連性は明確にできない。

遣物は中世の鉢、須恵器蓋杯類・壺．甕、土師

器坪・甕、木製下駄が出土している。

第100図33は、別造りの台と歯を組み合わせる

差歯下駄である。台部背面の 2列の挟りに歯部を

差し込み、台部の柄孔には歯部の二つの出柄が
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E区第 5号土漿

1 暗褐色上 黄褐色プロック

2 暗褐色土鉄分

3 暗褐色土炭化物粒子少

4 暗褐色上負褐色プロック多

5 暗褐色—上 黄褐色ブロック多

6 暗褐色粘質土

E区第 6号土壊

1 暗褐色土 黄褐色砂質士

2 暗褐色士 黄褐色砂質土

3 暗黄褐色士やや砂質

E区第 9号土i廣

1 暗褐色粘質土

2 暗褐色十 黄褐色ブロック

3 暗褐色土 炭化物・焼上粒f。鉄分多

4 暗褐色粘笠上 焼七・炭化物粒子

5 賠褐色士 炭化物・焼上粒千・鉄分多

6 暗褐色粘質上 焼土・炭化物粒子

7 暗褐色士焼上・炭化物粒子

8 暗褐色土鉄分

9 暗褐色士粘質土
E区第10号土壊

E区第15号土壊

1 暗褐色士 黄褐色ブロソク多

2 暗褐色土 焼土粒了・炭化物粒子

3 暗褐色土焼土粒子炭化物粒了多

E区第16号土壊

1 暗褐色士焼上・炭化物粒子多

2 暗褐色上やや粘質

3 暗褐色七焼上多炭化物粒子多量

E区第17号土横

1 暗褐色土黄褐色上鉄分多

2 暗褐色土やや粘質

3 暗褐色七

4 暗褐色上 黄褐色ブロック多

E区第 9号溝跡

1 暗褐色土鉄分多

2 仄褐色粘上 青）天色粘土プロック

3 灰褐色粘士

M32Grid Pit1 
1 灰褐色粘質士 黄褐色プロック

2 黄褐色ブロック＋灰褐色粘土

M32Grid Pit2 

1 暗褐色土 炭化物粒子・焼土粒子・鉄分・黄褐色ブロック
1 灰褐色粘質上 黄褐色ブロノク

2 黄褐色ブロック+灰褐色粘上

M32Grid Pit3 2 暗褐色土 炭化物粒子・焼上粒•f少 鉄分・黄褐色プロック

3 暗褐色土黄褐色砂質土 3 灰褐色粘質士 黄褐色ブロ；；ク

M32Grid Pit4 E区第13号土壊

］ 暗褐色土炭化物・焼士多

2 陪褐色十 炭化物・焼土多景

3 灰褐色土炭化物・焼土多やや粘質

4 灰褐色土粘質上炭化物・焼土少

5 灰褐色士

E区第14号土塘

1 暗褐色士鉄分多

2 暗褐色土やや粘質

差し込まれて固定される。台部の平面形は楕円形

で、上面はほぼ平坦である。断面形の縦方向下面

が弧を描き、横方向は上面より下面の幅が狭い台

形である。歯部は前後に開かずに、平行である。

歯部外形は下端が台部より広くなる台形である。

下面は使用痕が顕著で、磨り減り。潰れが日立つ。

歯部柄は上部が広い形状で、断面方形である。歯

高は8.0cmである。鼻緒を装着するための、前壺は

前歯の前に、後壺は後歯の前に穿つ。前壺は左右

に片寄らない中央に位置する。前壺は円形、後壺

は方形である。台部が長さ20.7cm。幅10.0cm。厚さ

2.9cm、歯部が推定全高10．4cm・推定幅14.5cm・厚さ

1.3cmである。木取りは、いずれも柾目である。

E区第 5号土壊（第101図）

L33グリッドに位置し、 E区第12号溝跡と重複

する。

平面形態は、楕円形である。長軸長1.24m、短

軸長0.64m、確認面からの深さ0.29mを測る。長軸
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4 仄褐色粘質上 黄褐色プロック

5 黄褐色ブロック＋）火褐色枯士

M32Grid Pit5 
1 灰褐色粘質七 黄褐色プロ；；ク

2 黄褐色ブロソク＋灰褐色枯七

3 )火褐色粘質上 黄褐色プロック少
M32Gr id Pit6 
1 黄褐色ブロック

2 灰褐色粘質士 黄褐色プロック

3 灰褐色枯質上 黄褐色プロ；；ク多

方位は、 N-ll° -Eを指す。

遺物は微細な破片のため図示し得ない。

E区第 6号土壊（第101図）

L33グリッドに位置し、東端部は調査区外にあ

る。

平面形態は、楕円形である。長軸長1.36m、短

軸長0.78m以上、確認面からの深さ0.20mを測る。

長軸方位は、 N-4° -Eを指す。

遣物は、出土していない。

E区第 9号土塀（第101図）

L32グリッドに位置する。

平面形態は、隅丸長方形である。長軸長1.81m、

短軸長1.02m、確認面からの深さ0.43mを測る。長

軸方位は、 N-51° -Eを指す。

遺物は、須恵器蓋杯・甕等が出土している。

E区第10号土塘（第101図）

L32グリッドに位慨し、 E区第 9• 12号溝跡と

重複する。
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第102図 E区土城・溝跡③出土遺物

第24表 E区土城・溝跡③出土遺物観察表（第102図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 蓋 1 [15] 5 ②FHI A 灰 SK9南比企竜

2 須恵器 蓋 (15.8) [16] 5 ②AHIJ B 灰 SK9末野産

3 須恵器 杯 (11.6) 2.7 6.4 60 ③AEGIJ B 灰 SK9末野産 49-3 

4 須恵器 甕 ②AHJ A 灰 SK9末野産

5 須恵器 甕 ②AHIJ B 灰 SK9末野産

6 須恵器 甕 ②AFHI B 外面：灰白内面：灰 SK9南比企産外面自然釉付着

7 須恵器 蓋 (15.6) 2.6 (6.6) 20 ②ACHI B 灰 SK16末野産

8 須恵器 杯 (124) [3.4] 5 ②F B 灰 M32GrPit7南比企産

平面形態は、楕円形である。長軸長1.37m、短

軸長0.94m、確認面からの深さ0.32mを測る。長軸

方位は、 N-35° -Eを指す。

遺物は微細な破片のため図示し得ない。

E区第11号土堀（第101図）

L33グリッドに位置し、調査区北東隅に所在す

る。平面形態は、円形と思われる。検出された南

北長0.72m、確認面からの深さO.llmを測る。

遺物は、出土していない。

E区第13号土壊（第101図）

L32グリッドに位置し、南側の多くは調査区外

にある。 E区第 9号溝跡と重複する。

平面形態は、明確ではない。東西長1.42m、確

認面からの深さ0.43mを測る。

遺物は、出土していない。

E区第14号土擦（第101図）

L32グリッドに位置する。

平面形態は、円形である。長軸長0.58m、短軸

長0.56m、確認面からの深さ0.43mを測る。長軸方

位は、 N-56° -Eを指す。

遺物は、出土していない。

E区第15号土壊（第101図）

L32グリッドに位置し、北半部は調査区外にあ

る。

平面形態は、不整形である。東西長1.16m、確

認面からの深さ0.31mを測る。

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。

E区第16号土堀（第101図）

L32グリッドに位置し、 E区第17号土城と重複

する。

平面形態は、不整楕円形である。長軸長0.90m、

短軸長0.58m、確認面からの深さ0.29mを測る。長

軸方位は、 N-60° -Wを指す。

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。
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E区第17号土壊（第101図）

L32グリッドに位償し、 E 区第16号土堀• E区

第8号溝跡と重複する。

平面形態は、楕円形である。長軸長l.OOm以上、

短軸長0.80m、確認面からの深さ0.33mを測る。長

軸方位は、 N-56° -Wを指す。

遣物は、微細な破片のため図示し得ない。

E区第12号溝跡（第101図）

(3)その他の遺物

発見されたグリッドが明確ではあるが、その一

方で、帰属する遣構が不明な遣物を、グリッド遣

物として第103図に掲載した。

3 ~ 6は、 L30グリッドから検出された。

3は、土製の臼玉である。長さ1.4cm.径1.1cm。

孔径0.3cm・重さ2.6gである。

4は、土玉である。長さ1.3cm・径1.6cm・孔径

02cm ・重さ2.6gである。

5は、球状の土製品で、用途は不明である。径

2.7cm。重さ17.8gである。表面には指頭圧痕が明瞭

に残る。

第25表 E区グリッド遺物観察表（第103図）

番号 種別 器種 口径 器局 底径 残存（％） 胎土 焼成

1 土師器 高坪 [57] 20 ②ACDG B 

2 須恵器 甕 ②ACHI B 

7 陶器 碗 [1.7] 5.0 20 ②I B 

8 陶器 乖コ ②ACGHI A ， 須恵器 甕 ②ACH B 

10 須恵器 長頸壺 ①AHI A 

11 須恵器 甕 ②AFHI B 

12 土師器 高杯 [98] 35 ③AGH B 

13 灰釉陶器 芸皿 (130) [2.3] 10 ②HI A 

14 須恵器 杯 [1.9] (8.6) 10 ②AFHI B 

15 須恵器 甕 ②AHIJ A 

16 須恵器 甕 ②AFH A 

17 須恵器 織コ ②AHIJ B 

18 須恵器 碑写 ②AFHI B 

20 土師器 高杯 [4.3] 20 ②ADGHJ B 

21 須恵器 長頸壺 [4.6] 5 ①H A 

L32 • 33グリッドに位置する。北側は調査区外

に至り、南側はE区第9号溝跡と交差する。 E区

第5• 10号土堀と重複する。

検出長4.30m、幅0.50~1.16m、確認面からの深

さ0.05~0.10mを測る。溝底標高は、北端付近

22.96m、中央付近22.98m、南端付近22.88mを計測

する。走行方位は、 N-154° -Wを指す。

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。

6は、板石塔婆である。現存高19.7cm・現存幅

15.1cm ・厚さ2.2cmである。刻字は不明瞭な部分が

多いが、「口十月日 □口」紀年銘と供養者名（？）

が刻まれている。

19は、 L32グリッド下層から検出された丸瓦で

ある。現存長5.6cm。現存幅4.9cm・厚さ1.7cmであ

る。胎土の状態は普通で、赤色粒子・白色粒子・

黒色粒子を含む。焼成は普通で、色調は灰色であ

る。

また、いずれにも属さない遣物は、表採遺物と

して第104図に掲載した。

色調 出土位置・備考 図版

橙 L30GrNo.16雲母多

灰 L30Gr末野産

灰黄 L31Gr瀬戸美濃（黄瀬戸？）灰釉 17C中頃？

暗灰 L31Gr常滑

灰 L31Gr未野産

オリーブ灰 L31Gr末野産外面自然釉付着

灰 L31Gr南比企産

灰褐 L32Gr 

灰 L32Gr短頸壺蓋重ね焼き痕

灰 L32Gr南比企産

オリーブ黒 L32Gr・SD9末野産内面自然釉付着

暗灰 L32Gr南比企産

灰 L32Gr末野産

灰 L32Gr南比企産

橙 M30Gr円孔3

灰 M31Gr末野産

-135-



L30グリッド

□□/ 
2
 

L31グリッド

＼ 

7
 

3
 

0
口
G

゜

R
 
②
 4

 

口

10cm 
i 
13 

］ロ---—,-•
- - -=—ーー 。 20cm 

18 

ヽ，
 

ヽ

蕊必芦ぷ料翌＄

L32グリッド

-=—ゴ＝＝ー＝三1
13 

ロロ口沙

口

／
 

14 

M30グリッド

真＼ 20

M31グリッド

＼ー］［
゜トー―-~ | -

10cm 
l 1 4 

第103図 E区グリッド遺物
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第104図 E区表採遺物

第26表 E区表採遺物観察表（第104図）

番号 種別 器種 口径 器贔 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出上位置・備考 図版

1 弥生 幸ギ (16.0) [3.3] 5 ②ABH B にぶい黄褐 外面赤彩

2 土師器 甕 [52] (7.6) 10 ②A B 褐灰 木葉痕

3 土師器 甕 (14.0) [19.4] 60 ②ACHI B にぶい橙 49-4 

4 須恵器 某而： [2.6] 15 ②BEHI A 灰 末野産

-137-



3. F区の遺構と遺物

F区は、 L• M21~29グリッドの延長約90mに

及ぶ範囲である。東側のE区、西側のG区との境

界は基本的に無く、調査年度及び調査手順の関連

から区分けを行った。発掘調査は、第 1 地点•第

2地点に分割して実施した。 F区第 1地点からは、

竪穴住居跡11軒．掘立柱建物跡 2棟・柵跡 2列・

固溝墓 2 基•井戸跡 3 基・土塙14基。溝跡10条・

(1)住居跡
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H
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E' 

水田跡 3区画・ピットが発見されている。一方、

F区第 2地点からは、調査区を南北に貰＜河川跡

が確認され、西岸部では護岸施設が検出されてい

る。この護岸施設は、規則的に打ち込まれた杭と

柱状・板状の木材によって築かれたものである。

このなかから、樋部倉矧のための加工が施された

板倉造り建物の壁板が出土している。

ン

f
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Sl 
V
 

L
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d

F区第 1号住居跡
1 暗褐色土貼床黄褐色土粒子炭化物粒「少量
2 暗褐色上掘形充填黄褐色上プロソク少量
3 暗黄褐色土掘形充填 黄褐色土プロソク多量
4 黒褐色土掘形充填黄褐色土プロック多量
Pit土層
5 黒褐色土 柱痕？ 黄褐色士粒子多量、炭化物少量
6 黄褐色土柱堀形充填 マンガン粒子多菫
炉
a 黒褐色土 マンガン炭化物粒子多量、焼土粒子多量
b 白色粘士粒子多量

貯蔵穴土層
7 黒褐色土黄褐色上粒―［少量 自然雄積
8 黒褐色士黄褐色士ブロソク多絋 自然堆積
9 黒褐色上黄褐色土プロック多量 自然堆積
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Pi t11 
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第105図 F区第 1号住居跡・出土遺物

-138 -



F区第 1号住居跡（第105図）

L28 • M28グリッドに位置し、 F区第12号住居

跡 •F 区第 1 号井戸跡と重複する。

平面形態は、東西に長軸をもつ方形である。長

軸長3.48m、短軸長3.02mを測り、長軸方位はN-

54° -wを指す。遺構確認時にほぼ床面付近まで

露呈し、覆土最上層が貼床層となっている。その

下部に掘形充填層が堆積する。確認面から掘形底

面までの深さは、 0.06~0.16mほどである。

主柱穴は、 Pitl• Pit2 • Pit3 • Pit4 • Pit6 • Pit7の

6本である。

炉は地下炉で、住居の中央付近に位置する。長

軸0.34mX短軸0.32mの円形範囲が焼土化する。炉

の下にはピット状の掘り込みが認められ、上層に

は多量の焼土粒子が堆積する一方で、下層には多

量の白色粘土粒子が検出されている。

貯蔵穴は南側コーナ一部に付設されている。長

軸0.34mX短軸0.60mの隅丸方形で、床面からの深

さは0.33mを測る。底面は平坦ある。

ピットは、 Pit8。Pit9• PitlO • Pitll • Pitl2 • 

Pit13 • Pit14 • Pit15の8本である。南東壁中央の

壁際に位置するPit8には、出入り口施設に伴う機

能（梯子穴）が想定される。

遣物は、土師器壺が出土している。

F区第 2号住居跡（第106図）

L28 • L29グリッドに位置し、北側は調査区外に

ある。 F区第 3• 4号住居跡と重複するが、出土

遣物から新旧関係を明確にすることは難しい。覆

土の堆積状況から、 F区第 4号住居跡が最も新し

く、 F区第 2号住居跡→F区第 3号住居跡の順に

古くなる。

平面形態は、東西に長軸をもつ長方形である。

東西長3.80m以上、幅3.04m、確認面から床面まで

の深さ0.10~0.12mを測る。主軸方位は、 N-

122° -Eを指す。床面には貼床が施され、確認面

から掘形底面までの深さは0.13m~0.19mほどであ

る。

主柱穴はPitl• Pit2 • Pit5の3本で、残る 1本は

F区第 4号住居跡に削平されている。

炉は地床炉で、南東壁にやや寄った箇所に位置

する。長軸0.48mX短軸0.46mの円形範囲が焼土化

する。貼床面よりもやや窪み、焼土ブロックや炭

化物が堆積する。

ピットはPit3• Pit4の2本が検出されているが、

用途は不明である。

壁溝・貯蔵穴等の施設は、検出されない。

遺物は土師器台付甕、弥生壺形土器等が出土し

ている。

F区第 3号住居跡（第107図）

L28 • L29グリッドに位置する。重複する F区

第2• 4号住居跡との新旧関係は、覆土の堆積状

況から最も古い。また、 F区第 1号井戸跡とも重

複する。

平面形態は、東西に長軸をもつ長方形である。

長軸長（東西） 3.13m以上、短軸長（南北） 2.41m、

確認面から床面までの深さ0.06~0.10mを測る。長

軸方位は、 N-86° -Wを指す。床面には貼床が

施され、掘形底面までの深さは0.10~0.13mほどで

ある。

主柱穴は、 Pit2• Pit3の 2本である。

炉．壁溝・貯蔵穴等の施設は検出されない。

ピットは、 Pitl• Pit4。Pit5• Pit6の4本が検出

されている。このうち南壁中央の壁際に位置する

Pit6には、出入り口施設に伴う機能（梯子穴）が

想定される。

遺物は、おもに住居跡東半部に分布する。土師

器甕・器台、弥生壺形土器片や打製石斧が出土し

ている。

第27表 F区第1号住居跡閏土遺物観察表（隻105図）

裔1号 1：ロニI□ I口怪口：□］□。(̀口:□］門成 1 に：こ
出土位置・備考
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F区第 2号住居跡
］ 黒褐色上 黄褐色十粒子少量
2 黒褐色土炭化物粒子多量
3 貼床
4 暗灰色土粘性強
5 灰暗色土砂層
炉
a 暗灰褐色火床面焼上プロソク多

上面に炭化物層の残痕

第106図 F区第 2号住居跡・出土遣物

゜

2 

10cm 
1 4 

第28表 F区第 2号住居跡出土遣物観察表（第106図）

番1~ロニ|~I言|[:~f:]”□0(%)ロニ
2 弥生 壺 ②AGH 

］成1に口 I邸 1外血煤り；位置・備考

B にぶい橙 縄文＋鋸歯文＋赤彩

図版

50-1 

第29表 F区第 3号住居跡出土遺物観察表（第107図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 台付甕 (16.0) [12.9] 25 ②AGHI B 暗赤褐 I Pit5 50-2 

2 土師器 器台 [6.9] 8.1 50 ②ACGHIJ B にぶい橙 No.1円孔3

3 弥生 宮士 ③ADGH B にぶい黄橙

4 弥生 窄士
②CDGHI I B 灰黄褐 床下

5 弥生 碑ギ

I i 

②CGH B にぶい黄橙

6 弥生 並ユ ②DHI B にぶい黄橙
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7は打製石斧で、刃部付近の1/2程度の残存品

である。現存長13.3cm・幅11.7cm・厚さ3.7cmである。

石材はホルンフェルスである。

F区第 4号住居跡

F区第17• 1 8 • 1 9 • 20号土標（第109図）

L28グリッドに位置し、北部は調査区外にある。

1軒の住居跡と、その壁際に平行する 4基の土城

群である。これらの土城は、いずれも住居跡の貼

床下から確認され、位置関係も加味すると、住居

跡の掘形と判断される。

覆土の体積状況から、 F区第 2• 3号住居跡よ

りも新しい。また、 F区第11。12号住居跡、 F区

第1号方形周溝墓と重複するが、新旧関係は不明

である。

F区第 4号住居跡の平面形態は、方形である。

主軸長（南北） 4.85m、東西長3.0m以上、確認面

から床面までの深さ0.17~0.18mを測る。主軸方位

は、 N-42° -Eを指す。床面には貼床が施され、

北辺・東辺・南辺に沿って士堀状の掘形が認めら

れる。確認面から掘形底面までの深さは0.22~

025mほどである。

主柱穴は、 Pitl• Pit2 • Pit3 • Pit4の4本である。

住居跡の四隅に寄って位置する。炉は 2基検出さ

れ（炉A ・炉B)、いずれも地床炉である。炉A

が長軸0.68mX短軸0.51m、炉Bが長軸0.7mX0.6m

の円形範囲に焼土化する。炉Bには床面からの深

さ0.15mほどの掘形がみられる。炉Aと炉Bの新

旧関係は明確ではないが、掘形をもつ炉Bのほう

が先行する可能性が高い。貯蔵穴．壁溝等の施設

は、検出されていない。

掘形と判断した 4基の土堀は、幅狭の溝状土城

3基 (F区第18~20号土堀）と、重複する 1基

(F区第17号土堀）である。

F区第17号土堀は、 F区第18号土堀と重複する。

平面形態は不整形である。南北長1.65m、東西長

1.35m以上、確認面からの深さ0.36m~0.47mを測

る。南北軸方位はN-45° -Eを指す。

F区第18号土城は、住居跡東辺と平行する。平

面形態は、溝状の不整形である。長軸長2.15m、

短軸長0.75m、確認面からの深さ0.31m~0.50mを

測る。長軸長方位はN-37° -Eを指す。

F区第19号土堀は、住居跡南辺と平行する。平

面形態は、溝状の楕円形である。長軸長2.10m、

短軸長1.03m、確認面からの深さ0.25m~0.42mを

測る。長軸長方位はN-36° -Wを指す。

F区第20号土城は、住居跡北辺と平行する。平

面形態は、長方形である。長軸長2.42m、短軸長

0.59m、確認面からの深さ0.31m~0.38mを測る。

長軸長方位はN-38° -Wを指す。

遺物は、住居跡北東コーナー付近のPitl周辺部

と掘形のF区第19号土堀上面にまとまった分布が

みられる。土師器甕．壺・高坪等のほかに、砥石

も出土している。

第110図23は、凝灰岩製の砥石である。現存長

7.1cm ・残存幅6.8cm・厚さ1.8cm・重さ151.4gである。

J1li 
、、 3

4
 

゜
10cm 

1. 4 

第108図 F区第 2• 3 • 4号住居跡出士遺物

第30表 F区第 2 • 3 • 4号住居跡出土遣物観察表（第108図）

器種 口径 器贔 底径 残存（％） 胎上 焼成 色調 I 出土位置・備考

台付甕 (12.2) [9 3] 10 ②ABG B にぶい褐

師器 台付甕 [5 2] (8.6) 5 ②AHIJ B にぶい橙 被熱による風化顕著

師器 器台 [42] 60 ②ACGHI B にぶい褐

生 壺 ②ADHI B にぶい褐

図版
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F区第 4号住居跡
1 黒褐色上 黄褐色士粒了多量
2 黒褐色土 黄褐色プロック多量
3 黒褐色土貼床 黄褐色土プロックの衝き固め
4 黒褐色土柱抜取痕黄褐色上粒子多量
5 黒褐色士柱痕 黄褐色土粒了多量
6 暗黄褐色土柱掘形充填

黄褐色上ブロック多量
7 暗黄褐色士 柱掘形允填

陪黄褐粘土プロック多量
炉A
a 黒灰色土炭化物層 焼土プロック少量
炉B
b 暗褐色土炭化物層 焼十プロック多量
c 暗褐色上 炭化物粒子・黄褐色土粒子少量

第18号土壊
8 黒褐色土 黄褐色土プロソク少量
第17号土壊
9 黒褐色士 黄褐色上プロソク多最
第19号土壊
10 黒褐色士 黄褐色土プロソク多量
11 黒褐色上 黄褐色士プロソク多量
第20号土塀
12 黒掲色士 黄褐色士プロソク多量
13 黒褐色土 黄褐色土プロソク多量

゜
2m  

＇ 160 

第109図 F区第 4号住居跡 F区第17• 18 • 19 • 20号土堀
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第31表 F区第 4号住居跡出土遺物観察表（第110図）

番号 種別 器種 口径 器局 底径 残存（％） 胎土

1 土師器 台付甕 104 [15 5] 90 ②ACDGHJ 
2 土師器 台付甕 (16 9) [3.9] 5 ②ACDGJ 

3 土師器 台付甕 167 [7.6] 10 ②AD 

4 土師器 台付甕 (158) [8.8] 10 ②ACI 

5 上師器 台付甕 14.4 [10 5] 20 ②AGIJ 
6 土師器 台付甕 13.3 253 82 85 ②ACG 

7 土師器 台付甕 15.7 [17.3] 90 ②AGHI 

8 土師器 台付甕 17 4 22.1 9.1 90 ②ACGH ， 土師器 台付甕 [3.6] 6.2 10 ③ACDG 

10 土師器 台付甕 [4 7] 6.9 10 ②ADGH 

11 土帥器 台付甕 [5.2] 9.1 ③ADH 

12 土師器 台付甕 [5.9] 9.3 5 ②ACGH 

13 土師器 台付甕 [6.2] 103 10 ②AEGI 

14 土師器 宰士 (14.5) [12 7] 25 ②ACDGJ 
15 土師器 小型壺 [7.8] 3.3 20 ②ACDGIJ 
16 土師器 高坪 (220) [5.5] 5 ②GH 

17 土師器 高坪 [6.2] 40 ②ACDGJ 
18 弥生 罪上 [12.0] 5 ②ACHI 

19 弥生 碑士 ②DGHI 

20 弥生 箕手 ②DH 

21 弥生 宜ギ ②DGHI 

22 弥生 宰ギ ②ACDGI 

24 土師器 症士・ [3.0] (11.4) 5 ③ABGHJ 

F区第 5号住居跡（第111図）

L27 • L28グリッドに位置し、北部は調査区外

にある。壁は南東隅～南西隅周辺部のみが検出さ

れている。 F区第11号住居跡と重複し、 F区第 1

号周溝墓よりもあたらしい。

平面形態は、方形と推測される。東西長4.05m

以上で、確認面からの深さ0.07~0.15mを測る。南

北方向では3.15m以上確認されており、南北軸は

N-12° -Eを指す。

ピットは、 Pitl• Pit2 • Pit3 • Pit4の4本が主柱

穴である。 Pitlに隣接してPit5が位置し、 Pit3は2

本ピットの集合体とみることができる。このほか

に、南壁の中央壁際に位置するPit7• Pit8には、

出入り口施設に伴う機能（梯子穴）が推定できる。

これに対し、東壁側に寄った箇所にPit6が所在し、

やはり出入り口施設に伴う機能を考えることもで

きる。主柱穴と出入りロピットの二重性に注目す

ると、覆土の堆積状況には把握されていないが、

住居跡の建て替えも想定できる。

炉．壁溝・貯蔵穴等の諸施設は検出されない。

焼成 色調 出土位置・備考 図版

B にぶい黄橙 No2煤付着 50-3 

B にぶい黄橙 No.4 •9 

B にぶい橙 No9 50-4 

B にぶい橙 No.9 

B にぶい黄橙 No.2・4 50-5 

B にぶい橙 Na4・5 50-6 

B にぶい橙 Nol・4 511 

B にぶい橙 No.5 51-2 

B にぶい黄橙

B にぶい赤橙

B 灰白 No.6 

B にぶい橙 No.18 

B にぶい橙 No.7 

B にぶい橙 No.3 5 l -3 

B にぶい橙 No.16 51~4 

B 赤 No.8内外面赤彩

B 橙 No.31 

B 浅黄橙 No.22・L28-19Gr 51-5 

B 橙

B 褐

B にぶい黄橙

B 浅黄橙

B にぶい橙 底部木葉痕

遺物は、南側出入口部周辺および、西側の 2本

の主柱穴の間に集中分布する。土師器壺・甕・高

杯・器台が出土している。

第113図31は打製石斧で、混入品と思われる。

長さ10.0cm・幅9.0cm・厚さ2.7cm、石材は頁岩であ

る。

F区第 6号住居跡（第114図）

L27 • 28、M28グリッドに位置し、北辺周辺部

のみが検出された。 F区第11号住居跡・ F区第 2

号周溝墓と重複するが、遺構確認が困難であった

ため、新旧関係は不明である。

平面形態は方形で、東西長3.00m、確認面から

の深さ0.24~0.27mを測る。北壁方位は、 N-

132° -Eを指す。主柱穴・炉．壁溝・貯蔵穴等の

諸施設は検出されない。

遺物は北東隅付近に集中する。古墳時代後期の

須恵器蓋、土師器甑・甕が出土し、古墳時代前期

の壺・甕・器台等が混入する。

4は、凝灰岩製の砥石である。現存長5.8cm・幅

3.1cm ・厚さ2.0cm・ 重さ59.4gである。
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F区第 5号住居跡
1 暗褐色土黄褐色上ブロック
2 暗褐色土炭化物粒＋少量
3 黒褐色土暗灰色砂炭化物粒子
4 黒褐色土柱抜取痕黄褐色上粒了多量
5 黒褐色土柱痕黄褐色土粒子微量
6 a 暗黄褐色土柱掘形充填 黄褐色土ブロック多量
6 b 暗黄褐色上柱掘形充填 黄褐色土ブロソク多量
6 C 暗黄褐色土柱掘形充填 黄褐色上ブロック多菫

第111図
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F区第 5号住居跡

第32表 F区第 5号住居跡出土遺物観察表（第112• 113図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 症士 (18.0) [2.2] 5 ②ACGI B 明赤褐

2 土師器 症士 [ 4.4] 5 ②ACGH B 橙 No.35 

3 土師器 ＇ギ亜 [2.3] ②ACDG B にぶい黄橙

4 土師器 団＝ぜ (18.6) [13.1] 20 ②ACGIJ B にぶい橙 No.l ・29 51-7 

5 土師器 宮上 (214) [9.4] 5 ②ADGHI B 橙 L28-16Gr 

6 土師器 g士区 (12 6) [6.0] 10 ②GI B にぶい黄橙 P1t3・5 51-6 

7 土師器 罪士 04.2) [12.2] 20 ②ACGH B にぶい黄橙 NoJ5・L28Gr 

8 土師器 車写 (14.0) [5 7] 5 ②ACGHI B にぶい黄橙 No.28 ， 土師器 痺ギ (17 3) [62] 5 ②ACDEG B 灰白

10 土師器 写士 [15.2] 6.0 70 ②AGHI B にぶい赤褐 L28GrNo.12 52-1 

11 土師器 宰上 [22.0] 30 ②AGH B 浅黄橙 L28GrNo.8・9・ L28-16Gr 

12 土師器 罪上 [2.4] 8.8 5 ②ACGJ B 浅黄 No.18 

13 土師器 罪上 [ 4.1] 8.0 15 ②ADEHI B にぶい橙 No.2内外面赤彩

14 土師器 症上 [3.1] 7.2 5 ， ②ACDGH B にぶい黄橙 No.13 

15 土師器 台付甕 (18.7) 30.1 9.4 60 ②ACGJ B にぶい赤褐 No.11 ・20・25・36・37 52-2 

16 土師器 台付甕 [8.8] 40 ②ADHI B にぶい黄橙 No.17 • L28-12Gr 

17 土師器 台付甕 [10.9] (8.3) 10 ②ABG B 外褐灰内：にぶい黄橙 No.16・ L28-16Gr i 
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第113図 F区第 5号住居跡出土遣物（2)

番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

18 土師器 台付甕 [8.5] (12.3) 5 ②ACEGH B 橙 No.4石英多

19 土師器 台付甕 [4.3] 5 ③AH B にぶい橙

20 土師器 台付甕 [ 4.3] 5 ②ACDHJ B 明赤褐

21 土師器 台付甕 [4.6] 5 ②ACDG B にぶい橙

22 土師器 台付甕 [5 9] 10 ③ABDGJ B 灰白 No.14 

23 士師器 台付甕 [6.5] (8.6) 5 ②ACHIJ B にぶい黄橙 No.31 

24 土師器 高杯 (19.2) [40] 5 ③ADHJ C にぶい橙 風化顕著・調整痕不明瞭

25 土師器 高杯 (19.7) [62] 5 ②ACHJ C 浅黄橙 風化顕著・調整痕不明瞭

26 土師器 高杯 (18.9) [4.9] 5 ②ACDGHI A 灰黄褐 No.42 

27 土師器 高杯 (23.4) [7.3] 20 ②ABCDG B にぶい橙 No.14・40 

28 土師器 高杯 [5.4] 30 ②ACG B 橙 L28GrNo.ll 

29 土師器 高杯 [4.8] 20 ②ADGH B にぶい橙 外面赤彩内面一部に赤彩塗料付着

30 土師器 器台 [4.5] I 15 ②ADG B にぶい橙 No.33円孔3
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第33表 F区第 6号住居跡出土遣物観察表（第114図）
番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 須恵器 蓋 (120) [2.8] | 5 ①AHI A 灰 末野産？自然釉付着

i 52-5 2 土師器 甑 25.0 29.3 70 90 ②ABCGHI B 橙 M28GrNo.2把手部欠損

3 土師器 甕 [148] (6.5) 40 ③AGHJ B 赤褐 SJ6・ L27-24・25Gr器面風化 52-4 

5 士師器 宜土 7.4 [2.2] 10 ②BCDGH B にぶい橙

I 6 7 8 9 

土師器 甕 (180) [5.5] 5 ②ACDI B 橙 M28GrNoJ 

土師器 台付甕 [4.7] 20 ②ACG B 浅黄橙

土師器 器台 [4 7] 10 ②AG B にぶい橙 円孔3

弥生 ‘罪平・ ②ACE B にぶい橙 無文部赤彩

F区第8号住居跡（第116図）

L27、M27グリッドに位置し、南側の一部が調

査区外にある。 F区第 2号周溝墓と重複する。

平面形態は、長軸を南北にもつ長方形である。

長軸長3.92m以上、短軸長3.58m、確認面からの深

さ0.03~0.14mを測る。長軸方位はN-24° -Wを

指す。

炉は 3基検出され、いずれも地床炉である。重

複する炉Aと炉Bは、住居跡のほぼ中央に位置す

る。覆土の堆積状況から、炉Aの方が新しい。炉

Aは長軸0.69mX短軸0.52m、炉Bは長軸0.42mX

短軸0.40mの範囲に焼土化し、いずれも浅い掘形

をもつ。炉Cは、住居跡の北側により、 Pitlと

Pit2のほぼ中間付近に位置する。長軸0.9Imx短軸

0.34mの楕円形に焼土化し、浅い掘形をもつ。

主柱穴はPitl• Pit2 • Pit3の 3本である。残る 1

本が調査区外にある 4本柱穴の住居跡である。

壁溝は北壁のみに巡る。幅0.24~0.33m、床面か

らの深さ0.05~0.06mほどである。

貯蔵穴は検出されない。

遺物は、中部高地系の弥生中期の甕形土器（第

115図1) と、打製石器（第115図2)が出土して

いる。 2は長さ142cm・幅10.&m・厚さ2.5cm・重さ

365.3gで、石材はホルンフェルスである。

゜
10cm 

1. 4 

ロロニ
こ

2
 

゜
10cm 

＇ 1 3 

第115図 F区第 8号住居跡出士遺物

第34表 F区第 8号住居跡出土遺物観察表（第115図）

1番1り1:::I 口厘 1口径1口OI残イ；5(％）I②：［嘉］：言□］：こ INo.12孔1対出土位置備考
図枢
52-3 

-150-



．
 

.m ＼ z
“
s
 

m-

心て

a 

A 

： 
を

A23.50 

炉c
F 23. 50 

門

□l

u

 

c

因
3

跡

0

炉

D
 

9
.
 

[
 

3
 

t
 

・
 

p
 

B
 

炉

召

支

s

2
 

t
 

¥

1

0

 

， 
ヽ

’ 
‘‘ ，ヽ

，ヽ

,----------------------_― 

m! 

0

]

 

炉B 炉A

F ' E23.50 E' 

三 言
A23.50 

l 

- -—―．．ー·

A' 

調

査

区

外

D23 50 D' 

言言
A' 

~- -・ - - - - - - - -白-- .. 

0
9
.
C
吋副．

・
 

A

m

-

og
C
N
m
1
 

口
』
口

念
害

1

中
盆
念
撃

・
 

0
9
E
~

Q
 

F区第 8号住居跡
1 黒褐色土 黄褐色土プロ；；ク少量 人為的堆積
2 黒褐色土炭化物多量人為的埋め戻し
3 黒褐色土柱抜取痕 黄褐色士粒子多量
4 黒褐色士柱掘形充填 黄褐色上粒子多量
5 黒褐色土杜掘形充填 黄褐色十拉子多量
6 黒掲色十柱抜取痕黄褐色土粒子多量
7 黄掲色上柱掘形充填黄褐色士プロック多星
炉A
a 黒褐色土炭化物層 焼上粒子少量
b 黒褐色土屈形充填炭化物粒子・

黄褐色土ブロック
炉B
c 黒褐色士 古い炉の埋め戻し

黄褐色土ブロック多量
d 黒褐色土 古い炉の炭化物層
炉c
e 黒褐色十 焼土粒＋多械被熱による硬化面
f 黒褐色七 ローム粒子少量 しまり強
g 黄褐色上黄掲色土粒子少量砂質 しまり弱

゜第116図 F区第 8号住居跡

2,m 
160 

F区第 9号住居跡（第117図）

L26 • 27、M26• 27グリッドに位置する。東壁

から南壁の一部が確認され、北側・南西側は調査

区外にある。 F区第 9号溝跡と重複し、攪乱も著

しい。

平面形態は、方形であると推測される。南北長

5.24m以上、東西長4.65m以上、確認面からの深さ

0.05~0.20mを測る。主軸方位はN-20° -Eを指

す。

炉は地床炉で、住居南壁側に位置する。東西

0.6mX南北0.5mの円形に焼土化する。

主柱穴は明確ではないが、 Pit7• Pit4 • Pit8の3

本に柱穴状の覆土の堆積状況を看取できる。

壁溝・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

ピットはPitl• Pit2 • Pit3 • Pit5 • Pit6の 5本で、

Pit3には出入り口施設の機能が想定できるかもし

れない。

遣物は、炉の南西部付近等から土師器壺・甕。

椀が出土している。

F区第10号住居跡（第119図）

L25 • L26グリッドに位置する。北半部は調査区

外にあり、攪乱や他の遺構との重複も著しく、南

壁周辺部のみが検出された。

平面形態は方形で、確認面からの深さ0.05~
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2 黒褐色上炭化物層
3 黒褐色土貼床黄褐色土プロック多量
4a 黒褐色土 柱抜取痕 黄褐色プロック・白色粘土プロック・マンガン粒子多量
46 暗褐色土柱抜取痕 黄褐色粒子多量
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焼土ブロック・炭化物粒子多量

第117図 F区第 9号住居跡

0.09mを測る。南壁は4.15mほどが検出された。

主柱穴はPitl• Pit2で、ほかは北側の調査区外

にある。炉。壁溝・貯蔵穴等の諸施設は検出され

ない。主柱穴中間の南壁に接するPit3には出入り

口施設の機能が想定できるが、 Pit4の用途は不明

である。

遺物は少なく、土師器小型甕が出土している。
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第118図 F区第 9号住居跡出土遺物

第35表 F区第 9号住居跡出土遺物観察表（第118図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎士 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 坪 14.0 63 90 ②CGH B 黒 53-1 

2 土師器 宰ギ [11.8] 80 ②ADGHI B にぶい橙 No.1 53-2 

3 土師器 甕 [11.6] (5.2) 30 ②AG 
B B 

にぶい橙 No.4・炉 52-6 

4 弥生 宮ギ [6.2] 6.2 5 ②CDI 灰黄褐

5 弥生 器台？ ②GI B 褐

6 弥生 罪ギ ②DGI B にぶい橙 無文部赤彩

7 弥生 壺 ②DHI B にぶい褐

8 弥生 宰ギ ②DGHI B にぶい橙

町

こ》Pit3

．
 

0
9
.
8
Z
E
-

SD8 

叫

A23.50 A' 
：下＼
゜

10cm 

C23 50 

罪 I 3 □三三三三□］〖言冒居品：二言粘土ブロノク多量
14 

3 黒褐色七 黄褐色土粒子・プロック多量
4 黒褐色土 黄褐色十ブロック多量
5 黒褐色土柱痕黄褐色土粒子微量
6 黒褐色土柱掘形充填 黄褐色土粒子・プロック多量
第21号土塀
7 黒褐色七 装褐色粒子多量

c-
，
 

Pit 1 s K21 

゜
2m  

160 

第119図 F区第10号住居跡・出土遺物

第36表 F区第10号住居跡出土遺物観察表（第119図）

番1号 1：：：しI:こI□: 1]:I底径］残：（％）I②：言 I]/i父 1 に：：：橙 I床下

出土位置・備考 図版
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F区第12号住居跡
1 黒褐色土 黄褐色土粒子多量
2 暗黄褐色土 黄褐色土プロック多凪

人為的堆積

゜
2m  

＇ 160 、1

゜
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゜
10cm 

14 

第120図 F区第11号住居跡・出土遺物

F区第11号住居跡（第120図）

L28 • M28グリッドに位置する。重複する F区

第4 • 5 • 6号住居跡と重複し、南東コーナ一部

付近のみが確認されている。

平面形態は方形と推測され、南北長3.00m以上、

東西長1.90m以上、確認面からの深さ0.05~0.06m

を測る。南北軸方位は、 N-19° -Eを指す。

主柱穴。炉・壁溝・貯蔵穴等の諸施設は検出さ

れない。

遺物は、土師器椀が出土している。

第121図 F区第12号住居跡・出土遺物

F区第12号住居跡（第121図）

L28 • M28グリッドに位置し、 F区第 1• 3 • 

4号住居跡、 F区第 1号井戸跡と重複する。

平面形態は、方形である。長軸長2.75m以上、

短軸長2.29m、確認面からの深さ0.05~0.06mを測

る。主軸方位は、 N-50° -Eを指す。

主柱穴．炉・壁溝・貯蔵穴等の諸施設は検出さ

れない。 Pitlが西壁際中央付近に位置する。用途

は出入り口機能もしくは貯蔵穴の可能性かある。

遺物は、土師器壺・甕が出土している。
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第37表 F区第11号住居跡出土遺9l観察表（第120図）

□I：こI]；璽 1口Iで1底径］残心□I二二 I]成］ ：：口：：／：：位置備考
図版

53-3 

第38表 F区第12号住居跡出土遺物観察表（第121図）

rt;:: 2 土師器

ロ璽 1 [J怪|：：□ |残イロ(%)!②Dl：嘉
甕［4．2]| 5 I②DGHI 

(2)掘立柱建物跡

F区第 1号掘立柱建物跡（第122図）

M29グリッドに位置する。東側の一部がE区に

広がり、南半部は調査区外にある。 F区第 2号掘

立柱建物跡とは軸をほほ揃えて重複することから、

両者は建て替えの関係にある。

桁行4間x梁行 3間の総柱建物跡と認定される

が、発掘調査時には土墟群として認識されていた

遣構である。発見された柱穴は 9本で、東辺の一

部は所謂「溝もち」の柱穴となっている。北東隅

の柱穴はF区第 1号溝跡との重複と大地震に伴う

噴砂痕の影響から、みつかっていない。それぞれ

の柱穴の調査時の名称は、 Pitl• Pit2 = F区第

8 • 9 • 10号土堀、 Pit3• Pit4 = E区第 8。7号土

塙、 Pit5=F区第 4号土墟、 Pit6＝調査時遺構名

なし、 Pit7=F区第 7号土堀、 Pit8=F区第11号

土堀、 Pit9=F区第13号土城である。またPit8は、

F区第 2号掘立柱建物跡Pit4と共有する。

桁行を東西に向け、南北軸（桁行方位） N-

36° -wをさす。規模は桁行6.60mX梁行5.70m• 

面積14.58rrlを測る。柱筋が通った対応する柱穴同

士がきれいに並ぶが、柱間距離には桁行・梁行と

もに統一性がない。桁行方向の北東隅． Pit5-

1.20m -Pitl • Pit6 -1.80m -Pit2 • Pit7 -1.50m -

(3)柵跡

F区第 1号柵跡（第123図）

M28 • 29、L29グリッドに位置し、 F区第 2号

柵跡と平行する。

南北 l列に並ぶ柱穴 5本・柱間 4間の柵列と認

1~1 "~! B にぶい橙

出土位置・備考 図版 I

Pit3 • Pit8 -2.10m -Pit4、梁行方向の北東隅・

Pitl • Pit2 • Pit3 -2.10m -Pit5 • Pit6 • Pit7 • Pit8-

1.80m -Pit9 -(1.80m)ー北西隅である。

遣物は出土していない。

F区第 2号掘立柱建物跡（第122図）

M29グリッドに位置し、南半部は調究区外にあ

る。建て替え関係にあると推定されるF区第 1号

掘立柱建物跡と軸を揃えて重複する。

桁行 3間x梁行 2間の側柱建物跡と推定され、

発見された柱穴は 5本である。発掘調査時には土

城群として認識されていた遺構で、それぞれの柱

穴の調査時の名称は、 Pitl= F区第 5号土堀、

Pit2 = F区第 6号土堀、 Pit3= F区第 6号土城、

Pit4= F区第11号土堀、 Pit5=F区第14号土堀であ

る。 Pit4はF区第 1号掘立柱建物跡Pit8と共用す

る。

桁行を東西に向け、南北軸（桁行方向）はN-

50° -Eを指す。規模は、桁行4.05mX梁行

3.60m ・面積14.58mである。柱間距離は、梁行が

1.80mに統一されているのに対し、桁行はPitl-

1.20m -Pit2 -1.20m -Pit3 -1.80m -Pit4と不均ーな

面をもつ。

遣物は、 Pitlから土師器甕が出土している。

定される。 Pit4。Pit5は、発掘調査時に E区にか

けて広がる F区第 1号掘立柱建物跡と認識されて

いた。しかし、 E区には対応するピットが存在し

ないこと、延長線上にピットが並んでいることか
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第2号掘立柱建物跡
1 黒褐色土柱抜取痕
2a黒褐色土柱掘形充填
2b黒褐色士柱掘形充填

2c黒褐色十一
2d黒褐色上
3 黒褐色土

杵掘形充填
柱掘形充填
柱掘形充填

黄褐色土ブロック・塊(r/J5 cm) 少量
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第 1号掘立柱建物跡
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柱抜取痕 黄褐色土ブロック 炭化物粒子
柱抜取痕黄褐色土プロ；；ク 焼土粒『
柱抜取痕 炭化物ブロック多量
柱掘形充填 黄褐色土ブロック少量
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第122図 F区第 1• 2号掘立柱建物跡・出土遺物

第39表 F区第 2号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第122図）

番1号［：：ぶ晶I器よ重 ］］雰I問笥 I底怪］残冗(%)I⑫:]]IJ 1守9色調

橙

出土位置・備考
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F区第 1号柵列 F区第 2号柵列
1 暗荼褐色土 炭化物粒子・黄褐色土粒子少量 4a 暗茶褐色土 柱抜取痕
2a 黒褐色土 白色帖土粒子多量炭化物粋少最 4b 暗黄褐色土柱抜取痕
2b 白色枯士 黒褐色粒子微輩 5a 暗黄褐色土柱掘形充填
3 暗黄褐色上 マンカン粒子・炭化物粒子少量 56 暗黄褐色上 柱掘形充填

第123図 F区第 1 • Z号柵跡

O 2m 
I I I 1 80 
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ら、柵跡と断定した。各柱穴の調在時の名称は、

Pitl • Pit2 = M29GrPit、 Pit3= L29GrPit、 Pit4=F 

区第 1号掘立柱建物跡Pit2、Pit5=F区第 1号掘

立柱建物跡Pitlである。

全長11.7mを測り、軸方位はN-34° -E指す。

才主間距離はPitl-2.70m -Pit2 -3.15m -Pit3 -

3.15m -Pit4 -2.70m -Pit5を測る。

遺物は出土していない。

F区第 2号柵跡（第123図）

L29 • 30、M29グリッドに位置する。 L字に屈

曲する柵跡で、 F区第 1号柵跡と平行する。

南北方向 5間 (Pitl~Pit6)、東西方向2間（Pit6

~Pit8)、柱穴8本の柵跡と認定される。発掘調査

時には、 Pit3。Pit4。Pit5も E区にかけて広がる F

区第 2号掘立柱建物跡と認識されていた。しかし、

(4)周溝墓

F区第 1号周溝墓（第124図）

L27 • 28グリッドに位置する。南東隅付近の一

部が検出され、ほかは調査区外にある。 F区第

4 • 5 • 11号住居跡と重複する。

四隅切れタイプの方形周溝墓と推定される。規

第40表 F区第 1号周溝墓出土遺物観察表（第125• 126図）

番号 種別 器種 口径 布"「Jt回与 底径 残存（％） 胎土

1 弥生 宜上 [20.8] 6.7 80 ③BCGI 

2 弥生 宜上 19.1 51.4 9.1 90 ②ABCEJ 

3 弥生 甕 14.9 [14.3] 50 ②ACHI 

4 弥生 売 (31.6) 484 9.1 60 ③ACHI 

5 弥生 壺 [2.9] 65 5 ②A 

6 弥生 幸ギ [23] (88) 5 ②ADGHI 

7 弥生 窄ギ ②ACE 

8 弥生 壺 ②DGHI ， 弥生 壺 ②DGH 

10 弥生 壺 ②CDGH 

11 弥生 壺 ②DHI 

12 弥生
誼一 ②DI 

13 弥生 罪上 ②CDE 

14 弥生 罪上 ②DGH 

15 弥生 宰ギ ②ABCDG 

16 弥生 宰士 ②ADHI 

17 弥生 甕 ②ADGHI 

18 弥生 宮＋ ②ADGHI 

19 弥生 罪士 ②DHI 

E区には対応するピットが存在しないこと、延長

線上にピットが並んでいることから、柵跡と断定

した。それぞれの柱穴の調査時の名称は、 Pitl=

L29GrPitl、 Pit2= L29GrPit2、 Pit3=F区第 2号掘

立柱建物跡Pit-、 Pit4=F区第 2号掘立柱建物跡

Pit2、 Pi芦F区第 2号掘立柱建物跡Pit-、 Pit6=

M29GrPit8、 Pit7= M29GrPit-、 Pit8= M29GrPit9 

である。

長さは南北長12.0m、東西長5.70mを測り、南北

軸方位N-39° -Eを指す。柱間距離は南北方向

Pitl -1.95m -Pit2 -2.25m -Pit3-2.25m-Pit4-

3.15m -Pit5 -2.40m -Pit6、東西方向Pit6-2.10m-

Pit7 -3.60m -Pit8である。

遣物は出土していない。

模は明確ではないが、外法12.5m、内法8.0m程度

と想定される。南北軸の方位はN-31° -Eを指

す。埋葬施設は検出されていない。

南溝は最大幅l.9rnX長さ4.6m、確認面からの深

さ0.46mを測る。東溝は最大幅l.9mX長さ1.9m、

焼成 色調 出土位置・備考 図面ー

B にぶい橙 No.1 53-4 

B 橙 No.2赤彩焼成後の底部穿孔 53-5 

B 暗褐色 No.5・7 54-1 

C にぶい橙 No.4・6・7 ・9・ 12・ 13・ 14 53-6 

B 明赤褐 L27GrNo.19 

B にぶい橙 L27GrNo.17底部木葉痕

B にぶい褐

B 灰黄褐

B 橙 No.7 

B 黄褐

B 褐灰

B 褐灰

B 褐灰

B にぶい黄橙

B にぶい橙

B にぶい黄橙

B 黒褐

B 灰黄褐

B 褐灰 No.7 
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F区第 1号周溝墓
1 黒褐色士 黄褐色土粒子多量
2 黒褐色上 黄褐色士プロック少量
3 暗黄褐色土盛土の崩落 黄褐色土プロック多量
4 黒褐色土 白色粘士プロック・黄褐色土プロック多量
5 暗黄褐色土 白色粘土プロック多量
6 暗黄褐色土 白色粘土プロック多量
7 暗褐色土 黄褐色土粒子少量

第124図

確認面からの深さ0.65mである。

F区第 1号周溝墓

区第 6 • 8 • 9号住居跡、 F区第 3号井戸跡、 F
 遺物は、南溝溝底付近から弥生中期後半の甕．

壺等がまとまって出土している。特に南関東系の

大型壺（第125図2) には、焼成後の底部穿孔が

施されている。

F区第 2号周溝墓（第127図）

L27、M27• 28グリッドに位置する。北溝と西

溝北半部が検出され、ほかは調査区外にある。 F
 

区第12• 15号土城、 F区第10号溝跡と重複する。

北溝の両端部で溝が途切れるが、重複する遺構

との新旧関係から、単純に四隅切れタイプの周溝

墓と断定することは難しい。規模は外法14m、内

法llm前後と想定される。南北軸方位はN-

-Wを指す。

北溝は最大幅l.6mX長さ8.9m、確認面からの深

36° 
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第126図 F区第 1号周溝墓出土遺物（2)
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F区第 2号周溝葛
1 黒褐色上焼土粒「少量
2 黒掲色土炭化物層 焼七プロック多械
3 黒褐色土 黄褐色上粒子多量
4 黒褐色土 戯褐色土粒子・暗褐色七粒子多量
5 黄褐色士 黄褐色土ブロソク多菫
6 黒褐色土 黄褐色土プロック少量
7 贔褐色士 黄褐色ブロック多菫
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第127図 F区第 2号周溝墓

さ0.25mを測る。西溝は、最大幅1.5mX長さ5.7m、

確認面からの深さ0.47mである。

(5)井戸跡

F区第 1号井戸跡（第128図）

L28グリッドに位置し、 F区第 1• 3 • 12号住

居跡と重複する。

平面形態は不整円形で、長径0.97m、短径0.93m、

長軸方位N-83° - Wを測る。危険防止のため、

調査は底面部まで至っていない。覆土の堆積状況

遺物は出土していない。

の観察から、人為的に埋め戻されている。

遺物は、在地産の鉢が出土している。

F区第 2号井戸跡（第128図）

L29グリッドに位置する。

平面形態は不整円形で、長径0.7m、短径0.65m、

長軸方位N-87° - Wを測る。危険防止のため、
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F区第 2号井戸跡
1 黒褐色土人為的堆積炭化物粒子・

焼土粒子多量
2 黒褐色土 人為的堆積 白色粘土ブロック多量
F区第 3号井戸跡
1 黒褐色上 人為的堆積 白色粘土粒子少量

しまり欠
2 黒褐色土人為的堆積 白色粘土ブロック少量

炭化物片散見
3 黒褐色土人為的堆柏 白色粘土プロック多量
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第128図 F区井戸跡

第41表 F区井戸跡出土遺物観察表（第129図）

番号 種別 器種 口径 益＂＂ 吉回 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出上位置・備考 1図版

1 瓦質土器 鉢 (28.3) [10.3] (11.0) 20 ②AGJ B 灰白 SEl在地産？こね鉢or片口

2 瓦質土器 焙烙 (360) [5 9] (340) 10 ③DH B 褐灰 SE2二次的被熱煤付着

3 かわらけ 皿 7.4 1.8 4.6 75 ②CGHI B にぶい橙 SE3 154-2 

4 かわらけ 皿 11.2 27 6.0 95 ②ADGH B 灰白 SE2・3灯明皿油煙付着二次的穿孔2 I 54-3 

調査は底面部まで至っていない。覆土の堆積状況

の観察から、人為的に埋め戻されている。

遺物は、焙烙が出土している。

F区第 3号井戸跡（第128図）

M27グリッドに位置し、 F区第 2号周溝墓と重

複する。

(6)土壊・溝跡

F区第16号土城（第130図）

L26グリッドに位置し、 F区第 5。 6号溝跡と

重複する。

平面形態は不整円形で、長径1.13m、短径0.95m、

長軸方位N-68° -Eを測る。調査は底面部まで

至っていない。覆土の堆積状況の観察から、人為

的に埋め戻されている。

遺物はかわらけが出士している。

平面形態は、円形である。長軸長0.91m、短軸

長0.78m、確認面からの深さ0.73mを測る。長軸方

位はN-67° -Eを指す。
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第129図 F区井戸跡出土遺物

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。

F区第21号土塘（第130図）

L26グリッドに位置し、 F区第10号住居跡と重

複する。

平面形態は、円形である。長軸長0.62m、短軸

長0.50m、確認面からの深さ0.21mを測る。長軸方

位はN-44° -Eを指す。

遣物は、微細な破片のため図示し得ない。

F区第22号土城（第130図）

L26グリッドに位置し、 F区第10号住居跡と重

複する。

平面形態は、円形である。長軸長0.78m、短軸

長0.70m、確認面からの深さ0.21mを測る。長軸長

方位はN-45° -Wを指す。

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。

F区第 3・4号溝跡（第130図）

L26グリッドに位置し、平行する7条の溝跡のう

ちの 1条である。東にF区第9号溝跡、西にF区

第5号溝跡が位置する。

覆土の断面観察から 2条の溝跡にできたもので、

掘形を明確に二分することができない。検出長

2.10m、幅1.55~1.62m、確認面からの深さ0.48~

0.56mを測る。溝底標高は、北端付近22.54m、中

央付近22.67m、南端付近22.80mを計測する。走行

方位は、 N-34° -Eを指す。

遺物は、土師器壺が出土している。

F区第 5号溝跡（第130図）

L26グリッドに位置し、平行する 7条の溝跡の

うちの 1条である。東にF区第 3。 4号溝跡、西

にF区第 6号溝跡が位置する。

検出長5.20m、幅0.64~0.88m、確認面からの深

さ0.30~0.88mを測る。溝底標高は、北端付近

22.65m、中央付近22.67m、南端付近22.76mを計測

する。走行方位は、 N-33° -Eを指す。
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F区土城・溝跡①

F区第16号土塀
1 黒灰色粘十
F区第21号土i廣
1 黒褐色土 白色砂質土ブロック多量
2 黒褐色土黄褐色上粒—f多量
F区第22号土堀
1 黒褐色上 マンガン粒子多贔
2 黄褐色土 黄褐色土ブロック多量
3 黄褐色土 黄褐色土ブロソク多鼠
L26Gr id Pit1 
1 灰色土
2 灰掲色粘土
3 黒褐色粘十

マンガン粒子・灰白色粘士粒子少量 人為的雄柏

柱痕？ 砂多量
柱掘形充填 白色粘土プロ；；ク多量
柱掘形充填 白色粘士・黒色粘土多量

F区第 3・4・5・6・7・8・9号溝跡
1 黒褐色土 SD3 黄褐色上ブロック少量
2 灰褐色粘土 SD5 黄褐色士プロック多量
3 灰褐色粘土 SD5 青灰色砂質土ブロソク多量（地山起因）
4 黒褐色土 SD4 黄掲色土ブロソク多量
5 暗灰褐色上 SD4 青灰色砂質七ブロック多贔
6 灰褐色粘士 SD7 マンガン粒子多量
7 灰褐色粘土 SD7 黄褐色土プロック多量
8 仄褐色粘土 SD6 マンガン粒子少量 黒褐色土ブロソク多量
9 灰褐色粘士 SD6 黄褐色上プロック多量
10 灰褐色粘土 SD 6 黄褐色土ブロック多量
11 暗掲色七 SD 8 黄褐色＿十ブロソク多星
12 黒褐色上 SD9 黄褐色土プロノク多鼠 人為的堆栢
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遣物は、土師器甕が出土している。

F区第 6号溝跡（第130図）

L26グリッドに位置し、平行する 7条の溝跡の

うちの 1条である。東にF区第 5号溝跡、西にF

区第 7号溝が位置する。 F区第16号土堀と重複す

る。

検出長5.14m、幅0.72~1.40m、確認面からの深

さ0.27~0.47mを測る。溝底標高は、北端付近

22.65m、中央付近22.66m、南端付近22.72mを計測

する。走行方位はN-31° -Eを指す。

遺物は、土師器台付甕。杯が出土している。

F区第 7号溝跡（第130図）

L26グリッドに位置し、平行する 7条の溝跡の

うちの 1条である。東にF区第 6号溝跡、西にF

区第 8号溝跡が位置する。

検出長5.14m、幅0.72~1.40m、確認面からの深

さ0.27~0.47mを測る。溝底標高は、北端付近

22.65m、中央付近22.66m、南端付近22.72mを計測

する。走行方位はN-31° -Eを指す。

遺物は、土師器台付甕が出土している。

F区第 8号溝跡（第130図）

L26グリッドに位置し、平行する 7条の溝跡の

なかで最西端に所在する。 F区第10号住居跡と重

複する。

検出長2.26m、幅0.60~0.82m以上、確認面から

の深さO。10~0.16mを測る。溝底標高は、北端付近

22.96m、中央付近22.95m、南端付近22.97mを計測

する。走行方位はN-33° -Eを指す。

遺物は、土師器壺が出土している。

F区第 9号溝跡（第130図）

L26グリッドに位置し、平行する 7条の溝跡の

なかで最東端に所在する。 F区第 9号住居跡と重

複する。 7条の溝跡の新旧関係は、 F区第 3。5

号溝跡が最も新しく、 F区第 4• 6 • 9号溝跡→

F区第7号溝跡の順に古くなり、 F区第8号溝跡

が最も先行する。

検出長2.80m、幅0.64~0.84m以上、確認面から

の深さ0.06~0.13mを測る。溝底標高は、北端付近

23.31m、中央付近22.97m、南端付近23.03mを計測

する。走行方位はN-147° -Wを指す。

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。

F区第11号溝跡（第130図）

L25 • 26グリッドに位置し、 F区第10号住居跡

と重複する。

検出長4.2m、幅0.42~1.12m以上、確認面からの

深さ0.11~0.38mを測る。溝底標高は、北端付近

22.83m、中央付近22.94m、南端付近22.94mを計測

する。走行方位はN-30° -Eを指す。

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。

F区第12号土撰（第131図）

L27グリッドに位置する。 F区第 2号周溝墓北

溝中央付近から、古墳時代後期の土師器甕。椀か

出土した。遺構形状は把握できなかったが、出土

遣物の時期がF区第 2号周溝墓の時期とは異なる

こと、周溝墓の溝幅よりもはみ出すような平面規

模をもつ遺構ではないことから、土墟の存在が予

想され、 F区第12号土塙として報告する。

遺物は、土師器甕・椀等が出土している。

F区第15号土堀（第131図）

L27グリッドに位置し、 F区第 2号周溝墓と重

複する。

平面形態は、長方形である。長軸長1.28m以上、

短軸長0.84m、確認面からの深さ0.04mを測る。長

軸方位はN-67° -Eを指す。

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。

F区第10号溝跡（第131図）

L27グリッドに位置し、 F区第 2号周溝墓と重

複する。

検出長0.75m、幅1.22~1.32m、確認面からの深

さ0.04~0.06mを測る。溝底標高は、北端付近

23.16m、南端付近23.14mを計測する。走行方位は

N-142° -Wを指す。

遺物は出土していない。
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第131図 F区土墟・溝跡②

F区第15号土壊
1 黒褐色土 ローム粒子多量人為的雄積
2 黒褐色士 ロームプロック多屋 人為的堆積
F区第10号溝跡
1 黒褐色土黄褐色プロ；；ク多量
M28Gr Pi tl 
1 暗茶褐色上 黄褐色粒子・マンガン粒子少量
M28Gr Pi t2 
2 暗茶褐色十 黄褐色粒子・マンガン粒子少量
3 暗茶褐色土 黄褐色粒子・マンガン證十少量

M28Gr Pi t3 
4 暗茶褐色土 黄褐色粒子・マンガン拉子少量
5 暗茶褐色土 黄褐色粒子・マンガン粒子少量
F区M28Gr Pi t4 
1 暗褐色士 マンガン粒子少量
F区M28Gr Pi t5 
2 黒褐色土 焼七・炭化物粒子多量
F区M28Gr Pit6 
3 暗褐色上砂質土

F区第 1号土堀（第132図）

L29グリッドに位置する。

平面形態は、楕円形である。長軸長1.05m、短

軸長0.70m、確認面からの深さ0.12mを測る。長軸

方位はN-6° -Wを指す。

遺物は古墳時代後期の須恵器杯が出土している。
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F区第23号土壊
1 黒褐色土焼土粒子微量
F区第 1号溝跡
1 黒褐色土マンガン粒子多量黄褐色土粒子多呈
2 暗黄褐色土 黄褐色土粒子多量

黄褐色上ブロック少量

第132図 F区土堀・溝跡③ (1)
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第133図 F区土城・溝跡③ (2)

L29Grid Pit1 
1 黒褐色土炭化物粒子少量
2 黄褐色土 マンガン粒子多量
L29Grid Pit2 

1 黒褐色土柱痕黄褐色プロック少量
2 灰褐色土柱掘形允填黄褐色粒子少量

マンガン粒子多量
L29Grid Pit3 

1 黒褐色土柱痕黄褐色粒子少量
2a黒掲色土柱掘形充填黄褐色粒子少量
2b灰褐色土柱掘形充填 白色粒子プロック
2c灰褐色土柱掘形充填 白色粒子ブロック
M29Grid Pit1 
1 黒褐色士柱抜取痕黄褐色土粒子少量
2 黒褐色土柱掘形充填黄褐色土粒f少量
M29Grid Pit2 
2 黒褐色士柱痕黄褐色土粒子少量
3 黒褐色士柱掘形充填黄褐色土粒子少量

M 29Gr id Pi t3 

1 黒褐色土 黄褐色土粒子少量
M29Grid Pit4 
1 黒褐色十柱痕黄褐色上拉［少景
2 黒褐色上柱掘形充填 黄褐色土粒子少贔
M29Grid Pit5 
1 黒掲色土柱痕黄掲色粒了・焼土粒子少量
2a黒褐色土柱掘形充填 黄褐色拉子・焼土粒子多量
2b黒褐色土柱掘形充填黄褐色ブロック多量
M29Grid Pit6 
1 黒掲色土柱抜取痕黄褐色上粒子少量
2 黒掲色土柱掘形充填 黄褐色士粒子少量
M29Grid Pit7 
1 黒褐色七 黄褐色土粒子少量
M29Grid Pit23 
1 暗茶褐色土 黒褐色粒子多量
2 暗黄褐色土 黒褐色粒千多量

F区第 2号土標（第132図）

L29グリッドに位置する。 F区調査区の最東端

にあるが、 E区では検出されていない。平面形

態・規模は、不明である。確認面からの深さ

0.18mを測る。

遣物は出土していない。

F区第 3号土壊（第132図）

L29グリッドに位置し、 F区第2号柵列跡Pit4と

重複する。

平面形態は、円形である。長軸長0.68m、短軸

長0.62m、確認面からの深さ0.17mを測る。長軸方

位はN-44° -Eを指す。

遣物は、微細な破片のため図示し得ない。
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第134図 F区土堀・溝跡①②③出土遺物

F区第23号土凛（第132図）

L28 • M28グリッドに位置し、 F区第 1号住居

跡と重複する。

平面形態は、長方形である。長軸長0.72m、短

軸長0.48m、確認面からの深さ0.21mを測る。長軸

方位はN-31° -Eを指す。

遺物は出土していない。

F区第24号土壊（第132図）

L29グリッドに位置し、周囲には多数のグリッ

ドピットが存在する。

平面形態は、長方形である。長軸長1.21m、短

軸長0.78m、確認面からの深さ0.07mを測る。長軸
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第42表 F区土堀・溝跡出土遣物観察表（第134図）

番号 種別 器種 口径 器局 底径 残存（％） 胎土

1 土師器 盆士 (1s.ol I [2.6l 5 ②ADGH 

2 土師器 痺コ [3.2] (9.0) 5 ②DGHI 

3 土師器 坪 (145) [4.5] 40 ②CGH 

4 土師器 台付甕 [46] 5 ②ADIJ 
3 r・ 土師器 杯 (141) [39] 5 ②CDG 

6 土師器 台付甕 [ 4.1] 5 ②ADH 

7 土師器 宰ギ (14.5) [5.0] 5 ②DHJ 

8 土師器 壺？ [2.3] 63 5 ②ACHJ ， 土師器 椀 119 70 95 ③ADGJ 

10 土師器 癖コ [25.8] 7.2 50 ②ACGH 

11 須恵器 坪 (11.4) [44] 10 ①HI 

12 弥生 壺 [337] 9.0 ③AGIJ 

方位はN-62° -Eを指す。

遺物は出土していない。

F区第 1号溝跡（第132図）

M29グリッドに位置し、 F区第 1• 2号掘立柱

建物跡と重複する。

検出長5.40m、幅0.62~1.12m、確認面からの深

(7)水田跡

F区第 1• 2 • 3号水田跡（第135図）

F区第 1地点西端部のL23• 24 • 25グリッドか

ら、 1108年（天仁元）の浅間山噴火に伴う浅間B

火山灰堆積層の広がりが認められた。この区域は、

住居跡や集落が営まれた東半部に比べて僅かに低

い。

堆積した浅間B火山灰層を除去すると、下層か

らは畦畔状の高まりと、方形に区画され、方向を

N-18~22° -Eに揃えた複数の平坦面が検出さ

れた。このような状況から、浅間B火山灰に埋も

れた平安時代の水田跡と判断された。

F区第 1号水田跡は、 L25グリッドに南北に走

る畦畔状の高まり以東の区域である。東端部は不

明であるが、最大でも F区第11号溝跡までは達し

(8)河川跡

F区河川跡（第136図）

F区第 2地点としたL21• 22グリッドからは、

住居跡や土堀などの集落遺構は一切発見されてい

焼成

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

A 

C 

色調 出土位置・備考 図版

にぶい橙 SD3・4 

にぶい赤褐 SD5・SK5・SK13 

橙 SD6 

にぶい橙 SD6 

橙 SD5・6 

にぶい橙 SD7 

にぶい橙 SD8 

にぶい橙 SD8 

橙 SK12No.2 

浅黄橙 SK12No.1 

灰 SKl末野産？

にぶい橙 SD lNo.1 • M29-8Gr 

さ0.10~0.35mを測る。溝底標高は、中央付近

22.92m、南端付近23.17mを計測する。走行方位は

N-26° -Eを指す。

遣物は、溝底から浮いた状態で、弥生中期の大

型の壺形土器が出土している。

ない。

F区第 2号水田跡は、 L24• 25グリッドにおよ

ぶ最も広い範囲が検出されている。東西11.7m、

南北5.0mの範囲が確認されているが、ほかは調査

区外にある。 L24グリッドとL25グリッドの境付近

には、半島状に突き出た高まりかある。

F区第 3号水田跡は、 L23• 24グリッドにおよ

んでいるが、北西隅付近のみの検出である。東西

6.0m、南北l.Omほどである。

遺物は、いずれからも出土していない。

F区第 1• 2 • 3号水田跡の方向性は、 F区第

3~11号溝跡と一致する。道路幅の発掘調査のた

め把握しにくい面が多いが、ここには立地地形の

方向性が色濃く反映されている。

ない。地形的には谷地形となり、 F区の集落跡と

G区の集落跡を分割している。この谷地形に堆積

した土壌の中には多最の土器片が蝕蔵されていた
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平安水田床土
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I- 1 —|1100 

第135図 F区第 1• 2 • 3号水田跡

ことから、調査を開始した。

調査箇所は、調査区域内を斜めに横切る通学路

に面した区域で、調査区の幅が最も狭くなる箇所

である。また、谷地形を掘削したため、著しい湧

水に襲われ、安全確保のため、充分な調査を行う

ことができなかった。そのため、地形把握のため
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の平面や標高測量なども実施できなかった。辛う

じて、遺物出土状況図と一部の土層堆積図の作成

が間に合った。

調査の進行に伴って多量の土器片が出土したが、

特別に埋置。埋設されたような形跡は把握されて

いない。土師器台付甕．壺・高坪・器台という、

日常雑器が大半を占めている（第137~141図）。

一部に手捏土器や特殊な二重坪高杯、緑色凝灰岩

製の管玉が含まれているが、これらを以って積極

的に祭祀的な様相として捉えることはできない。

特筆できるのは、これらの土器群の時期が古墳時

代前期に限定されることである。

第141図158は、緑泥片岩製の砥石である。現存

長9.9cm・幅52cm・厚さ1.&m・重さ77.7gである。

第141図159は、緑色凝灰岩製の管玉である。長

さ3.9cm・径0.9cm・孔径0.35cm・重さ4.4gである。

孔は、二方向から穿たれている。

さらに調査を進めると、底面付近から多量の木

製品が発見された。これらの木製品は柱状・板状

の木製遺物が多く、長軸方向を同一方向に揃え、

もしくは直交させて配されていた。また、これら

の柱状・板状の木製遣物の下からは、規則的に打

ち込まれた杭列も発見された。杭列は少なくとも

6列が方向を揃えて並び (N-33~38° -E)、上

面の柱状・板状の木製遺物の長軸方向とも一致す

る。そして、その方向は、谷地形の傾斜を表す等

高線の方向と一致する。

このような木製遣物の出土状況から、数列の杭

を打ち込み、その杭と杭を繋ぐように長尺の柱

状・板状の木材を並べた護岸施設が復元される。

よって、検出された谷地形は、護岸施設を必要と

する地形＝「河川」と断定される。

護岸施設に用いられた杭や柱状・板状の護岸材

は、建物の廃材や破損した木製農具などに二次的

な加工も施しながら転用している。また、共伴す

る土器群が古墳時代前期に限定されることから、

木製品も同時期に特定できる。よって、時期特定

が可能な、きわめて良好な一括資料として位置づ

けられる。

出土した木製遺物には、多くの建築材も含まれ

ている。大半が柱材や横架材、梯子材などである。

そのなかで注目されるのは、板倉造り建物の壁板

である。「樋部倉矧Jという、板と板を接ぎ合わ

せるための加工が施されている（第148図190)。

第142図160～第143図167は、鍬である。

第142図160は小塑の鍬で、外形は刃先側が広が

る台形である。長さ10.9cm・推定幅8.8cm・厚さ3.1

cmである。着柄隆起は、隆起と刃部の境が明瞭な

A型隆起である。推定孔径2.8cm、着柄角度117°

の鈍角である。前面に擦痕がみられる。木取りは

柾目である。

161は、横鍬である。着柄隆起の一部と刃部の

大半を欠損する。外形は長方形で、刃部側縁が外

側に膨らみ、上辺が直線的である。刃部の左右端

はわずかに反り上がる。現存長10.6cm。現存幅25.1

cm・ 刃部厚0.8cmである。着柄隆起は逆三角形で、

厚さ2.9cmである。隆起上部は急傾斜、下部は緩や

かな傾斜をもつ。着柄隆起と刃部の境は明瞭であ

る。柄穴は円形で、中央より縁側に寄った位置に

穿つ。推定孔径2.6cm、着柄角度60゚ である。木取

りは板目である。

162は、二又鍬の身である。片刃と軸部の一部

を欠損する。軸部は直線的で、断面が半円形、上

部に柄と結合する扶りはみられない。幅が広く、

2.4cmと厚みがある。刃部は外形が直線的である。

刃部幅は片刃6.0cmで、やや狭い。刃先がやや浮き

あがる。前面。後面に浅い擦痕がみられる。大き

さは長さ51.2cm。刃部厚さ0.8cm・木取りは柾Hで

ある。

163は、二又鍬の身である。軸部・刃部下方を

欠損する。刃先がやや浮き上がる。刃部は外形が

直線的で、側面を平坦に作る。刃幅4.5cmと細長く、

刃厚1.1cmである。前面・後面には、浅い擦痕がみ

られる。現存長19.0cm。幅10.1cm.厚さ1.7cmで、木
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第141図 F区河川跡出土遺物 (5)

第43表 F区河川跡出土遺物観察表（第137~141図）

番号 種別 器種 口径 器展 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 症ギ (24.0) [4.3] 5 ②DG B 橙褐 円孔3が縦列内外面赤彩

2 土師器 症上 (15 4) [2.3] 破片 ②DHJ B 灰褐 有段口縁

3 土師器 幸如 (18.4) [5.7] 30 ②ACG B にぶい褐 有段口縁 -7 

4 土師器 罪ギ (232) [3.3] 5 ②ACG B にぶい黄橙 有段口縁

5 土師器 壺 13.6 [13.6] 40 ②DGI B にぶい橙 単口縁 55-4 

6 土師器 g 上 [17.6] (7.8) 70 ②ADGHI B にぶい橙 55-5 

7 上師器 宜中＾ [9.9] 70 20 ②ADHI B にぶい橙 底部木葉痕

8 土師器 宰ギ [5.0] 4.1 10 ②ACGH B 灰黄褐 外面底部付近に煤付着， 土師器 盆士 [2.3] 5.2 5 ②ADH B 灰褐 内面煤付着 54-4 

10 土師器 壺 [3.1] 5.3 10 ②CGI B 灰黄褐 54-5 

11 土師器 粟士 [3 2] 67 10 ②ACDGHI B にぶい赤褐 I 54-6 

12 土師器 宰士 [4.0] (5.3) 5 ②ACG B 黒褐 炭化物付着 55-1 

13 土師器 誼士 [3.1] 62 10 ②ADF B 褐灰

14 土師器 罪＝ [3.6] 7.7 10 ②ABCG B 黒 外面煤付着

15 土師器 宰ギ [3 9] 42 5 ②DHI B 褐灰

16 土師器 罪上 [3.9] (8.2) 5 ②ACHIJ B にぶい黄橙

17 土師器 宮士 [33] 9.0 5 ③AGH C 灰黄褐 底部木葉痕

18 土師器 甑 (187) [8.3] 5 ③ACGH C 橙

19 土師器 甑 [3.1] 55 10 ②AHJ B にぶい赤褐 単孔

20 土師器 甕 (23.6) [6.2] 5 ③AGH B 黄灰

21 土師器 甕 (242) [12.1] 5 ②DGJ B にぶい黄褐

22 土師器 台付甕 (13.0) [24] 5 ②ADHI B にぶい橙 s字口縁外面煤付着

23 土師器 台付甕 (12.8) [ 4.8] 15 ②DH B にぶい黄橙 s字口縁

24 土師器 台付甕 (144) [ 4 3] 5 ②CDGH B 橙 s字口縁

25 土師器 台付甕 (13.4) [3.6] 5 ②ADH B 黒褐 s字口縁外面煤付着

26 土師器 台付甕 (16.0) [31] 5 ②CDH B 黒褐 s字口縁外面煤付着

27 土師器 台付甕 (16.0) [40] 10 ②ACDGHI B 黒褐 s字口縁

28 土師器 台付甕 (12.5) [7.1] 15 ②AGHI B 灰褐 s字口縁 55-2 

29 土師器 台付甕 14.0 [9 OJ 20 ②ADGH B 黒褐 s字口縁外面煤付着 55-3 

30 土師器 台付甕 (114) [3.9] 5 ②ABCDH B 灰黄褐

31 土師器 台付甕 12.6 [12 9] 30 ②ADGHI B 橙 55~6 

32 土師器 台付甕 (12.6) [12.0] 15 ②ACGHI B 灰黄褐 外面煤付着

33 土師器 台付甕 (14 7) [5.7] 5 ②ABCDG B 灰褐

34 土師器 台付甕 (16.0) [16.0] 20 ②AB B 黒褐 煤付着

35 土師器 台付甕 (17 8) [16.8] 20 ②DGHI B 暗灰 煤付着 56-1 

36 土師器 台付甕 [9.0] 10 ②AHI B 灰黄褐 外面煤付着

37 土師器 台付甕 14.9 [4.0] 10 ②ADG B 褐灰

38 土師器 台付甕 (160) [3.4] 5 ②DH B 灰褐 煤付着

39 土師器 台付甕 (16.0) [49] 5 ②ADGHI B にぶい黄橙 煤付着

40 I土師器 台付甕 (20.4) [184] 15 ②ABJ A 黒
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牙田ミ巧ロ→ 種別 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

41 土師器 台付甕 (20.9 )i [250] 30 ②ADGHI B 褐 56-5 

42 土師器 台付甕 [6.5] 10 ②ACDI B にぶい黄橙

43 土師器 台付甕 [12.5] 8.9 10 ②AH B 褐灰 胴部下位煤付着

44 土師器 台付甕 [2.2] 5 ②AH B 黒褐

45 土師器 台付甕 [3.3] 5 ②ABC B にぶい橙

46 土師器 台付甕 [4.6] 5 ②AH B にぶい黄橙

47 土師器 台付甕 [5.2] 5 ②ACG B にぶい黄橙

48 土師器 台付甕 [3.5] 5 ②ADG B 灰褐

49 土師器 台付甕 [2.7] 5 ②H B 灰

50 士師器 台付甕 [4.5] 5 ②ABH B にぶい橙

51 土師器 台付甕 [3.7] 5 ②DH B にぶい橙

52 土師器 台付甕 [5.3] 5 ②DGH B 灰黄

53 土師器 台付甕 [3.4] 5 ②ADGH B 褐灰

54 土師器 台付甕 [2.9] 5 ②ACH B 褐灰

55 土師器 台付甕 [3.1] 5 ② B 灰 煤付着

56 土師器 台付甕 [3.9] 10 ②AD B にぶい褐 煤付着

57 土師器 台付甕 [2.7] 5 ②CDHI B にぶい褐 台部内面に砂粒付着

58 土師器 台付甕 [5.1] 5 ②DGH B 灰黄褐 台部内面に砂粒付着

59 土師器 台付甕 [4.9] 5 ②ABDH B 褐灰

60 土師器 台付甕 [4.9] 5 ②ABCH B 褐灰 煤付着

61 土師器 台付甕 [3.7] 5 ②DHI B 灰黄褐

62 土師器 台付甕 [5.2] (9.5) 5 ②AGHI B にぶい橙

63 土師器 台付甕 [5.5] 9.5 5 ②ADGHI B 灰白

64 土師器 台付甕 [6.2] (9 3) 5 ②ABG B にぶい橙 煤付着

65 土師器 台付甕 [6.7] (8.4) 5 ②AHI B にぶい褐

66 土師器 台付甕 [7.2] (10.2) 5 ②AHI B 褐灰

67 土師器 台付甕 [6.8] (10.0) 5 ②ADGI B 褐灰

68 土師器 台付甕 [5.0] 8.5 10 ②ADGH B 橙

69 土師器 台付甕 [6.0] (10.2) 10 ②ADH B 黒褐

70 土師器 台付甕 [5.5] (98) 5 ②ADGHI B 褐灰

71 土師器 台付甕 [59] 7.2 20 ②DH B にぶい褐

72 土師器 台付甕 [6.9] 9.1 10 ②DH B 灰褐 煤付着

73 土師器 台付甕 [5.3] 8.0 5 ②ADHI B にぶい赤褐

74 土師器 台付甕 [6.2] (83) 5 ②ACDHI B 灰褐

75 土師器 台付甕 [5.7] 8.1 5 (Z)ADGHI B 褐灰 接合部分に煤付着

76 土師器 台付甕 [6.0] 9.7 20 ②ACDI B 灰褐

77 土師器 台付甕 [7.9] 11.6 5 ②AHJ B 灰褐 煤付着

78 土師器 台付甕 [6.2] 10.2 10 ②ACD B 灰黄褐

79 土師器 台付甕 [5.7] 10.2 10 ②ADH B 灰黄褐

80 土師器 台付甕 [5.9] (95) 5 ②AG B 褐灰

81 土師器 台付甕 [5.9] 8.5 10 ②ADGH B 灰黄褐

82 土師器 台付甕 [6 2] 6.7 5 ②AGH B 灰褐

83 土師器 台付甕 [42] (7.7) 10 ②DGH B 暗赤灰

84 土師器 台付甕 [4.9] 71 10 ②ABC B にぶい褐

85 土師器 台付甕 [5.0] 10 ②DHIJ B 褐灰

86 土師器 台付甕 [5.6] (8.7) 10 ②DGH B 灰褐

87 土師器 台付甕 [71] 9.7 5 ②AD B 灰褐

88 土師器 台付甕 [7.9] (8.4) 10 ②DH B 灰黄

89 土師器 台付甕 [7.5] (8.4) 5 ②ACDG B 明褐灰

90 土師器 台付甕 [7.6] 8.8 10 ②BG B にぶい褐

91 土師器 小塑壺 (9.8) [3.2] 10 ②DHI B にぶい橙 赤彩

92 土師器 小型壺 (10.1) [3 3] 15 ②AH B にぶい赤褐 赤彩

93 土師器 小型壺 (10 0) [2.8] 5 ②AGHI B にぶい黄橙
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番号 種別 i 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 ：図版

94 土師器 小型壺 (10.5) [39] 20 I②AH B にぶい橙

95 土師器 小塑壺 (17.0) [2.6] 10 ②ACGHI B にぶい赤褐 赤彩

96 土師器 小型壺 (10.9) [83] 10 ②CDI B 褐

97 土師器 小型壺 (14.4) [64] 10 ②ABGH B 橙

98 土師器 小型壺 (120) [10.3] 10 ②ADGI B にぶい黄橙

99 土師器 小型壺 [2 3] 1.9 15 ⑤AGH B 灰黄褐

100 土師器 小邸壺 [2.9] (3.6) 5 ①G B にぶい黄橙 赤彩

101 上師器 小剋壺 [4.5] 4.3 10 ②AH B 灰黄褐

102 :I・：師器 小型壺 [1.7] 3.4 10 ②ACDFGH A 灰黄褐

103 土師器 小型壺 [1.4] 10 ②ADI B 黒褐

104 土師器 小型壺 [3.0] 4.0 5 ②CDI B 灰

105 土師器 ミニチュア 2.6 4.3 2.6 100 ②DHI B 灰褐 56-2 

106 土師器 ミニチュア 4.4 3.4 2.7 90 ②AHI B 黒褐 56-3 

107 土師器 ミニチュア (5.0) 38 3.3 60 ②CGH B にぶい黄橙 56-4 

108 土師器 ミニチュア [1.8] 3.8 30 ②CGI B にぶい黄橙

109 士師器 ミニチュア 52 5.9 25 100 1②DH A 灰黄褐 56-6 

110 土師器 ミニチュア (6.7) 3.8 20 50 ②ADH B にぶい橙 赤彩

111 土師器 ミニチュア [4.7] 2.8 80 ②BCI B 灰黄褐 56~7 

112 土師器 ミニチュア [46] 90 ②CGH B にぶい橙 56-8 

113 土師器 ミニチュア (72) [6.9] 3.4 50 ②DGH B 灰黄褐 57-1 

114 士師器 ミニチュア 8.8 8.3 2.9 100 ②ABD B にぶい黄橙 赤彩 57~2 

115 土師器 ミニチュア (8.5) 7.4 30 ②ABCG B 浅黄橙 57-3 

116 土師器 ミニチュア (9.0) [5.7] 20 ②CDH B にぶい褐 赤彩 57-4 

117 土師器 ミニチュア (10.0) [63] 20 ②ACGHI B 褐灰

118 土師器 ミニチュア [59] 2.0 35 ◎AG B 灰赤 外面赤彩

119 上師器 椀 (12 9) [6.8] 10 ①DH B 灰黄褐

120 七師器 椀 (14.0) [3.4] 10 ②AH B 橙 赤彩痕

121 土師器 椀 (15.0) [4.3] 20 ②CGI A 褐 暗文赤彩？

122 土師器 ：高杯 16.0 [4 7] 45’②AGH A 灰黄褐

123 土師器 高杯 118 11.0 (l l.4) 75 ②ACH B にぶい橙

124 土師器 高坪 [7.7] (138) 20 ②ADGH B 灰褐 円孔3 57-5 

125 土師器 高杯 [5.4] 40 ②AD B 灰黄 赤彩円孔3 57-6 

126 土師器 高杯 [3.4] 20 ②DGI B にぶい黄橙

127 土師器 高杯 [6.5] 9.9 40 ②DGH B にぶい褐 円孔3

128 土師器 高杯 [4.6] 50 ②ABD B にぶい橙 赤彩円孔3

129 土師器 高杯 [3 6] 20 ②ACGH B 灰黄褐 円孔3

130 士師器 高杯 [3.5] 10 ②ACDGHI B にぶい黄橙

131 上師器 高杯 149 [5.1] 40 ②BDG B 赤 赤彩

132 土師器 高杯 [ll.l] 35 ②ACGH B にぶい黄橙

133 土師器 高杯 [9.l] 30 ②ACGHI B にぶい赤褐

134 士師器 高杯 [8.1] 30 ，②ACGH B 灰黄褐

135 土師器 高坪 [96] 40 ②BGH B 橙

136 土師器 高杯 [76] 20 ②AHI B 灰黄褐

137 土師器 高杯 [10.0] 40 ②BGH B 橙

138 土師器 高杯 [8.0] 15 ②ACGHJ 'B 灰黄褐

139 土師器 高均 [4.9] 10 ②CDGHI B 灰白

140 士師器 高杯 [6.5] 20 ②ACDH B 灰褐

141 士師器 高坪 [8.4] 15 ②ADH B 暗灰黄

142 士師器 高杯 [3.2] 5 ②ACDGJ B 橙

143 土師器 高坪 [6.5] 35 ② ACDHI B 灰黄

144 土師器 高杯 [7.9] 20 ②ACHJ B 暗赤灰

145 土師器 高坪 [3.0] 10 ②ACDGHI B 橙

146 土師器 高杯 [8.4] 20 1②ACDGI B 褐灰
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番号 種別 器種 口径 器蘭 底径 残存（％） 胎上

147 土師器 高坪 [7 O] 
10 I ②ACHI 

148 土師器 高杯 [7 8] 15 ②ADGH 

149 土帥器 高坪 [6.0] (9.5) 5 ②ACGH 

150 土師器 高杯 [2.3] (8.8) 20 ②ACD 

151 土師器 器台 [2 6] 40 ②AG 

152 土師器 器台 [5.0] 70 ②DI 

153 土師器 器台 I (66) [6.4] 40 ②AGH 

154 土師器 器台 (8.0) [7.2] 80 ②AGIJ 

155 土師器 器台 80 [3.8] 15 ②CDH 

156 土師器 器台 9.0 [4.6] (68) 50 ②AGHI 

157 須恵器 甕 (23.6) [7.9] 5 ②AFIJ 

取りは柾目である。

164は、鍬の身の軸部である。軸部下端と右側

面を欠損する。上部には紐かけの挟りがある。外

形は下に向かってやや幅広になり、欠損している

が断面は半円形である。現存長14.3cm・現存幅2.7

cm ・厚さ2.0cm、木取りは柾目である。

第143図165は、鍬の身である。軸部と刃部の大

半を欠損する。前面には削り込みがみられ、側面

は丸味をもたない平坦に作る。前面・後面には、

浅い擦痕がみられる。現存長11.3cm・現存幅4.2

cm。厚さ22cm、木取りは柾目である。

166は、二又鍬の身の片刃である。軸部・刃先

を欠損する。前面には削りが施され、刃先側が浮

いている。前面。後面には浅い擦痕がみられる。

現存長28.5cm。現存幅6.8cm・厚さ2.2cm、木取りは

柾目である。

167は、鍬の曲柄である。台のみが残存する。

加工痕は装着面にのみ残存し、断面は半円形であ

る。装着面長15.9cm・幅3.4cm・厚さ3.1cm、木取り

は板目である。

第143図168~170は、横槌である。

168は、敲打部上端と握部を欠損する。敲打部

は円錐形状で、断面は楕円形である。ほぼ全面に

擦痕がみられる。現存長13.0cm。幅7.3cm・厚さ6.0

cm、木取りは柾目である。

169は、敲打部と握部の境に明確な段をもつ。

敲打部中心と握部中心は一致せず、敲打部が使用

焼成 色調 出土位置・備考 図版

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

にぶい橙

にぶい橙

にぶい黄橙

l | にぶい橙 異形脚

にぶい赤褐外面・受部内面赤彩？

褐灰 円孔3

灰黄褐 中央孔広い 57-7 

橙 円孔3
＇ 57-8 灰黄褐 円孔3

灰黄褐 短脚異形

灰白 南比企産

面側に片寄る。敲打部は上端がやや盛り上がる形

状で、先端径が大きく握部径が小さい。断面は円

形である。握部は直線的な外形で、断面は円形で

ある。全面に加工痕が残る粗い造りである。使用

面は加工痕が磨滅している。上端面にも加工痕の

つぶれがみられることから、上端面の使用も考え

られる。使用面の裏側には、直線的な刃物痕が多

数残存し、大きく削れている。作業台として使用

された可能性も考えられる。握部の一部は炭化し

ている。長さ32.8cm・敲打部幅9.5cm。厚さ7.8cm、

握部幅3.6cm・厚さ3.3cm、芯持材である。

170は、握部を欠損する。敲打部は円錐形状で、

断面は歪な円形である。使用痕は不明である。上

部・下部が炭化している。現存長17.1cm・幅8.9

cm・ 厚さ8.8cm、分割材である。

第144図171~175は木錘である。いずれも芯持

材の丸木を加工したものである。

171は、上下の端部を尖らせ、中央部にくびれ

を成形する。上端には不規則な加工痕がみられ、

中央部には竪状工具と思われる横方向の加工痕が

残る。一部に樹皮が残存する。ほぽ全面に、加工

後の被熱がみられる。長さ20.7cm・幅6.5cm・厚さ

6.0cmである。

172は、上下の端部を加工し、凸面を成形する。

長さ16.3cm・幅6.1cm・厚さ5.4cmである。

173も、上下の端部を加工し、凸面を成形する。

長さ17.0cm・幅62cm・厚さ5.&mである。
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174も、上下の端部にのみ加工痕が残る。ほほ

全面に被熱がみられる。長さ16.5cm・幅6.2cm・厚

さ5.4cmである。

175は、上端面を平坦に、下端面を凸面に成形

する。長さ17.8cm・幅6.7cm・厚さ5.5cmである。

第144図176は、布巻具である。両端にケズリを

施し、括れを作り出す。軸部は非常に直線的で、

歪みがない。断面は楕円形である。図の上端から

約1/4程のところに 1箇所、中央付近に 2箇所の

計3箇の貰通孔がある。これは、巻く布の幅に対

応した細工と想定される。長さ55.3cm・幅3.0cm• 

厚さ19.5cmである。木取りは、柾目である。

第144図177は、片口の槽である。両側の体部を

欠損しているが、楕円形の槽と考えられる。底面

部は平坦で、楕円形である。底部と体部の境は明

瞭で、外面では稜をもつ。片口の横断面は、外面

が半円形、内面が方形に成形されている。長さ

60.3cm。現存幅13.7cm。厚さ2.5cmである。横木取り

である。

第144図178は、曲物の底板の転川品と考えられ

るが、用途は不明である。上端は直線的で、木目

方向に対し斜めに加工される。縁に沿って、円孔

を4箇所に穿つ。下端は曲線的で、円孔が1箇所に

みられる。現存長14.1cm。現存幅5.8cm・厚さ0.6cm、

木取りは柾目である。

第145図179は、腰掛の脚板である。上端の出柄

で座板と結合し、座板に対して外側に「ハ」の字

に開くように斜めに糾み合わさる。脚板の外形は

台形である。厚さは、下端部に向かって薄くなる。

外面側下端には断面L字形になるような段が作り

出されていたが、剥離・欠損する。現状では下端

辺が斜めであるが、用途から本来は水平である。

出納の両側面には、脚を材板に固定する円孔を 1

箇所ずつ穿つ。長さ18.4cm・幅12.4cm。厚さ1.5cm、

木取りは柾目である。

第145図180は、剣形の形代と思われる。刃部と

茎を模った形態で、括れ部には加工時の段差が残

る。鏑の表現はない。断面は側面が丸みをもつ長

方形で、左右の厚さにややバラつきかみられる。

長さ22.5cm・幅4.8cm・厚さ0.7cm、木取りは柾日で

ある。

第145図181は、台状の製品であるが、器種は不

明である。半戟材の樹皮側にケズリを施し、楕円

形の窪みをつける。背面は割りはがしたままの状

態で、平滑にするための加工は施されていない。

左右の端面はほぼ垂直である。正面を中心に、ほ

ぽ全面が炭化している。長さ33.6cm・幅14.1cm・高

さ4.8cm、木取りは板目である。

第146図182～第148図188は建築材である。

第146図182は、柱材と考えられる。本来は、上

端が二又に分かれたY字材で、その一方が切り落

とされ、棚状の段が形成されている。建物の建築

材としての一次加工か、転用時の二次加工かは不

明である。下端は丸く削っている。側面は、縦方

向のケズリを施し、面を作る。現存長147.9cm・幅

9.5cm ・厚さ11.1cm、芯持材である。樹種はイヌガ

ヤである。

183は、仕口部に柄孔を穿ち、垂直方向と水平

方向の二材を結合する材である。全面にケズリ加

工を施して、断面長方形に成形する。形状から、

横架材と椎定される。現存長102.2cm。幅14.1cm• 

厚さ5.4cm、木取りは板日である。樹種はモミ属で

ある。

第147図184は、上下端に向かって幅狭になる。

下端には出柄の痕跡がみられ、中央付近には留

め柄を 1箇所穿つ。下端には二次加工が施され、

杭材に転用されている。現存長91.0cm・幅9.9cm• 

厚さ9.6cmである。分割角材で、樹種はコナラ属コ

ナラ亜属クヌギ節である。

185は、上部に仕口をもつ。仕口部以外には加

工がみられず、割り裂いたままである。長さ81.6

cm・幅4.9cm。厚さ5.7cmである。分割材で、樹種は

モミ属である。

186は、端部に仕口をもつ。加工痕は仕口部の

-185 -



＇ 

筐

こ

179 

てつ

（／ンシ、フ 180 

｀ 

-------------

戸 ¥」--どク

↓―
 

王
181 

゜
10cm 

＇ I • 4 

第145図 F区河川跡出土遺物（9)

みでみられ、ほかは分割したままで加工を施さな

い。断面形は歪な方形である。現存長102.8cm・幅

32cm ・厚さ4.4cm、木取りは板目である。

187は、両端に仕口をもつ。外形は直線的で、

各面とも丁寧なつくりである。右側面には圧痕が

みられる。現存長132.1cm。幅6.&m・厚さ4.0cm、木

取りは柾目である。

第148図188は、端部に仕口が残る。下端を欠損

する。断面は半円形である。長さ36.3cm・幅4.7

Clll・厚さ3.5cm、木取りは柾日である。

第148図189• 190は建築板材である。

189は、欠損した板材である。端部から幅約13
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cmほどの範囲を、片面のみ削られて厚さが薄く調

整されている。ほぼ全面に、ケズリ加工が施され

ている。断面はごく緩やかな弧を描く。用途は、

屋根板材の可能性がある。現存長48.5cm・幅17.9

cm・ 厚さ2.4cm、木取りは柾目である。樹種はモミ

属である。

190は、板倉造り建物の壁板である。板倉造り

とは、それぞれの柱の側面に溝を彫り、この溝の

中に柱と柱にわたる横長の壁板を落とし込む構法

である。柱に落とし込む左右の端部の片面側のみ

の右端4.0cm・左端7.6cmの範囲にケズリが施され、

厚さが調整されている。背面は平坦である。上端

面が平坦であるのに対し、下端面はV字谷形に加

工されている。これは、 V字谷形の板側面と V字

山形の板側面を矧ぎ合わせる「樋部倉矧」という

方法に用いられる壁板材として加工されたもので

ある。下端面のV字谷形は、下の壁板と矧ぎ合わ

せるための加工である。本来ならば、上端面はV

字山形に加工されているべきであるが、 190は平

坦である。この形状は、梁桁材直下の壁板最上段

の壁板であったことを示唆する。厚さは、上端か

ら下端へと厚くなる。柄孔は左から2.4cmx 2.4cm、

2.0cm x 2.0cm、1.8cmx 2.4cmの方形で、材に対して

やや斜め上方向に穿つ。孔と孔の間隔は、 24.7cm

と27.1cmで均等ではない。孔の位置は、左から右

へわずかに下がる。正面・背面ともに、明瞭な加

工痕が多数みられる。幅86.8cm・高さ17.5cm・厚さ

3.1cm、木取りは追柾日、樹種はヒノキである。

第149図191~193は建築材の梯子である。

191は、芯持材の丸木を用いた一木の梯子であ

る。上部を欠損するが、上端部に近い部分まで遺

存する。段間幅は、下から第1段が38.7cm、第 2段

が27.7cm、第 3段が31.7cm、第 4段が22.8cmである。

足掛部の高さは、下から4.5cm• 4.3cm • 5.7cmであ

る。足掛部の縦断面は、三箇所とも上面かやや上

向きに立ち上がり、平坦な側面に繋がり、下面は

緩やかに下る。横断面の形状は、足掛部直上付近

が長方形、足掛部が円形で、削られた段部が半円

形である。現存長121.3cm・幅10.5cm・厚さ8.5cm、

樹種はヤマグワである。

192は、割材を用いた一木の梯子である。上

部・下部とも欠損し、足掛部 1箇所とその上段が

残存するに過ぎない。背面は炭化し、大部分が剥

落する。段間幅は62.1cm以上と長い。足掛部の高

さは2.2cmである。断面は、足掛部が楕円形、段間

が歪な方形である。現存長70.3cm・幅12.4cm・厚さ

6.3cmである。半戟木で、樹種はヤマグワである。

193は、芯持ちの半戟材を加工した梯子である。

上部・下部とも欠損し、足掛部上端部からその上

段部が残存する。正面と背面下部には粗く削った

痕跡がはっきりとみられ、全体的にやや薄手に仕

上げられている。特に、背面下部を削って薄くし

ている。下端は丸く突出する。足掛部上面は、下

方にむかって立ち上がる。現存長54.6cm・幅12.3

cm。厚さ4.5cmである。

第150図194～第152図208は、杭である。

第150図194は、建築材（柱材）を転用した杭で

ある。本来は、上端部に出柄が招えられ、下端部

は平坦に仕上げられている。側面部は全面に縦方

向のケズリを施して面を作り、その加工痕は明瞭

に残る。杭先端（下端）には二次加工を施して尖

らせているが、杭先に平坦面が残るため鋭くはな

い。杭先加工は長さ27.7cmで、全長に対して短い。

長さ254.7cm・幅14.6cm・厚さ14.8cmである。分割丸

材で、樹種はヒノキである。

195も、建築材（柱材）を転用した杭である。

上部を折損するが、本来の建造物廃棄段階の折損

か、二次加工によるものかは不明である。側面部

にはほぼ全面に縦方向のケズリを施し、平滑に仕

上げられている。杭先加工は長さ22.9cmほどで、

ケズリ単位は 7面に分割される。現存長182.5cm• 

幅11.4cm.厚さ10.7cm、分割材である。

196は、建築材を転用した杭である。折損した

角材で、その一端を加工して杭先に変容している。
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杭先加工の長さは13.0cmほどで、ケズリ単位は 6

面に分割される。ほぼ全面にケズリ加工が施され、

正面の一部には直線的な切り傷痕が残存する。現

存長90.5cm・幅10.6cm・厚さ7.0cmである。分割角材

で、樹種はヤマグワである。

197は、建築材を転用した杭である。断面が長

方形の角を面取りした六角形の長尺材である。上

下両端ともに折損する。ほぼ全面に、縦方向の単

位の長いケズリ加工の痕跡がみられる。外形は直

線的で、下端に向かって幅狭になる。杭先加工の
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第150図 F区河川跡出土遺物（14)
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第153図 F区河川跡出土遺物（17)

長さは17.9cmほどであるが、ケズリ加工は限定的

に施されている。現存長112.6cm・幅7.6cm。厚さ4.9

cm、木取りは柾日である。

198は杭先付近のみが残存し、その上部は欠損

する。分割材の先端にケズリ加工を施して尖らせ

た杭である。杭先加工の長さは9.3cmほどで、ケズ

リ単位は 6面に分割される。加工痕は杭先のみに

認められる。現存長37.3cm・幅8.4cm・厚さ5.5cm、

木取りは板目である。

第151図199は、分割材を用いた杭である。表面

は割り裂いたままの状態で、平滑ではない。杭先

にのみ加工痕がみられる。杭先加工の長さは33.7

cmと長く、幅の広い面を作る。ケズリ単位は 5面

に分割される。現存長81.0cm・幅12.3cm・厚さ12.1

cmである。

200は、分割材を用いた杭である。杭先にのみ

加工痕がみられる。杭先は、断面が扁平な材の側

面を削って尖形を作り出し、正面・背面には形を
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整える程度の浅いケズリを施している。杭先加工

の長さ37.0cmで、ケズリ単位は 8面に分割される。

現存長59.9cm．幅17.0cm・厚さ12.3cmである。

201は、芯持材の丸木を用いた杭で、材は湾曲

する。杭側面部と杭先との境は不明瞭で、側面か

ら杭先に角度をもたずに移行する。現存長81.4

cm・幅11.7cm・厚さ11.1cmである。

202は、芯持材の丸木を用いた杭である。ほぼ

全面に縦長のケズリ加工を施し、木肌を削る。端

部に長さ9.4cmの杭先加工を行い、ケズリ面は 8面

に分割される。現存長74.1cm・幅5.4cm・厚さ5.4cm

である。

203も、芯持材の丸木を利用した杭である。先

端に長さ2.2cmの杭先加工を施し、ケズリ単位は5

面に分割される。杭先付近の正面・背面にもケズ

リ加工を施し、面を作る。現存長33.8cm・幅3.6

cm・ 厚さ32cmである。

第152図204も、芯持材の丸木の先端を加工した

杭である。本来が大きく捻じ曲がった材で、上部

を欠損する。加工は杭先にのみみられ、長さ10.9

cm、ケズリ単位は 4面に分割される。現存長114.7

cm・幅10.3cm・厚さ10.9cmである。

205も、芯持材の捩れのある丸木を用いた杭で

ある。杭先にのみ加工が施される。他の杭に比べ

て太い丸木を加工したもので、縦方向に段が形成

されるような深いケズリが施されている。杭先加

工の長さは20.0cm、ケズリ単位は 6面に分割され

る。現存長68.2cm・幅15.8cm・厚さ13.5cmである。

206も、芯持材の丸木を用いた杭である。杭先

にのみケズリ加工が施され、加工長12.2cm、ケズ

リ単位7面に分割される。現存長52.0cm・幅4.9cm• 

厚さ4.6cmである。

207も、芯持材の丸木の先端を加工した杭であ
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る。杭先以外に加工はみられない。杭先加工の長

さ6.8cm、ケズリ単位 4面に分割される。現存長

17.1cm。幅52cm・厚さ4.9cmである。

208は、芯持材の丸木の先端のみにケズリ加工

を施した杭である。杭先端がつぶれ、杭先長は4.4

cmと短い。ケズリ単位 6面に分割される。現存長

21.7cm・幅8.4cm・厚さ7.9cmである。

第153図209~211は板材である。

209は、割材を加工した板材である。上から下

に向かって細く、薄くなる。上端は角が取れて丸

く、上部には括れを作る。大部分に被熱痕がみら

れる。断面は半円形である。現存長64.1cm・幅5.6

cm・ 厚さ2.1cm、木取りは柾目である。

210は、上端から下端に向かって幅狭になる板

材である。上下ともに欠損する。正面が平坦であ

るのに対し、背面は凹面が形成されている。現存

長812cm・幅9.6cm・厚さ2.8cm、木取りは板目であ

る。

211は、長方形の板材と考えられるが、用途は

不明である。背面はほほ全面が炭化し、一部に剥

落がある。長さ60.9cm・幅15.4cm。厚さ2.9cm、木取

りは柾目である。

第153図212• 213は、棒状製品である。

212は、割材をさらに角柱に分割したものであ

る。外形は直線的で、先端の一面のみを削り、尖

らせている。長さ81.5cm。幅1.6cm．厚さ2.0cm、木

取りは板目である。

213は、上部に紐状のものを巻き付けた5mm長の

こまかな圧痕が多数みられる。加工は、側面の一

部と下端面のみに施されている。上部は炭化によ

り欠損する。現存長35.0cm・幅2.5cm・厚さ2.4cm、

芯持材である。



(9)その他の遺物

発見されたグリッドが明確ではあるが、その一

方で、帰属する遣構が不明な遺物を、グリッド遺

物として第154~157図に掲載した。また、いずれ

にも属さない遺物は、表採遣物として第158図に

掲載した。

第157図93は、土錘である (L29グリッド）。長

さ3.&m・径1.0cm・孔径0.6cm・重さ2.7gである。

第157図94は、棒状の土製品で (L29グリッド）、

土錘と形状が類似するが、孔はあいていない。現

存長2.4cm・径1.6cm.重さ4.lgである。

第44表 F区グリッド遣物観察表（第154~157図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎土

1 土師器 杯 (120) [5.6] 10 ②ABCI 

2 土師器 椀 (11.8) [5.4] 10 ③ACHI 

3 陶器 不明 (17.8) [6.5] 5 ①H 

4 瓦質土器 焙烙 (37.4) [5.4] (33.8) 5 ②DGH 

5 土師器 杯 (14.6) 5.2 70 ②ACDGHJ 

6 須恵器 甕 5 ②AFHI 

7 陶器 灯明受皿 9.1 1.8 53 95 ①H 

8 陶器 徳利 [4,5] (7.5) 20 ①H ， 土師器 小型壺 (7.0) [5.7] ②ACDHI 

10 土師器 小型壺 (7.0) [73] 40 ②AGI 

11 土師器 小型壺 [4.9] 40 ②ADFGI 

12 土師器 小型壺 (9.6) 11.0 2.4 85 ②ABCGI 

13 上師器 均 14.0 [12.7] 70 ②ABCGI 

14 七師器 罪士 (15.9) [5.6] 5 ②AGHI 

15 土師器 小型甕 12.8 13.8 5.1 85 ②AGHI 

16 弥生 罪士 [2.7] (7.3) 5 ②ABGI 

17 土師器 盆ギ [2.3] 7.8 5 ②AGI 

18 土師器 甕 [1.9] 7.8 5 ②BD 

19 土師器 罪上 [2.1] (6.6) 5 ②ADGHIJ 

20 土師器 宰ギ [2.1] (7.4) 5 ②ACDGH 

21 土師器 甕 30 5.8 5 ②ACDGH 

22 弥生 壺 [4.6] (7.0) 30 ②ACDGHI 

23 土師器 ‘亜て 25 8.3 10 ②ACGHJ 

24 土師器 宰士 3.6 (6.8) 5 ②ABCHI 

25 土師器 宰士 [6.0] (6.2) 5 ②ACDGH 

26 土師器 罪士 [14] (8.0) 5 ②GI 

27 土師器 窄士 [2.5] 8.7 5 ②ACDGHI 

28 土師器 盆上 [5.3] 8.7 10 ②ACDGHIJ 

29 土師器 甑 (220) [5.5] 5 ②ACDGIJ 

30 土師器 甕 (145) [ 4.2] 5 ②ABGH 

31 土師器 甕 (15.4) [4.2] 5 ②ACDGHI 

32 土師器 g士互 (179) [70] 10 ②ADGH 

33 土師器 甕 (18.8) [8.1] 5 ②ADEGH 

34 士師器 台付甕 [10.5] 8.0 10 ②ACGH 

35 土師器 台付甕 [5 O] (8.7) 5 ②ACDGHIJ 

36 土師器 台付甕 [3.4] 5.5 5 ②ACDHI 

第157図99は、土玉である (M28グリッド）。長

さ2.1cm・径1.5cm・重さ32gである。

第157図100は、凝灰岩製の砥石である (M28グ

リッド）。現存長9.9cm。現存幅6.6cm・厚さ22cm• 

重さ142.lgである。

第157図108は、寛永通賓である (M29グリッド）。

径22cm・璽さ2.3gである。

第157図109は、土玉である (M29グリッド）。長

さ2.1cm・径2.6cm・孔径0.4cm・重さ11.9gである。

焼成 色調 出土位置・備考 図版

B にぶい橙 L23-25Grタール状付着物

B にぶい赤褐 L25-15Gr 

A 灰白 L25-24Gr外：黒内：オリーブ灰

B 灰白 L25-25Gr全面煤付着

B 橙 L26-25Gr・ M26-5Gr 62-5 

B 灰 L26-14Gr南比企産

A にぶい黄橙 L26-15Gr瀬戸美濃鉄釉？油溝半月形 19C

A 浅黄 L26-25Gr瀬戸美濃灰釉削出高台 19C前半

B 橙 L27-23Gr 

B 橙 L27GrNo.25 62-1 

B にぶい赤褐 L27GrNol2 

B 橙 L27GrNo.9 62-2 

B にぶい橙 L27-20Gr L27GrNo.7口縁部内面のみ赤彩残 62-3 

B にぶい橙 L27-24Gr赤彩

B にぶい橙 L27Gr 62-4 

B にぶい橙 L27-15Gr内面赤彩痕

B にぶい橙 L27-19Gr 

B にぶい黄橙 L27-19Gr木葉痕

B にぶい橙 L27-23Gr底部：木葉痕

B にぶい黄橙 L27-25Gr 

B にぶい赤褐 L27GrNo.4 

B 浅黄橙 L27GrNo.14 

B 橙 L27-20Gr 

B にぶい橙 L27-25Gr 

B 赤 L27GrNo.23 

B にぶい橙 L27-24Gr赤彩

B 橙 L27-14Gr 

B 橙 L27GrNo.l 

B にぶい橙 L27-22Gr 

B 橙 L27GrNo.8 

B 灰褐 L27-25Gr 

B にぶい橙 L27-20Gr L27GrNo.12・ 13 63-3 

B にぶい褐 L27Gr 

B にぶい橙 L27-25Gr 

B にぶい黄橙 L27-20Gr 

B 黒褐 L27-16Gr 
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番号 種別 器種 口径 器局 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位罹・備考 図版

37 土師器 甕 (18.3) [8.8] 10 ②ADGH B にぶい橙 L27GrNo.2 

38 土師器 甕 (20.4) [97] 10 ②ACGHI B にぶい橙 L27-23Gr 

39 土師器 甍 (21.4) [114] 5 ②ACDGIJ B にぶい黄橙 L27-24Gr 

40 士師器 椀 12.0 5.9 60 ②AGH B 赤 L27GrNo.21 • L27-19Gr赤彩 62-6 

41 土師器 椀 (12.2) 6.3 5.7 45 ②ACGI B にぶい橙 L27-25Gr赤彩

42 土師器 椀 (12.0) [4.4] ②ACDGHI B にぶい赤褐 L27-18Gr赤彩

43 土師器 椀 12.6 6.2 90 ②AEGI B 橙 L27GrNo.2 62-7 

44 土師器 椀 12.7 5.3 95 ②ADGI B 赤褐 L27GrNo.21赤彩 62-8 

45 須恵器 蓋 (11.9) [43] 25 ①ACHI A 灰 L27-25Gr末野産？外面自然釉付着 63-1 

46 土師器 杯 (12.0) 65 70 ②AGHI B にぶい橙 L27~23Gr 62-9 

I 47 土師器 坑 (12.8) [54] 30 ②ABCGI B 橙 L27GrNo.3 

48 土師器 高杯 (20.0) [5.4] 10 ②AGIJ B にぶい橙 L27-24Gr赤彩

49 士師器 高杯 [3.6] 5 ②ACDGHJ B 橙 L27-20Gr 

50 土師器 高杯 [5.0] 10 ②AEG B 橙 L27-25Gr赤彩

51 土師器 高坪 [2.3] 5 ②ACDGHI B にぶい赤褐 L27-24Gr 

52 土師器 高坪 (17.8) [49] ②AGH B にぶい橙 L27-24Gr赤彩

53 土師器 高杯 [4.8] 10 ②ADGHJ B 橙 L27-18Gr 

54 土師器 高杯 [9.2] 30 ②ACGHI B 橙 L27GrNo.16赤彩

55 上師器 高杯 [5.4] 15 ②ADGHI B 赤 L27-22Gr赤彩

56 土師器1 高杯 [6.7] 40 ②ACGHI B にぶい黄橙 L27-23Gr赤彩

57 土師器 器台？ [2.9] (14.0) 20 ②ACDGI B 浅黄橙 L27GrNo.25 

58 弥生 宰士 ②ADG B にぶい橙 L28~24Gr棒状浮文貼付

59 弥生 罪ギ ②ACDG B 橙 L28-24Gr円形浮文貼付

60 弥生 窄士 [3.6] (6.9) 5 ②CDHI B にぶい黄橙 L28-23Gr 

61 弥生 罪上 [7.3] 6.0 10 ②BDGI B 橙 L28-16Gr 

62 弥生 罪士 [5.0] (49) 5 ②AC B 灰褐 L28-19Gr網代痕

63 弥生 症て [3.4] (8.5) 5 ②ADGH B 橙 L28-22Gr網代痕

64 弥生？ 罪土＾ [2.9] 6.7 5 ②ADGI B 灰褐 L28-22Gr網代痕

65 土師器 g 士 [3.3] (5.9) ②AG B にぶい橙 L28-14・15Gr木葉痕

66 士師器 罪士 [20.2] ②AGHI B 灰黄褐 L28-14Gr 

67 土師器 症士 15.6 24.8 50 ②ABDGI B にぶい橙 L28-14Gr 63-4 

68 土師器 甕 (14.3) [9.1] 10 ②ACG B 橙 L28-14Gr 

69 土師器 甕 (16.0) [12 8] 20 ②ACDHI B にぶい赤褐 L28-21Gr 

70 土師器 台付甕 [4.9] (8.2) 5 ②AGH B にぶい橙 L28-19Gr 

71 土師器 台付甕 [5.7] (9.5) 5 ②ADGH B 橙 L28-21Gr 

72 土師器 小型壺 [6.0] 1.6 55 ②ADH A 灰黄褐 L28-20Gr 63-2 

73 土師器 鉢 (15 8) [ 4.6] 5 ②AGH B にぶい橙 L28-14Gr 

74 土師器 高杯 (20.0) [ 4.5] 5 ②ABG B にぶい黄橙 L28-14Gr赤彩痕

75 土師器 窟て [3.7] 5 ②AG B 橙 L28-20Gr有段口縁

76 土師器 高坪 [5.8] 30 ②ACGI B 橙 L28-16Gr円孔

77 土師器 高杯 [38] 10 ②ACDI B にぶい橙 L28-18Gr円孔3

78 土師器 高杯 [6.1] 40 ②AGI B 浅黄橙 L28-17Gr円孔2孔1対赤彩痕？

79 土帥器 高杯 [5.7] 30 ②ADGH B 橙 L28-19Gr円孔3

80 土師器 高杯 [3.8] 30 ②ADG B 橙 L28-21Gr 

81 土師器 高杯 [8.7] 25 ②ACH B 橙 L28-15Gr 

82 陶器 火鉢？ [9.8] 18.7 30 ②ADGHI B 黒 M25Gr 19C代？

83 磁器 皿 (14.6) [3.7] (80) 25 ①I A 灰白 M25Gr肥前藍染付蛇ノH凹形高台 18C中頃

84 土師器 壺 (9.0) [6.7] 10 ②ADGIJ B にぶい橙 L29-13Gr・ L29-24Gr 

85 土師器1 甕 (15.0) [6.6] 5 ②ACDGHI B 橙 L29-16Gr 

86 土師器 壺 [8 2] 9.4 20 ②ACDEGI B 橙 L29-16Gr 

87 土師器 坪 (13.9) [40] 20 ②CDGH B 橙 L29-21Gr 

88 土師器 高杯 [9.1] 12.1 25 ②ACGI B 淡橙 L29-16Gr円孔3

89 土師器 高杯 [7.9] (13.2) 30 ②ACDGHIJ B 橙 L29-16Gr円孔3
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番号 種別 器種 口径 器尚 底径 残存（％） 胎士 焼成 色調 出土位置・備考 図版

90 土師器 局坪 (13.0) [6.3] 30 ①ADHI A にぶい赤褐 L29-4Gr • M29-9Gr 63-7 

91 土師器 高均 [4.8] 20 ②AGHJ B にぶい橙 L29Gr赤彩

92 士師器1 高坪 [9.7] 20 ②ACGHI B 灰白 L29-11Gr 

95 弥生 幸士 ② B 橙 M28-4Gr内外面赤彩

96 弥生 罪ギ ②ADG B 浅黄橙 M28-5Gr内外面赤彩

97 土師器 椀 (119) [7.0] 5 ②CDG B 赤 M28-7Gr赤彩

98 土師器 甕 [2.3] (6.0) 5 ②GH B にぶい橙 M28-10Gr 

101 士師器 盆ギ (97) [ 4.5] 5 ②ADHJ B 赤 M29GrNo.7赤彩

102 土師器 琲 [9.3] 20 ②ACGH B にぶい橙 IVI29GrNo.10 

103 土師器 高杯 12.2 [8.0] 60 ②AGHI B にぶい橙 M29-11Gr 63-5 

104 土師器 器台 [5.1] 20 ②ADGH B 橙 M29GrNo.6円孔3赤彩

105 土師器 杯 (15.0) [4.2] 25 ②DGHI B 橙 M29GrNo.1 ・2 

106 土師器 甕 (15.8) [8.3] 10 ②ABCGHIJ A にぶい黄橙 M29GrNo.9粘土紐積上痕明瞭

107 土師器 甕 (20.8) [10.1] 5 ②CDGJ B にぶい橙 M29GrNo.4 

I 
量覇誓

＼
 

一

｀言□／

＼ 

□ 5 

~6 

゜
10cm 

＇ 1 : 4 

第158図 F区表採遺物

第45表 F区表採遺物観察表（第158図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 弥生 症ギ [20 7] 80 20 ②ADGH B にぶい赤橙 櫛描波状文 63-8 

2 土師器 高坪 [2.3] 20 ②CDGH B 明赤褐 B層

3 須恵器 高坪 [7.2] 5 ②H B 灰 末野産

4 須恵器 甕 ②GHI B 灰 末野産

5 かわらけ 皿 7.2 2.2 39 95 ②BDGI B にぶい黄橙 63-6 

6 陶器 灯明受皿 8.5 14 37 100 ①HI A にぶい黄橙 瀬戸美濃鉄釉袖溝切立状 19C前半
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4. G区の遺構と遺物

G区は、 M・Nll~L・M。N21グリッドの延長

約95mに及ぶ範囲である。東側はF区第 2地点の

河川跡によって、 F区で発見された集落跡とは分

離される。西側は遣構・遺物の検出されていない

区域となり、 G区で発見されている遺構群の限界

となる。

Xf
 

一
゜◎5 

Cs, 4 
1,I 

B 

S J 1 

調
勺

~ ;I 
--／／ぺ！ 排水」し—--- ~! 

勺

発掘調査は、調査手順の問題から便宜的に、第

1 地点•第 2 地点に分割して実施した。 M 。 N16

グリッドとM • N17グリッド付近を境として、東

側を第 1地点、西側を第 2地点とした。最終的に

は全面の調査を実施しており、図面上には地点の

境界は表されていない。
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ご
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ロコ
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9
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V
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B 23.50 B' 
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C23.50 C' 

三
B23.50 B' 

5 4 

゜
2m  

＇ 160 

l:P~ 
G区第 1号住居跡
1 灰褐色シルト 焼上ブロノク・炭化物若干

2 灰褐色シルト 焼土ブロ；；ク・炭化物少旦粘性強・堅緻
3 灰褐色シルト 焼土フロック若干炭化物極多

4 灰褐色シルト 炭化物少量
5 灰褐色シルト 暗褐色シルトブロック若干
6 灰褐色シルト 炭化物・灰多

7 士屠注記なし

O 10cm 
| | | 1 4 

第159図 G区第 1号住居跡・出土遣物
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発見された遺構は、竪穴住居跡20粁。掘立柱建

物跡 1棟。周溝墓 l基。住居跡の可能性のある性

(1)住居跡

G区第 1号住居跡（第159図）

Ml2 • 13、Nl2• 13グリッドに位置し、南東隅

は調査区外にある。

平面形態は方形で、カマドを東壁の中央付近に

付設する。主軸長3.45~3.90m、幅3.00m、確認面

からの深さ0.10~0.20mを測る。主軸方位は、 N-

82° -Eを指す。

カマドは、地山掘り残しの袖が左右に付く。住

居跡の掘形は、右側が大きく張り出す。主軸長

0.88m、焚口付近の幅は0.63mである。

主柱穴．壁溝・貯蔵穴等の諸施設は検出されて

いない。

遺物は、中央から北壁にやや寄った付近にまと

まった分布がみられる。平安時代の須恵器杯類・

壺類が出土している。

G区第 2号住居跡（第160図）

Ll5、Ml4• 15グリッドに位置する。

平面形態は、東西に長軸をもつ長方形である。

カマドを長辺北壁の北東隅付近に付設する。周囲

を巡る溝状の掘形と、カマドの残欠が検出された

住居跡である。主軸長3.04m、幅4.85m、確認面か

らの深さ0.02~0.05mを測る。主軸方位は、 N-

6 ° -Eを指す。

第46表 G区第 1号住居跡出土遣物観察表（第159図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎土

1 須恵器 坪 (ll.2) [3.2] ②ABFHIJK 

2 須恵器 杯 (11.8) 3.5 (6.0) 30 ②ABFHIJK 

3 須恵器 坪 [3.3] (6.6) 10 ②ABCHIJ 

4 須恵器 椀 154 5.6 8.2 95 ③ABGHIJK 

5 須恵器 高台付椀 13.8 63 7.7 90 ②ABCHIJK 

6 須恵器 皿 (15.0) 2.5 (7.6) 20 ②ABHI 

I ; 
須恵器 長頸壺 [6.3] (12.2) 10 ②ABCHIK 

須恵器 長頸壺 [12.1] (13.0) 10 ②ABHIK 

第47表 G区第 2号住居跡出土遣物観察表（第160図）

格不明遺構 5基・土堀26基。溝跡18条。ピットで

ある。

カマドは、煙道部のみが検出され、主軸長

1.40m、住居壁に接する箇所の幅0.50m、深さ0.05

~0.07mと浅い。覆土には焼土ブロック。炭化物

が多く含まれる。住居跡壁際にはピット状の浅い

掘込みもみられる。

溝状の掘形は、 トレンチで削平された北西部を

除いて検出されている。幅0.42~0.70m、深さ0.04

~0.10mほどである。

主柱穴。貯蔵穴等は検出されていない。

遣物は、カマドから底部全面に回転ヘラケズリ

が施された須恵器椀が出土している。

G区第 3号住居跡（第161図）

Ml6 • 17、Nl6• 17グリッドに位置する。 G区

第4号溝跡よりも新しく、 G区第 8号溝跡と重複

する。

平面形態は東西に長軸をもつ長方形で、カマド

を2基付設する。主軸長3.82m、幅4.75m、確認面

からの深さ0.12~0.18mを測る。主軸方位は、 N-

ll° -Eを指す。

カマドAは、北壁中央付近に位置する。覆土の

堆積状況から、造り替えられたカマドと判断され

る。袖が無く、燃焼部が住居壁の外側に飛び出る

タイプである。主軸長1.08m、焚口付近の幅0.73m

焼成 色調 出土位置・備考 図版

A 灰 南比企産

B 灰 南比企産

B 灰 末野産

C 灰褐 No.2末野産器面風化顕著 65-1 

B 灰 No.1末野産 65-2 

B 灰 末野産 65-3 

C 灰白 末野産？

B 灰 末野産

｀号1多言し 1W；t I口径 1行言 1で1残悶゚ 6)I②A]叫[HIK1門｝成1 言胤 1カマト掘形ばよ：：： 備考
図版
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G区第 2号住居跡

1 暗灰褐色シルト 焼土ブロック・炭化物多
粘性強・堅緻 ゜

2m  

＇ 160 

文二—―--1

ロ゜
10cm ， 

14 

160図 G区第 2号住居跡・出土遺物

である。覆土には、焼土ブロックや炭化物が多く

含まれている。

カマドBは、東壁の南東隅付近に位置する。壁

から延びた煙道部のみが確認され、カマドAが造

られた段階で廃棄されたものと推定される。主軸

長1.65m、東壁付け根付近の幅0.85mである。

主柱穴・貯蔵穴は、検出されていない。壁溝は

南壁西半部に限定的にみられる。幅0.14m・床面

からの深さ0.05~0.08mである。北壁中央のカマド

A前面部から東壁・南壁に沿った断続的な浅い掘

り込みは、住居跡の掘形である。また、西壁から

垂直に張り出す溝跡は、間仕切り溝の可能性が考

えられる。幅0.36m・床面からの深さ0.19~0.21m

カマドAと相対する位置にある

ピットには、出入り口施設（梯子穴）の機能が想

である。さらに、

定される。

遺物は、カマドAとカマドBの双方にまとまっ

た分布がみられる。底部周辺部に回転ヘラケズリ

が施された須恵器杯や甕と、土錘11点（第162図

6~16)が出土している。

6は、長さ5.8cm・径1.2cm・孔径0.4cm・重さ7.2g

である。

7は、現存長5.0cm・径1.2cm・孔径0.5cm・重さ

6.0gで、赤彩が施されている。

8は、長さ4.3cm・径1.3cm・孔径0.5cm・重さ6.3g

である。

9は、長さ4.2cm。径1.2cm・孔径0.4cm・重さ6.3g

である。鉄分が孔内に流入し、現状では貰通して

いない。

10は、長さ4.1cm。径0.9cm・孔径0.3cm・重さ3.0g

である。

11は、長さ3.6cm・径0.8cm・孔径0.3cm・重さ1.6g

である。

12は、現存長5.1cm・径1.2cm・孔径0.4cm・重さ

5.3gである。

13は、現存長4.4cm・径1.1cm。孔径0.3cm・重さ
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G区第3号住居跡

1 灰褐色シルト
2 暗灰褐色シルト

カマドA

3 暗灰褐色シルト

4 暗灰褐色シルト

5 暗灰褐色シルト
6 暗灰褐色シルト

7 暗灰褐色シルト

カマドB
8 暗灰褐色シルト

9 暗灰褐色シルト
10 暗灰褐色シルト

出入りロピット

11 暗灰褐色シルト
12 灰褐色シルト

13 灰褐色シルト

B' 

3 2 4 
．．．  ． ．． ． ー 。

第161図 G区第 3号住居跡

灰色砂質シルト（地山）プロック・焼上ブロック・炭化物少量粘性強・しまり良好

灰色砂質シルトプロック多 炭化物若干 粘性強・しまり良好

焼土プロックやや多炭化物少量灰若干粘性強・しまり良好
炭化物極多粘性強

焼土ブロック・炭化物粒子少量灰若干粘性強・しまり良好

灰色砂質シルトプロック若干 焼土プロックやや多 炭化物少量粘性強・しまり良好
灰色砂質シルトブロックやや多 粘性強。しまり良好

焼土ブロック若下 炭化物・灰多 枯性弛・しまり良好
焼土プロック・炭化物少量 粘性強・しまり良好
燃焼部炭化物。灰極多粘性強・しまり良好

焼士ブロック・炭化物少量 粘性強・しまり良好
暗褐色シルトとの互層

暗褐色シルトプロック若干 焼上プロック・炭化物極少量

第48表 G区第 3号住居跡出土遺物観察表（第162図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考

1 須恵器 I I 坪 (12.0) 3.2 7.4 60 ②ABFHIK B 灰 南比企産火だすき痕

2 須恵器 坪 (11.8) [3.6] 10 ②ABCFGIJK C 灰 No.3南比企産， 

3 須恵器 杯 [0.7] 6.8 40 ②ABCDFHI C 灰 No.2南比企産

4 須恵器 坪 [09] 6.6 40 ②ABCFHIJK A 灰 No.7南比企産

5 須恵器 甕 (26.8) [3.8] 5 ②ABFHIK B 灰褐色 No.1南比企産自然釉付着
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G区第4号住居跡

1 暗灰褐色シルト
2 暗灰褐色シルト

3 暗灰褐色シルト

4

5

 

暗灰褐色シルト
暗灰褐色シルト

¥---_ 199¥}ltII'罰II',

, I I ¥ ¥ 
／ 

3 

¥=  -「9,19’II馴，I’,l9l91'’'、
1 I I I ¥ 

4 

10cm 
t 
14 

C' 

第162図

＼
 9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

’

'

,

 

,' `

 

、

‘

-

二

0 2m  

I I I 1 60 

G区第 4号住居跡

粘性強

⑤
6
 

門

◎
7

焼土粒子・炭化物芳干 粘性強・しまり良好
炭化物粒子多粘性強。しまり良好

炭化物粒子多 焼士プロックやや多

しまり良好
炭化物粒子少量粘性強・しまり良好

地山暗褐色シルトブロック少量 焼土ブロック少量
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G区第 3号住居跡出土遺物

3.7gである。

14は、現存長3.5cm・径1.1cm。孔径0.5cm・重さ

3.9gである。

15は、長さ3.3cm・径0.9cm・孔径0.3cm・重さ2.4g

である。

16は、現存長1.7cm・径1.0cm・孔径0.2cm・重さ

1.0gである。

G区第4号住居跡（第163図）

M18 • 19、N18。19グリッドに位置する。重複

する G区第10号住居跡・ G区第 1号掘立柱建物

跡 •G 区第 1 号周溝墓よりも新しい。

平面形態は、東西に長軸をもつ長方形で、

ドを北東壁中央付近に付設する。主軸長2.54m、

確認面からの深さ0.02~0.18mを測る。主軸方位は、

カマ

-Eを指す。

カマドは袖が無く、燃焼部が住居壁の外側に張

り出すタイプである。燃焼部と煙道部が明瞭に分

割される。主軸長1.42m、燃焼部長0.65mX幅

0.55m、煙道部長0.77mX幅0.17~0.26mである。覆

土には炭化物が多く含まれる。

主柱穴．壁溝・貯蔵穴等の諸施設は検出されて

N-41° 

いない。

遺物は出土していない。
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G区第 5号住居跡

1 賠灰褐色シルト 灰黄褐色砂質シルトが

ブロック状に少量混入
炭化物若干粘性強・

しまり良好

2 灰黄褐色砂質シルト暗灰褐色シルトがプロノク

状に少呈混入

焼七ブロ；；ク・炭化物少量

粘性強・しまり良好

3 暗褐色シルト 焼士粒子・焼上ブロック多

粘性強。しまり良好

4 灰黄褐色砂質シルト暗仄褐色シルトがプロソク

状に若干混入粘性強・

しまり良好

5 暗仄褐色シルト 灰黄褐色砂質シルトブロソク

微量枯性強。しまり良好

間仕切り溝

6 

柱穴

7 黒褐色シルト

Sa 灰掲色シルト

8b 灰褐色シルト

B'Sc 灰褐色シルト

ー6 

6
.
 

白色ブロック多量

柱瓶灰褐色ブロック少量

粘性強

柱掘形充填砂質

黒褐色～暗褐色プロック

柱掘形充填砂質

黒褐色～暗褐色プロック

柱掘形充填

灰褐色ブロック多量

。 粘性強 2m  

I I -」 160

第164図 G区第 5号住居跡

-209-



G区第 5号住居跡（第1団。 165図）

Ml9 • 20、Nl9• 20グリッドに位置し、 G区第

8・10・11号住居跡、 G区第 1号掘立柱建物跡、

G区第5• 6号溝跡と重複する。

平面形態は方形で、炉が北東壁に寄った箇所に

位置する。主軸長4.83m、幅4.75m、確認面からの

深さ0.03~0.12mを測る。主軸方位は、 N-38° ―

Wを指す。

主柱穴は、 Pitl• Pit2 • Pit3 • Pit4の4本柱で、

きれいな方形に並ぶ。覆土の堆積状況には、柱痕

と柱掘形の充填状況を明瞭に観察できる。

炉は、地床炉である。主柱穴PitlとPit4を結ぶ

ラインよりも外側に位置する。一部を G区第 6号

溝跡に削平されている。長径0.42m以上 x短径

0.32mの楕円形に焼土化する。

壁溝は、北東壁北半部、南西壁中央付近、北西

壁中央付近にみられる。幅0.15~0.29m、床面から

の深さ0.02~0.07mほどである。

貯蔵穴は、東コーナー部に付設される。長径

0.60mX短径0.52mの平面方形で、床面からの深さ

0.19mを測る（第165図）。

南西壁から垂直に延びる間仕切り溝が検出され

ている。幅0.21~0.30m、床面からの深さ0.08mほ

どである。

ピットは、南東壁中央付近の壁際から、出入り

口施設（梯子穴）のPit5が検出されている。

遺物は、炉・貯蔵穴． Pitlに囲まれた住居跡東

SJ5 貯蔵穴

G 3 
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第165図 G区第 5号住居跡貯蔵穴

貯蔵穴

9 暗灰褐色シルト 焼土未立子少量 炭化物若丁

粘性強。しまり良好

10 暗灰褐色シルト 炭化物多粘性強・しまり良好

11 灰褐色シルト 暗褐色シルトブロック若干

粘性強・しまり良好

第49表 G区第 5号住居跡出土遺物観察表（第166図）

番号 種別 器種 口径 器尚 底径 残存（％） 胎」~ー＾ 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 椀 12.0 4.5 95 ②ABCGHI B 橙 No.7放射状暗文 65-5 

2 土師器 坪 12.2 5.8 80 ②ABCGHI B 橙 No.5 65-6 

3 土師器 坪 12.0 5.6 95 ②ABCGI B 橙 No.17 65-3 

4 土師器 杯 11.8 5.4 95 ②ABCGHI B 淡い橙 Nol3 65-4 

5 土師器 杯 12.0 [4.9] 95 ②ABCGI B 橙 No.2 65-5 

6 土師器 坪 (12.8) [5.6] 30 ②ABCGI B 橙 No.19 

7 土師器 杯 (12.6) 5.4 50 ②ABCGI B 橙 No.10・13・14 65-7 

8 土師器 詞 (12.6) [5.5] 35 ②ABCGHI B 橙 No.9 ， 土師器 杯 12.6 6 95 ②ABCGH B 橙 No.6 66~1 

10 土師器 坪 (12.8) 6.1 60 ②ABCGHI B 橙 No.4二次的被熱顕著 66-2 

11 土師器 杯 13.4 5.8 95 ②ABCGHJ B 橙 No.8 66-5 

12 土師器 坪 14.7 7.2 95 ②ABCGHI B 橙 No.3 66-6 

13 土師器 甑 24.4 31.8 88 95 ③ABCGHJ B にぶい橙 Nol単孔式 66-3 

14 土師器 甕 17.0 [11.6] 20 ②ABCGHIJ B 橙 No.14 66-4 

15 土師器 甕 (19 2) [24.3] 40 ②ABCGHIJ B 赤褐 No.11 66-7 

16 土師器 甕 (18.4) [26.6] 30 ③ABCGHI B にぶい橙 No.15 66-8 
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゜第166図 G区第 5号住居跡出土遺物

10，crn 
14 

隅付近を中心とした、まとまった分布がみられる。

特に、貯蔵穴には土師器甕と甑の組み合わせと杯

がまとまって出土している。

G区第 6号住居跡（第167図）

Ml9 • 20グリッドに位置する。南側コーナ一部

付近のみが確認され、ほかは遣構確認トレンチに
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よって削平されてしまった。 G

区第 8号住居跡・ G区第 6号溝

跡と重複する。

平面形態は方形と推測される。

南北長2.10m以上、確認面から

の深さ0.09~024mを測る。東壁

の方位N-24° -Eを指す。

壁溝は検出部で全周する。幅

〇.18~0.38m、床面からの深さ

0.08~021mほどである。

主柱穴．炉・貯蔵穴等の諸施

設は、検出されていない。

遺物は、土師器椀が出土して

いる。
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G区第 6号住居跡
1 暗褐色 ンルト質焼土プロック若干粘性強・堅緻

2 暗灰褐色 シルト質灰色砂質シルトブロックやや多

粘性強・堅緻
3 暗褐色 シルト質炭化物少量粘性強・堅緻

4 暗褐色 シルト質焼土プロック・炭化物やや多
枯性強・堅緻

5 暗褐色 シルト質焼士ブロック若干灰色砂質シルト

プロック少量粘性強・堅緻
6 暗灰褐色 シルト質灰色砂質シルトブロック多量

粘性強・堅緻

7 暗褐色 シルト質灰色砂質シルトブロック少量
粘性強・堅緻

8 暗灰褐色 シルト質灰色砂質シルトプロックやや多
炭化物少足粘性強・堅緻

9 暗灰褐色 シルト質灰色砂質シルトブロック多
粘性強・堅緻

10 暗褐色 シルト質灰色砂質シルトブロック若干
粘性強・堅緻

11 暗灰褐色 砂質シルト質灰色砂質シルトブロック多量

粘性強・堅緻

第167図 G区第 6号住居跡・出土遺物

第50表 G区6号住居跡出土遺物観察表（第167図）

番1号［言：し1冗：重 I悶悶 I言百 I底ィ歪 1残］0(％)I②:::GHII冗成 1 橙調
出土位置・備考 図版

G区第 7号住居跡（第168• 169図）

Ll8 • 19、Ml8• 19グリッドに位置し、北側隅

付近は調査区外にある。 G区第14号住居跡、 G区

第1・2・3・12号土堀と重複する。

平面形態は、長方形である。長軸長5.18m、短

軸長3.94m、確認面からの深さ0.09~0.15mを測る。

長軸方位は、 N—認ーEを指す。

主柱穴はPit2• Pit5 • PitlOの3本で、残る 1本

は北半部の調査区外にある。

炉は、地床炉である。住居中央付近のやや西寄

りに位置する。径0.37mほどのほぼ円形に焼土化

する。

貯蔵穴は、南東壁中央から東に寄った位置に付

設される。長径0.8QmX短径0.70mの貯蔵穴と、長

径0.84mX短径0.75mのG区第12号土墟と重複する。

これらは別の遺構として捉えるよりも、一括して

貯蔵穴と取り扱った方が妥当と思われる。長径

1.55mの平面楕円形の貯蔵穴となり、床面からの
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Pit 2 

E' 

Pit 6 

ロ焼土粒子微量
灰褐色粘土プロソク多量
灰褐色粒子微量炭化物微量

灰褐色粘士プロック多量

灰褐色粘土ブロック少量
灰褐色粘士プロック

灰褐色粘七（地山）ブロック多量

灰褐色粒子少量

B' 

゜
2m  

' 160 

G区第 1号土壊
1 黒褐色 シルト質
2 黒褐色 シルト質

3 黒褐色 シルト質

4 黒褐色 シルト質
5 黒褐色 シルト質

6 黒褐色 シルト質

7 灰褐色粘土質
8 黒褐色 シルト質

G区第 7号住居跡
9 黒掲色 シルト質灰褐色粒子多量

10 黒褐色 シルト質灰褐色粒子多呈
11 黒褐色 シルト質灰褐色粒子・灰褐色ブロック多量

12 暗褐色柱抜取展 白色プロック多量

13 暗 褐 色 柱 痕 白色粒子多呈
14 暗黄掲色柱掘形允填 白色ブロック多

G区第7号住居跡炉

a 明橙色焼土（火床面）

第168図 G区第 7 号住居跡• G区第 1号土壊
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工i ~芯翠羮翠窯窯 可
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[ ド し G区第12号土壊

"'. 
暗灰褐色 人為的堆積1 

H• ／ 白色ブロック多量
卜

ロニ N ・ 2 暗灰褐色人為的堆積 白色粒子
ー）

炭化物粒子少量(J) 

3 暗黄褐色 人為的堆積

白色プロック多量

:III))□ 4 黒褐色 人為的堆積

） 炭化物ブロック多量
5 暗黄褐色人為的堆積 白色粒子多量

G区第 7号住居跡貯蔵穴
6 暗灰褐色 白色黄褐色粒了・

プロック多量

7 暗灰褐色 炭化物粒子多量□□□□ l 
呂
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1m 

130 

第169図 G区第 7 号住居跡貯蔵穴• G区第12号土堀

G区第 1号土壊
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第170図 G区第 7 号住居跡• G区第 1号土城出土遺物

深さ0.12~0.48mを測る。土師器壺・台付甕・高杯

が、まとまって出土している（第169図）。

ピットは、 Pitl• Pit3 • Pit4 • Pit6 • Pit7 • Pit8 • 

Pit9 • Pitll • Pitl2 • Pitl 4 • Pit19の11本が検出され

ている。

壁溝は、検出されていない。
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遣物は、貯蔵穴のほかに炉の周辺部からまとま

って出土している。時期は古墳時代前期のもので

ある。

G区第 1号土堀（第168図）

G区第7号住居跡内に位置する土堀で、住居跡

よりも新しい。

平面形態は、楕円形である。長軸長1.35m、短

軸長0.87m、確認面からの深さ0.30mを測る。長軸

方位は、 N-53° -Eを指す。

遺物は、古墳時代後期の土師器の杯・甕．甑が

出土している。

G区第 8号住居跡（第171図）

M20グリッドに位置し、 G区第 6• 9 • 15号住

居跡よりも先行する。 G 区第 5 号住居跡• G区第

6号溝跡と重複する。

平面形態は、東西に長軸をもつ長方形である。

長軸長5.10m、幅3.84m、確認面からの深さ0.14~

0.32mを測る。長軸方位は、 N-64° -Wを指す。

主柱穴は、 Pit5• Pit7 • Pit8の3本である。これ

に対応する主柱穴は、 G区第 9号住居跡によって

撹乱されている。また、住居中央に位置するPit2

は、しっかりとした掘形と柱痕．柱掘形充填の状

況が明確に観察でき、大黒柱的な役割も考えられ

る。

壁溝は、北東壁中央付近で途切れるほかは、全

周する。幅0.17~0.26m、床面からの深さ0.03~

0.10mほどである。

炉・貯蔵穴等の諸施設は、検出されていない。

ピットは、 Pitl• Pit3 • Pit4 • Pit6が検出されてい

る。このうち、 Pitlは壁溝が途切れる北東壁中央

際に位置し、出入り口施設（梯子穴）の機能が想

定される。また、 Pit3• Pit4 • Pit6は主柱穴付近に

位置することから、他の状況証拠は検出されてい

ないが、住居が建て替えられた可能性を示唆する。

遺物は少なく、土師器高杯が出土している。

G区第 9号住居跡（第172• 173図）

M20 • N20グリッドに位置し、南側が調査区外

にかかる。重複する G区第 8号住居跡よりも新し

い。

カマドは、西壁の中央よりやや北に寄って位置

するカマドAと、東壁の中央付近に位置するカマ

ドBの2基が付設される。

カマドAは、片袖式のカマドで、袖のある南側

は壁溝外のテラス状施設となっている。燃焼部と

煙道部が検出され、煙道部先端の底面は階段状に

上がる。主軸長1.54m、焚口付近の幅0.58mである。

カマドBには、袖が検出されていない。また、

燃焼部は残欠のみで、住居跡壁が形成されている。

東壁の南より付近に付設され、主軸長1.42m、焚

口付近の幅0.58mである。このような状況から、

カマドBが住居建設当初のもので、これを廃棄後、

カマドAを造り替えたものと判断される。この段

階にカマドA南側のテラス状の張り出しを付け足

したものと想定される（第173図）。

平面形態は、南北に長軸をもつ長方形である。

主軸長3.25~3.47m、南北幅4.40m、確認面からの

第51表 G区第 7 号住居跡• G区第 1号士城出土遣物観察表（第170図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 高杯 20.8 15.6 (11.6) 85 ②ABCGHIJ B 橙 貯蔵穴No.2 67-1 

2 土師器 罪ギ (7.6) 15.7 3.8 95 ②ABCHIJ B にぶい橙 貯蔵穴No.3赤彩 67-2 

3 土師器 宮上 [9.9] 8.0 20 ②ABCGIJ B 橙 No.3 

4 土師器 罪上 l3.0 [9.6] ②ABCGIJ B 白橙 No.2 67-4 

5 土師器 台付甕 15.4 [19.1] 70 ②ABCGHIJ B 橙 貯蔵穴No.1 67-3 

6 土師器 台付甕 [6.9] 84 5 ②ABCGHI B 橙 No.8 

7 土師器 坪 120 4.0 50 ②ABCGHI C 暗褐色 SKl (SJ7Pit7) 67-5 

8 土師器 甑 (216) [7.9] 10 ②ABGHI B 暗灰 SKl ， 土師器 甕 [5.3] (7.2) ③ABCGHI B にぶい橙 SKl 
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G区第 8号住居跡

1 暗灰褐色灰褐色粒千多量

2 黒灰褐色 炭化物粒子多量灰褐色ブロ；；ク多昼

3 暗灰褐色 シルト質灰褐色シルトプロック多

灰褐色粒子少量炭化物多

4 灰黄褐色シルト 灰褐色シルト粒子・ブロックやや多

炭化物若干

5 暗褐色

6 暗褐色
7 a灰掲色

7 b灰褐色

8 灰褐色

柱抜取痕 白色粒子多景

柱痕 白色粒子多砿

柱掘形充填 白色シルトブロック多量

柱掘形充填 白色シルト主体

白色シルトプロック多量

第171図 G区第 8号住居跡・出土遺物

第52表 G区第 8号住居跡出士遺物観察表（第171図）

番1号1]芦し1忠］： I口怪 1翌笥I底ィ予 1残］。（％）I②］仁よ］HII長腎□――勺：調 出土位置・備考 図版

No.l 
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B' G区第 9号住居跡

1 暗灰褐色灰褐色粒子多量

2 暗灰褐色 灰褐色プロック・炭化物粒子多量

3 暗灰褐色 灰褐色ブロック・炭化物粒子多量

4 暗灰褐色 灰褐色プロソク多量

5 黒灰色 灰層 焼土粒子多量

6 仄褐色 灰褐色プロック多量

7 暗灰褐色灰褐色プロック

8 灰褐色 灰褐色ブロック・炭化物粒f•多量
9 暗灰褐色灰褐色ブロック

10 暗茶褐色 黄褐色粒f多量

11 暗茶褐色 黄褐色プロック多量

12 暗茶褐色 黄褐色プロック少量

13 暗褐色 灰多量

カマドA

a 灰褐色 シルト質灰色シルトブロック・

炭化物少量

D' 
粘性強・しまり良好

b 灰褐色 シルト質 焼土ブロック・炭化物多

粘性強・しまり良好

C 暗灰褐色 シルト質灰色シルトブロックやや多

炭化物若干 翠古性強・

しまり良好

d 灰褐色 シルト質焼土プロック若干炭化物多

粘性強・しまり良好

e 暗）火褐色 シルト質炭化物やや多焼上プロック若干

灰色シルトプロック若干

B' 粘性強。しまり良好

f 灰褐色 砂質シルト質 灰色砂質シルトプロック極多

焼土・炭化物少量 粘性強
•8 

12 

9
.
 

゜
2m  

＇ 160 

第172図 G区第 9号住居跡

深さ0.28~0.38mを測る。主軸方位は、 N-67° —

Wを指す。

主柱穴は、 Pitl• Pit3 • Pit4の3本である。これ

に対応する主柱穴は、発見されていない。住居中

央部には、浅いPit2も検出されているが、用途は

不明である。

壁溝は、検出部で全周する。幅0.27~0.47m、床

面からの深さ0.04~0.10mほどである。
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g暗灰褐色 シルト質
h 暗灰褐色 シルト質焼土・炭化物多

i 暗灰褐色 シルト質焼土・炭化物少量

j 暗灰褐色 シルト質焼土・炭化物多
k 暗灰褐色 シルト質焼土若干炭化物極多

灰色シルトブロックやや多

0 1 m ， 
130 

□ 
ロニロ／2

口

三

゜
6 

こー7

ロロニ／8

□言□
＼＝ロー］。

□ 

口

ロニロロ1

~2 

13 

/ 9 

,1 : 

＇ 一ノilil
','I, 

口
言

8
 

ー

m
◎
 

e-~ 17 

15 

゜ 3
 

m・
 C

ー

0
,
 ゜

10,cm 
1 • 4 

第173図 G区第 9号住居跡カマドB・出土遣物

貯蔵穴は検出されていない。カマドB燃焼部の

残欠部分にピット状の掘込みがみられ、位置を重

視すると、カマドA段階の住居の出入り口施設

（梯子穴）と推定される。
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遺物は、北西隅からカマドA付近にまとまった

分布がみられる。底面糸切離しの須恵器坪、土師

器杯・甕等が出土している。

16は、凝灰岩製の紡錘車である。径4.0cm・高さ

2.1cm。孔径0.6cm・重さ38.3gである。

17は、凝灰岩製の砥石である。長さ8.0cm・幅6.1

cm・ 厚さ3.4cm・重さ126.9gである。

18は、土錘である。現存長1.4cm.径1.0cm・ 孔径

0.3cm ・重さ12gである。貼床層から出土した。

第53表 G区第 9号住居跡出土遺物観察表（第173図）

番号種別 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎土

1 須恵器 宰て (8.4) [2.8] 5 ①ABCFHI 

2 須恵器 杯 (11.8) [3.0] 5 ①ABFHI 

3 須恵器 杯 12.2 3.3 5.8 100 ②ABCFHI 

4 須恵器 杯 11.8 38 68 95 ②ABCHIJ 

5 須恵器 坪 120 3.5 60 100 (Z)ABCFHI 

6 ろくろ土師 高台付坪 [2.5] 6.0 30 ②ABCGI 

7 土師器 杯 (13.0) [2 8] 5 ②ABCGHI 

8 土師器 坪 11.4 3.4 95 ②ABGHI ， 土師器 外 11.8 3.5 6.3 90 ②ABGI 

10 土師器 杯 (14.2) [3.9] 10 ②ABGHI 

11 土師器 坪 116 3.6 60 ②ABGHI 

12 土師器 杯 12.4 3.1 90 ②ABCGI 

13 土師器 小型甕 11.2 [7.0] 20 ②ABCHI 

14 土師器 甕 [8.0] (4.4) 10 ②ABCGHI 

15 土師器 小型甕 15.2 16.3 6.2 95 ②ABCGI 

第54表 G区第10号住居跡出土遺物観察表（第176• 177図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎土

1 土師器 罪一土▲ (17.0) [5.6] ②ABCHI 

2 土師器 椀 9.7 45 2.9 95 ②ABGI 

3 上師器 高坪 11.9 [86] 80 ②ABGHIJ 

4 土師器 高坪 [7.3] 20 ②ABGHIJ 

5 土師器 高坪 [8.1] 10 ②ABGHI 

6 土師器 器台 9.4 9.7 11.7 100 ②ABCHI 

7 土師器 器台 96 8.9 13.5 95 ③ABCGHIJ 

8 土師器 器台 8.4 85 121 100 ②ABCGHI ， 士師器 高杯 25.7 [74] 35 ②ABCGHI 

10 土師器 高杯 [11.7] 20 ②ABGI 

12 土師器 小型甕 (10.8) [60] 5 ②ABGI 

13 土師器 台付甕 [158] 67 50 ②ABGI 

14 土師器 菊・必 184 [7.2] 20 ②ABGI 

15 土師器 甕 (16.8) [8.8] 20 ②ABGH 

16 土師器 台付甕 [22 6] 8.7 60 ②ABCHI 

17 土師器 台付甕 [18.3] (9.3) 30 ②ABGI 

18 土師器 台付甕 17.2 267 9.2 95 ②ABCGIJ 

19 土師器 台付甕 (17.0) [21.0] 50 ②ABGI 

20 土師器 台付甕 [13.1] ②ABCGHI 

21 土師器 台付甕 [88] 8.4 20 ②ABGI 
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G区第10号住居跡（第174• 175図）

Ml8 • 19、Nl8• 19グリッドに位置する。 G区

第4号住居跡。 G区第7号土堀に先行し、 G区第

1 号周溝墓• G区第14号土城よりも新しい。 G区

第5• 11 • 12。13• 20号住居跡、 G区第 1号掘立

柱建物跡と重複する。

平面形態は方形で、炉が中央から東に寄って位

置する。主軸長5.72m、南北幅5.50m、確認面から

の深さ0.06~0.10mを測る。主軸方位は、 N-

焼成 色調 出土位置。備考 図版

A 灰 貼床南比企産

B 灰 貼床南比企産

B 灰 No•5 南比企産 67-6 

B 灰 No.l末野産？ 67-7 

B 灰 N0.6南比企産墨書「木」 67-8 

B I にぶい橙 No.20 

B にぶい橙

C 橙 No.17 68-1 

B 橙 No.4 68-2 

B 橙 カマド

B にぶい橙 No.18 68-3 

B にぶい橙 No.16 68-4 

B にぶい橙 68-5 

B にぶい橙 カマドBNo.4・7・9・15

B 暗褐色 カマドBNo.l 68~6 

焼成 色調 出土位置・備考 図版

Ii B B 
橙 Nol 

にぶい橙 No.11 68-7 

B 橙 No.21 68-9 

B 橙 No.5 

B にぶい赤橙 No.4・5 

B 橙 No.19 69-1 

B にぶい橙 No.24二次的被熱 69-2 

B 橙 No.15・ 18 69-3 

B にぶい橙 No.10赤彩痕 68-8 

B にぶい橙 No.2 

B にぶい赤橙 s字口縁

B にぶい赤橙 No.9二次的被熱内面煤付着 69-4 

B 暗褐色 No.20・25 70-1 

B にぶい赤橙 No.15 70-2 

B にぶい黄橙 貯蔵穴No.16・20。23・25・26 69-5 

B にぶい赤橙 No.15・17 

B 暗褐色 No.16下半の二次的被熱痕顕著 70-3 

B にぶい黄橙 Nol2 69-6 

B にぶい橙 NoJ3 

B 暗褐 No.14・ 15二次的被熱顕著
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E23.50 

Pit5 

言
G区第10号住居跡

1 暗灰褐色 シルト質地□暗褐色シルト

フロック・焼七ブロック少量

粘性強 しまり良好

シルト質地□暗褐色シルト

多量粘性強 しまり良好

シルト質 地山暗褐色シルト

ブロック少量粘性強

しまり良好

シルト質 地山暗褐色シルト

ブロック多量粘性強

しまり良好

シルト質 焼土・炭化物少量粘性強

シルト質 黄褐色プロック多量

柱抜取痕の埋没 白色プロ；；ク多量

柱抜取痕の埋没 白色プロソク少凪

柱痕 白色プロソク微贔

炭化物多量

柱掘形の充填

柱掘形の充填

柱掘形の充填

多量

G区第10号住居跡炉ゞ
a 灰褐色 焼土フロック・炭化物多量

G区第10号住居跡貯蔵穴

1 黒褐色 白色粒子・炭化物粒子多量

2 暗灰褐色 白色粒子・炭化物粒子多量

3a陪灰褐色 掘形充填 白色プロック多量

3b暗灰褐色掘形充填 白色プロック多量

2
 

3
 

4
 

暗掲色

E' 

暗褐色

暗灰褐色

三'5 暗褐色

6 暗褐色

7a暗灰褐色

7b暗灰褐色

8 黒褐色

9a暗黄褐色

9b暗黄褐色

9c暗灰褐色

F23. 50 F' 

□言

黄褐色プロック多量

黄褐色プロック多量

暗灰褐色ブロック

第174図 G区第10号住居跡
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G区第10号住居跡貯蔵穴
1 黒褐色 白色拉—r-.

炭化物粒子多量
2 暗灰褐色 白色粒子・

炭化物粒子多量
3a 暗灰褐色掘形充填

白色プロノク多量
3b 暗灰褐色掘形充填

白色プロソク多量

1 m  

＇ 130 

第175図 G区第10号住居跡貯蔵穴

10 ーー`
ロ

゜
10cm O 10cm 

1 4 1 ,  | | 1 3 

第176図 G区第10号住居跡出土遣物（1)

lll° -Eを指す。

主柱穴は、 Pitl• Pit2 • Pit3 • Pit4の4本である。

住居と相似する方形に並ぶ。

炉は、地床炉である。長径0.55mX短径0.42mの

楕円形に焼土化する。僅かな窪みには、焼土ブロ

ック・炭化物が多量に含まれる。

貯蔵穴は、南東隅に付設される。平面が不整方

形で、二段に掘り込まれたものである。上段は長

径0.94mX短径0.89mX床面からの深さ0.12m、下
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第177図 G区第10号住居跡出士遺物（2)

o 10cm 
| 1 | 1 4 

段は長径0.82mX短径0.64mX床面からの深さ

0.33mである。上段層からは多量の遺物が出土し、

遺物下からは、炭化物が検出された。炭化物は、

棒状の炭化材が方形に組まれ、その中に筵状の平

面的な炭化物がみつかっている。これは貯蔵穴の

蓋もしくは上段部と下段部を分割する棚板と考え

られるが、覆土の堆積状況や遣物の出土状況から、

前者の蓋であると思われる（第175図）。

ピットは、南壁際からPit5が検出されている。

出土遺物の時期や貯蔵穴の位置も加味すると、出

入り口施設（梯子穴）であったと椎定される。壁

溝は、検出されていない。

遣物は、貯蔵穴内とその北側と北壁際の 2箇所

にまとまった分布がみられる。土師器椀・高杯・

器台・壺・甕等が出土している。また、 G区第20

号住居跡• G区第 7号土堀と重複する付近の壁際

から、 11点の編物石が検出された（図版23-1)。

編物石は長さ14~24cm、幅4.5~8cm程の大きさで、

長細い河原石である。

第176図11は、大型の土玉である。径2.4cm・孔

径0.5cm・重さ12.7gである。

G区第11号住居跡（第178図）

Ml9グリッドに位置する。 G区第 5• 10 • 13号

住居跡よりも先行し、 G区第14号土堀よりも新し

い。 G区第 6号溝跡と重複する。

平面形態は、一辺2.40m以上の方形である。確
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G区第11号住居跡

1 黒褐色 白色粒子多量

2 黒褐色 白色ブロック少量

3 灰褐色 黄褐色粒子多量

4 I音灰褐色 白色粒子多量

゜
10cm 

＇ 1 • 4 

Pit 2 

言
B23.50 B' 

3
.
 ゜

2m  

＇ 160 

第178図 G区第11号住居跡・出土遺物

第55表 G区第11号住居跡出土遣物観察表（第178図）

番:1言皇Il言I]汀言］底径□言％）I息i且如 焼成 色調

二B 橙

No.5 

No.3・4 

No.l 

出土位置・備考 図版

70-4 

70-5 

認面からの深さ0.12~0.14mを測り、北西壁の方位

はN-36° -Eを指す。

ピットはPitl• Pit2 • Pit3 • Pit4 • Pit5 • Pit6が検

いずれも主柱穴とは認定できな

い。炉。壁溝・貯蔵穴等の諸施設も検出されてい

出されているが、

G区第12号住居跡（第179図）

N18 • 19グリッドに位置し、南半部が調査区外

G区第20号住居跡、 G区第 6• 9 • 15号

土堀よりも新しく、 G区第10号土堀よりも先行す

G 区第10号住居跡• G区第 1号掘立柱建物跡

と重複する。

西半部から多量の炭化材が検出されたことから、

焼失住居と思われる。平面形態は、方形である。

にある。

る。

ない。

遺物は比較的少ない。
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G区第 6号土i廣

］ 黒褐色 白色ブロック少量

G区第10号土漿

2 黒褐色 炭化物プロソク少量
3 黒褐色炭化物拉子少量
G区第12号住居跡

4 黒褐色 白色粒子多量

5 黒褐色 炭化物ブロック多量（建材の残骸？）
マンガン粒子多量

白色粒子多量

炭化物プロック多量

粘性強

6

7

 

黒掲色
黒褐色

8 黒褐色 炭化物粒子少量 マンガン粒子多量
9 黒 褐 色 柱 痕 白色粒子多量

10a灰褐色柱掘形充填灰褐色粒子・黄褐色拉子多量

10b灰褐色 柱掘形充填灰褐色粒子・灰褐色ブロック多最
10c灰褐色柱掘形充填灰褐色ブロック多量

G区第 9号土壊
11 黒褐色 白色粒—f多量
G区第12号住居跡炉

a 明 橙 色 燃 焼 部 焼 土
b 黒褐色炭化物粒子多量

゜
2m  ， 

160 

第179図 G区第12号住居跡・出土遣物 G区第 6 • 9 • 10 • 15号土城

第56表 G区第12号住居跡• G区第 9号土堀出土遺物観察表（第179図）

番：］］只］ で：重 I1:: | ：□1底怪 1残:(%)I□i：占II ／屁文Ii竺そ訃橙

出土位置・備考 図版

Pit 

SK9 

東西長5.60m、南北長2.40m以上、確認面からの深

さ0.02~0.14mを測る。東西軸方位は、 N-88°

Eを指す。

炉は地床炉で、中央付近に位置する。長径

0.49m以上x短径0．おmの円形に焼土化する。掘形

は浅く、多量の焼土と炭化物粒子が含まれている。

ピットはPitl• Pit2の2本が検出されているが、

主柱穴と断定できない。壁溝・貯蔵穴はみつかっ

ていない。

遺物は少ない。

G区第 6号土標（第179図）

Nl8 • 19グリッドに位置する。重複する G区第

12号住居跡の床面下より検出されたが、住居に伴

う床下土堀等の施設であるかは不明である。

平面形態は、楕円形である。長軸長1.78m、短

軸長1.34m、G区第12号住居跡床面からの深さ

0.16mを測る。長軸方位は、 N-34° -Wを指す。

G区第 9号土塀（第179図）

Nl8グリッドに位置し、大半がG区第12号住居

跡によって削平される。平面円形、東西長0.84m
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以上である。

G区第10号土塀（第179図）

Nl8グリッドに位置し、重複する G区第12号住

居跡よりも新しい。平面形態・規模は明確ではな

` -/ " 
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s J 11 

Pit 6 

c 
SJ 13 
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｀ c
 

いが、断面図から南北長0.96mと復元される。

G区第15号土壊（第179図）

Nl8グリッドに位置する。重複する G区第12号

住居跡の床面下より検出され、住居の掘形・床下
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G区第11号土壊

1 黒褐色

2 黒褐色 黄褐色ブロック多量

G区第13号住居跡

3 黒褐色 白色粒子・プロック少凪

4 黒褐色 白色プロック少星

5 暗灰褐色 白色粒f多贔

6 黒掲色 白色粒子多量

7 黄褐色 黄褐色土ブロック多量

8 黒褐色 白色プロック多量

9 暗灰褐色柱抜取痕 白色粒子多量炭化物多量

10 暗灰褐色柱脹 白色粒子少量炭化物少量

11 灰褐色 柱掘形充填地山プロソク

12 暗灰褐色 貯蔵穴 白色ブロック・炭化物少呈

G区第13号住居跡炉

a 暗褐色 炭化物プロック・焼土粒子多是

゜
2m  

＇ ,. 6 0 

第180図 G区第13号住居跡• G区第11号土城
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土堀等と考えられるが、詳細は不明である。

平面形態は溝状の楕円形で、南端部は調査区外

にある。長軸長1.96m以上、短軸長1.36m、G区第

12号住居跡床面からの深さ0.19~0.23mを測る。長

軸方位は、 N-l71° -Wを指す。

G区第13号住居跡（第180図）

M19グリッドに位置する。

G区第14号住居跡、 G区第 5• 11。14号土堀よ

りも先行し、 G区第11号住居跡よりも新しい。 G

区第10号住居跡 •G区第 1 号周溝墓と重複する。

平面形態は南壁が長く、北壁が短い台形である。

炉が、住居の中央から南に寄って位置する。主軸

長3.65m、東西幅約2.50~3.50m、確認面からの深

さ0.03~O.llmを測る。主軸方位は、 N-143° -W 

を指す。

主柱穴は、 Pitl• Pit2 • Pit3。Pit5の4本である。

住居形態と相似する台形に並ぶ。

炉は、地床炉である。長径0.34mX短径0.26mの

円形に焼土化する。掘形には多量の炭化物ブロッ

クと焼土粒子が堆積する。

貯蔵穴は、西壁中央付近の壁際に付設される。

長径0.92mX短径0.67mの平面長方形で、床面から

の深さ0.92mを測る。

ピットは、中央付近のPit6と南西隅付近のPit4

が検出されている。いずれも用途は不明である。

壁溝は、検出されていない。

遺物は、南東隅付近にまとまった分布がみられ

る。土師器小型壺と高杯が出士している。

G区第11号土壊（第180図）

M19グリッドに位置し、重複する G区第13号住

居跡よりも新しい。

平面形態は、円形である。長軸長1.18m、短軸

長0.96m、確認面からの深さ0.14mを測る。長軸方

位は、 N-143° -Wを指す。

遺物は、土師器の小型甕が出土している。

口
5
 

りJ
 

／
 

」

[

¥

゜第181図 G区第13号住居跡。 G区第11号土堀出土遺物

第57表 G区第13号住居跡• G区第11号土城出土遺物観察表（第181図）

10cm 
1・4 

番号 種別 器種 口径 器昴 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 図版

1 土師器 小型壺 8.4 66 95 ②ABCGI B 橙 No.2器面風化顕著 70-6 

2 土師器 小型壺 [86] 90 ②ABCGIJ B にぶい橙 70-2 

3 土師器 高坪 18.2 [6.0] 60 ③ABCGHI B 橙 No.5二次的被熱 71-3 

4 土師器 症ヨ＝ (11.4) [15.l] 20 ②ABGH B 暗褐色

5 土師器 小型甕 (12.8) [94] 10 ②ABCGHIJ B にぶい橙 SKllNo.l・11

6 土師器 小型甕 (12.8) 16.1 5.3 80 ②ABCGHJ B 橙 SKllNo.3 SJ13 71-5 
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G区第14号住居跡（第182図）

複する。

Ml9グリッドに位置し、 G区第 7号住居跡と重

G区第13号住居跡よりも新しく、 G区第

5号土城より先行する。

平面形態は、台形である。南北長3.55~3.82m、

東西長3.72m、確認面からの深さ0.03~0.06mを測
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G区第14号住居跡
1 黒褐色 黄褐色ブロック少量

2 黒褐色 黄褐色粒子・灰褐色粒子多量

3 黒褐色 黄褐色拉子少量
4 暗灰褐色 炭化物粒子・白色粒子多量
5 灰褐色 炭化物拉子・白色粒子多量

第182図

゜
10cm ， 

1. 4 

゜
2m  

＇ 160 

G区第14号住居跡・出土遺物

第58表 G区第14号住居跡出土遺物観察表（第182図）

番：号1:::1 :]f： 1 口怪1言1底径□0(%)Ì;nB

B

 

成焼 色調

橙

にぶい橙

出土位置・備考 図版

No.7 

Pit 
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冑////////////////////／／／／／／／／／／／／／／／／／言言

言門謬噂摩物少量
2 陪灰色縞状の地山砂質土
3 黄灰色地山ブロック多砂質
G区第］5号住居跡ヵマド
a 暗灰色 地山プロック・焼士粒子少量
b 焼土屑
c 炭化物層
d 暗灰色炭化物多

゜
2m  

＇ 160 

第183図 G区第15号住居跡・出土遺物

る。南北軸方位は、 N-31° -Eを指す。

ピットは、 8本検出されている。このうち、

Pitl • Pit2 • Pit3 • Pit4の4本が主柱穴である。ほ

かのPit5• Pit6 • Pit7 • Pit8は、用途は不明である。

炉．壁溝。貯蔵穴等の諸施設は、検出されてい

N-13° 

ない。

遺物は北半部に散見される程度で、図化し得る

ものは極めて少ない。

G区第15号住居跡（第183図）

M20グリッドに位置する。 G区第 8号住居跡・

G区第 7号溝跡よりも新しく、 G区第17号住居跡

と重複する。

平面形態は東西に長軸をもつ長方形で、北壁に

カマドが付設される。主軸長3.28m、幅4.90m、確

認面からの深さ0.01~0.24mを測る。主軸方位は、

-Eを指す。

カマドは、北壁の東よりに位置する。地山が掘

り残された僅かな片袖のみが検出されている。燃

焼部の中心が壁の外側に張り出すタイプのカマド

である。燃焼部は長さl.3lmX幅0.70mで、階段状

に長さ0.19mの煙道部に繋がる。

壁溝は、カマドの西側の一部を除いて、検出部

では全周する。幅0.16~0.23m、床面からの深さ

0.03~0.07mほどである。

主柱穴．炉・貯蔵穴等の諸施設は、検出されて

いない。

遺物は、頁岩製の砥石が1点出土している。

長さ12.3cm・幅52cm・厚さl.&m.重さ94.7gである。

G区第16.18号住居跡（第184図）

Ml9 • 20グリッドに位置する。北半部は調査区

外にあり、またG区第7号溝跡調査後に確認され

た遺構であり、詳細は不明である。断面観察から、

2軒の住居跡の重複と確認された。

G区第16号住居跡はG区第18号住居跡よりも新
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第184図 G区第16。18号住居跡・出土遺物 G区第22号土城

G区第22号土壊

1 賠褐色 灰褐色土ブロソク少量
2 暗褐色灰褐色七粒子多量
3 暗掲色灰褐色土粒子

4 暗褐色 炭化物・黄褐色土ブロック少量
5 暗黄褐色 黄褐色上プロック多械

G区第16号住居跡

6 灰掲色 白色拉子多量

7 暗灰褐色 白色粒子多量
8 暗灰褐色炭化物少量 白色約子・マンガン粒子多量

9 暗灰褐色 黄褐色土ブロック少量
10 暗灰褐色 黄褐色土プロック多拭

11 暗灰掲色 白色ブロソク微量
12 暗灰褐色 白色粒子・黄褐色上ブロソク多量

13 暗灰褐色 炭化物プロック多量

14 暗灰褐色 白色ブロック・黄褐色士ブロック多量

15 黒褐色柱痕炭化物粒子粘性強
16 黒褐色柱掘形充填 白色ブロック多量

17 黒褐色 白色粒子多量

18 暗褐色炭化物少量
19 暗褐色 白色プロック多量

20 暗褐色 白色プロック多量

21 暗褐色 白色粒子少量粘性強
G区第16号住居跡炉

a 赤褐色 焼土プロック多呈
G区第18号住居跡

22 暗灰褐色 白色拉子多絨
23 暗灰褐色 炭化物・白色粒子多菫

24 灰褐色灰褐色土粒子多量

25 暗褐色灰褐色土泣f少量

第59表 G区第1厄ユlヤ戸叫m . . . L ‘ 如 叫 知 舜 +
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しい。また、 G区第17号住居跡がG区第18号住居

跡を攪乱し、 G区第22号土城が重複する。

G区第16号住居跡は東西長5.9m前後の平面方形

の住居跡と推定される。確認面からの深さ0.13~

0.20mを測る。東西軸の方位は、 N-103° -Eを

指す。炉は地床炉で、住居の中央より東に寄って

位置する。長径0.30m以上 X短径0.50mの円形に焼

土化する。ピットは 3本検出されている。主柱穴

の判断は難しいが、 Pit3からは明瞭な柱痕が認め

られる。壁溝・貯蔵穴は、検出されていない。遺

物は、土師器鉢・台付甕が出土している。

G区第18号住居跡は、平面形態・規模等の詳細

が不明である。また、主柱穴．炉。壁溝・貯蔵穴

等の諸施設も検出されていない。また出土遣物も

ない。

G区第22号土塘（第184図）

Ml9グリッドに位置し、 G区第16• 18号住居跡、

G区第 7号溝跡と重複する。 G区第16号住居跡

Pit2と重複する箇所は、大地震に伴う噴砂痕によ

って、新旧関係は把握できなかった。

平面形態は、不整円形である。長軸長1.16m、

短軸長0.65m、確認面からの深さ0.21mを測る。長

軸方位は、 N-66° -Wを指す。

G区第17号住居跡（第185図）

M20グリッドに位置する。 G区第18号住居跡よ

りも新しく、 G区第24号土城よりも古い。 G区第

15号住居跡。 G区第7号溝跡と重複する。

平面形態は、南北長3.65m以上、東西長3.70mの

方形で、確認面からの深さ0.07~0.19mを測る。南

北軸の方位は、 N-28° -Eを指す。

主柱穴・炉．壁溝・貯蔵穴等の諸施設は、検出

されていない。 Pitl• Pit2 • Pit3 • Pit4の4本のピ

ットは、用途が不明である。東壁際の床下に位置

するPit5は、他のピットとは規模が異なり、貯蔵

穴の可能性も考えられる。

遺物は微細な破片のため図示し得ない。
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第185図 G区第17号住居跡

G区第17号住居跡
1 暗灰褐色 白色・黄褐色土ブロック少量

2 暗灰褐色 白色粒子多凪

3 暗灰褐色 黒褐色士粒子少量
4 黒褐色 白色粒子多量黒褐色士粒子少量

5 暗灰褐色 白色プロック多量
6 暗褐色 白色粒子多量

7 灰褐色 白色ブロック

8 暗褐色 炭化物少量灰褐色土粒子・灰褐色土プロック多量
9 暗褐色 炭化物プロ；；ク多星

10 灰褐色 炭化物ブロック多量灰褐色土粒子多量
11 暗灰褐色 炭化物少量黄褐色土粒子多量

12 暗灰褐色 黄褐色士粒子多量
13 暗黄褐色 暗黄褐色七ブロック

14 暗黄褐色灰層

15 暗黄褐色 灰褐色士粒子少量

G区第19号住居跡（第186図）

Ml7 • 18、Nl7グリッドに位置する。 G区第

4 • 5号性格不明遺構、 G区第19号土堀、 G区第

8 • 15 • 16号溝跡と重複する。

建て替えと拡張が行われた住居である。建て替

え時に全方向に拡張を行い、構築当初の住居部分

は埋戻して貼床を施す。
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第187図 G区第19号住居跡出土遣物

第60表 G区第19号住居跡出土遺物観察表（第187図）

O 10cm 

卜 I I14 

番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎土 焼成 I 色調 出土位置・備考 ！図版

1 土師器 痙＝` ③ABCGIJ B にぶい橙 パレス壺

2 土師器 壺 (15.8) [4.5] 5 ②ABCGI B 橙 赤彩

3 土師器 台付甕 [5.3] (98) 3 r・ ②ABCHI B にぶい橙

4 土師器 高杯 [88] 10 ②ABGI B I にぶい橙 No.3 

平面形態は、建て替え前後ともに方形である。

建て替え後の住居は平面形態が方形で、炉が中

央から北西壁に寄って位置する。規模は、主軸長

4.85m、幅4.85m、確認面からの深さ0.07~0.10mを

測る。主軸方位は、 N-37° -Wを指す。主柱穴

は、 Pitl• Pit2。 Pit4。Pit6の4本柱である。炉は

地床炉で、径0.24m以上の円形に焼土化するが、

大半が遺構所在確認調査時のトレンチによって削

平されている。ピットは、 Pit3• Pit5 • Pit7 • 

Pit9 • Pit12が検出されている。用途は不明である

が、多くは壁際に分布する。壁溝・貯蔵穴は、検

出されていない。

建て替え前の住居は、平面形態がやや台形であ

る。規模は、主軸長3.91~4.31m、幅426m、確認

面からの深さ029~0.36mを測る。主柱穴はPit13• 

Pit14の2本と、建て替え後のPitl• Pit6を共有す

る。このほかに、 Pit8• PitlO • Pitll。Pit19の4本

が、壁際から検出されている。炉．壁溝・貯蔵穴

はみつかっていない。

遺物は、南西壁中央付近にまとまった分布がみ

られるが、出土量は少ない。

G区第20号住居跡（第188図）

M18 • N18グリッドに位置する。 G区第12号住

居跡よりも先行し、 G区第21号土城よりも新しい。

G区第10号住居跡、 G区第 6• 9。10。15号土堀、

G区第 1号掘立柱建物跡、 G区第 1号周溝墓、 G

区第4号性格不明遺構と重複する。

平面形態は方形で、炉が北西壁に寄って位置す

る。主軸長約5.5m、幅5.50m、確認面からの深さ

0.06~O.llmを測る。主軸方位は、 N-62° -Wを

指す。

主柱穴は、 Pitll• Pitl2 • Pit20の3本と、 G区

第12号住居跡Pit2を共有する 4本である。

炉は、地床炉である。長径0.69mX短径0.53mX

床面からの深さ0.08mの楕円形の浅い窪みには、

焼土化した底面と直上に堆積した灰層が検出され

ている。

壁溝は、南東壁北半から東隅付近を除き全周す

る。幅0.18~0.28m、床面からの深さ0.04~O。09mほ

どである。

ピットは、 Pitl• Pit2 • Pit4~PitlO • Pit13~ 

Pit19 • Pit21~Pit24の20本が検出されている。こ

のうち、 Pit15• Pitl 7は南西壁溝内に位置し、特

筆される。

貯蔵穴は、検出されていない。

遺物は、 Pit16にまとまった分布がみられるが、

出土量は少ない。

G区第21号土壊（第188図）

G区第20号住居跡主柱穴Pit20に削平される。

平面状態は長方形で、長軸長0.93m、短軸長

0.44m、確認面からの深さ0.62mを測る。長軸方位

は、 N-22° -Eを指す。

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。
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G区第20号住居跡

1 暗灰褐色 白色粒子・炭化物少量

2 暗灰褐色 白色プロック多量

3 暗灰褐色 白色粒子少呈

暗褐色土プロック少量

白色粒子少量

暗褐色土ブロック少量

5 暗荼褐色 白色粒子・白色ブロック多量

6 陪掲色 白色粒子多量

7 灰褐色 炭化物少量

8 暗褐色 白色粒子・炭化物粒子少量

9 暗褐色 白色粒子少量

G区第20号住居跡炉

a 暗褐色 白色粒子・炭化物粒子少量

b 暗褐色 灰層焼土粒子少量

c 赤褐色 火床面焼上プロソク

第21号土l廣

10 暗褐色

4
 

灰褐色

白色プロック少量

゜
2m  

， 

160 

第188図 G区第20号住居跡． G区第21号土城
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第189図 G区第20号住居跡出土遺物

第61表 G区第20号住居跡出土遺物観察表（第189図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 I 出土位置・備考 l図版

1 土師器 台付甕 [12.1] 20 ②ABCGI B 暗褐色 |No.2・3・4 Pitl6NoJ 

2 弥生 亜ギ ②ABCGI B にぶい橙

3 弥生 宰士 ②ACGHI C にぶい橙

4 弥生 宰上 ②ABCGI B 暗褐色 I P1t13 

(2)掘立柱建物跡

G区第 1号掘立柱建物跡（第190図）

Ml8 • 19、Nl8• 19グリッドに位置する。 G区

第4 • 5 • 10 • 12号住居跡、 G区第 6• 17号土堀

と重複する。覆土の堆積状況から、 G区第 4号住

SJ 10 ／ 
仁＼麟

＼ 

SJ 5 

2 10 

01 

2 10 

叫

A' 

t1:  

SB1 1 

i I 

＋ 

g 

I 

c ＼ s J 12 ーニ／／
Q!---- 口
g 

゜
g! 

N, 

Pit 6 

2 10 

I 

十
2 10 

＋ 

A23.50 

s J2。 Pit4

A' 

Pit 3 Pit 2 Pit 1 
SJ 6 

G区第1号掘立柱建物跡
1 黒褐色柱痕炭化物粒子多量

2a 黒褐色 柱掘形充填 黄褐色士粒子・白色ブロック多量
26 黒褐色柱掘形充填 白色拉子・黒色粒子多量

2c 黒褐色 柱掘形充填 黄褐色土粒＋・白色ブロック少量
2d 黄褐色柱掘形充填黄褐色土プロック 白色ブロック少量

2e 黒褐色柱掘形充填 白色プロック多量

第190図 G区第 1号掘立柱建物跡
゜

2m  ， 
180 
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居跡よりも古い。

桁行 3間x梁行 2間の側柱建物跡と推定される。

発見された柱穴は 6本で、このほかは調査区外に

ある。

桁行を南北に向け、南北軸（桁行方位）はN-

(3)周溝墓

G区第 1号周溝墓（第191図）

Ml8 • 19、Nl8曇 19グリッドに位置し、南半部

は調査区外にある。 G区第 4・10・11。13。20号

-Eを指す。規模は、桁行6.30mX 梁行

4.40m ・面積27.72rrlを測る。柱間は、桁行2.10m、

梁行2.20mに統一されている。柱掘形は方形を基

本とし、隅柱は深い。

13° 

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。

住居跡、 G区第23号土堀、 G区第 6号性格不明遺

構と重複する。

外周・方台部の平面形態は、角が極めて不明瞭

l
lJ
-

s J 13 

s J 11 

＿ △  

調査区外

．竺350 A' 

B23 5O B' 
・ー 1 -・ 

C23.50 

SX二言胃

G区第1号周溝墓
1 暗灰褐色 白色粒子・黄褐色粒了少量
2 暗灰褐色 白色粒＋・黄褐色粒子少量
3 暗灰褐色 黄褐色拉子多量
4 暗灰褐色 黄褐色粒子多量
5 暗灰褐色 黄褐色ブロック多量
6 灰 褐 色
7 暗褐色
8 灰 褐 色
9 暗褐色
10 灰 褐 色
11 灰 褐 色
12 暗褐色
13 暗褐色

白色粒子少量

盛土の崩落
盛土の崩落

黄褐色プロック少量
白色プロック多量

白色粒子多量
黄褐色粒子・炭化物少旦 ゜

2. 5m 
l 
1100 

第191図 G区第 1号周溝墓
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゜第192図 G区第 1号周溝墓・出土遣物

10cm 
14 

第62表 G区第 1号周溝墓出土遣物観察表（第192図）

濯号 種別 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎t 焼成 色調 出土位置・備考

i l 土師器 椀 12 5 59 54 80 ②ABCGHI B にぶい橙 No.1赤彩

2 土師器 壺 [5.6] 60 ②ABCI C にぶい橙 西溝

3 土師器 甕 ②ABCGI B にぶい橙 東溝

4 土師器 乖コ ②ABCGI B にぶい橙 東溝

図版

71-3 

な隅丸方形を呈する。北東溝の中央部が途切れ、

ブリッジ幅は1.3mほどである。ブリッジの方向は、

N-47° -Eを指す。規模は、調査区際で、外法

14.0m。内法11.8mを計測する。

周溝の規模は、ブリッジ南側が推定幅1.40m• 

確認面からの深さ0.27mである。ブリッジ直北部

は幅0.85m・確認面からの深さO.llm、隅丸の北東

(4)性格不明遺構

G区第 1号性格不明遺構（第193図）

Ml3。Nl3グリッドに位置し、南側は調査区外

にある。溝幅0.17~0.38m・確認面からの深さ0.05

~O.llmを測る溝状遺構で、「ク」字状に屈曲する。

西辺長1.55m・北辺長2.25m・東辺長4.15m以上が

検出されている。北辺長が短いことから断定はで

きないが、長方形の住居跡の掘形もしくは壁溝の

残痕の可能性も考えられる。

遺物は出土していない。

G区第 4・5号性格不明遣構（第194図）

Ml7 • 18、Nl7• 18グリッドに位置し、 G区第

19 • 20号住居跡および、 G区第 1号周溝墓と重複

する。

G区第4号性格不明遺構は、 L字形に屈曲する

2条の溝状遣構が相対し、南北5.4mX東西6.4mの

方形の区圃を形成する。北西溝は幅0.36~0.45m• 

確認面からの深さ0.01~0.07m、南東溝は幅0.28~

0.35m ・確認面からの深さ0.03~0.07mを測る。周

隅付近が幅1.40m・確認面からの深さ0.14m、北東

隅直南付近は幅1.20m・確認面からの深さ0.10m、

断面B-B' 付近は幅1.40m。確認面からの深さ

0.44m、西側の調査区際は幅1.10m・確認面からの

深さ0.64mほどである。北西辺の南半部が深く掘

り込まれている。

門

mi I 
］三

.A 
A' 

SX1 

g 

叫 乱I
調査区外

A23 50 A' 

゜
2m  

160 

第193図 G区第 1号性格不明遺構
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第194図 G区第 4 • 5号性格不明遺構

囲に位置する住居跡と方向性を違えるが、方形区

画の規模から、住居跡の掘形もしくは壁溝の残痕

の可能性が高い。

G区第 5号性格不明遺構は、溝幅0.23~0.39m• 

確認面からの深さ0.08~0.09mを測る溝状遺構で、

(5)土塘・溝跡

G区第 1号溝跡（第195図）

Ml2 • Nl2グリッドに位置し、南北とも調査区

外に至る。

検出長12.60m、幅0.65~1.15m、確認面からの深

L字形に屈曲する。南東辺1.60m・南西辺2.20mで

ある。周囲に位置する住居跡との方向性の一致か

ら、住居跡の掘形もしくは壁溝の残痕の可能性も

考えられる。

遣物は、微細な破片のため図示し得ない。

さ0.15~0.49mを測る。断面は逆台形を呈する。溝

底標高は、北端付近22.90m、中央付近22.80m、南

端付近22.76mを計測する。走行方位は、 N-

-Eを指す。180° 
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遣物は出土していない。

G区第 2号溝跡（第195図）

Ml2、Nl2グリッドに位置し、南北とも調査区

外に至る。

検出長11.00m、幅0.30~0.58m、確認面からの深

さ0.20~025mを測る。断面は箱形を呈する。溝底

標高は、北端付近22.98m、中央付近23.03m、南端

付近23.02mを計測する。走行方位は、 N-5° -E 

を指す。

遣物は出土していない。

G区第 3号溝跡（第195図）

Ml2。Nl2グリッドに位置し、南北とも調査区

外に至る。

検出長9.00m、幅0.18~0.33m、確認面からの深

さ0.08~0.18mを測る。断面は箱形を呈する。溝底

標高は、北端付近23.15m、中央付近23.lOm、南端

付近23.09mを計測する。走行方位は、 N-180° -

Eを指す。

遣物は出土していない。

G区第 2号性格不明遺構（第196図）

Ml4グリッドに位置する。

一部に途切れた箇所がみられるが、 L字形に屈

曲する溝I犬遺構である。

東辺は検出長0.60m、幅0.14~0.30m、確認面か

らの深さ0.04~0.09m、南辺は検出長3.38m、幅020

~0.32m、確認面からの深さ0.01~0.03mを測る。

L字形内側の東西l.3mX南北0.4mの範囲に貼床状

の痕跡が確認されている。加えて、遺構規模・形

状も加味すると、住居の残痕の可能性が高い。

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。

G区第 3号性格不明遺構（第196図）

Ml4グリッドに位置する。

検出長4.2m、幅026~0.40m、確認面からの深さ

0.01~0.04mの溝状遺構である。溝の南側から、東

西l.6mx南北1.6mの範囲に貼床状の痕跡が確認さ

れている。さらにG区第 2号性格不明遺構と方向

性を一致させていることも加味すると、住居の残

-239-

痕の可能性が高い。

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。

G区第25号土壊（第196図）

Nl3グリッドに位置する。

平面形態は、不整長方形である。長軸長1.45m、

短軸長0.56m、確認面からの深さ0.04mを測る。長

軸方位は、 N-85° -Wを指す。

遣物は出土していない。

G区第26号土堀（第196図）

Ml4グリッドに位置する。

平面形態は、楕円形である。長軸長1.35m、短

軸長0.77m、確認面からの深さ0.04mを測る。長軸

方位は、 N-72° -Wを指す。

遺物は出土していない。

G区第27号土堀（第196図）

Nl5グリッドに位置する。

平面形態は、楕円形である。長軸長0.62m、短

軸長0.37m、確認面からの深さ0.08mを測る。長軸

方位は、 N-77° -Eを指す。

遺物は出土していない。

G区第30号土塘（第196• 197図）

Ml5 • Nl5グリッドに位置する。

平面形態は、不正方形である。長軸長1.95m、

短軸長1.33m、確認面からの深さ0.02mを測る。長

軸方位は、 N-15° -Wを指す。

遣物は出土していない。

G区第 9号溝跡（第196図）

Ml3グリッドに位置する。

検出長1.25m、幅020~0.25m、確認面からの深

さ0.03~0.06mを測る。断面は逆台形である。溝底

標高は、東端付近23.17m、中央付近23.19m、西端

付近2320mを計測する。走行方位は、 N-100° ―

Eを指す。

遺物は出土していない。

G区第10号溝跡（第196• 197図）

Ml4 • 15、Nl5グリッドに位置する。西端がL

字形に屈曲し、途切れながら延長7.3mに及ぶ溝跡
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l 黒褐色土灰褐色粘上ブロック多量
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1 黒褐色士灰褐色粘士ブロック多量
2 黒褐色土灰掲色粘士ブロック少量

冒

人為的堆積
人為的堆積

人為的堆積
人為的堆積

G区土堀・溝跡②
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である。

幅0.15~0.32m、確認面からの深さ0.01~0.07mを

測る。断面は逆台形である。溝底標高は、東端付

近23.22m、中央付近23.17m、西端付近23.19mを計

測する。走行方位は、 N-88° -W• N-20° — 

Wを指す。

遺物は出土していない。

G区第28号土壊（第197図）

Nl5グリッドに位置する。

平面形態は、楕円形である。長軸長0.82m、短

軸長0.33m、確認面からの深さ0.05mを測る。長軸

方位は、 N-76° -Eを指す。

遣物は出土していない。

G区第29号土壊（第197図）

Ml5 • Nl5グリッドに位置する。

平面形態は、方形である。長軸長2.25m、短軸

長1.48m、確認面からの深さ0.10mを測る。長軸方

位は、 N-90゚ を指す。

遺物は出土していない。

G区第11号溝跡（第197図）

Ml5グリッドに位置する。

検出長1.42m、幅0.01~0.15m、確認面からの深

さ0.02~0.05mを測る。断面は半円形である。溝底

標高は、北西端付近23.20m、中央付近23.19m、南

東端付近23.20mを計測する。走行方位は、 N-

69° -wを指す。

遺物は出土していない。

G区第12号溝跡（第197図）

Ml5グリッドに位置する。

検出長3.40m、幅0.25~0.58m、確認面からの深

さ0.05~0.06mを測る。断面は逆台形である。溝底

標高は、北西端付近23.21m、中央付近23.18m、南

東端付近23.20mを計測する。走行方位は、 N-

107° -Eを指す。

遺物は出土していない。

G区第13号溝跡（第197図）

Ml5グリッドに位置し、 G区第29号土城と重複
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する。

検出長0.80m、幅0.20~0.40m、確認面からの深

さ0.05~0.06mを測る。溝底標高は、中央付近

23.21mを計測する。走行方位は、 N-66° -Wを

指す。

遺物は出土していない。

G区第14号溝跡（第197図）

M15 • 16グリッドに位置する。

検出長3.40m、幅0.35~0.50m、確認面からの深

さ0.02~0.10mを測る。断面は逆台形である。溝底

標高は、東端付近23.07m、中央付近23.04m、西端

付近23.03mを計測する。走行方位は、 N-90° ―

Eを指す。

遺物は出土していない。

G区第16号土壊（第198図）

M17グリッドに位置する。

平面形態は、楕円形である。長軸長1.34m、短

軸長0.76m、確認面からの深さ0.23mを測る。長軸

方位は、 N-11° -Eを指す。

遣物は出土していない。

G区第 4号溝跡（第198図）

M16 • 17、N16グリッドに位置し、 G区第 3号

住居跡と重複する。南北ともに調査区外に至る。

検出長13.80m、幅0.38~0.65m、確認面からの深

さ0.25~0.38mを測る。断面はU字形である。溝底

標高は、北端付近22.85m、中央付近22.85m、南端

付近22.93mを計測する。走行方位は、 N-18° -

Eを指す。

遣物は、微細な破片のため図示し得ない。

G区第 8号溝跡（第198図）

M17 • N17グリッドに位置する。 G区第 3• 19 

号住居跡と重複し、 G区第16• 17号溝跡と交差す

る。南側は調査区外にある。

検出長5.20m、幅1.06~1.24m、確認面からの深

さ0.10~0.21mを測る。断面は逆台形である。溝底

標高は、北東端付近23.09m、中央付近23.07m、南

西端付近22.92mを計測する。走行方位は、 N-
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14l° -Wを指す。

遺物は、土師器小型甕が出土している。

G区第15号溝跡（第198図

Ml7グリッドに位置し、 G区第19号住居跡と重

複する。

検出長2.55m、幅0.25~0.38m、確認面からの深

さ0.10~0.12mを測る。断面は半円形である。溝底

標高は、北西端付近23.12m、中央付近23.12m、南

東端付近23.llmを計測する。走行方位は、 N-

113° -Eを指す。

遺物は出土していない。

G区第16号溝跡（第198図）

Ml7グリッドに位置し、 G区第 8号溝跡と重複

する。

検出長3.70m、幅0.20~0.28m、確認面からの深

さ0.12~0.13mを測る。断面は半円形である。溝底

標高は、北西端付近23.12m、中央付近23.12m、南

東端付近23.06mを計測する。走行方位は、 N-

122° -Eを指す。

遺物は出土していない。

G区第17号溝跡（第198図）

Ml7。Nl7グリッドに位置する。 G区第 3号住

居跡• G区第 8号溝跡と重複する。

検出長4.50m、幅0.21~0.32m、確認面からの深

さ0.13~0.16mを測る。断面は半円形である。溝底

標高は、東端付近23.15m、中央付近23.12m、西端

G区第16号土i廣

1 暗褐色 白色ブロック微鼠

2 暗褐色 白色ブロ；；ク多量
3 暗褐色 白色ブロソク多量

4 暗褐色 白色粒子多量
5 暗黄褐色 白色プロック塊

6 暗黄褐色 白色粒子少鼠
第8号溝跡（E-E')

1 黒灰色土 焼土粒子若干

2 暗黄灰色土 地山砂質土と黒灰色粘質土の交互堆積
M17Grid Pit2 (0-0') 

］ 黒色土 灰色砂質J::（地山）プロック少昌
M17Grid Pit1 (K-K') 

1 黒灰色上炭化物粒子少量

2 暗灰色七灰色砂質土（地山）ブロ；；ク多

-244-

付近23.llmを計測する。走行方位は、 N-53° —

Wを指す。

遣物は出土していない。

G区第 6号性格不明遣構（第199• 200図）

Ml8グリッドに位置し、 G区第 1号周溝墓と重

複する。

溝I犬の遣構で、幅0.19~0.38m、確認面からの深

さ0.03~O.llmを測る。

遣物は、微細な破片のため図示し得ない。

G区第 2号土擦（第199• 200図）

Ml8グリッドに位置する。 G区第 7号住居跡・

G区第 3号土堀と重複する。

平面形態は、長方形である。長軸長1.25m、短

軸長0.60m、確認面からの深さ0.54mを測る。長軸

方位は、 N-51° -Eを指す。

遣物は、微細な破片のため図示し得ない。

G区第 3号土堀（第199。200図）

Ml8グリッドに位置する。 G区第 7号住居跡・

G区第 2号土堀と重複する。

平面形態は、円形である。長軸長0.92m、短軸

長0.65m、確認面からの深さ0.29mを測る。長軸方

位は、 N-33° -Eを指す。

遺物は出土していない。

G区第 7号土堀（第199• 200図）

Ml8 • 19グリッドに位置し、 G区第10号住居跡

と重複する。

M 17Gr id Pit 3 (N-N') 

1 黒灰色士炭化物粒子少鼠

2 暗灰色土灰色砂質士（地山）プロック多
M17Grid Pit4 (~HI') 
l 黒灰色士炭化物粒子少量

2 暗灰色上灰色砂質土（地山）プロソク多
M17Grid Pit5 (J-J') 

1 黒灰色土炭化物粒•f少量
2 暗灰色士灰色砂質上（地山）プロ；；ク多
M17Grid Pit6 (L-L') 

1 黒灰色十 炭化物拉子少量

2 暗灰色土灰色砂質土（地山）ブロノク多
M17Grid Pit7 (H-H') 

1 黒灰色上炭化物粒了少量
2 暗灰色士灰色砂質七（地山）ブロック多



調査区 外

+M18 Ml8Gr 
P it23 

|
l
lf

9

-

，
 

ロ
已〇ェ．’

M18Gr 
Pit24 

SJ7 

2 ◎ミ＇
M18Gr 
Pit26 

〇・

0.¥ S K 3/ 
＼ 

ゃ
／

,’,’,¥ 

•’, 

s
 

R

[

 

うuo三
／ 

s J 19 

駅◎見＇
Nl8Gr 
Pit4 

・℃), 

砂。こぐバ□M18G/

SK2三三塁□M186r
◎ Pit14 

M18Gr 
Pit13 r

 
G
1
 

、t/
1
8
B

M
P
l
 

◎
 

0
6
 

2
1
 

t
 

J
 

(

O

s

pl 

”
◎
」
言
／
｀
口
／

y
l

引

：

□〉
-
口
5

＼
令

胃

念

：

／

M
Pi

B

G

r

5

k

/

 

2
0
-
1
t
 

M
P
l
 

ッ

冒

七

｀

h
|

〉
悶

冨
~
》
＼
、
＼
：
口
刃
．

◎

¥

¥

M

Pi
r
 

¥、

6

ナ

＼

＼

8

＼
 

、、

M
pl

C

＾
 ／

 

s J 14 

怠`／

SR  1 

逸

胃

ロ
忍

゜
2
 

J
 s

 

:
/
s
J
 □□

]

E

 

忍

l

g

:

]

．
 

.
d
o
 

＼ 

ー`ロ［

s J 10 

s J 12 

詞査区外

SK2 SK3 SK7 

A23 50 A『 旦350 B' C23 50 c' D 23 50 D' E23 50 E'F  23. 50 F' 

三 口］］ 言言三言言言言二三言

S K19 • M18Gr Pit 1 • Pit2 
H'I  23. 50 I' J 23. 50 

□ □ロロ`ニ
SK 18. 20 
G23.50 G' H 23. 50 

゜
2,m 

ISO 

第199図 G区土堀・溝跡⑤ （1） 

-245-



S K23 
K13.50 

S D19 S D18 
K'L23.50 L'M23.50 M'N23.50 N' 

言 言／□／///////9//／／三 言二 言言言

M18Gr Pit22 • 23 
o 23 50 o' 

M18Gr Pit24 
p p' 

M18Gr Pit26 M18Gr Pit25 M18Gr Pit25 M18Gr Pit27 M18Gr Pit21 
023.50 Q'R23.50 R'S  23.50 S'T  23.50 T'U23.50 U' 

□三冒 □□9 冒言胃言 □筐言三言
M18Gr Pit10・11 ・12 M18Gr Pit13・14 M18Gr Pit28・29 
V 23 50 V'W23. 50 W' 

〗筐量
M18Gr Pit4 
2B 23. 50 

M18Gr Pit3 • 4 
2B'2C 23. so 

X23.50 X' ．．  
Pit28 Pit29 

口
M18Gr Pit17 M18Gr Pit30・31 

M18Gr Pit5 
2C'2D 23. 50 2D' 

胃 23]冒］3

Y23 50 Y' 

□夏言

M18Gr Pit32 
互3.50 ュ： 2竺3.50 立A'

三 冒
M18Gr Pit18 M18Gr Pit19 
2E 23. 50 2E'2F 23. 50 2F' 

冒言

M18Gr Pit6・7 
2G 23. 50 2G' 

Pit7 Pit6 

冒
M18Gr Pit20 
2H 23. 50 2H' 

言言
M18Gr Pit15 M18Gr Pit34 M18GrPit35 N18Gr Pitl N18Gr Pit2・3 N18Gr Pit4 
2123. 50 2 I'2J 23. 50 2J'2K 23. 50 2K'2L 23 50 2L'2M 23. 50 2M'2N 23. 50 2N' ．．．．  

三言賢□□ ロニ ■
M19Gr Pit3・4 
20 23. 50 20' 
- Pit4 Pit3 -・ 

M19Gr Pit5 
2P2350 2P' 

M19Gr Pit6 
2Q 23. 50 2Q' 

゜
2m  

1 
180 

第200図 G区土堀・溝跡⑤ （2) 

平面形態は、長方形である。長軸長1.75m、短

軸長0.68m、確認面からの深さ0.02mを測る。長軸

方位は、 N-95° -Eを指す。

遺物は、土師器高杯が出土している。

G区第18• 20号土堀（第199。200図）

Ml8グリッドに位置し、 G区第23号土堀と重複

する。 2基の土堀として調査されたが、明確に分

離することはできない。

平面形態は、円形である。長軸長0.95m、短軸

長0.73m、確認面からの深さ0.16~0.22mを測る。

長軸方位は、 N-37° -Eを指す。

遣物は、微細な破片のため図示し得ない。

G区第19号土壊（第199・200図）

Ml8グリッドに位置し、 Ml8グリッドPitl。 Pit2

と重複する。

平面形態は、方形である。長軸長0.8m以上、短

軸長0.58m、確認面からの深さ0.44mを測る。長軸

方位は、 N-5° -Eを指す。

遺物は出土していない。

G区第23号土壕（第199• 200図）

Ml8グリッドに位置し、 G区第18• 20号土鷹

G区第 1号周溝墓と重複する。

平面形態は、不整長方形である。長軸長4.10m、

短軸長1.50m以上、確認面からの深さO.llmを測る。

長軸方位は、 N-33° -Eを指す。

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。

G区第18号溝跡（第199・200図）

Ml8グリッドに位置する。
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G区第 7号土堀
1 黒褐色 白色ブロック多量炭化物粒子少量

2 黒褐色 白色プロソク多量
G区第18号土壊
1 暗灰掲色 炭化物粒子多量 黄褐色紋子多量

2 暗灰褐色 員褐色・ □色ブロック多菫 しまり不良
M18Grid Pit1 (H') 
1 暗褐色土 白色粒子多量

2 暗褐色土 白色プロック（地山）多量
3 暗褐色土 白色プロック少量 白色粒子多量

4 暗褐色土 白色粒子少量
M18Grid Pit2(J-J') 

1 暗褐色土 白色プロック若十
G区第23号土壊

1 暗褐色 員褐色土粒子多量
2 暗褐色 黄褐色土粒子多量

3 暗黄褐色 黄褐色ブロソク多量
4 暗黄褐色 黄褐色ブロック多量
M18Grid Pit22(C-C') 
1 暗褐色土 白色粒子多量
M18Grid Pit23(C-C') 
2 暗褐色土 白色ブロック多量
M18Grid Pit24(D-D') 
1 暗褐色土 白色プロソク多量
M18Grid Pit21(H') 
1 暗褐色土 白色ブロック多量
M 18Gr id Pit 11 (J-J') 
1 暗褐色土柱痕または柱抜取痕 白色粒子
Ml 8Gr id Pi t10 (J-J') 
2 暗褐色土 白色粒子多量

3 暗褐色七 白色ブロック多量
4 暗褐色土柱抜取痕灰褐色プロック少量
M18Grid Pit12(J-J') 
5 暗褐色士 白色粒子多量

6 暗黄褐色土灰褐色ブロック
M18Grid Pit13(K-K') 
1 暗褐色土 柱痕または柱抜取痕 白色粒子多量炭化物粒子少量
M18Grid Pit14(K-K') 
2 暗褐色土 柱痕または柱抜取痕 白色粒子多量炭化物粒子少量
3 暗褐色土 白色粒子多最
M18Grid Pit17(M-M') 
1 暗褐色土 白色粒子少量
2 暗褐色土 柱掘形充填 白色プロック多量

3 暗褐色土柱掘形充填 白色プロック多量
M 18Gr id Pit 3 (P-P' Q-Q') 

1 暗灰褐色土 灰褐色・黄褐色プロック少量

検出長2.70m、幅0.36~0.40m、確認面からの深

さ0.04~0.12mを測る。断面は逆台形である。溝底

標高は、東端付近23.03m、中央付近23.03m、西端

付近23.05mを計測する。走行方位は、 N-109° -

Eを指す。

遺物は出土していない。

G区第13号土堀（第201• 202図）

Ml9グリッドに位置し、 G区第 7号溝跡と重複

する。

平面形態は、円形である。長軸長1.1lm、短軸

長1.05m、確認面からの深さ0.95mを測る。長軸方

位は、 N-54° -Wを指す。

遺物は出土していない。
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M 18Gr id Pit 4 (P-P' Q-Q') 

2 暗褐色士柱抜取痕 灰褐色・黄褐色プロソク少量
3 暗褐色士柱抜取痕焼土粒子微量灰褐色ブロック少量

4 黄褐色土柱掘形充填 黄褐色ブロック多量
M 18Gr id Pit 5 (R-R') 
1 暗褐色土 黄褐色プロソク多量
2 暗褐色土 黄褐色粒子少量

3 暗褐色土 黄褐色ブロック多量
4 暗褐色上 黄褐色プロック微量

5 暗褐色土 黄褐色プロック多量
M18Grid Pit6 (U-U') 
1 暗褐色土 白色ブロック少量
M 18Gr id Pit 7 (U-U') 
2 暗褐色土 白色ブロック多量

3 暗褐色土 白色ブロック多量
M18Grid Pits (W-W') 
1 暗褐色土柱抜取痕 白色粒子微量

2a暗褐色士柱掘形充填 白色ブロック多量

2b暗褐色土柱掘形充填 白色プロック多量
2c暗掲色土柱掘形充填 白色ブロック多量
M18Grid Pit15(Z-Z') 
1 暗褐色土 白色ブロソク多星
2 暗褐色土 白色粒子微量

M18Grid Pit16(2A-2A') 
1 暗褐色土 白色ブロック少量
N 18Gr id Pit 1 (2F-2F') 
1 暗褐色土柱抜取痕 白色ブロソク・炭化物少贔
2 暗掲色上柱掘形充填 白色ブロック微量

3 暗掲色土柱掘形充填 白色ブロック多量
M19Gr id Pit 3 (21-21') 
］ 暗褐色土柱抜取痕 白色粒子多

2 暗褐色土柱痕 白色ブロック・炭化物少

3a暗褐色土柱掘形充填 白色粒子多
3b暗褐色土柱掘形充填 白色粒子多
M19Grid Pit4 (21-21') 
4 暗褐色上柱抜取痕 白色粒子多

5a灰褐色土柱掘形充填 白色ブロック極多

5b暗褐色土柱掘形充填 白色ブロック多量
5c暗褐色土柱掘形充填 白色プロック多量

6 暗褐色土柱痕木片多量（住材の残欠）
M19Grid Pit5 (2J-2J') 
1 暗茶褐色士 柱抜取痕 黄褐色・白色粒子多贔
2 黒褐色土柱痕黄褐色・白色粒子少星底面に礎板

3a黄褐色土柱掘形充填 黄褐色シルトプロック多量

3b黒褐色土柱掘形充填黄褐色粒子多量

G区第24号土壊（第201• 202図）

M20グリッドに位置する。

平面形態は、楕円形である。長軸長1.10m、短

軸長0.74m、確認面からの深さ0.08mを測る。長軸

方位は、 N-90° -Eを指す。

遺物は出土していない。

G区第 5号溝跡（第201• 202図）

Ml9 • Nl9グリッドに位置し、 G区第 5• 8号

住居跡と璽複する。南側は調査区外に至る。

検出長3.60m、幅0.41~0.50m、確認面からの深

さ0.02~0.06mを測る。断面は逆台形である。溝底

標高は、北東端付近23.19m、中央付近23.16m、南

西端付近23.16mを計測する。走行方位は、 N-
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G区第13号土塀

1 暗灰褐色 灰褐色プロック縞状に堆積

2 灰掲色灰褐色プロック主体
3 暗灰褐色 灰掲色プロック多量

4 灰褐色灰褐色ブロック縞状に堆積
5 暗灰褐色灰褐色プロック微量

6 灰褐色灰褐色ブロック主体
第7号溝跡 (A-A'・ B-B'・ C-C') 

1 暗褐色土 焼土拉子少量人為的堆積

2 暗褐色土 焼上粒子多量炭化物粒子多最
白色粒子多量人為的堆積

白色粒—了多量 入為的堆積

白色拉子・ブロック多量 人為的堆積
炭化物粒子・ブロック多量 焼七粒子多鼠

白色ブロック少量 人為的堆積
炭化物粒子多量 白色粒子多量人為的堆積

炭化物多量焼土粒了多量 白色粒子多量
人為的堆積

白色プロック多星
人為的堆積

9 暗褐色七 白色ブロック多量
第6号溝跡 (D-D')

1 暗灰褐色シルト 焼土プロック微量

2 暗灰褐色シルト 焼士プロック若干
第5号溝跡 (E-E')

1 暗灰褐色シルト 炭化物少量
M19Grid Pit1 (F-F') 
1 黒掲色士柱抜取痕 白色粒—.「多量

2 黒褐色土村痕 白色粒子多量

3 黒褐色土柱掘形充填 白色プロック多量
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謂査区外
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143° -wを指す。

遣物は、土師器杯が出土している。

G区第 6号溝跡（第201• 202図）

M19 • 20グリッドに位置し、 G区第 5• 6 • 

8 • 11号住居跡と重複する。

検出長5.60m、幅0.40~0.90m、確認面からの深

さ0.01~0.07mを測る。溝底標高は、東端付近

23.14m、中央付近23.12m、西端付近23.12mを計測

する。走行方位は、 N-87° -Wを指す。

遺物は、微細な破片のため図示し得ない。

G区第 7号溝跡（第201• 202 • 203図）

M19。20• 21グリッドに位置し、北西側は調査

区外にある。 G区第15• 16 • 17 • 18号住居跡、 G

区第13• 22号土城と重複する。

検出長19.00m、幅1.25~2.55m、確認面からの深

さ0.05~0.63mを測る。溝底標高は、北西端付近

22.81m、中央付近22.70m、南東端付近22.50mを計

測する。走行方位は、 N-115° -Eを指す。全体

的に蛇行が著しく、東端部では大きく東に振れる。

遣物は、土師器椀．杯・鉢・壺・甕．甑、須恵

器杯・甕等が多数出土しているが、重複する遺構

からの流れ込みもあり、時期は多岐にわたる。

第204図34は、棒状土製品である。現存長4.3

cm・ 径1.0cm・重さ3.0gである。穿孔等は無く、用

途は不明である。

調 査 区 外

S D 7 

A 23.50 A' B23.50 B' 

ニ言
0 2m 
' .'  180 

第203図 G区土城。溝跡⑦
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G区第3号性格不明遺構 G区第7号溝跡

こ 1
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第204図 G区土城・溝跡出土遺物（1)
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36 

44 

゜
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＇ 1 • 4 

第205図 G区土城・溝跡出上遺物 (2)
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第63表 G区土墟・溝跡出土遣物観察表（第204• 205図）

番号 種別 器種 口径 器尚 底径 残存（％） 胎上 焼成 色調丁―- 出土位置・備考 図版

1 ろくろ土師 高台付杯 [2.8] 71 30 ③ABCDEGH IJC にぶい椅 ISX3No.1底部調整不明瞭

2 須恵器 甕 (15.8) [9.5] 5 ②ABFGH B 橙 SX3南比企産土師質

3 土師器i小堕甕 (12.4) 17.6 46 50 ②ABCGIJ B にぶい橙 SD8No.l 71-6 

4 土師器 高坪 [5.8] 30 図ABCGHIJ B 橙 SK7器面風化顕著

5 土帥器 甑 (20.2) 9.8, 5.0 30 ③ABGHI B にぶい橙 SK17単孔式 71-7 

6 土師器 杯 (13 2) [3.9] 5 ②ABCGHI B 橙 SD5 

,＇ | l --
7 土師器 身 (12.8) [2.7] 5 ①ABCFGHI B 赤褐色 SD7比企塑赤彩

8 土師器 杯 (98) [43] 25 ②ABCGHI B にぶい橙 SD7 ， 土師器 坪 (12.8) [2.8] 10 ②ABCGHI B にぶい赤橙 SD7 

10 土師器 杯 (9.8) [3.2] 5 ②ABCGHI B にぶい橙 SD7 

11 士師器 坪 (9.9) [33] 10 ③ABCGHI C にぶい橙 SD7 

12 土師器 坪 (11.6) [3.7] 10 ③ABCGHI C にぶい橙 SD7 

13 土師器 杯 (11.8) [39] 15 ②ACGHI B 橙 SD7 

14 土師器 坪 (12.9) [46] 10 ②ABGHI B 橙 SD7No.37 

15 土師器 坪 (118) [3.8] 5 ②ACGHI B にぶい赤褐 SD7 

16 土師器 杯 (11.6) [31] 5 ③ABCGHI B 褐色 SD7 

17 土師器 坪 (118) [3.9] 10 ②ABCGHI B 橙 SD7 

18 土師器 杯 14.8 4.3 60 ②ABCGI B 橙 SD7 

19 土師器 坪 (98) 3.2 30 ②ABHI B 橙 SD7 

20 土師器 杯 (119) [3.8] ②ABHI B 棺 SD7No.21 

21 土師器 椀 (15.8) [6.4] 15 ②ABGI B 橙 SD7No.41 

22 土師器 鉢 (198) [6 4] 10 ②ABGI B にぶい黄橙 SD7 

23 土師器 鉢 (19.4) [13.5] 20 ②ABGI B にぶい橙 SD7No.26・28 

24 土師器 小型甕 (11.0) [10.6] 20 ②ABHI B 淡黄褐 SD7No.29 

25 上師器 小型甕 [6.1] (4.4) 5 ②ABCGI B にぶい黄橙 SD7 

26 土師器 甕 19.6 [7 4] 10 ②ABGHI B にぶい橙 SD7No.17 

27 土師器 甕 [43] (9.6) 5 ②ABCGHI B にぶい黄橙 SD7No.15 

28 土師器 I 瑚ユ (22.8) [9.6] 5 ③ABCGHI B にぶい橙 SD7No.25 

29 t師器 甕 [4.8] (13.0) ②ABGHI B にぶい橙 SD7No.39 

30 土師器 罪上 (18.6) [2.2] 5 ②ACGHI B 橙 SD7 

31 土師器 台付甕 [61] 9.1 ②ACGHI B にぶい橙 SD7 

32 須恵器 杯 (124) [3 6] 5 ②ACHI B 灰 SD7末野産

33 須恵器 幸士 (18.3) [5 9] 5 ②ACHI C 橙 SD7末野産

35 土師器 甑 [13.4] (10.8) 10 ②ABCGI B にぶい黄橙 SD7No.35単孔式

36 土師器 乖瓦 (20.8) [12.4] ②ABCGHIJ B にぶい黄橙 SD7No.24 

37 土師器 乖コ (21.8) [11.0] 10 ②ABGI B にぶい黄橙 SD7No.19 

38 土師器 甕 (23.0) [12.6] 10 ②ABCHI B 赤褐色 SD7No.18 

39 土師器 甕 230 [16.5] 20 ②ABGHIJ B にぶい黄橙 SD7No.1 

40 須恵器 郷ゃ ②ABCHIJ A 灰褐色 SD7No.23 

41 須恵器 甕 ②ABCHI B にぶい橙 SD7末野産 41~45は同一個体

42 須恵器 甕 ②ABCHI B にぶい橙 SD7末野産 41~45は同一個体

43 須恵器 到年槙 ②ABCHI B にぶい橙 SD7No.34末野産 41~45は同一個体

44 須恵器 乖コ ②ABCHI B にぶい橙 SD7No.30末野産 41~45は同一個体

45 須恵器 甕 ②ABCHI B にぶい橙 SD7No.30・36末野産 41~45は同一個体
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(6)その他の遺物

発見されたグリッドが明確ではあるが、その一

方で、帰属する遺構が不明な遣物を、グリッド遺

物として第206図に掲載した。

3は、土玉の欠損品である (Ll8グリッド）。長

さ1.9cm。推定径1.2cm・推定孔径0.9cm・重さ4.3gで

ある。

4は、土錘である (Ml6グリッド）。長さ3.1

cm。径0.9cm。孔径0.3cm。重さ2.9gである。

また、いずれにも属さない遣物は、表採遺物と

して第206図に掲載した。

6は、土錘である。長さ3.9cm・径1.1cm・孔径

0.4cm。重さ4.6gである。

7は、打製石斧である。長さ14.8cm・幅11.5cm• 

厚さ3.1cm・重さ382.2gで、石材はホルンフェルス

である。

M14グリッド

□ 
N1 2グリッド

□ 
表採

｀｀ロ

゜
10cm ， 

1 • 4 

L18グリッド

: 3 
M16グリッド

伯

R 4 

6
 

厄

R
□ 
□□□二 o 10cm 

|-- I I13 

第206図 G区グリッド遺物・表採遺物

第64表 G区グリッド・表採遺物観察表（第206図）

番号 種別 器種 口径 器尚 底径 残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 1図版

1 須恵器 長頸壺 (11.6) [4.5] 5 ①ABCHI A 灰 IVI14-17Gr産地要検討

2 須恵器 坪 (118) 3.4 (6.2) 30 ②ABCFHI B 灰 Nl2Gr南比企産

5 土帥器 l坪 (128) [3.7] 20 ②ABGHI C 赤橙 表採
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v 分析◎保存処理

諏訪木遺跡では、数多くの木製品や漆器が出土

している。

木製品は、井戸跡・溝跡・柱穴等からも検出さ

れているが、 F区第 2地点の河川跡からきわめて

多量に発見された。河川跡の木製品は、規則的に

打ち込まれた杭列と多量の柱状・板状の木製遺物

によって形成された護岸施設として用いられたも

ので、これらのなかには多くの建築材も含まれて

いた。これらは共伴した土器の特徴から、古墳時

代前期に時期が限定されるきわめて良好な一括資

料である。このなかには、樋部倉矧加工が施され

た掘立柱建物の壁板材も含まれている。

そこで、河川跡から発見された建築材を対象に、

建築材の用途と樹種選択の関連性の検討するため

に樹種同定を実施した。また、その結果をもとに、

諏訪木遺跡周辺の植生等から各樹種の供給地の推

定を試みる。さらに、諏訪木遺跡の考古学的成果

や、近接する熊谷市小敷田遺跡・熊谷市北島遣跡

をはじめとする周辺遺跡の樹種選定傾向や自然科

学分析の結果等とも比較検討し、遣構や遺跡の性

格を把握することを目的として実施した。

一方、漆器は中世の溝跡や井戸跡から、遣存度

の高いものが発見されている。出土後、水につけ

た状態で保管していたが、漆膜の剥落を始めとす

る腐朽が進行していた。これを防ぐために、保存

処理作業を施した。

t諏訪木遺跡から出土した建築材の樹種同定

はじめに

諏訪木遣跡は、埼玉県熊谷市に所在し、荒川が

形成した荒川新扇状地（熊谷扇状地）扇端付近、

星川と忍川に挟まれた沖積地に立地している。本

地域には蛇行流路をなす旧河川跡や微高地がみら

れ（籠瀬1990・久保2004)、これまでの発掘調査

成果などによれば、人間活動の痕跡を示す遺跡は

縄文時代後期以降より沖積地へ展開することが示

唆されている（財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事

業団2003など）。

本報告では、諏訪木遺跡から出土した古墳時代

前期の建築材を対象に樹種同定を実施し、木製品

の樹種および木材利用について検討する。

1口試料

試料は、 F区第 2地点の河川跡から出土した古

墳時代前期の建築材（杭に転用された建築材を含

む） 10点（試料番号 1~10)である。
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パリノ・サーヴェイ株式会社

2.分析方法

各試料の木取を観察した後、破損部等の目立た

ない場所から木片を採取する。剃刀の刃を用いて

木口（横断面）．柾目（放射断面）・板目（接線断

面）の 3断面の徒手切片を作製し、ガム・クロラ

ール（抱水クロラール，アラビアゴム粉末，グリ

セリン，蒸留水の混合液）で封入し、プレパラー

トを作製する。作製したプレパラートは、生物顕

微鏡で木材組織を観察し、その特徴から種類を同

定する。試料が広業樹の場合には、独立行政法人

森林総合研究所の日本産木材識別データベースを

活用して同定を実施する。

同定根拠となる穎微鏡下での木材組織の特徴等

については、島地・伊東（1982)、Wheeler他

(1998)、Richter他（2006) を参考にする。また、

各樹種の木材組織については、林（1991)、伊東

(1995 • 1996 • 1997 • 1998 • 1999) を参考にする。
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第207図樹種同定試料

3. 結果

結果を第65表に示す。

建築材は、針葉樹 3種類（モミ属・ヒノキ・イ

ヌガヤ）と広葉樹 2種類（コナラ属コナラ亜属ク

ヌギ節・ヤマグワ）に同定された。以下に、各種

類の解剖学的特徴等を記す。

。モミ属 (Abies) マツ科

軸方向組織は仮道管のみで構成される。仮道管

の早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、

晩材部の幅は狭い。放射組織は柔細胞のみで構成

される。柔細胞壁は粗く、垂直壁にはじゅず状の

肥厚が認められる。分野壁孔はスギ型で 1分野に
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第65表樹種同定結果

試料番号 挿図番号 種 類 木取 追構 時 期 樹 種

1 第148図189 建築板材 柾目 F区河川跡 I 古墳時代前期 モミ属

2 第148図190 壁板材（樋部倉矧） 追柾 F区河川跡 古墳時代前期 ヒノキ

3 第150図194 杭（柱材転用） 分割丸材 F区河川跡 古墳時代前期 ヒノキ

4 第146図182 柱材 芯持丸本 F区河川跡 古墳時代前期 イヌガヤ

5 第150図196 杭（柱材転用） 分割角材 F区河川跡 古墳時代前期
i 

ヤマグワ

6 第147図184 柱材 分割角材 Flえ河川跡 古墳時代前期 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

7 第147図185 建築材 分割材 F区河川跡 古墳時代前期 モミ属

8 第146図183 建築材 板LI， 第149図192 梯子 半殻木

10 第149図191 梯f 芯持丸本

1~4個。放射組織は単列、 1~15細胞高。

・ヒノキ (Chamaecyparisobtusa (Sieb. et 

Zucc.) Endlcher) ヒノキ科ヒノキ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～や

や急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付

近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成さ

れる。分野壁孔はヒノキ型～トウヒ型で、 1分野

に1~3個。放射組織は単列、 1~10細胞高。

・イヌガヤ (Cephalotaxusharringtonia 

(Knight) K. Koch f.)イヌガヤ科イヌガヤ属

採取した木片が小片のため、年輪界が入らなか

った。軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成され

る。仮道管内壁にはらせん肥厚が認められる。樹

脂細胞は年輪全体に散在する。放射組織は柔細胞

のみで構成される。分野壁孔はヒノキ型で 1分野

に1~ 2個。放射組織は単列、 1 ~10細胞高。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節(Quercussub-

gen. Lepidobalanus sect. Cerris)ブナ科

環孔材で、孔圏部は 1列、孔圏外で急激に管径

を減じたのち、単独で放射方向に配列し、年輪界

に向かって径を減少させる。道管は単穿孔を有し、

壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、

1~15細胞高のものと複合放射組織とがある。

・ヤマグワ (Mornsaustralis Poiret)クワ科ク

ワ属

環孔材で、孔圏部は 1~5列、孔圏外への移行

は緩やかで、晩材部では単独または 2~4個が塊

F区河川跡 古墳時代前期 モミ属

F区河川跡 占墳時代飢期 ヤマグワ

F区河川跡 古墳時代前期 ヤマグワ

状あるいは接線方向に複合して接線・斜方向に配

列し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は

単穿孔を有し、壁孔は密に交互状に配列、小道管

内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異

性、 1 ~ 6細胞幅、 1 ~40細胞高で、しばしば結

晶を含む。

4, 考察

分析対象とされた建築材は、壁板材、柱（杭に

転用された資料を含む）、梯子、用途不明の建簗

材からなり、針葉樹のモミ属やヒノキ、イヌガヤ、

広葉樹のクヌギ節やヤマグワの 5種類の樹種が確

認された。これらの木材の材質的特徴は、モミ属

とヒノキは、いずれも木理が通直で割裂性が高く、

加工が容易であるが、ヒノキは耐水性が鳥く、モ

ミ属は保存性が低い。また、イヌガヤは針葉樹と

しては緻密で重硬な材質を有し、耐水性が高い種

類である。広菓樹のクヌギ節とヤマグワは重硬で

高い強度を有する種類であり、さらに、ヤマグワ

は耐朽性も高い。

建築材の器種別の樹種構成では、柱材には針葉

樹のヒノキ、イヌガヤ、広葉樹のクヌギ節、ヤマ

グワか認められた。種類構成は雑多であるが、強

度や耐水性の高い木材を選択する傾向がある。壁

板材には、モミ属とヒノキか認められ、いずれも

割裂性の高い木材が利用される。梯子は 2点とも

ヤマグワが認められ、強度・耐朽性の高い木材が

利用される。建築材は用途不明であるが、いずれ

も分割加工されており、割裂性の高いモミ属の利

-257 -



用が認められる。

本遺跡周辺では、北島遺跡や小敷田遺跡で古墳

時代の建築部材の分析調査が実施されている（鈴

木・能城1989• 1991a • 1991b、パリノ・サーヴェ

イ株式会社1998。2005、高橋2005)。このうち、北

島遺跡では古墳時代前期の柱材や垂木、梯子を対

象に分析調査が実施され、梯子にキハダ、ヤマグ

ワ、エノキ属柱にムクノキ、垂木にムクロジが

確認されている。梯子にヤマグワが認められてい

る点は本分析結果と調和的であり、この他にエノ

キ属やキハダも利用されていたことが窺われる。

柱材には、本遺跡では確認されなかったムクノキ

が利用されているが、強度の高い木材を利用する

傾向は本分析結果と共通する。ムクノキも河畔林

を構成する種類であり、周囲に生育していた樹木

を利用したことが推定される。北島遺跡における

この他の調査事例は、多くは古代に比定される資

料であり、柱材にクリ、梁にエノキ属、扉にモミ

属が認められている。北島遺跡第19地点からは、

建築部材とされる資料中に本遺跡の壁板材と同形

態の資料も確認されるが、未調査であり樹種は不

明である。

一方、小敷田遺跡では古墳時代前期の建築材53

点の分析調査が実施されている。梯子では、ヤマ

グワの他にモミ属、イヌシデ節、クヌギ節、ケヤ

キ、カエデ属、 トチノキ、クマノミズキ類が確認

されている。柱材では、本遣跡で認められたイヌ

ガヤ、ヤマグワ、クヌギ節が確認されているほか、

針葉樹のモミ属やスギ、アスナロ、広葉樹のオニ

グルミ、コナラ節、エノキ属、ニレ属、ケヤキ、

カツラ、カエデ属、ムクロジ、 トチノキ、 トネリ

コ属等の多くの種類が確認されている。諏訪木遺

跡の柱材では、耐水性や強度の高い木材が選択さ

れる傾向にあるのに対し、小敷田遣跡では保存性

の低いモミ属やトチノキなども利用される。広葉

樹材の多くが河畔林構成種であることを考慮する

と、遺跡周辺で入手可能な木材を材質に関係なく
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利用していた可能性がある。モミ属、アスナロ等

は、後述するように遺跡周辺での入手は容易でな

い木材と誰定され、これらの木材が混じる点は、

本分析結果と共通する。

北島遺跡や小敷田遺跡では、花粉分析や種実遣

体分析から当時の古植生についても検討されてい

る（橋屋1991・南木1991・パリノ。サーヴェイ株

式会社1998)。花粉分析結果によれば、モミ属や

ツガ属、スギ属等の針葉樹が比較的多く産出し、

広葉樹ではアカガシ亜属やコナラ亜属が比較的多

い。ただし、花粉化石群集における草本花粉の占

める割合が高いことや、木本類の種実は種類・点

数が共に少ない傾向にあることから、林分は比較

的少なかった可能性がある。

諏訪木遺跡の建築部材に認められた種類では、

クヌギ節は関東地方ではクヌギ 1種のみが分布し、

ヤマグワと共に適湿地を好む河畔林等を構成する

種類である。また、北島遺跡の弥生時代中期後半

とされる堰の構築材には、ヤマグワが多く確認さ

れているほか、カツラ、ヌルデ、カエデ属、ハリ

ギリ、ムクロジ、クリ、ヤナギ属が認められてい

る（パリノ・サーヴェイ株式会社2003)。これら

は、いずれも河畔林を構成する種類であることか

ら、古墳時代前期の段階でもこのような種類とと

もにクヌギ節やヤマグワが生育していたと推定さ

れる。針葉樹のイヌガヤは、現在の熊谷市には分

布しないが、河畔林等にも生育する種類であるこ

とから、同様に分布していた可能性がある。

一方、モミ属は崖錐堆積物や不安定な土地によ

く生育する種類であり、ヒノキは尾根上などの比

較的乾いた土地を好む種類である。小敷田遺跡で

確認されたアスナロもヒノキと同様に尾根上に生

育する種類である。これらは現在の熊谷市域には

分布しておらず、モミ属については、深谷市の段

丘崖（櫛挽台地）や対岸の旧江南町から滑川町に

かけての台地（江南台地）縁辺や丘陵（比企丘陵）

内に分布が認められている（伊藤1998)。ヒノキ



は、植林等の影響により本来の自生地は不明であ

るが、本来の生態性を考慮すると、モミ属と同様

に台地上や丘陵地内等に分布していたことが推定

される。また、北島遺跡での花粉分析結果では、

低地部よりも自然堤防上でモミ属やツガ属の花粉

化石が多く産出する傾向が認められているが、モ

ミ属の花粉化石は広域に飛散し、腐食にも強いた

め、この他の花粉化石よりも強調されている可能
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図版 1 木材 (1)

3a 

1．モミ属（試料番号 1)
2.ヒノキ（試料番号2)
3.イヌガヤ（試料番号4)

a:木口， b：柾目， c:板目

h’，舶＇91’¥’l"心1叫9廿出＇，11200μ m :a 
I'’1骨lilllllllllllii100μm:b,c
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図版2 木材（2)

5a 

4.コナラ属コナラ亜属クヌギ節（試料番号6)
5.ヤマグワ（試料番号5)

a:木口， b:柾目， c:板目

I'',,’,19．門＇，111111300μm:a

-,',』'200μm:b,c

鈴木三男・能城修ー 1991b「第12• 13地点から出土した木材の樹種J『北島遺跡1II』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告

書第103集 100~103p. 

高橋 敦 2005「建築材及び井戸枠材」『北島遺跡1X』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第293集 460~464p. 

Wheeler E.A., Bass P. and Gasson P. E.編 1998『広葉樹材の識別 IAWAによる光学顕微鏡的特徴リスト 伊東隆夫・

藤井智之。佐伯浩 (H本語版監修）』海青社 122p. [Wheeler E.A., 

Bass P. and Gasson P.E. (1989) IAWA List of Microscopic Features 

for Hardwood Identification]. 

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団 2003『北島遺跡VI 〈第］分冊〉』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第286集

343p. 

-261-



2. 諏訪木遺跡から出土した漆器の高級アルコール法による保存処理

t処理方法

高級アルコール法（特許取得済）

2.対象試料

1 D区第14号溝跡漆器椀（第50図1)

2 D区第10号溝跡漆器椀（第58図39)

3 D区第11号溝跡漆器椀（第60図69)

3. 保存処理工程

水洗い

↓ 

処理前調査

↓ 

写真撮影

↓ 

低級アルコール浸漬（30％溶液～50%~100%)

↓ 

高級アルコール浸漬（30％溶液～50%~100%)

↓ 

4. 使用材料

冷却（室温）

↓ 

表面洗浄

↓ 

接合

↓ 

接合剖補彩

↓ 

処理後写真記録

低級アルコール（メチルアルコール）

高級アルコール（オクタデカノール）

接着剤（アルタインMH／アクリル系）

着色料（アクリラ／ホルベイン）

株式会社吉田生物研究所

水洗い

含浸事前処理（水→低級アルコール）

含浸処理（低級アルコールー高級アルコール）

接 合
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処理前 処理後

試料 1 D区第14号溝跡出土漆器椀（第50図1)

処理前 処理後

冑饂’

試料 2 D区第10号溝跡出士漆器椀（第58図39)

処理前 処理後

試料 3 D区第11号溝跡出土 漆器椀（第60図69)
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VI 調育のまとめ

1. 諏訪木遺跡の変遷過程

諏訪木遺跡の立地環境

諏訪木遺跡は、熊谷市の中央部の東端に位置す

る。熊谷市は、利根川と荒川が最も接近する地域

にあたる。市域西側の荒川左岸一帯には寄居町末

野付近を扇頂とする荒川扇状地の櫛挽台地、南側

の荒川右岸には江南台地、北半部には妻沼低地、

東部には熊谷市三ヶ尻付近を扇頂とする新荒川扇

状地（熊谷扇状地）が広がる。

諏訪木遺跡は、沖積世に形成された新荒川扇状

地の扇端部に立地する。扇状地扇端地形特有の湧

水や伏流水に由来する小河川によって、扇状地の

開析がみられる。また、北側に広がる妻沼低地で

は、利根川・荒川やその支流による自然堤防の形

成や氾濫が、繰り広げられてきた。遺跡の周辺で

は、微高地と窪地・低地が複雑に入り組んだ地形

が形成されている。このような地形環境は、肥沃

な耕地による生産性の高さと水害の恐怖という長

所・短所の二面性をもち、遺跡（集落）形成に多

大な影響を及ぼしている。

これまでの諏訪木遺跡の発掘成果

諏訪木遺跡は、南北約750m、東西約 1km以上

の範囲を有する広大な遺跡である。これまでに、

工業団地建設、土地区画整理事業、本報告もかか

る県道熊谷羽生線建設に先立って、断続的に発掘

調査が行われてきた。

工業団地建設に先立つ発掘調在では、縄文時代

後・晩期から中。近世の遺構・遺物が発見された。

なかでも、溝に画された空間に四面庇付大型掘立

柱建物跡と掘立柱建物跡が軸を揃えて展開する平

安時代の様相や、古墳時代後期の「ムラの祭祀」

から平安時代の「律令体制下の祭祀Jへの形態変

化が確認された河川祭祀跡は全国的にも注目され

ている（吉野2001)。

土地区画整理事業に伴う発掘調査では、平安時
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代から中。近匪に至る集落遣構や、遺跡内に所在

する上之古墳群第 2号墳も発掘された（松田2007)。

県道熊谷羽生線建設に先立つ発掘調査は、対象

区を 7区に分割して実施した。 A・B・C区を平

成13年度に、 D・E・F・G区を平成14• 15年度

に調査した。

諏訪木遺跡A・B。C区からは、縄文時代後期

の包含層。古墳時代後期の水田跡・中世の区画堀

等が発見された（黒坂勾02)。

諏訪木遺跡D・E・F・G区では、上下二面の

文化層がみつかった。下面の文化層からは、縄文

時代後晩期の集落跡と遺物包含層が検出された。

遣構は、 16軒もの竪穴住居跡をはじめとして、土

城29基。炉跡 3基・配石遺構 1基・土器埋設遺構

1基が発見された。遺物は、該期の土器。石器の

ほかに土偶・耳飾等の土製品、石棒。岩偶等の石

製品も出土している。諏訪木遺跡の近辺には同時

期の遺跡の発見例が無く、独立性の高い集落跡と

推定されている（渡辺2007)。

諏訪木遺跡D・E・F・G区上面調査の概観

本報告が対象とする上面の文化層からは、弥生

時代中期～中。近世の遺構と遺物が発見された。

検出された遺構は、竪穴住居跡31軒．竪穴状遺

構 1基・掘立柱建物跡131東。柵跡 8列・周溝墓 3

基•土城墓 2 基•井戸跡24基。土堀96基・溝跡

110条・水田跡 3箇所。はたけ跡 2箇所。河川跡

1箇所・ピットである。時期の特定が困難な遺構

が多く、これらは形状・規模・方向性等から類推

した。

これらの遺構の分布には、種類・時期の両面で

偏りが目立ち、延長約320mに及ぶ調査範囲全体

を一括した遺構群と捉えることができない。遣

構・遣物の様相の違いから、概ね 5区圃に分割さ

れる。偶然ではあるが、この区画が路線区内に存



在する生活道路や水路によって区分した調査区と

ほぽ合致し、自然地形を上手く活用した先人の七

木知識を垣間みることができる。

弥生時代の遺構と遺物

弥生時代の遺構には、竪穴住居跡 1軒・周溝墓

3基。土城 1基。溝跡 3条があげられ、 D区西端

からG区東半部に分布する。

F区第 8号住居跡からは、中期後半の中部高地

系の甕形土器と打製石斧が出土した（第115.116 

図）。

F区第 1号周溝墓は、四隅切れタイプの方形周

溝墓である（第124図）。在地系の大型甕形土器と

小型壺形土器、中部裔地の栗林系統の小型甕形土

器、南関東系の大型壺形土器の一括出土は、特筆

される（第125図）。 F区第 2号周溝墓（第127

図）。 G区第 1号周溝墓（第191図）は、時期を確

定する要素に欠ける。

溝底から 3点の壺形土器がまとまって出土した

D区第75号溝跡と、これと直角に位置する D区第

22号溝跡によって、同時期の方形周溝墓となる可

能性がある（第31。33図）。 D区第75号溝跡の調

査時にも方形周溝墓の可能性を念頭に置いていた

が、発掘調在が分断されて実施されたことや周溝

墓とした場合に多くの部分が調査区外にあること

も影響し、確証は得られなかった。

長さ5.4m。幅 lm前後のF区第 1号溝跡からは、

底面から浮いた状態で大型壺形土器が出土した

（第132。134図）。遺構規模から周溝墓の一辺とも

想起されたが、これに対応する溝状遺構は発見さ

れていない。また、調査時の所見では再葬墓の可

能性が指摘されていたが、土器の開口部を閉塞し

ていたような痕跡はみつかっていない。

諏訪木遺跡周辺には、隣接する前中西遺跡。池

上遣跡をはじめ、平戸遣跡・北島遣跡。小敷田遺

跡等が同時期の遺跡例としてあげられる。これら

の遣跡は、弥生文化の波及の初期段階から本格的

な集落が形成され、従来の弥生時代観に大きな変
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更を迫るものであり、再度、これらの遺跡との比

較。検討を要する。

古墳時代の遺構と遺物

古墳時代の遺構は、竪穴住居跡24軒・土堀24

基。溝跡12条で、前期の河川跡 1箇所も含まれる。

いずれも、 F 区• G区に分布する。

古墳時代前期の遺構は、 F 区の住居跡 8 軒•土

堀12基。溝跡 7条、 G区の住居跡13軒・土墟10基

が該当する。また、性格不明遣構としたG区の溝

状遣構 5基のうち、住居の貼床状の硬化面をもっ

第 2 • 3号（第196図）、「 7」字形に屈曲する第

1号（第193図）、くの字形の溝が相対する第 4号

（第194図）の計4基は、住居跡の残痕と考えられ

る。これらの遺構の周辺にはカマドの痕跡は無く、

古墳時代前期の住居跡であった可能性が高い。

古墳前期集落を概観した場合、 F区と G区の中

間のF区第 2地点を南北に流れていた河川跡が注

目される。この河川跡は、遣跡が立地する地形環

境を象徴するものである。全体像は把握されてい

ないが、川幅は20mを超えるものと予想される。

そこで、 F区と G区の古墳前期集落は、 F区第2

地点の河川の両岸に営まれた別々のムラと捉える

ことができる。

F区と G区の古墳前期集落は、いずれも遣構の

分布密度が薄く、遺物の出土量も少ない。また、

特筆するような事象も見られないことから、両者

とも大規模な集落と考えることはできない。河川

を臨んで営まれた、小規模な集落と位置づけられ

る。諏訪木遺跡には、このような小規模集落（遺

構群）が点在していたことを予想させる。つまり、

諏訪木遺跡を小規模集落（遺構群）の集合体とし

て捉えることが妥当な解釈で、遺跡の特徴の一つ

でもある。

F区第 2地点の河川跡は、調査着手当初には谷

地形に形成された遺物包含層として捉えられてい

た。古墳時代前期に限定される多量の土器片が出

土し、器種は台付甕。壺・高坪・器台といった日



常雑器が大半を占めている。出土状況には、特別

に埋置・埋設されたような形跡は把握されていな

い。数点の手捏士器や二重杯高坪・緑色凝灰岩製

管玉が含まれるが、これらを以って祭祀的な様相

として積極的に捉えることはできない。

谷地形の底面付近からは、多量の木製品が発見

された。等高線に沿って、 6列以上もの杭列が確

認され、これらと平行・直交するように長尺の柱

状・板状の木製遣物が配されていた（第136図）。

このような人為的な木製遺物の配置状況から、護

岸施設と推定された。そして、谷地形を護岸施設

を必要とする地形＝河川と断定した。但し、護岸

施設の詳しい構造を復元することはできない。

護岸施設に用いられていた木材は、建物の廃材

や破損した木製農具等を転用したものである。必

要に応じて、二次的な加工が施されている。時期

は、古墳時代前期に限定される土器群との共伴か

ら、木製品も同時期に特定できる。種類。量・時

期において、良好な一括資料である。また、一時

期のみに限定されることから、河川自体が一過性

のもので、比較的短時間に埋没してしまったこと

を想像させる。

出土した木製品には、建築材も多く含まれる。

このなかの一つに、板倉造り建物の壁板と断定で

きるものがある。この壁板には、板と板とを接ぎ
ひふくらはき

合わせるために「樋部倉矧」と呼ばれる技法が採

用されたもので、そのための特殊な加工が施され

ている。詳細は後述するが、東日本最古段階の貴

重な発見例である。

続く、古墳時代後期の遺構には、住居跡 3軒

(F区第 6。11号住居跡、 G区第 5号住居跡）、土

城 2基（F区第 1• 12号土城）、溝跡4条 (F区

第4• 5号溝跡、 G区第 5• 7号溝跡）がある。

遣構数が少なく、点的な分布を示すことから、古

墳後期集落縁辺部の様相とみられる。

奈良•平安時代の遺構と遺物

奈良。平安時代の遺構として、竪穴住居跡6
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軒．掘立柱建物跡 8 棟•井戸跡 4 基•土城33基・

溝跡43条•水田跡 3 箇所があげられる。

水田跡はF区第 1地点最西端に位置し、古墳時

代前期の河川跡か埋没した窪地を開墾したものと

推定される。上面には、 ll08年（天仁元）の浅間

山噴火に伴う火山灰層が堆積していた（第135図）。

この水田を境にして、奈良•平安時代の集落も二

分される。

水田の東側のD区第3• 6地点～F区第 1地点

の東端付近には、掘立柱建物跡 7 棟•井戸跡 4

基•土堀17基・溝跡27条が分布する。一方、西側

には、 G区の住居跡 6軒。掘立柱建物跡 1棟。土

城16基・溝跡16条が該当する。両者の遺構構成は

対照的で、水田の東側には「掘立柱建物のムラ」、

西側には「竪穴住居のムラ」という、異なる景観

が復元される。そして、西側の集落は、古墳前期

集落と同様に、諏訪木遺跡を構成する小規模な集

落の一つである。

これに対し、東側の「掘立柱建物のムラ」では、

溝によって区画された空間の中に、二面庇付建物

を中心とした 5棟の掘立柱建物が軸を揃えて密集

する (D区第 3• 6地点、 D区第 6~10号掘立柱

建物跡、第10~14図）。特に、二面庇付建物のD

区第 6号掘立柱建物跡から出土した遺物量は、同

時期の掘立柱建物跡と比較すると多い。また、墨

書土器3点も含むなど、単なる一般家屋ではない

ことを示唆している。さらに、 D区第 6号掘立柱

建物跡の南側のM37グリッドには、 3点以上の須

恵器大甕が一括出土した（第73~82図）。これら

の大甕を直接伴う遺構はない。出土状況にも、こ

れらの大甕が意図的に配置されたような様子は認

められない。おそらくは、饗宴の酒樽として用い

られた後、一括して破砕•投棄されものと予想さ

れる。

このような一般集落とは異なる遺構・遺物のあ

り方は、南方約200mに位置する工業団地調査区

の成果との共通点がある。



工業団地調査区では、当初は 8世紀末～ 9世紀

初頭段階に竪穴住居のムラが出現する。しかし、

9世紀前半からは突如として溝で区画された区域

に掘立柱建物が建ち並び、 10世紀後半まで継続す

る。 3棟の四面庇建物を中心とした合計31棟もの

掘立柱建物が、中央に広場的な空間を形成しなが

ら計画的に配されている。また、集落の南端部を

流れる河川では、「古墳時代のムラのマツリ」か

ら「律令体制下の祭祀」まで、継続的に祭祀儀礼

が執り行われ、その形態的な変化も把握されてい

る。このような状況から、一般的な集落とは異な

る特別な区域であったことは明白で、官術遺構の

存在を1方彿させる遺構群である。

D区第 3 • 6地点の様相は、工業団地調査区と

は規模・質ともに異なる。しかし、「同時代に存

在していた」という動かすことのできない事実が

あり、「特別な区域に付随した施設」であった可

能性を提示したい。そして、水田西側の竪穴住居

のムラを、このような特別な区域を支えていた集

落の一つと数えることができる。

中・近世の遺構と遺物

中・近世の遣構として、竪穴状遺構 1基・掘立

柱建物跡 5 棟・柵跡 8 列•井戸跡20基・土堀墓 2

基・土堀38基・溝跡52条・はたけ跡 2箇所があげ

られる。これらの遣構の分布は、調査区東半部の

D 区 •E 区に偏っている。さらに、 D 区路線内を

横断する現存する水路を境として、東西二つに細

分される。

水路の東側のD区第 1• 2 • 4 • 5地点には、

B区から広がる 2枚のはたけ跡が検出された（第

69 • 70図）。これと重複して、掘立柱建物跡 5

棟・柵跡 6 列・土堀墓 2 基•井戸跡 5 基も発見さ

れた。 D区第10号井戸跡では底抜けの桶が井戸枠

に転用され（第22図）、 D区第 1号井戸跡には欠

損した板碑 2点が投げ込まれていた（第17図）。

2枚のはたけ跡を分割する D区第10号溝跡では、

かわらけや板石塔婆．漆椀・木製下駄等が出土し、
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溝底からはウマの頭蓋骨（第59図46)が正位の状

態で発見された（第55図）。

発見されたウマの頭蓋骨は、眉間部（前頭部）

が故意に打ち砕かれたもので、屠殺（撲殺）の痕

跡と捉えられる。ウマの頭蓋骨は、工業団地調査

区の河川祭祀跡からも出土し、下顎骨の欠損•前

頭部の破砕という共通点をもつ。工業団地調査区

では、古墳時代後期の土師器・須恵器・石製模造

品や木製壺鐙やウマの前足の中手骨、後足の左腔

骨・中足骨等と共伴している。また熊谷市一本木

前遺跡でも、入り江に面した祭祀跡から、古墳時

代後期の土器・石製模造品とともに発見されてい

る。 D区第10号溝跡例の場合は、発見状況から白

骨化した（？）ウマの頭蓋骨のみが人為的に溝底に

安置されたものと断定される。『日本書紀』・『古

語拾遺』・『類緊三代格』等の記述から、古来より

馬の首を神に捧げる雨乞い等の儀礼が行われてい

るようである（松井2000)。本例がこれらの儀礼

に合致するものかは検討を要するが、ウマの頭蓋

骨に他の用途を考えることは難しく、さらに人為

的に安置された出土状況も加味すると、祭祀儀礼

のほかには想像できない。

水路の西側のD区第 3• 6地点と E区は、この

水路を東辺とする変則的な方形区画と認識されて

いた。調査着手前の標高が水路の東側よりも約 1

mほど高く、また、「秋葉」と称される地名と

『新編武蔵風土記稿』の記述から、成田太郎助廣

の五男、成田四郎助綱の弟、秋業七郎の居宅跡の

存在が予想されていた。そのため、表土除去の段

階から慎重に調査を進めたが、残念ながら、調査

着手前の区画や文献の記述を裏付ける成果を発見

することはできなかった。

東西方向に走行する E区第 9号溝跡（第97• 

101図）と D区第19号溝跡（第31• 33図）は、同

ーの溝跡と推定される。そして、 D区第19号溝跡

東端部が直角に屈曲することによって、南側調査

区外に展開する方形の区画が形成されている。 D



区第19号溝跡の屈曲部からは、 14枚の北宋銭が一

括して出土した（第36図19~32)。ここが方形区

画の北東の鬼門の方向にあたることから、北宋銭

が地鎮に用いられたことが推定できる。区圃内部

には、 E区第 1号井戸跡が位置する。井戸枠とし

て、胴部下半部の半分ほどを欠損した常滑の大甕

が転用されていた（第89図）。これは13抵紀中頃

の産物で、口縁部から底部までの遣存度は全国屈

指のものである（第90図）。

また、方形区画外からは、蔵骨器が埋設された

土城 (E区第 1号土戦）．竪穴状遺構 1基。井戸

跡8基が検出されている。蔵骨器は、特別な加工

が施されていない片岩製の蓋石 2枚と16世紀前半

代の常滑甕の組み合わせで（第92。94図）、被葬

者は不明である。 E区第 1号竪穴状遺構は、弘仁

9年 (818) もしくは元慶 2年 (878) に推定され

ている大地震に伴う噴砂痕を掘削して形成され、

地震発生時期を類推する資料の一つとなる（第88

図）。石組みのD区第11号井戸跡は、拳大～人頭
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大の円礫が組み上げられていた（第22図）。

諏訪木遺跡の定義

以上、諏訪木遣跡D・E・F・G区判官面文化

層の発掘調査の成果を年代別に並べかえ、遺跡の

変遷過程を概観した。

県道熊谷羽生線建設に先立つ発掘調査 (A~G

区）は、南北約750m、東西約 1km以上の広大な

範囲を有する諏訪木遣跡全体に対して、東西方向

に貰くトレンチ調査を行ったような形となってい

る。その結果、集落域・生産域・墓域（上之古墳

群・周溝墓群）や古代官面を1方彿させる遣構群な

ど、多数の小規模遺構群の集合体であることが明

らかとなった。また、発見された遣構・遣物には、

縄文時代から中。近世までの多岐にわたる時代が

含まれ、各年代ごとにも複数の小規模な遺構群が

併存している。

つまり、諏訪木遣跡は扇状地末端の起伏に富ん

だ立地地形を背景にし、空間的・時間的にも多様

な文字通りの「複合遣跡」として解釈できる。



2 綴じ合わせ構造をもつ樋部倉矧の壁板

F区第 2地点の古墳時代前期の河川跡に形成さ

れていた護岸施設には、等高線に沿った 6列以上

の杭列と、この杭と杭を繋ぐように長尺の柱状・

板状の木材が杭列に平行・直交するように配され

ていた。用いられた木材は、建物の廃材や破損し

た木製農具等が転用されたもので、必要に応じて

二次的な加工も加えられている。

壁板の発見

F区第 2地点の河川跡から出土した木製品のな

かには、建築板材が含まれていた（第148図190• 

第213図1)。

この板材は、長辺86.Scmx短辺17.Scmx厚さ3.1cm

ほどの大きさで、木取りは追柾目、樹種はヒノキ

である。長軸方向両端部（短辺付近）の片面には、

表面整形とは異なるケズリ加工が施され、板の厚

さが調節されている。実測図の左側では7.6cmほど

の範囲にケズリ加工が施され、薄く仕上げられて

いる。一方、右側には端部から4.0cmほどの狭い範

囲にケズリ加工が行われている程度で、板の厚さ

は左側に比べて厚い。

ここで、「発見された板材は、どの部位に相当

する建築材なのか？」、「何故、板の厚さを調節す

る必要があるのか？」、「長軸方向両端部の厚さを

調節する必要のある建物には、どのような構造が

あるか？」という疑問が生じる。これらに答える

建築構造が、「板倉造り」である。板材の両端に

みられる板の厚さを調節するケズリ加工は、柱の

溝幅に合わせて壁板の厚さを調節した痕跡と考え

ると合点がいく。

板倉造りとは

板倉追りとは、柱や土台、梁などの軸組に溝を

彫り、その溝に厚さ 3cm ・幅15cmほどの壁板材を

落とし込む建築構法（落とし板構法）である（第

208図）。よって、横羽日の板壁となる（註 1)。

板倉造りには、木材の伸縮性が最大限活用され

ているので、通気性がよく、高い調湿機能をもつ。

そのため、穀物や書物・経典の保管庫として最も

適した構造であり、これらの保管を必要とする神

杜•仏閣に多く採用されてきた。遣存する代表例

として、春日大杜宝庫（重文・ 1380年）・旧春日

大社板倉（円窓） （重文。春日大社西ノ屋経蔵。

鎌倉後期）や法隆寺綱封蔵・伊勢神宮中宮社殿や

出雲大社等があげられる。また古代の正倉にも広

く採用され、武蔵国榛沢郡正倉跡である深谷市

隅柱

第208図板倉造り建物復元図
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第209図 埼玉県深谷市（旧岡部町）中宿古代倉庫群跡 2号建物（復元）

（旧岡部町）中宿遺跡 2号棟が、板倉造り建物と

して復元されている（第209図、駒宮・鳥羽1997)。

壁板材両端のケズリ加工

柱溝に落とし込む長軸方向両端部に施された板

厚調節のための加工によって、通常ならば、厚さ

は整えられて然るべきである。しかし、左右の厚

さは極端に異なり、意図的なものを感じる。おそ

らくは、左右の柱に彫り込まれていた溝の幅が異

なっていたことを示唆しているのであろう。そし

て、柱の溝の幅の違いは柱の太さに反映され、当

然のことながら、幅の広い溝は太い柱に彫り込ま

れたものである。太い柱は建物の「隅柱」と予想

され、出土した壁板は、厚く仕上げられた側が隅

柱に落とし込まれたものと推定される。

次に、壁板の長軸方向両端部付近の板厚調節加

工は、左右とも同じ面に限定されている。板厚の

調節が目的ならば、片面に執着する必要性はない。

利き腕の関係から、同面の左右に加工を施すこと

は、製作者にとっては作業がし難い。現実には、

扶るような深いケズリ加工を施すなどの負の作用

が認められる。よって、ここにも何らかの意図が

あったものと想像できる。建物の壁板には、風雨

の侵入を防ぐ高い密閉性が要求される。そこで、

両端のケズリ加工のない平滑面を建物の外側に向

け、要求を満たしていたものと推定される。

樋部倉矧のためのV字形加工

出土した壁板の一方の長辺側面部には、 U字形
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~v字形に扶られたような加工が施されている。

この反対側は、コの字形に成形されている。

このような板側面部のV字形の加工は、板の面

積を増やすために板と板とを接合する際に、接着
ひふくらは去

部に施される工夫の一つで、「樋部倉矧Jもしく
やはずはぎ

は「矢筈矧」と呼ばれる技法に対応する形状であ

る。樋部倉矧技法とは、建築部材を組み合わせる
つぎて

工法の継手技法の一つである。継手とは部材と部

材を同一軸方向に継いでいく接合技法で、一般に

は、柱状（棒状）の長尺な部材を長手方向につな

いで更に長い部材を作り出す方法として知られて

いる。板材の場合には、 9接ぎ継ぎ」と呼ばれる

技法を用いて、より広い面積の部材を求めること

ができる。現在の一般家屋では、フローリングと

よばれる床板が身近な例としてあげられる。木材
しぐち

の組み合わせ工法には、仕口と呼ばれる方法もあ

る。これは 2 つ以上の材を L形• T形• X形等あ

る角度で接合する方法である。材同士を欠きあっ

て組み合わせる組み手や、柱材等には横架材を差

し込む差し口等がある。諏訪木遺跡の河川跡から

出土した建築材にも、仕口技法の痕跡が残るもの

が多く含まれている。
いもはぎ とっつ はぎ

板材の接ぎ継ぎ方法には、芋矧（突付け矧．註
ユ はき はう はき ちかいはぎあいしゃくリ

2).殺ぎ矧（羽打ち矧．註 3)・違矧（合決・
あいしゃくり ほんさ` ねはぎ さねはぎ いんろうしゃくり

相決・註 4). 本官矧（実矧•印籠決・註 5) 。
ゃレいさねはぎ ちきりはき

雇実矧（註 6).千切矧（註 7)等もある。樋部

倉矧も含めて、基本的には、接合部の板側面部の
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殺ぎ矧
ひぷくら

樋部倉矧 違い矧
とつつ

突付け矧 羽打ち矧
（樋布倉矧） あいじゃくり
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やはす

矢筈矧
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二
ほんさね やといざね ちきり

本実矧 雇実矧 千切矧

三げ］しゃくり

印籠決

第210図 板材の接ぎ継ぎ方法

加工形状が異なっている（第210図）。この形状の

違いは、矧ぎ合わされた板の強度に反映され、

床・壁・天井などの用途によって使い分けられて

いる。

樋部倉矧は、板材の側面の一方をV字山形、他

方をV字谷形に加工し、「＜＋く」形に矧ぎ合わ

せる方法である。板側面部が平滑なコの字形同士

を矧ぎ合わせる芋矧（コ＋亡）と比較すると、

矧ぎ合わせる接合面積が増大し、機密性も高まる。

しかし、床材としては充分な強度が保てないこと

から、通常は壁板材。天井板材に用いられている。

出土した樋部倉矧の壁板は、板側面部の一方が

V字谷形に加工されているのに対し、その対面は

コの字形である。これでは、「＜＋亡」形の接合

状態となり、エ法上はきわめて不都合である。そ

こで、板側面部の形状がV字谷形とコの字形の組

み合わせとなる理由付けが必要となってくる。

樋部倉矧の壁板の側面部形状がコの字形である

必要が生じる部位は、組み上げられた壁板の最上

段か最下段のいずれかと考えられる。最上段の場

合には、上方にコの字形側を向けた桁梁材直下と
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なる。一方、最下段の場合には、コの字形側を下

方に向け台輪などの床材直上となる。

次に、壁板の上下方向を考えなければならない。

壁板には、建物内部と外界の遮断、風雨の浸入を

防ぐ等の機能が求められる。仮に、 V字谷形が上

を向いている場合、壁を伝った雨水か接合面の谷

部に溜まり、建物内部にも浸入する可能性が生じ

る。そこで、コの字形を上方に、 V字谷形を下方

に向けた桁梁材直下の壁板とするのが、合理的な

解釈と思われる。

綴じ合わせ構造

出土した壁板には、もう一つ特筆すべき点があ

る。それは、 V字谷形に整形された長辺縁辺部に、

ほぽ等間隔に穿たれた、 3孔の柄穴である。穿孔

された位置から、矧ぎ合せた板と板の接合と、接

合箇所を強化するという用途を予想させる。

最も簡易な方法として、柄穴に綴じ紐を通して

板と板を縛り付けて固定する方法が考えられる。

しかし、板と板を緊縛する用途に足りる綴じ紐を

通すにしては、柄穴の規模が大きすぎる。何重に

も綴じ紐を通すにしても、柄穴を埋めきるには相
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第211図 諏訪木遺跡の綴じあわせ構造をもつ樋部倉矧板壁の模式図

当の回数を必要とし、不合理である。このままで

は、常に穴のあいた状態の壁板となり、樋部倉矧

加工を施して機密性の向上を図った意義を損ねて

しまう。

そこで、柄穴を埋めるための方法の一案として、

緊縛する綴じ紐を通した後に、柄穴に栓を打ち込

んで塞いだ可能性が考えられる。柄穴の大きさの

みに着目するすらならば、綴じ紐の太さに応じた

穴を開ければ十分で、わざわざ栓をしなければい

けないほどの大きな柄穴を穿つ必要性はない。し

かし、綴じ紐には桜の樹皮などが予想され、これ

では「結ぶ」という行為ができない。そのため、

柄穴に栓を埋め込んで固定したとすると、合理

的に理解できる（註8)。

以上のように、諏訪木遣跡から出土した板材は、

板倉造り建物の壁板と判明した。長軸方向両端部

付近には、柱溝に落とし込むための板厚調節の痕

跡が認めらる。また、長辺側面部には、「樋部倉

矧」という接ぎ継ぎ技法のためのV字形の整形加

工が施されている。さらに、接合部分を強化する

ために、柏穴を穿って綴じ紐によって緊縛する綴

じ合わせ構造が付加されていることも推定された。

壁板の樹種と供給元

出土した壁板の樹種は、針葉樹の「ヒノキ」と

いう同定の結果が得られた (V-1参照）。ヒノ

キは尾根上などの比較的乾いた土地を好む種類で、

現在の熊谷市域には分布していない。商品価値の

高さから植林されている影響が大きく、本来の自

生地は不明である。本来の生態性から、モミ属と

同様の分布が推定される。モミ属は、深谷市の荒

川左岸の櫛挽台地の段丘崖や対岸の旧江南町から

滑川町にかけての江南台地縁辺や比企丘陵内に分

布が認められている。よって、ヒノキは諏訪木遣

跡の近郊の段丘や扇状地上、丘陵地などから入手

していた可能性が考えられる。そして、その背景

には、周辺を流れる中小河川の水述力があったこ

とが予想される。

北島遺跡から出土した壁板

諏訪木遣跡の北方約1.5kmに位置する埼玉県熊谷

市北島遺跡から、酷似した板材が出土している。

北島遺跡は、南北約1,200m・東西約1,650mもの広

大な範囲に及び、弥生時代中期～近槻の長期間に

わたり地域の拠点となった遺跡である。

板材が出土した第19地点第423号溝跡は、弥生

時代以来の河川跡である。堆積土層と遺物出土状

況の詳細な記録から、堆積層と時期が対比できる

良好な調査例である。古墳時代前期には、集落の

南端を画する機能をもつ。この集落は、方形環濠

に囲続された住居群をはじめ、総数146軒以上も

の住居跡と27基の方形周溝墓群から構成される拠
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第212図 埼玉県熊谷市北島遺跡から出土した樋部倉矧の壁板

点的な集落である。また、南岸にも同時期の集落

が展開するようである。さらに、並走する 3条の

溝跡には、出土遺物から「水辺の祭祀」的な様相

も窺われている（山本2005)。

第19地点第423号溝跡の古墳時代前期の堆積土

層から、手捏土器・小型丸底土器や高杯・鉢．

壺・台付甕等とともに、鋤・鍬。横槌．竪杵等の

農耕具、錯等の漁携具、梯子・垂木等の建築材や

弓・舟等の多種多様な木製品が出土した。この中

の一つが、諏訪木遺跡から出土した樋部倉矧壁板

と酷似した板材である（蟻崎2005)。

大きさは、長辺90.6cm・短辺26.8cmである。両側

の長軸方向両端部付近には、板厚を調節したケズ

リ加工が認められるが、諏訪木遺跡ほど露骨には

行われていない。長辺側面部の形状は、一方がV

字山形、他方はコの字形に整形されている。また、

V字山形側の長辺に沿って、方形の柄穴3孔か一

列に並ぶ（第212図・第213図2)。

柱溝落込部の板厚調節加工、長辺側面部のV字

形整形、綴じ合わせ構造と認定される長辺に沿っ

て並ぶ柄穴という共通点があげられる。また、 V

字山形の板側面部の対面がコの字形であることか

ら、壁板の最下段（床材直上）の壁板材であると

予想される。

壁板の大きさに着目すると、北島遺跡の壁板は

諏訪木遺跡の壁板よりもひとまわり大きい。この

事実は、北島遣跡の建物が諏訪木遣跡よりも柱間

が長く、規模の大きな建物であったことを意味す
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る。建物規模の違いには集落の規模が反映されて

いることが予想され、集落規模に比例して大型の

建物（倉）も必要だったのであろう。さらに大規

模集落の建物は、より緻密な設計と高度な技術に

よって建設されたことが予想され、僅かにすぎな

い柱溝落込部の板厚調節に垣間見ることかできる。

いずれにしても、出土した壁板に対応する建物遺

構や他の建築材が両遺跡ともに発見されておらず、

推定の域はでない。

富山県中小泉遺跡から出土した板材

富山県上市町中小泉遣跡では、 SD27から多量

の木製品が出土している。

「穴を持つ」板として提示された第213図 3は、

一方の短辺付近を欠損する板材である。現存長辺

101.4cm・短辺13.6cmを測る。長辺側面部の形状は、

一方がV字山形、他方がコの字形である。 V字山

形に整形された長辺に沿って、 3孔の方形柄穴が

並ぶ。また、先端部では、コの字形側にも楕円形

柏穴 l孔が穿たれている。諏訪木遺跡・北島遺

跡でみられた、長軸方向両端部付近の板厚調節加

工は施されていない（狩野他1984)。

長辺側面部をV字山形に整形した形状と、これ

に沿って並ぶ 3孔の柄穴から、綴じ合わせ構迫を

もつ樋部倉矧の板材と思われる。時期は弥生時代

後期～末頃と推定され、綴じ合わせ構造をもつ樋

部倉矧の板材としては日本最古のものである。

ここで、いくつか問題点があげられる。

一つは、断面形状からコの字形側の中央部が、
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溝状に僅かに窪む可能性がみられることである。

これが人工的な加工ならば、弥生時代後期から

「＜ ＋く」形に矧ぎ合わせる方法が確立していた

ことになる。これに対し、「コ＋く」形に矧ぎ合

わされた圧痕と捉えるならば、樋部倉矧の概念か

ら外れてしまう可能性も浮上する。

次は、長軸方向先端部にV字山形とコの字形の

両側に柄穴が穿たれていることで、諏訪木遺跡・

北島遺跡例にはみられなかった現象である。断面

コの字形の面が台輪などの床材の直上に位置する

壁板と仮定し、床材か柱材に固定するための痕跡

と解釈することも不可能ではない。一方で、「コ

＋く」形の矧ぎ合わせが成立するならば、綴じ合

せ構造のための柄穴ともいえるが、対面とは数が

あわない。

最後は、大きさである。側面形状V字山形側の

欠損部分に柄穴状の痕跡が窺われ、 6孔の柄穴

が穿たれていたものと類推できる。この仮定から、

長辺およそ120cm弱（現101.4cm) に対し、短辺

13.6cmという壁板材に復元できる。諏訪木遺跡・

北島遣跡の壁板と比較すると、長辺が約30cmも長

くなる一方、短辺が短くなる。諏訪木遺跡とは3.9

cm、北島遣跡とは約半分の13.2cmもの差があり、

形状的には違和感を感じる。

これらの問題点から、諏訪木遺跡・北島遺跡と

同様に、板倉造り建物の壁板と断定することに躊

躇を覚える。弥生時代と古墳時代という社会的時

代差や、関東と北陸という地域差が反映された結

果とすることもできるが、それでもなお、断定は

避けたい。建築用の板材であると仮定し、「部位

を特定できない綴じ合せ構造をもつ樋部倉矧の板

材」と広義の意味で捉えたい。

三重県六大A遺跡から発見された壁板材

三重県津市六大A遺跡は、大溝 (SDI) と旧河

道 (SR2) から多数の木製品が出土したことで、

全国的に知られている遺跡である。出土した木製

品は合理的に整理され、建築用の板材も、大き
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さ・厚さ・加工や調整方法・細工等から、扉板・

床板・壁板等に分類されている（穂積2000)。

壁板材は、梁より上部の妻壁板と桁・梁より下

部の横壁板に類別されている。「接ぎ継ぎ」技法

には芋矧・殺ぎ矧・樋部倉矧が認められる。芋

矧・殺ぎ矧の壁板のなかにも、諏訪木遺跡と同様

に長軸方向両端部付近の板厚調節が施されたもの

が多数みられる。同一集落内の同じ板倉造り構造

の建物でも技法は統一されず、様々な建築技法が

用いられた建物が混在しているようである。

第214図4 • 5は、長辺の側面部の一方がV字

山形、他方がV字谷形となる樋部倉矧本来の形状

をもつ。いずれもSDlIIIb層（弥生時代後期～古

墳時代前期中心）から出土し、竪羽日の妻壁板と

推定されている。

4は、屋根の勾配（54゚ ）に合わせて、短辺の

一方が斜めに切断されている。現存高135.3cm（推

定高160cm)、幅30.9cm、厚さ2.7cmである。竪羽目

の妻壁板と仮定すると、梁材から屋根の棟までの

高さが、最低でも1.6mとなる。さらに壁板が1枚

増えるごとに、 2.0m、2.4mと比例して高くなる。

梁材からの高さをこれほどまでに有する建物を感

党的には容認し難い。報文でも記されている通り、

屋根勾配36゚ の横羽目の妻壁板とする方が妥当と

思われる。柱溝落込部の板厚調節の加工はみられ

ない。両方の長辺に沿って、千鳥に配置された方

形柄穴が穿たれる。綴じ合わせ構造と位置づけら

れるが、柄穴は隣の板と緊縛するための綴じ紐に

よって塞がる程度の大きさで、栓留めまで想定し

なくとも良さそうである。

5は、長方形の板材で、高さ137.2cm、現存幅

19.8cm x厚さ2.1cmである。柱溝落込部の板厚調節

加工はみられない。 V字山形側の長辺に沿って並

ぶ納穴の位置か、 4のV字谷形側の柄穴の位置

とほほ一致する。ここから、同一建物の連続する

板材の可能性がもたれ、接合模式図も提示されて

いる（第214図）。
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第214図 樋部倉矧壁板の参考資料 (2)
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弥生時代末～古墳時代前期の板断面矢羽形の樋

部倉矧本来の形状は、六大A遣跡のみで確認され

ている。妻壁板という用途の違いや、畿内に近い

地理的条件をも含めた技術差などが背景にある可

能性が考えられる。

六大A遺跡からは、長辺の側面部の形状がV字

山形とコの字形の組み合わせも出土している。第

215図6 • 7が相当し、いずれも横羽Hの壁板材

と捉えられている。 6は、 SDlIII層から出土した

長方形の板材で、現存幅174.8cm、高さ17.7cm、厚

さ2.8cmである。一方の長軸方向端部付近には、柱

溝落込部の板厚調節加工が施されている。 7は、

SDl III a層から出土した長方形の板の欠損材で、

現存幅108.0cm、高さ21.0cm、厚さ3.5cmである。大

型の柄穴が、 V字山形側の長辺に沿って 1~2孔

穿たれているが、諏訪木遺跡・北島遺跡例の綴じ

合わせ構造とは様相が異なる。

桜町遺跡と上小紋遺跡の樋部倉矧技法

諏訪木遺跡から出土した樋部倉矧の壁板材の類

例を列挙したが、ほとんどが弥生時代末から古墳

時代前期の限定された時期に位置づけられること

ぱ注日される。

ところが宮本長二郎氏は、富山県小矢部市桜町

遺跡（縄文時代中期末）と島根県松江市上小紋遺

跡（第215図8、弥生時代後期）を例にあげ、よ

り遡る時期から樋部倉矧技法が存在していたとす

る（桜町遺跡発掘調査団編2001、宮本1987。1996)。

上小紋遺跡では、伴出した建槃材をもとに高床建

築の構造復元も試みられている（第215図）。

最新の研究においては、桜町遺跡例は「明瞭な

樋部倉矧加工とは認めにくい」という方向性が示

されている（大野他2005)。山田昌久氏からも、

「同例が樋部倉矧のための加工ではない」という

御教示をいただいた。また、上小紋遺跡例は、板

断面形状が矢印状の鋭利な二等辺三角形で、底辺

部にV字谷状の凹みがある。しかし、綴じ合わせ

構造の柄穴が無く、諏訪木遺跡。北島遺跡。六大
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A遺跡例とは様相が異なる。

このほかに、静岡県浜松市角江遺跡（弥生時代

後期、佐野・中川1996)・三島市西大久保遣跡

（弥生時代後期～古墳時代前期、池谷・芦川

1996) ・愛知県清洲1町朝日遺跡（弥生時代中期、

樋上2005)等から、樋部倉矧風の断面をもつ板材

が出士している。二次的な転用加工が施され、本

来の形状が不明なものが多い。また、いずれの資

料も綴じ合わせ構造は有していない。

諏訪木遺跡出土壁板の意義と今後の課題

以上、諏訪木遺跡から出土した綴じ合わせ構造

をもつ樋部倉矧の壁板について概観した。「ヒブ

クラハギ」という聞ぎ慣れない読み方から、特殊

な構造が想起させられてしまう。しかし本質は、

接合面部に一工夫加えられただけの、建策部材を

組み合わせる継手技法の一つにすぎない。諏訪木

遺跡の壁板の場合、長辺に沿って穿たれた 3孔

の柄穴に綴じ絣を通して板と板とを緊縛し、接合

部を強化する綴じ合わせ構迫が付加されている。

諏訪木遺跡から出土した壁板は、河川の護岸施

設に再利用されていた。しかし、二次的な加工か

らは免れ、本来の形状が保たれていたため、情報

量が多い。一つは、長軸方向両端部付近の板厚調

節加工の存在から、板倉造り建物の横羽目の壁板

であることが判明した。次に、 V字谷形の板側面

部の形状から、樋部倉矧技法の存在が明らかにな

った。また、対面のコの字形の側面部形状から、

桁梁材直下の壁板の最上段にあたる壁板材と誰定

された。さらに、伴出した土器群が「古墳時代前

期」という一時期に限定されていた。このように、

用途と詳細な部位、年代が特定できるきわめて良

好な木製建築材の資料といえる。

諏訪木遺跡のような綴じ合わせ構造をもつ樋部

倉矧の壁板は、中小泉遺跡・六大A遣跡に類例が

みられ、諏訪木遺跡から約1.5km離れた北島遺跡か

らも出土している。これらは、弥生時代末～古墳

時代前期に位置づけられる資料で、この時期に綴
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じ合わせ構造をもつ樋部倉矧技法が広く採用され

た可能性を窺わせる。いずれにしても、諏訪木遺

跡例は「東日本では最古段階の綴じ合わせ構造を

もつ樋部倉矧壁板」と評価できる。

ほぽ同時期の至近距離にある諏訪木遺跡と北島

遺跡から、樋部倉矧という継手技法と、さらにエ

夫と手間が加えられた綴じ合わせ構造をもつ壁板

が発見された意義は大きい。側面部のV字形状と

対面のコの字形状から、諏訪木遺跡は桁梁材直下、

北島遺跡は床材直上という部位まで特定される。

余談ではあるが、 V字の山・谷形状から雌材の諏

訪木遣跡、雄材の北島遺跡という関係にあり、同

時代の至近距離にある遣跡から雌雄両材が発見さ

れたという、きわめて稀な例でもある。

さて、諏訪木遺跡の壁板を板倉造りの壁板と断

定したが、遺跡から発見されるこの構造の建物遺

構としては掘立柱建物跡が該当する。埼玉県では、

古墳時代前期の掘立柱建物跡の発見例はまだ少な

いが、諏訪木遺跡に近接する熊谷市・行田市小敷

田遺跡 (3棟、吉田1991)、熊谷市古宮遣跡（ 4

棟、鈴木2004)、熊谷市天神東遺跡 (1棟、栗岡

1999)で知られている。

ところが、これらの掘立柱建物跡の柱間距離は

1.6m~4.7mを測り、諏訪木遺跡から出土した樋部

倉矧壁板幅（長辺）の1.84~5.4倍もある。この大

きすぎる差には柱間距離＝壁板幅という関係が成

立しないことを示唆し、当時の建物を復元するヒ

ントとなる。つまり、遺構として残る柱掘形は通

し柱の痕跡で、その間に 1~3本程度の管柱を立

てて、その間に壁板を落とし込んでいた構造が推

測させられる。これを模式化したのが、第208図

である。同時に、諏訪木遺跡から出土した壁板の

長軸方向両端部付近の板厚差を、単純に隅柱と側

柱に当てはめられなくなり、通し柱と管柱の関係

であった可能性も浮上してきた。

現状では、一つの遺跡から同時期の建築材と建

物遺構が発見された例は少ない。諏訪木遺跡でも
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多くの建築材が出土しているにも関わらず、同時

期の掘立柱建物跡は発見されていない。さらにマ

イナスの要素として、遺物としての建築材は二次

的に転用・加工されたものが基本である。そのた

め、用途・部位・エ法等の情報収集が妨げられ、

建物構造の復元がより難しくなっている。

樋部倉矧の壁板の発見から、諏訪木遺跡の古墳

時代前期集落には板倉造り建物が存在していたこ

とが明確となった。これと連動するかのように、

至近の北島遣跡からも諏訪木遺跡と酷似した綴じ

合わせ構造をもつ樋部倉矧の壁板が出土している。

ここから、周辺遺跡にも建築材の出土を期待させ

る。また、近接する諸遺跡からは同時期の掘立柱

建物跡の検出例が増加し、これらの遺跡にも板倉

造り建物が建造されていた可能性もある。但し、

発見された掘立柱建物跡すべてが板倉造り建物で

あるわけでもなく、当時の各集落に普遍的に建造

されていた確立は低いと思われる。集落規模から

は、北島遺跡が当時の拠点的集落であったことは

間違いない。諏訪木遣跡をはじめ掘立柱建物を建

造した諸遺跡は、北島遺跡を取り囲む衛星的な集

落として位置づけることが可能で、古墳時代前期

の社会を復元する糸口となる。

本稿では、①本来の形状が保たれた建築部材、

②長軸方向両端部の板厚調節加工、③板側面部の

V字谷形形状、④平面形の大きな方形柄穴という

視点から、板倉造り建物の綴じ合わせ構造をもっ

樋部倉矧の壁板として報告した。

しかし、宮本長二郎氏から、六大A遣跡例等と

比較すると、長辺の長さが短いことが指摘された。

そして、柄穴の位置間隔から、本来の壁板を二等

分に切断した可能性がもたれた。これに対し、北

島遺跡例とほぼ同規模であるという事実から、至

近にある二つの遺跡から二等分された壁板材が発

見される偶然性は低く、技術的な未熟さから長尺

の板材が製材できなかったとする解釈をしていた。

観察の結果、諏訪木遺跡・北島遺跡ともに切断痕



が確認された（註 9)。また、諏訪木遺跡の場合

は切断後に板厚調節のための二次加工が施され、

再び建築材として再利用されていたことが判明し

た。おそらくは、北島遺跡例も同様で、建築材に

二次加工を加えながら転用していた証拠となる。

さらに、諏訪木遣跡と北島遺跡との一致する再利

用方法から、ここには何らかのルールが存在して

いた可能性を窺わせる。

樋部倉矧の壁板の報告案に対し、今後も様々な

指摘が予想され、再検討を要するであろう。その

準備として、既出土の建築遺物の再精査を行って

いく必要がある。また、同時期の建物遺構と建築

遺物の発見例の増加にも期待したい。これらの新

資料も加えて、改めて、出土した樋部倉矧の壁板

の解釈を行う必要がある。そして、その延長線上

には、当時の建物構造・建築技術等の復元を試み

ることがあり、今後の課題の一つでもある。

板倉造り建物の復元案（第208図）については、

「穀倉」を前提としてイメージしたものである。

しかし、発掘調査の成果からは、穀倉であったと

いう考古学的な根拠はみつかっていない。今後の

検討に伴い、復元案を改正する必要もある。

註

1 日本の木造建築の板壁には、大仏様や和様の建築

に使われる横羽目と、禅宗様建築に使われる竪羽目

がある。

2 芋矧（突付け矧）は、縦長方向の板側面に鉤をか

けて滑らかにし、板側面部の断面形では「コ＋亡J

のように板と板を矧ぎ合せる方法。床板・羽 H板に

用いられる。

3 殺ぎ矧（羽打ち矧）は、芋矧と同様に縦長方向の

板側面に鉤をかけて滑らかにするが、板側面部の断
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面形が乙形になるように整形して矧ぎ合せる方法。

板側面部の接着面積が、芋矧よりも広くなる。

4 違矧（合決・相決）は、縦長方向の板側面部を階

段状に加工し、板と板を矧ぎ合せる方法。この方法

は、家屋の外側の下見板や羽目板に適している。

5 本賞矧（実矧•印籠決）は、縦長方向の板側面部

の一方を凸形に、他方を凹形に加工し、凹形の谷部

に凸形の山部を差し込んで板と板を矧ぎ合せる方法。

堅木の床板に使われる。

6 雇実矧は、縦長方向の両方の板側面部を凹形に加

工し、凹形と凹形を矧ぎ合せる時にできる穴に接合

材（副木・ヘぎ板）を差し込んで接合する方法。主

に、寺院・神社の建築物の床板に使われている。

通常は、板材に比較的やわらかい樹種、接合材に硬

い樹種が川いられる。また、強度を増すために、板

と接合材の木目が交差するように加工される場合も

ある。

7 千切矧は、板と板を千切形の栓を填めこんで矧ぎ
たていと

合せる（連結させる）方法。千切とは、経糸を巻く

織機の部品の一つで、両端が広く中央が括れた棒状

のものである。

8 柄穴の大きさと V字形状の曖昧さから、綴じ紐に

よる緊縛に加えて、壁板と壁板の継ぎ目に帯状の板

材（目板）を覆い被せ、この目板に木栓を打ち込ん

で壁板に固定する方法を想定していた。このように、

壁板と壁板の継ぎHを覆うことによって、接合部の

強化と密閉性の向上が図られたと予想していた。こ

の案に対し、宮本長二郎氏から建築技術として類例

がないこと、出土した壁板に目板の当たり痕が見ら

れないことから、否定された。

9 出土建築材に対して、「風触差による屋内外の判別J、

「他の部材との当たり痕跡の見極め」、「切り口の良悪

の区別から製材時の加工と転用時の加工を判別する」

という考古学の視点とは異なる観察法方が教示され

た。
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